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はじめに


内容は次のとおりです。

	
対象読者


	
関連ドキュメント


	
表記規則








対象読者


このマニュアルは、Oracle Secure Backupを使用してファイルシステム・データまたはOracleデータベースのバックアップおよびリストアを管理するシステム管理者およびデータベース管理者を対象としています。このマニュアルを使用するには、Oracle Secure Backupを使用する予定のオペレーティング・システム環境についてよく理解している必要があります。


注意:

Oracleデータベースのバックアップとリストア操作を実行するには、Recovery Manager (RMAN)を含む、Oracleバックアップとリカバリの概念の知識も必要です。








ドキュメントのアクセシビリティについて


オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。









関連ドキュメント


Oracle Secure Backupの使用の詳細は、次のOracleリソースを参照してください。

	
『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』

このマニュアルでは、様々なプラットフォームでのOracle Secure Backupのインストール、アップグレードおよびアンインストール方法、およびOracle Secure Backup管理ドメインの管理とネットワーク・セキュリティの概念とタスクについて説明します。


	
『Oracle Secure Backupリファレンス』

このマニュアルでは、obtoolコマンドライン・クライアントでサポートされるコマンド、Oracle Secure Backupの構成に使用されるデフォルトとポリシー、バックアップ・ターゲットを指定するデータセットの作成に使用される言語、およびユーザー・クラスと権限について説明します。




Recovery Manager(RMAN)ユーティリティの使用方法など、データベースのバックアップおよびリカバリの詳細は、次のOracleリソースを参照してください。

	
『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』

このガイドでは、Recovery Managerおよびユーザー管理のバックアップとリカバリを使用したOracleデータベース・バックアップとリカバリの手法について説明します。




Oracle Secure Backup製品のWebサイトのURLは次のとおりです。


http://www.oracle.com/technetwork/database/database-technologies/secure-backup/documentation/securebackup-094467.html


Oracle Secure Backup製品のダウンロード・サイトへの直接のリンクは、製品のWebサイトを参照してください。







表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。




	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。

















Oracle Secure Backup管理者ガイドのこのリリースでの変更


この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Secure Backup 12cリリース1 (12.1)での変更







Oracle Secure Backup 12cリリース1 (12.1.0.3)での変更


Oracle Database 12cリリース1(12.1.0.3)におけるOracle Secure Backup管理者ガイドの変更点を次に示します。


新機能

	
バックアップ・ジョブの所有権

ファイルシステム・バックアップの所有権を、そのバックアップを作成したのとは異なるOracle Secure Backupユーザーに移行することができます。

「オンデマンド・バックアップ・リクエストの追加」と「バックアップ・スケジュールの追加」を参照してください。












Oracle Secure Backup 12cリリース1 (12.1)での変更


Oracle Database 12cリリース1(12.1)におけるOracle Secure Backup管理者ガイドの変更点を次に示します。





新機能


このリリースの新機能は次のとおりです。

	
バックアップおよびリストア操作のストレージ・メディアとしてのディスク

Oracle Secure Backupは、統合されたディスクのバックアップおよびリストア機能を提供しています。ファイルシステムおよびOracle Database両方のバックアップおよびリストア操作において、ディスクをバックアップ先またはリストア元として使用できます。ディスクにバックアップを格納すると、ファイルシステムのバックアップおよびリストア操作のパフォーマンスが向上します。先にディスク上にバックアップを作成し、後からテープに移動することで、テープ・デバイス使用率を改善できます。

個別のバックアップに対し、複数のインスタンスを作成できます。Oracle Secure Backupは、実際のバックアップ・データと、バックアップを定義するメタデータを区別します。バックアップ・イメージとは、バックアップに関する、デバイスに依存しない情報が含まれたメタデータを指します。バックアップされた実際のデータは、バックアップ・イメージ・インスタンスと呼ばれます。単一のバックアップ・イメージが、複数のバックアップ・イメージ・インスタンスを持つことがあります。


関連項目:

	
「バックアップ・コンテナについて」


	
「ディスク・プールについて」


	
「ディスク・プールの管理」


	
「バックアップ・イメージの管理」


	
「バックアップ・イメージ・インスタンスの管理」







	
自動デバイス検出

Oracle Secure Backupは、メディア・サーバーに接続されたデバイスを自動的に検出して管理ドメインのデバイスとして構成することによって、デバイスの構成および監視のプロセスを簡素化しています。


関連項目:

	
「Oracle Secure Backupカタログのリストアの準備」


	
「 ポリシー・クラスの分類」







	
カタログからのバックアップ・データ参照の拡張

バックアップ・カタログの参照時に、複数のバックアップ・エントリを検索できるようになりました。必要なバックアップの詳細を入力する際に、Oracle Secure Backupワイルドカード・パターン・マッチングを使用できます。ワイルドカード・パターン・マッチングは、完全な情報を入力せず、文字パターンのセットを使用して、関連のバックアップを検索します。


関連項目:

	
「 Oracle Secure Backupカタログの参照について」


	
「バックアップ・カタログ・ページの参照」







	
カタログからのデータのリストアの拡張

また、Oracle Secure Backupでは、ワイルドカード・パターン・マッチングを使用して、複数のバックアップ・エントリをリストアできるようになりました。


関連項目:

	
「バックアップ・カタログ・ページの参照」


	
「ファイルシステムのリストア操作の概要」


	
「カタログベースのリストア操作の実行」


	
「 Oracle Secure Backupワイルドカード・パターン・マッチング」









	
テープへのカタログ情報の格納

以前の製品アーキテクチャでは、テープからOracle Secure Backupドメインにバックアップ・カタログをインポートできました。12.1で導入された、ボリューム・セットをインポートしてカタログ化する新しい方式は、はるかに高速です。

この処理では、バックアップ・イメージ・インスタンスの後に、バックアップ・カタログ・データをテープに格納します。バックアップ・カタログ・データには、そのバックアップ・イメージ・インスタンスを現在のOracle Secure Backupドメインにリビルドするために必要な情報が含まれます。これにより、ユーザーは格納されたバックアップの詳細をより簡単に表示して、リストア対象として選択できます。


関連項目:

	
「 テープからのバックアップ・カタログ・データのインポートについて」


	
「バックアップ・イメージ・インスタンス」


	
「カタログ・インポートの管理」







	
パスワード存続期間の管理

Oracle Secure Backup 12.1では、ユーザー・パスワードに高度な設定を設定できます。3つの新しい設定とパスワード・ポリシーが導入されました。

パスワード存続期間は、パスワードの有効期間を定めるもので、単位は日数です。パスワード猶予期間は、存続期間が期限切れになった後も、ユーザーがパスワードを使用し続けることができる期間を定めます。パスワード再使用期間は、ユーザーが以前のOracle Secure Backupパスワードを再使用できるまでの期間を定めます。

パスワードの変更を強制するオプションも導入されました。


関連項目:

	
「 Oracle Secure Backupのパスワード・ポリシーについて」


	
「ユーザーの追加」


	
「ユーザー・プロパティの編集または表示」







	
ボリューム・ステータス

Oracle Secure Backup 12.1では、個々のボリュームのボリューム・ステータスをサポートしています。ボリュームのステータスは、使用可能、読取り専用またはサービス停止中です。バックアップ・ボリューム選択プロセスでは、使用可能とマークされたボリュームのみが検討されます。読取り専用またはサービス停止中とマークされているボリュームは、いかなるテープ書込み操作でも検討されません。


関連項目:

「ボリューム・プロパティの変更」


















第I部 Oracle Secure Backupの概念


第I部では、Oracle Secure Backupのアーキテクチャの概要および概念的な全体像について説明します。

次の章で構成されています。

	
Oracle Secure Backupの概念


	
ユーザーとクラスの管理


	
バックアップおよびメディア設定の管理












1 Oracle Secure Backupの概念


この章では、Oracle Secure Backupを使用したバックアップとリカバリに関連する概念を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Secure Backupの機能の概要


	
Oracle Secure Backupの管理上の概念の概要


	
Oracle Secure Backupのメディアの概念の概要








1.1 Oracle Secure Backupの機能の概要


Oracle Secure Backupは、最も人気のあるLinux、UnixおよびWindowsの各オペレーティング・システムを横断して、Oracle Databaseとファイルシステムのデータをバックアップする、集中化された、ネットワークベースのバックアップ管理アプリケーションです。Oracle Secure Backupは、Recovery Manager (RMAN)とともに使用するSBTインタフェースの働きをします。Oracle Secure Backupでは、Storage Area Network (SAN)およびSCSI環境の、大部分の主要なブランドのテープ・ドライブとライブラリに対するサポートが、日々追加されています。サポート対象ハードウェアの現在のリストは、次のURLにあります。

http://www.oracle.com/technetwork/database/database-technologies/secure-backup/learnmore/index.html

Oracle Secure Backupの使用によって次のことが可能になります。

	
異種プラットフォーム分散環境における、テープおよびディスク・プール・デバイスへのバックアップおよびリストア操作の集中管理

ネットワーク・ファイル・システム(NFS)や共通インターネット・ファイル・システム(CIFS)を使用しなくても、ネットワーク内のあらゆる場所からローカルおよびリモートのファイル・システムやテープ・デバイスにアクセスできます。


関連項目:

サポートされるコンピュータ・アーキテクチャの詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。




	
LinuxおよびWindows上における、Oracle Cluster File System(OCFS)対象のバックアップおよびデータのリストア


	
ストレージ・リソースの効果的な使用が可能

まずディスクにバックアップを格納し、それを定期的にテープ・デバイスに移動することによって、テープ・デバイスのみにバックアップを書き込むことによる競合を低減させることができます。


	
格納されている全データの暗号化


関連項目:

バックアップ暗号化の管理




	
バックアップ対象を指定するためのワイルドカードと除外リストの使用


	
マルチレベルの増分バックアップの実行


	
同じデータ・ストリームが複数のデバイスに出力される、データベース・バックアップの二重化

各データ・コピーについて、別々のメディア・ファミリ、テープ・デバイスまたはディスク・プールを指定できます。


	
複数のボリュームにまたがるバックアップの作成

ボリュームは、LTO5テープ・カートリッジなどの1単位のメディアを表します。


	
自動テープ・ドライブ共有によるテープ・リソースの最適化


	
データの迅速なリストア

Oracle Secure Backupでは、ブロックへの直接位置指定と直接アクセス・リストアを使用することで、ファイル特定のための不必要なテープ・ブロックの読取りを回避します。迅速な取得作業のため、Oracle Secure Backupでは全バックアップ・データのテープ位置の記録がカタログ内に保存されます。


	
セキュリティのメンテナンスと、データ管理権限を持つユーザーの制限

デフォルトでは、Secure Sockets Layer(SSL)が、管理ドメインでのホスト認証と通信に使用されます。


	
場所から場所へのメディア・ローテーションの管理


	
ユーザー定義ポリシーによるテープ複製の自動化










1.2 Oracle Secure Backupの管理上の概念の概要


ホスト・コンピュータを管理ドメインに組織することによって、Oracle Secure Backupは異機種の環境のバックアップとリストア操作を管理します。通常、1つの管理ドメインは、1つの管理サーバー、1つ以上のメディア・サーバー、および1つ以上のクライアントから構成されています。

バックアップまたはリストア操作のリクエストを作成した場合、リクエストに実行の資格が生じると、Oracle Secure Backupはこのリクエストに対応するジョブを作成します。各ジョブに関する情報は、ジョブ・ログ、ジョブ・トランスクリプトおよびジョブ・サマリー内に維持されています。

ポリシーと呼ばれる構成設定を使用して管理ドメインの操作を管理できます。ポリシーは管理サーバーに保持されます。デフォルトを使用すると、構成設定のデフォルト値を提示できます。

Oracle Secure Backupは、ユーザー、権限およびクラスに関する情報を格納することによって、管理ドメイン全体で整合的なユーザー・アイデンティティを維持します。ユーザーに個別の権限を付与したり、クラス(名前付きの権限セット)を割り当てたりすることができます。Oracle Secure Backupは、事前構成済クラスのセットを提供します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
管理ドメインについて


	
Oracle Secure Backupのカタログについて


	
構成ファイルについて


	
デフォルトとポリシーについて


	
ジョブとリクエストについて


	
ユーザーとクラスについて


	
Oracle Secure Backupのデーモンについて








1.2.1 管理ドメインについて


管理ドメインは、バックアップおよびリストア操作を実行するための共通単位として管理する、ホストのネットワークを指します。管理ドメインの各ホストは、次のロールの1つを割り当てられている必要があります。

	
管理サーバー

管理サーバーは、ドメイン内のすべてのホストに関する構成情報を含みます。また、バックアップとリストア操作に関するメタデータを含むバックアップ・カタログも格納します。1つの管理ドメインに、管理サーバーは1台のみ存在できます。


	
メディア・サーバー

メディア・サーバーは、セカンダリ・ストレージ・デバイスが接続されているホストです。セカンダリ・ストレージ・デバイスとの間でのデータの移動を管理します。メディア・サーバーは、SANが接続されたディスク・プールや、スタンドアロンであるか、テープ・ライブラリに含まれているテープ・ドライブに、直接接続できます。


	
クライアント

バックアップする必要があるデータを含む管理ドメインのホストはすべて、クライアントと呼ばれます。クライアントは、Oracle Databaseとファイルシステムのデータを含むことができます。NDMP NASサーバーや、Linux、Unix、Windowsのホストである可能性があります。データがバックアップされる場合、管理サーバーはクライアントとして機能することもあります。




管理ドメイン内のホストに複数のロールを割り当てることができます。バックアップする必要があるOracle Databaseを含むため、メディア・サーバーはクライアントとしても機能します。バックアップする必要があるデータは、クライアントやメディア・サーバーに存在することがあります。


関連項目:

管理ドメインの詳細や例は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。




Oracle Secure Backup ホーム: ディレクトリ構造





Oracle Secure Backupは、管理ドメインに関する情報を管理サーバー上のOracle Secure Backupホームにファイルの階層として体系化します。Oracle Secure Backup Homeディレクトリは、ソフトウェアのインストール先です。管理ドメインを定義するファイルは、管理サーバーのOracle Secure Backup Homeディレクトリの構造化された階層に整理されます。

図1-1に、Oracle Secure Backupホームのディレクトリ構造を示します。このディレクトリ構造はすべてのプラットフォームで同じですが、デフォルトのOracle Secure BackupホームはUNIXおよびLinuxの場合は/usr/local/oracle/backup、Windowsの場合はC:\Program Files\Oracle\Backupです。


図1-1 管理サーバー上のディレクトリ

[image: 図1-1の説明が続きます]










1.2.2 Oracle Secure Backupのカタログについて


管理サーバーは、管理ドメインに対するバックアップおよびリストア操作に関連するメタデータを保存するカタログを保持します。obtoolまたはWebツールを使用してカタログを参照し、バックアップしたものをレビューしたり、リストアする項目を検索したりできます。

Oracle Secure BackupカタログはRMANとバックアップ・メタデータを共有するために統合されますが、RMANリカバリ・カタログとは別です。RMANリカバリ・カタログはOracleデータベース・ファイルに格納され、RMANとは別個に保持されます。

Oracle Secure Backupは、SBTを介してファイルシステム・バックアップまたはデータベース・バックアップを実行する場合、バックアップするオブジェクトの名前と属性を記録します。このデータは、管理サーバーに格納されているカタログに書き込まれます。各バックアップ・イメージに関連付けられたバックアップ・イメージ・インスタンスに関する情報も格納します。


関連項目:

「データベース・バックアップ」




バックアップ・カタログ: ディレクトリ構造





Oracle Secure Backupは、管理ドメイン内のすべてのクライアントに対して個別のバックアップ・カタログを保持します。各ホストに対するカタログは、クライアント名が付けられたadmin/history/hostのサブディレクトリに保存されます。たとえば、admin/history/host/brhost2には、クライアント・ホストbrhost2というクライアントに対するカタログが保存されます。カタログそのものは、indices.curというバイナリ・ファイルです。

Oracle Secure BackupがRMANバックアップのためにSBTメディア・マネージャのロールで動作する場合、部分データは、sbtpiece.datおよびsbtpiece.idxと呼ばれるディレクトリadmin/state/general/にあるデータベース・ファイルに格納されます。


関連項目:

ユーザー権限の詳細は、「Oracle Secure Backupのクラスと権限の概要」を参照してください



カタログを参照する際、Oracle Secure Backupでは、データの保存元のクライアントにおけるファイルシステム・ツリーの形式でデータが表示されます。ファイルシステムのルートには、スーパーディレクトリと呼ばれる架空のディレクトリが現れ、これには頂点のファイルシステム・レベルから保存されたファイルとディレクトリがすべて含まれます。Oracle Secure Backupは、カタログに保存されているすべてのトップ・レベルのファイルシステム・オブジェクトにアクセスできる開始ポイントとして、このディレクトリを使用します。

通常、カタログのスーパーディレクトリにはUNIXおよびLinuxシステムのrootディレクトリのみが含まれます。Windowsシステムでは、バックアップを行った各トップ・レベルのファイル・システム(ドライブ文字とコロンで識別される)が含まれます。

Oracle Secure Backupカタログには、各バックアップに保存されたそれぞれのファイルシステム・オブジェクトの記録が含まれます。ディレクトリの存在は暫定的であり、内容も時間経過とともに変わります。たとえば、昨日ディレクトリとしてバックアップされたオブジェクトの名前が、今日のバックアップではファイルを指し、明日のバックアップではシンボリック・リンクを指す可能性もあります。Oracle Secure Backupではオブジェクト・タイプにおけるこのような変更をすべて適宜追跡します。

Oracle Secure Backupのカタログにはバックアップ関連の情報が含まれます。admin/history/hostディレクトリには、管理ドメインのホスト名が付けられたサブディレクトリが含まれます。各サブディレクトリには、カタログ・データを保存するファイルが含まれます。Oracle Secure Backupは、2GB超のカタログ・ファイルをサポートします。このサポートは、2GBを超えるファイルをサポートするオペレーティング・システムおよびファイル・システムに限定されています。

カタログによって消費される領域の量は、ネイティブ・ホストとNDMPホストでは異なります。ネイティブOracle Secure Backupバックアップの場合に、予測されるカタログの増大は、次の3つの要素の合計によってバイト単位で見積ることができます。

	
(新しいファイルおよびディレクトリの数)*(43 +ファイル・リーフ名の平均の長さ)


	
(変更された既存のファイルの数)*(統計レコード用の27バイト)


	
(変更されていない既存のファイルの数)* 0.5




サード・パーティのNDMPファイラをバックアップする場合に、予測されるカタログの増大は、次の3つの要素の合計によってバイト単位で見積ることができます。

	
(新しいファイルおよびディレクトリの数)*(53 +ファイル・リーフ名の平均の長さ)


	
(変更された既存のファイルの数)*(統計レコード用の35バイト)


	
(変更されていない既存のファイルの数)* 0.5




また、NDMPバックアップの場合は、新規、変更済、未変更のいずれであっても、バックアップされるファイルごとに、NDMP位置ファイルで16バイト消費されます。


注意:

Oracle Secure Backupでは、バックアップ処理中にカタログの一時コピーが作成されます。Oracle Secure Backup管理サーバーの記憶域の計画にあたっては、一時コピーおよびカタログ・アップデートを考慮する必要があります。



Oracle Secure Backupによって、カタログと構成ファイルの内容の保護が自動化されます。インストール時にOracle Secure Backupによって、これらのファイルをバックアップ・コンテナにバックアップするために必要なバックアップ・ジョブのスケジュールが設定されます。たとえばディスク障害によってカタログ・データが失われた場合、最も新しいバックアップ・カタログをリストアし、その後で残りのデータをリストアすることができます。

通常は、構成データやカタログにアクセスするにはobtoolまたはOracle Secure Backup Webツールを使用してください。このようなデータを含むファイルにファイル・システムで直接アクセスしないようにしてください。


関連項目:

Oracle Secure Backupホームのファイルおよびディレクトリの内容の詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。









1.2.2.1 テープからのバックアップ・カタログ・データのインポートについて


Oracle Secure Backupは、importvolとobtarコマンドを使用する、テープからのバックアップのインポートおよびカタログ化をサポートします。この処理をより効率的にするために、Oracle Secure Backup 12.1ではカタログ・オン・テープ機能が導入されました。


関連項目:

importvolおよびobtarコマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください



Oracle Secure Backup 12.1から、はるかに高速な処理でテープからOracle Secure Backupドメインにバックアップをインポートし、カタログ化できます。その結果、Oracle Secure Backupカタログを参照して、以前は認識されていなかったボリュームから現在の管理ドメインにリストアするファイルを選択することができます。例1-1は、ボリュームをインポートしてカタログ化する方法を説明しています。

ボリュームのカタログ化の結果、バックアップがもともと現在のドメインで作成されたかのように、バックアップに関する情報を表示できるようになりました。


関連項目:

インポートとカタログ・バックアップの方法の詳細は、「カタログ・インポートの管理」を参照してください




関連項目:

catalogコマンドの構文と使用方法の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




カタログ・インポートの暗号化について





カタログ・インポートの実行時に、暗号化キーなしでOracle Secure Backupドメインにテープからファイル情報をインポートできます。ただし、リストア操作の実行時に、暗号化キーを持つことが必須です。

新しいOracle Secure Backupドメインの暗号化キーを取得するには、リストアの実行時にパスフレーズ・オプションを指定する必要があります。このオプションは、その後のすべてのリストア操作のリストア・パスフレーズを格納します。


関連項目:

restoreコマンド・オプションの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。







例1-1 ボリュームのカタログ化

この例では、Oracle Secure Backupはテープ・ドライブvt1をスキャンして、ボリュームIDをVOL000001としてボリュームをカタログ化します。この例は、ボリューム・セットのすべてのボリュームがOracle Secure Backupボリューム・データベースの一部であると想定しています。


ob> catalog --vid VOL000001 --drive vt1
Info: catalog import request 1 submitted; job id is admin/21.











1.2.3 構成ファイルについて


Oracle Secure Backupの管理データには、バックアップに関連したドメイン規模のエンティティが含まれます。これらは、ユーザー、クラス、テープ・デバイス、ディスク・プールおよびメディア・ファミリを含みます。図1-1に、configディレクトリを示します。サブディレクトリがいくつかあり、その1つ1つが管理ドメインを定義するオブジェクトを表します。各オブジェクト・ディレクトリは、オブジェクトの特性を記述したOracle Secure Backupファイルを含みます。







1.2.4 デフォルトとポリシーについて


Oracle Secure Backup のデフォルトとポリシーは、Oracle Secure Backupが管理ドメインの動作を操作する方法を決定する構成設定です。ポリシーの設定は管理サーバーに保持されます。ポリシー・デフォルトは安全優先で設定されていて、セキュリティを維持するのに十分であり、大部分の企業ネットワーク上でデータを保護します。ただし、特別な要件、環境またはバックアップ戦略がある場合は、インストール時にこれらの設定を検討して、要件を満たすことを確認することをお薦めします。

Oracle Secure Backupのポリシーはいくつかのクラスにグループ分けされます。各ポリシー・クラスには、Oracle Secure Backupの処理の特定の側面に関連したパラメータが含まれます。


注意:

ポリシーのクラスは、分類のための便宜的なものです。ユーザーのクラスと混同しないでください。







1.2.4.1 ポリシー・クラスの分類


Oracle Secure Backupのバックアップおよびリストア機能の管理に関連するポリシー・クラスは次のとおりです。

	
バックアップ暗号化ポリシー

このポリシーは、バックアップ・コンテナに書き込まれるバックアップの暗号化を制御します。たとえば、バックアップ暗号化が必須かどうか、キー・サイズ、およびキー管理の方法を指定できます。


	
コピー・インスタンス・ポリシー

このポリシーは、バックアップ・イメージ・インスタンスのコピーが作成される方法を制御します。たとえば、コピー・インスタンス・ジョブにデフォルト優先度を指定できます。


	
デーモン・ポリシー

このポリシーはデーモンとサービスの動作面を制御します。たとえば、ログインを監査するかどうかを指定したり、索引デーモンによるカタログの更新を制御します。


	
デバイス・ポリシー

このポリシーは、デバイス検出時にどのようにしてバックアップ・コンテナを自動的に検出するかを制御します。テープ・デバイスの書込み警告が生成されるタイミングも制御します。


	
索引ポリシー

このポリシーはOracle Secure Backupによるカタログの生成および管理を制御します。たとえば、カタログのクリーンアップ間の経過時間を指定します。


	
ログ・ポリシー

このポリシーは管理ドメインにおけるログイン履歴を制御します。たとえば、管理サーバー上のアクティビティ・ログに、すべて、バックアップのみ、リストア操作のみなど、どのイベントを記録するか指定します。


	
メディア・ポリシー

このポリシーは管理ドメインにおけるメディア管理を制御します。たとえば、デフォルトのメディア・ファミリのボリュームに対するバーコード・ラベルの取得と保存期間および書込みウィンドウの設定が、テープで必要かどうかを選択できます。


	
ネーミング・ポリシー

このクラスは、管理ドメインのWindows Internet Name Service (WINS)サーバーのIPアドレスを指定する1つのポリシーを含みます。


	
NDMPポリシー

このポリシーは、NDMPアクセス・モードを使用し、NDMPデフォルトを指定するホストに適用される設定を制御します。たとえば、バックアップ環境変数を構成したり、認証におけるユーザー名を指定したり、各NDMPサーバーにOracle Secure Backupを認証するために使用されるパスワードを指定したりします。

コマンドラインまたはコマンド・スクリプトでのクリア・テキストによるパスワードの指定は推奨されません。セキュリティの脆弱性です。推奨される方法は、Oracle Secure Backupユーザーがパスワードの入力要求に応じる方法です。


	
操作ポリシー

このポリシーはバックアップおよびリストアの操作面を制御します。たとえば、RMANバックアップ・ジョブが、必要なリソースが使用可能になるまでOracle Secure Backupスケジューラ・キューで待機する時間を設定します。


	
スケジューラ・ポリシー

このポリシーはOracle Secure Backupスケジューラの動作を制御します。たとえば、スケジューラがバックアップ・ジョブのディスパッチを試行する頻度を指定します。


	
セキュリティ・ポリシー

これらのポリシーは管理ドメイン・セキュリティの側面を制御します。たとえば、転送中のバックアップ・データに対するSSL暗号化を有効にしたり、ホストのアイデンティティ証明書に対する鍵のサイズを設定します。デフォルトのセキュリティ・ポリシーの変更方法は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』で説明しています。


	
ボールティング・ポリシー

このポリシーは、データ保護戦略の一環として、様々な場所でのテープのローテーションなどのメディア管理を制御します。


	
ボリューム複製ポリシー

このポリシーは、Oracle Secure Backupがボリュームの複製を実行する方法を制御します。たとえば、ネットワーク上で複製を実行する必要があるか、1つのローカル・ホストのみで複製を実行する必要があるかを制御できます。





関連項目:

Oracle Secure Backupのポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











1.2.5 ジョブとリクエストについて


Oracle Secure Backupでは、バックアップまたはリストアのリクエストはジョブと区別されます。リクエストは、まだ実行準備ができていない、バックアップまたはリストア操作のローカルに保存された指定です。ジョブは、Oracle Secure Backupスケジューラに転送されているリクエストのことで、実行準備ができています。

「デフォルトとポリシーについて」で説明するスケジューラ・ポリシーは、バックアップおよびリストア・ジョブのスケジューラによる処理方法を決定します。スケジューラがジョブをディスパッチする頻度も左右されるため、ユーザーはこの設定を熟知する必要があります。


注意:

この項ではファイルシステムのバックアップおよびリストア・ジョブについて説明します。データベースのバックアップおよびリストア・ジョブについては、「RMANによるOracle Secure Backupへのアクセス方法」を参照してください。



図1-2に、Oracle Secure Backupユーザーがオンデマンド・バックアップまたはリストア・ジョブを作成するプロセスを示します。


関連項目:

「オンデマンド・バックアップ」




図1-2 バックアップおよびリストアのリクエストとジョブ

[image: 図1-2の説明が続きます]



図1-2に示されているプロセスの手順は次のとおりです。

	
ユーザーはファイルシステムのバックアップまたはリストアのリクエストを作成します。たとえば、クライアント・ホストbrhost2上の/homeディレクトリのバックアップに対するリクエストを送信します。

Oracle Secure Backupは、ユーザーのOracle Secure Backup Webツールまたはobtoolセッションにおけるバックアップおよびリストアのリクエストのキューを保持します。ユーザーはこのキューの参照や変更ができます。ユーザーがセッションを終了すると、スケジューラにまだ送信されていないリクエストは消失します。


	
必要に応じて、ユーザーはこのキューのリクエストを変更します。たとえば、ジョブ・リクエストを削除できます。


	
ユーザーは、管理サーバー上で稼働中のスケジューラ(obscheduled)にバックアップ・リクエストを送信します。

ファイルシステムのバックアップまたはリストアのリクエストをユーザーがOracle Secure Backupスケジューラに送信すると、そのリクエストはジョブになります。Oracle Secure Backupは各ジョブに、管理ドメイン内のすべてのジョブにおいて一意の名前を割り当てます。


	
スケジュール時刻になると、サービス・デーモンがジョブを実行します。








1.2.5.1 ジョブの作成について


この項では、オンデマンドおよびスケジュール済のファイルシステム・バックアップおよびリストア・ジョブの作成方法について詳しく説明します。次のイベントによってOracle Secure Backupではジョブが作成されます。

	
Oracle Secure Backupは、デフォルトでは5分間隔で各バックアップ・スケジュールに定義されているトリガーを検査します。その日に起動する各トリガーについて、スケジュールに列挙された各データセットごとに1つのジョブが作成されます。


注意:

スケジューラがトリガーを検査する間隔を変更するには、スケジューラのapplybackupsfrequencyポリシーに別の値を指定します。




関連項目:

	
「トリガーの構成」


	
スケジューラのデフォルトおよびポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。






ジョブの説明で、Oracle Secure Backupはこれをデータセット・ジョブとして識別します。スケジュールされたデータセット・ジョブに数値のジョブ識別子(15など)が割り当てられます。


	
オンデマンド・リクエストを作成して、「実行」をクリックするか、obtoolでbackup --goコマンドを使用してリクエストをスケジューラに送信するたびに、Oracle Secure Backupではデータセット・ジョブが作成されます。admin/15などのように、コマンドを実行したユーザーが前に付けられたIDが、ジョブに割り当てられます。


	
データセット・ジョブについてスケジュールされた開始時刻に、Oracle Secure Backupはデータベースを読み取ってから、対象の各ホストに対して1つの下位ジョブを作成します。

ジョブの説明で、Oracle Secure Backupはこれをバックアップ・ジョブと呼びます。Oracle Secure Backupは、各バックアップ・ジョブに、親(データセット)ジョブIDを接頭辞とし、ドット(.)と一意の小さい数字を続けた識別子を割り当てます。たとえば、15.1は、スケジュールされたジョブ15の下位ジョブです。


	
Oracle Secure Backupによるデータのリストアを明示的にリクエストしてから、「実行」をクリックするか、obtoolでrestore --goコマンドを使用してリクエストをスケジューラに送信するたびに、Oracle Secure Backupではこのリストア操作を開始するために読取りが必要な、各バックアップ・イメージ・インスタンスに対するリストア・ジョブが作成されます。各ジョブにadmin/15のようなIDが割り当てられます。

1つのリストア・リクエストに対応するため複数のジョブが作成された場合、先頭ジョブ以外のジョブは、前のジョブの成功に依存するというマークが付けられます。この表記の結果、後のジョブの依存対象であるジョブが失敗したとき、後のジョブにも「失敗」のマークが付けられます。




最も早いジョブの実行時刻に達した後、スケジューラが次に実行するジョブを決定する次の判断基準は、ユーザーが割り当てたスケジュールの優先度です。スケジューラは、利用できるすべてのリソースに対して優先度順にジョブをディスパッチし、リソースが利用できるようになるのを待機して、引き続きジョブをディスパッチします。最もスケジュール優先度の数値が小さいジョブが、最も高い実際のジョブ優先度に対応しており、最初にディスパッチされます。


関連項目:

「オンデマンドのファイル・システム・バックアップの実行」および「バックアップ・スケジュールの構成」









1.2.5.2 ジョブのログについて


Oracle Secure Backupでは各ジョブに対するログが保存されます。このログにはジョブの作成、ディスパッチ、および完了時間のような高レベルのイベントが記述されます。ログはOracle Secure Backup Webツールとobtoolの両方で参照できます。


関連項目:

「ジョブ・プロパティの表示」









1.2.5.3 ジョブのトランスクリプトについて


Oracle Secure Backupでは各ジョブに対する実行トランスクリプトが保存されます。ジョブのトランスクリプトにはその処理の詳細が記述されます。このトランスクリプトはジョブを最初にディスパッチしたときに作成され、ジョブの進行に従って更新されます。ジョブにオペレータの支援が必要なとき、Oracle Secure Backupはトランスクリプトを使用して支援を求めます。


関連項目:

「ジョブのトランスクリプトの表示」









1.2.5.4 ジョブ・サマリーについて


ジョブ・サマリーは、Oracle Secure Backupで生成されるテキスト・ファイルのレポートで、選択したファイルシステム・バックアップおよびリストア・ジョブのステータスを記述します。各レポートにはジョブ・ステータスで区別された4つのセクションがあります。

	
現在、実行準備が整っているジョブ(まだ開始していない)


	
現在、実行中のジョブ


	
正常に終了したジョブ


	
取消、破棄または失敗となったジョブ




異なる時間範囲やアクティビティを網羅する複数のサマリー・レポートをOracle Secure Backupで生成するため、ジョブ・サマリー・スケジュールを作成できます。ジョブ・サマリー・スケジュールを作成する際、次のオプションを選択できます。

	
ジョブ・サマリーに対する一意の名前


	
Oracle Secure Backupがジョブ・サマリーを生成した日付


	
ジョブ・サマリーが電子メールで送信される宛先のユーザー


	
ジョブ・サマリーが対応する期間の開始時刻

終了時刻は常にサマリー生成時刻です。


	
ジョブ・サマリーの内容





関連項目:

「ジョブ・サマリー・スケジュールの構成」











1.2.6 ユーザーとクラスについて


Oracle Secure Backupは、ユーザーとクラスを介してユーザー・レベル・アクセス制御を提供します。ユーザーとクラスに関する情報は、管理サーバーに格納されます。Oracle Secure Backupユーザーは、管理ドメイン全体で同一のアイデンティティを持つエンティティです。クラスを使用して、ユーザーがバックアップ、リカバリまたは管理操作を実行するために必要とする権限を付与できます。クラスは、Oracle Secure Backupユーザーに付与できる権限の、名前付きのコレクションです。

Oracle Secure Backupには、事前定義されたクラスのセットが含まれます。Oracle Secure Backupをインストールすると、adminユーザーが自動的に作成され、事前定義されたadminクラスを割り当てられます。追加のOracle Secure Backupユーザーを作成し、必要なクラスまたはオペレーティング・システムの権限をユーザーに割り当てることができます。自身のクラスを定義して、そのクラスに権限を割り当てることもできます。


関連項目:

ユーザーとクラスの管理









1.2.7 Oracle Secure Backupのデーモンについて


Oracle Secure Backupのデーモンは、Oracle Secure Backupの処理を実行する際のバックグラウンド・プロセスです。一部のデーモンは連続的に稼働しますが、その他のデーモンは特定の処理の実行のみで稼働し、処理が終わると終了します。


注意:

Windowsオペレーティング・システムでは、サービス・デーモンのみがWindowsサービスです。その他のOracle Secure BackupデーモンはWindowsサービスではありません。



この項の内容は次のとおりです。

	
デーモンの種類


	
ファイルシステム・バックアップにおけるデーモンのやり取り








1.2.7.1 デーモンの種類


Oracle Secure Backupの管理ドメインは、様々なデーモンを使用してバックアップ、リストアおよび構成などのタスクを実行します。デーモン・プログラムは、LinuxまたはUNIXではOracle Secure Backupホームのetcサブディレクトリ、Windowsではbinディレクトリにあります。この項では、Oracle Secure Backupのデーモンについて説明します。

表1-1に、Oracle Secure Backupのデーモンと各デーモンが実行するホストを示します。




表1-1 Oracle Secure Backupデーモンとホスト・タイプ

	デーモン	管理サーバー	メディア・サーバー	クライアント
	
サービス

	
はい

	
はい

	
はい


	
スケジュール

	
はい

	
いいえ

	
いいえ


	
索引

	
はい

	
いいえ

	
いいえ


	
Apache Webサーバー

	
はい

	
いいえ

	
いいえ


	
NDMP

	
はい

	
はい

	
はい


	
プール・マネージャ

	
はい

	
いいえ

	
いいえ


	
ロボット

	
いいえ

	
はい

	
いいえ


	
プロキシ

	
いいえ

	
いいえ

	
はい








この項の内容は次のとおりです。

	
サービス・デーモン


	
スケジュール・デーモン


	
索引デーモン


	
Apache Webサーバー・デーモン


	
NDMPデーモン


	
ロボット・デーモン


	
プール・マネージャ・デーモン


	
プロキシ・デーモン








1.2.7.1.1 サービス・デーモン


observicedサービス・デーモンは、様々なサービスを提供します。管理サーバー、メディア・サーバーおよびクライアントで継続的に実行されます。

管理サーバーでは、observicedはスケジュール・デーモンのリクエストに応じてジョブを実行し、ログ・ファイルおよびトランスクリプトをクリーンアップして、Oracle Secure Backup構成データへのアクセスをドメイン内の他のホストに提供します。observicedは認証局(CA)としても機能するため、管理ドメイン内のホストからの証明書への署名要求を受諾し、署名済証明書をその要求元のホストに送り返します。observicedは初期化の際に、スケジュール・デーモンとApache Webサーバーを起動します。

メディア・サーバーまたはクライアントで稼働中のときは、observicedは管理ドメインのメンバーシップを処理し、ホストのリモート管理を許可し、証明書操作を処理します。要求元のホストのアイデンティティ証明書は、その操作が許可されているかどうかの検証に使用されます。

すべてのホストで、サービス・デーモンは通常、システム・スタートアップの一部として起動します。UNIXおよびLinuxでは、スタートアップは通常/etc/init.dのエントリで実行され、Windowsシステムではサービスはサービス コントロール マネージャで起動します。







1.2.7.1.2 スケジュール・デーモン


obscheduledデーモンはOracle Secure Backupのスケジューラです。スケジュール・デーモンは管理サーバー上で連続的に稼働します。

スケジュール・デーモンは各スケジュール済バックアップを管理し、ドメイン内の使用可能なすべてのテープ・デバイスのリストを保持し、バックアップ・コンテナが使用可能になると同時にバックアップを割り当てます。このデーモンは、RMANコマンドに応答してobtoolユーザーとSBTインタフェースからジョブ作成リクエストを受信します。

スケジューラ・ポリシーは、バックアップ・リクエストのスケジュール方法を制御します。







1.2.7.1.3 索引デーモン


obixdデーモンは各クライアントに対するバックアップ・カタログを管理します。索引デーモンは管理サーバー上で断続的に稼働します。

索引デーモンは、あらゆるバックアップの終わりに起動して、obtarで生成された索引データをバックアップ・カタログにインポートします。また、リストアまたは参照のためにカタログへのアクセスが必要になるとobixdが起動します。







1.2.7.1.4 Apache Webサーバー・デーモン


obhttpdデーモンはOracle Secure Backupに対するWebツールを提供します。このデーモンは管理サーバー上で連続的に稼働します。

Webサーバー・デーモンは、システム・スタートアップの一部として通常起動するobservicedデーモンによって、起動するように合図されます。







1.2.7.1.5 NDMPデーモン


obndmpdデーモンは、NDMPテープ・サービスを実装し、メディア・サーバーとクライアントとの間のデータ通信を提供します。このデーモンはクライアントとメディア・サーバーの両方で稼働します。obtarによって送信される制御メッセージへの応答が妨げられることがないよう、データ通信の制御をサブプロセスに渡します。

アクティブ・バックアップまたはリストア操作時、2つのobndmpdのインスタンスが稼働します。同一のホストがメディア・サーバーとクライアントの両方として動作する場合、3つのobndmpdのインスタンスが稼働します。それぞれ、コントローラ、データ・サービス、ムーバーとして動作します。







1.2.7.1.6 ロボット・デーモン


obrobotdデーモンはテープ・ライブラリ内のテープを操作します。このデーモンはメディア・サーバー上で断続的に稼働します。

obtarなどのOracle Secure Backupコンポーネントがテープ・ライブラリと対話する必要がある場合、メディア・サーバー上のobservicedにobrobotdのインスタンスを起動するよう要求します。ロボット・デーモンは、インベントリの操作、テープ・ライブラリ内のメディアの移動などのすべてのリクエストを処理します。obrobotdの各実行が1つのテープ・ライブラリを管理します。テープ・ライブラリのすべてのユーザーが接続を閉じている場合にobrobotdは存在します。







1.2.7.1.7 プール・マネージャ・デーモン


obpoolmgrデーモンは、ディスク・プールの内容を管理します。管理サーバー上で連続的に実行されます。

obpoolmgrデーモンは、期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスを削除し、ディスク・プール領域の使用状況を監視し、バックアップ操作時にディスク・プール領域が不足すると、obtarと対話します。バックアップ・イメージ・インスタンスは、期限が切れても削除されません。ディスク・プールの空き領域がディスク・プールのために指定したしきい値を割り込むと削除されます。







1.2.7.1.8 プロキシ・デーモン


obproxydデーモンは、SBTのバックアップおよびリストア操作へのユーザー・アクセスを検証します。プロキシ・デーモンは、処理中にアクセスされたSBTライブラリを含むホストで稼働します。プロキシ・デーモンの起動はプラットフォームに依存します。

プロキシ・デーモンは、プロセスのオペレーティング・システム・ユーザーのアイデンティティを使用してSBTライブラリを起動し、ローカル・ホスト名を使用してバックアップ処理で使うOracle Secure Backupアカウントを決定します。このオペレーティング・システム・ユーザーおよびホストに対する事前認可が存在し、関連付けられたOracle Secure BackupユーザーがRMANバックアップの実行を許可されている場合は、Oracle Secure Backupへのログインが許可されます。









1.2.7.2 ファイルシステム・バックアップにおけるデーモンのやり取り


図1-3は、管理サーバー、メディア・サーバーおよびクライアント上のデーモン間の関係を簡単に図示しています。


図1-3 管理ドメインのデーモン

[image: 図1-3の説明が続きます]



図1-3のメディア・サーバーにはobtarインスタンスが示されていますが、obtar自体はデーモンではありません。基礎をなすOracle Secure Backupエンジンで、バックアップまたはリストア操作時にデータ、テープ・サービスおよびディスク・プールを操作します。obtoolまたはOracle Secure Backup Webツールでコマンドを発行すると、Oracle Secure Backupによって内部でobtarコマンドに変換されます。

observicedデーモンが全ホストで稼働中で、管理サーバー上のobservicedデーモンがobscheduledおよびobhttpdデーモンを起動しており、クライアント・ファイル・システムのバックアップ・ジョブが作成されて実行をスケジュールされていると想定します。Oracle Secure Backupデーモンは次のようにobtarとやり取りします。

	
管理サーバーで、obscheduledはobservicedにバックアップ・ジョブを実行するようにリクエストを送信します。


	
管理サーバー上のobservicedはメディア・サーバー上のobrobotdに、バックアップ・ジョブに必要な各ボリュームをマウントするようにリクエストを送信します。


	
管理サーバー上のobservicedはメディア・サーバー上のobservicedに、obtarを起動するようにリクエストを送信します。


	
メディア・サーバー上のobtarは、クライアント上のobndmpdデーモンとメディア・サーバー上のobndmpdデーモンの間のデータ接続を確立します。バックアップ・データは、このデータ接続を介して送信され、バックアップ・コンテナに書き込まれます。

通常、obtarはメディア・サーバー上で稼働します。メディア・サーバーがOracle Secure Backupソフトウェアを実行していない場合は、obtarは管理サーバー上で稼働します。Oracle Secure Backupを実行しないメディア・サーバーの例としては、NDMPベースのファイラがあります。


	
obtarは管理サーバー上のobixdにカタログ情報を送信してから終了します。


	
管理サーバーで、observicedはobscheduledにジョブ・ステータスの更新を送信します。












1.2.8 バックアップ・イメージとバックアップ・イメージ・インスタンスの概要


バックアップ・イメージは、1つのバックアップ操作の結果から構成されているデータのセットです。バックアップ・イメージ・インスタンスは、実際のバックアップ・データを含みます。

バックアップ操作が開始されると、Oracle Secure Backupは次のものを作成します。

	
バックアップ・イメージ

バックアップ・イメージは、バックアップ・データが格納されるバックアップ・コンテナに固有でない、バックアップに関する基本的な情報を格納します。


関連項目:

「バックアップ・イメージ」




	
バックアップ・イメージ・インスタンス

バックアップ・イメージ・インスタンスには、バックアップ・データと、バックアップに関するいくらかの追加の情報が含まれます。Oracle Secure Backupは、バックアップ操作時に、指定されたパラメータに基づいて1つのバックアップ・イメージ・インスタンスを作成します。たとえば、テープ・ドライブmy_drvを使用してバックアップを作成する必要があると指定した場合、バックアップ・イメージ・インスタンスはこのテープ・ドライブのボリュームを使用して作成されます。


関連項目:

「バックアップ・イメージ・インスタンス」






必要に応じて、異なるバックアップ・コンテナに、追加のバックアップ・イメージ・インスタンスを作成できます。





1.2.8.1 バックアップ・イメージ


バックアップ・イメージは、バックアップを記述したメタデータのセットです。バックアップに関する情報(たとえばバックアップの名前、バックアップのタイプ、作成日時、サイズ、バックアップ・レベルおよびバックアップUUID)が含まれます。各バックアップ操作は、正確に1つのバックアップ・イメージを作成します。Oracle Secure Backupは、各バックアップ・イメージにバックアップUUIDを割り当てます。バックアップ・イメージUUIDは、管理ドメイン全体で一意です。


関連項目:

バックアップ・イメージ名で使用される形式の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。



バックアップ操作の実行時に、バックアップ・イメージの名前を指定できます。各バックアップ・イメージ名は、Oracle Secure Backupカタログ内で一意である必要があります。名前で日付を指定しない場合、—yymmdd形式の6桁の日付がバックアップ・イメージ名の最後に自動的に追加されます。名前に時刻を含めない場合、-hhmmss形式の6桁の時刻がバックアップ・イメージ名の最後に自動的に追加されます。名前に日付または時刻を追加しない場合、両方の値が-yymmdd-hhmmss形式でバックアップ・イメージ名の最後に自動的に追加されます。名前を指定しない場合、Oracle Secure Backupはホスト名、タイムスタンプおよびシステムが生成する順序番号で構成される名前を生成します。

バックアップ・イメージは、次のタイプのデータを含むことができます。

	
Oracle Secure Backupドメインのホストからのファイルシステム・データ


	
Oracle Databaseバックアップの一部を含む、RMANが生成したバックアップ・ピース


	
NDMPデータサービスからバックアップ操作によって生成されたデータ










1.2.8.2 バックアップ・イメージ・インスタンス


Oracle Secure Backupは、バックアップ・データを複数のバックアップ・コンテナに書き込むことができます。バックアップ・イメージ・インスタンスは、特定のバックアップ・コンテナに格納されるバックアップ・イメージの完全な表現です。バックアップ・イメージ・インスタンスには、バックアップされた実際のデータが含まれます。特定のバックアップ・イメージに対して、複数のバックアップ・イメージ・インスタンスが存在し、各インスタンスが異なるバックアップ・コンテナに格納されることが嘉納です。

たとえば、ファイルシステム・バックアップを実行する場合、Oracle Secure Backupは1つのバックアップ・イメージと1つのバックアップ・イメージ・インスタンスを作成します。このバックアップ・イメージ・インスタンスが、テープ・ドライブdrive1上に作成されるとします。その後、テープ・ドライブdrive2とディスク・プールmy_disk上に、このバックアップ・イメージの他のインスタンスを作成できます。すべてのバックアップ・イメージ・インスタンスに含まれるバックアップ・データは、同じです。ただし、異なるメディアに格納されるため、メディア・ファミリや暗号化のタイプなど、一部のプロパティが異なる場合があります。

Oracle Secure Backupは、各バックアップ・イメージ・インスタンスにUUIDを割り当てます。このUUIDは、管理ドメイン全体で一意です。各バックアップ・イメージ・インスタンスには、管理ドメイン全体で一意である名前も割り当てられます。Oracle Secure Backupは、関連するバックアップ・イメージの名前に基づいて、バックアップ・イメージ・インスタンスの名前を生成します。たとえば、daily_db_bkというバックアップ・イメージの場合、最初に作成されたバックアップ・イメージ・インスタンスはdaily_db_bk.1と呼ばれ、次に作成されたインスタンスはdaily_db_bk.2と呼ばれ、以下同様に続くという例が考えられます。


関連項目:

バックアップ・イメージ名で使用できる形式の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。



テープにバックアップを格納する場合、各バックアップ・イメージ・インスタンスにバックアップ・カタログ・データが付随します。カタログ・インポート操作時に、バックアップ・カタログ・データは、現在のOracle Secure BackupドメインのOracle Secure Backupカタログ・ファイル内に、そのバックアップ・イメージ・インスタンスをリビルドする情報を提供します。デフォルトで、この機能は、ボリューム・セットの範囲内で格納されるすべてのバックアップ・イメージ・インスタンスに関する情報をカタログ化します。







1.2.8.3 バックアップ・イメージとバックアップ・イメージ・インスタンスの関係


図1-4は、バックアップ・イメージとバックアップ・イメージ・インスタンスの関係を示しています。バックアップ操作が完了すると、Oracle Secure Backupはバックアップ・イメージMY_BKUPとバックアップ・イメージ・インスタンスMY_BKUP.1を作成します。このインスタンスは、テープ・ボリュームVOL0001に作成されます。その後、別のバックアップ・イメージ・インスタンスが、ディスク・プールMY_DPに作成されます。バックアップ・イメージの名前は、MY_BKUP.2です。各バックアップ・イメージ・インスタンスは、それ自身の一意のUUIDを持っています。


図4-1 バックアップ・イメージとバックアップ・イメージ・インスタンス

[image: 図1-4の説明が続きます]

の説明







1.2.8.4 バックアップ・イメージ・インスタンスとカタログ・データ


バックアップ・イメージ・インスタンスがバックアップ・コンテナに書き込まれる場合、Oracle Secure Backupはこのバックアップのカタログ・データをバックアップ・イメージ・インスタンスとともに格納します。このカタログ・データがあると、バックアップ・コンテナがもう1つの管理ドメインにインポートされたとき、すぐにカタログを更新できます。カタログ・データをバックアップ・イメージ・インスタンスとともに格納すると、障害回復シナリオで効果的です。Oracle Secure Backupカタログ情報が破損して、カタログのバックアップのコピーが利用できない場合、この情報を使用してカタログを再作成できます。











1.3 Oracle Secure Backupのメディアの概念の概要


Oracle Secure Backupは、データ保護戦略の一部として作成したバックアップを、指定されたストレージ・メディアに格納します。この項ではストレージ・メディアの概要を提供し、バックアップを異なるストレージ・メディアに格納する方法を説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
バックアップ・コンテナについて


	
バックアップ・セクションについて


	
ボリュームについて


	
ボリューム・セットについて


	
ディスク・プールについて


	
バックアップ・イメージ・インスタンスとテープ・ボリュームについて


	
データ・ブロックとブロッキング・ファクタについて


	
メディア・ファミリについて








1.3.1 バックアップ・コンテナについて


バックアップ・コンテナは、バックアップ・イメージ・インスタンスが格納される物理メディアです。バックアップ操作を実行するときに、バックアップを格納するバックアップ・コンテナを指定できます。あるバックアップ・コンテナから別のものにバックアップ・イメージ・インスタンスをコピーしたり、移動したりすることもできます。

Oracle Secure Backupは、次のタイプのバックアップ・コンテナをサポートします。

	
ディスク・プール

ディスク・プールは、バックアップ・イメージ・インスタンスのリポジトリであるファイルシステム・ディレクトリです。ファイルシステム・ディレクトリの内容は、Oracle Secure Backupによって管理されます。


関連項目:

「ディスク・プールについて」




	
テープ・ボリューム

テープ・ボリュームとは、LTO5テープ・カートリッジなど、メディアの物理的な部分です。テープ・ボリュームは、Oracle Secure BackupによってボリュームIDを割り当てられた物理カートリッジです。このボリュームIDは、カタログが、リストアを実行するために参照します。このボリュームは、テープ・ドライブやライブラリに存在し、システム管理者の任意の判断に応じて、他の場所にボールティングまたは格納されます。


関連項目:

「ボリュームについて」







バックアップおよびリストア操作のデフォルトのバックアップ・コンテナ





デフォルトで、Oracle Secure Backupはテープ上にバックアップ・イメージ・インスタンスを格納します。次のいずれかの条件に適合する場合、バックアップ・イメージ・インスタンスはディスク・プール上に格納されます。

	
Oracle Secure Backupドメインに構成されているテープ・デバイスがない


	
バックアップ・ジョブ(オンデマンドまたはスケジュール済)には、デバイス制約としてディスク・プールが構成されています




データのリストア時に、Oracle Secure Backupはまず、利用できるあらゆるオンライン・ディスク・プールから、データをリストアしようとします。必要なデータがディスク・プールにない場合、Oracle Secure Backupはそれをテープからリストアします。









1.3.2 バックアップ・セクションについて


バックアップ・イメージ・インスタンスは、1つ以上のバックアップ・セクションから構成されることがあります。バックアップ・セクションは、バックアップ・コンテナに連続して格納される、バックアップ・イメージ・インスタンスの部分です。各バックアップ・セクションは、バックアップ・セクションの作成時にOracle Secure Backupによって生成される一意のバックアップ・セクションIDによって識別されます。

バックアップ・イメージ・インスタンスが複数のテープ・ボリュームにわたる場合、バックアップ・セクションの数はバックアップ・イメージ・インスタンスが存在するテープ・ボリュームの数と同じです。バックアップ・イメージ・インスタンスが複数のディスク・プールにわたる場合、バックアップ・イメージ・インスタンス全体は正確に1つのバックアップ・セクションから構成されています。


関連項目:

「バックアップ・イメージ・インスタンスとバックアップ・セクション」









1.3.3 ボリュームについて


ボリュームは、テープなどのメディアの物理的ピースです。Oracle Secure Backupは各ボリュームを一意のボリュームIDで識別します。このボリュームIDは、「メディア・ファミリのボリューム」で説明する方法を使用して取得されます。

ボリュームIDの他に、ボリュームにはタグも付けられます。ボリューム・タグは31文字以内の英数字の文字列で、通常は、テープ・カートリッジに添付されているUPCバーコード・ラベルから取得されます。大部分のライブラリは、バーコード・リーダーを備えています。Oracle Secure Backupではこれを使用することで、テープをロードしたりボリューム・ラベルを読み取ったりしなくてもテープのアイデンティティを識別できます。Oracle Secure Backupはボリューム・タグをボリュームIDに関連付け、バックアップおよびリストア操作時に使用するために、どのバックアップ・イメージ・インスタンスを含んでいるかを記憶します。





1.3.3.1 バックアップ・イメージ・インスタンスとボリュームのラベル


Oracle Secure Backupでは、ボリューム・ラベルには通常ボリュームID(lev0-0001など)とボリューム・タグ(バーコード)が含まれています。この2つの属性で一意にテープを識別します。通常、Oracle Secure Backupでは、テープへの最初の書込み時にボリューム・ラベルが作成されます。バックアップ・イメージ・インスタンスの最初のブロックは、バックアップ・イメージ・ラベルとして参照されます。ファイル番号、セクション番号およびバックアップ・イメージ・インスタンスの所有者が含まれます。

ラベルが表示されるとき、ボリューム関連情報が「Volume label」というヘッダーとともに表示され、バックアップ・イメージ・インスタンス関連情報が「Backup Image label」というヘッダーとともに表示されます。これらは実際には、1つのラベルの別々の部分です。

Oracle Secure Backupのスケジューリング・システムで生成されるボリュームについて、メディア・ファミリやボリューム有効期限などの項目が表示される場合があります。

Oracle Secure Backupはラベル付けされたボリューム・セット上の各バックアップ・イメージ・インスタンスを、1から始まるバックアップ・イメージ・ファイル番号で番号付けします。

Oracle Secure Backupは複数のバックアップ・イメージ・インスタンスをボリュームに書き込むとき、各バックアップ・イメージ・インスタンスの後ろにテープ・ファイル・マークを配置します。最後のイメージの後ろに、Oracle Secure Backupはテープ・ファイル・マークを書き込んでから、データ終了(EOD)ラベル、続いて2つのテープ・ファイル・マークを書き込みます。図1-5は、2つのバックアップ・イメージ・インスタンスを内包するボリュームの形式を示しています。この図にはラベルとテープ・ファイル・マークの位置が示されています。


図1-5 ボリューム上の2つのバックアップ・イメージ・インスタンス

[image: 図1-5の説明が続きます]



バックアップ・イメージ・インスタンス、ボリュームのラベルおよび特別な「End of Data」ラベルと「End of Volume」ラベルは、形式が共通しており、ボリュームおよびバックアップ・イメージのデータの両方を含みます。ボリューム・ラベルは、ボリュームに対するラベルと、ボリューム上の最初のバックアップ・イメージ・インスタンスのラベルの、二重の役割を果します。同様に、バックアップ・イメージ・ラベルには、後に続くバックアップ・イメージ・インスタンスの情報と、ボリューム・ラベルからのボリューム情報のコピーが含まれます。このため、ボリューム・ラベルを読み取るためにテープを巻き戻さなくても、ボリューム情報を得ることができます。

図1-5に示すボリュームがセット内の最初のボリュームであると仮定します。最初のバックアップ・イメージ・インスタンスに対するボリューム・ラベルは、例1-2のようになります。

2番目のバックアップ・イメージ・インスタンスに対するボリューム・ラベルは、例1-3のようになります。

Oracle Secure Backupによってバックアップ・イメージ・インスタンスが作成された後、EODラベルの直前にボリュームが配置されます。EODラベルには前にあるバックアップ・イメージ・ラベル内のデータのコピーが含まれますが、イメージ・ファイル番号だけは数字が1つ増えます。Oracle Secure BackupはEODラベルを使用して、ボリュームを巻き戻すことなく、次のバックアップ・イメージ・インスタンスに対するボリュームID、バックアップ・イメージ・ファイル番号、および順序番号を提供します。

Oracle Secure Backupでバックアップ・イメージ・インスタンスが読み取られた後は、そのバックアップ・イメージ・インスタンスの後ろのテープ・ファイル・マークの後ろで、かつ次のバックアップ・イメージ・インスタンスのボリューム・ラベルの前に、ボリュームが配置されます。


例1-2 バックアップ・イメージ・インスタンス1


Volume label:
 Volume ID:         VOL000014
 Owner:             jane
 Host:              chicago
 File number:       1
 Section:           1
 Sequence number:   1
...





例1-3 バックアップ・イメージ・インスタンス2


Volume label:
 Volume ID:         VOL000014
 Owner:             jane
 Host:              chicago
 File number:       2
 Section:           1
 Sequence number:   1
...











1.3.4 ボリューム・セットについて


Oracle Secure Backupでは1つのバックアップ・イメージ・インスタンスを複数のボリュームに広げることができます。ボリューム・セットは1つ以上のテープ・ボリュームのグループで、最初のボリュームは2番目のボリュームに続き、2番目のボリュームは3番目に、のように続いていきます。

ボリューム・セット内の各ボリュームにはボリューム順序番号があり、直前のボリュームより増えていきます。結果的に、1回のセッションで大量のデータをバックアップまたはリストアできます。Oracle Secure Backupは常に、現在のボリュームの順序の次の番号に続けようとしますが、場合によっては、これは可能でありません。このシナリオでは、同じメディア・ファミリ内の、まだ書き込まれていず、利用できる次のボリュームIDに書き込みます。Oracle Secure Backupでは、ボリューム・セットの最初のテープ以外のいかなるテープも、既存のOracle Secure Backupボリュームに付加できません。後続のテープは、常に順序内の次の利用できるボリュームIDを使用して新しいボリュームに書き込みます。たとえば、ボリューム・セットの最初のテープはVOL00005であるが、VOL00006とVOL00007が、他のバックアップがすでに書き込まれたボリュームである場合、VOL00005のボリューム・セットの2番目のテープはVOL00008になります。

Oracle Secure Backupが複数のボリュームの読取りおよび書込みを行うときは、次のデータを使用してボリューム・セット内のボリュームの正しい順序に従います。

	
EOVラベル

バックアップ・イメージ・インスタンスが1つのボリュームを超えて次のボリュームに続く場合、Oracle Secure Backupは最初のボリュームを特別なEOVラベルを付けて終了します。このラベルには、セット内の次のボリュームのボリュームIDが含まれます。ボリューム・セット内では、最後のボリューム以外のすべてのボリュームがEOVラベルで終了します。最後のボリュームはEODラベルで終了します。


	
順序番号

ボリューム・ラベルに記録される順序番号は、ボリューム・セット内のボリュームの順序を示しています。セット内の最初のボリュームの順序番号は1です。


	
セクション番号

ボリューム・ラベルに記録されるセクション番号は、複数のボリュームに及ぶバックアップ・イメージ・インスタンスのセクションの順序を示しています。


注意:

バックアップ・イメージ・インスタンスが複数のボリュームにまたがらない場合、セクション番号は常に1になります。






図1-6は、3つのバックアップ・イメージ・インスタンスを内包するボリューム・セットを示しています。バックアップ・イメージ・インスタンス2は2つのボリュームに及んでいます。


図1-6 複数のボリュームに及ぶ1つのバックアップ・イメージ・インスタンス

[image: 図1-6の説明が続きます]



1番目のバックアップ・イメージ・インスタンスに対するボリューム・ラベルの一部は、例1-4のようになります。

2番目のバックアップ・イメージ・インスタンスの1番目のセクションに対するボリューム・ラベルの一部は、例1-5のようになります。

2番目のバックアップ・イメージ・インスタンスの2番目のセクションに対するボリューム・ラベルの一部は、例1-6のようになります。

2番目のバックアップ・イメージ・インスタンスの2番目のセクションに対するボリューム・ラベルの一部は、例1-7のようになります。


例1-4 バックアップ・イメージ・インスタンス1、セクション1


Volume label:
 Volume ID:         VOL000014
 Owner:             jane
 Host:              chicago
 File number:       1
 Section:           1
 Sequence number:   1





例1-5 バックアップ・イメージ・インスタンス2、セクション1


Volume label:
 Volume ID:         VOL000014
 Owner:             jane
 Host:              chicago
 File number:       2
 Section:           1
 Sequence number:   1





例1-6 バックアップ・イメージ・インスタンス2、セクション2


Volume label:
 Volume ID:         VOL000015
 Owner:             jane
 Host:              chicago
 File number:       2
 Section:           2
 Sequence number:   2





例1-7 バックアップ・イメージ・インスタンス3、セクション1


Volume label:
 Volume ID:         VOL000015
 Owner:             jane
 Host:              chicago
 File number:       3
 Section:           1
 Sequence number:   2









1.3.5 ディスク・プールについて


ディスク・プールは、バックアップ・イメージ・インスタンスのリポジトリの働きをするファイルシステム・ディレクトリです。各ディスク・プールはファイルシステム・ディレクトリ・パスに関連付けられ、このディレクトリの内容はOracle Secure Backupによって管理されます。ディスク・プールは、ファイルシステム・バックアップ、Oracle DatabasesのRMANバックアップおよびNDMPファイラによって作成されるバックアップを格納できます。ディスク・プールには、複数のバックアップおよびリストア操作が同時アクセスできるため、バックアップおよびリストア・ジョブのパフォーマンスが向上します。

各ディスク・プールは、デバイスとしてOracle Secure Backupに表示されます。1つのディスク・プールは、1つのOracle Secure Backup管理ドメインにのみ属することができます。複数のOracle Secure Backup管理ドメインで共有することはできません。

バックアップ・イメージ・インスタンスは、期限切れになるか、明示的に削除されるか、テープに移動されるまで、ディスク・プール内にとどまります。Oracle Secure Backupは、期限切れになった直後でなく、ディスク・プール領域しきい値を超過したときに、期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスを削除します。





1.3.5.1 ディスク・プール上のストレージ容量


このディスク・プールに格納されるバックアップ・イメージ・インスタンスが占有できる領域の量を表す各ディスク・プールの容量を指定することができます。指定された容量に到達した場合、領域消費量がその容量を割り込むまで、Oracle Secure Backupはこのディスク・プールに対していかなるジョブもスケジュールしません。


関連項目:

"ディスク・プール領域使用率の監視"









1.3.5.2 ディスク・プールの領域使用率


各ディスク・プールに対して、領域使用率のしきい値を指定することができます。このしきい値は、空き領域目標として参照されます。パーセンテージで表され、Oracle Secure Backupがディスク・プールで維持しようとする空き領域の量を表します。ディスク・プールによって消費されている領域が指定されたしきい値を上回ると、Oracle Secure Backupは期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスを削除します。


関連項目:

"ディスク・プール領域使用率の監視"









1.3.5.3 ディスク・プール・オーファン


ディスク・プールへのバックアップが失敗した場合、このバックアップと関連するディスク・プール上の既存のデータは、ディスク・プール・カタログに追加されません。Oracle Secure Backupは、ディスク・プールにこれらのバックアップ・ファイルがあることを検出しません。そのようなファイルは「オーファン」と呼ばれます。Oracle Secure Backupは、日次自動クリーンアップ・プロセスを実行して、カタログ内に対応するエントリを持たないファイルを削除します。場合によっては、これが重要なデータを失う原因になることがあります。そのため、ディスク・プールを新しいドメインにインポートした直後に、それをカタログ化することによって、クリーンアップ時のディスク・プール・オーファン自動削除を回避することを強くお薦めします。ポリシー設定を変更することによって、日次クリーンアップ処理を無効にできます。


関連項目:

	
ディスク・プール・タスク実行の詳細は、「ディスク・プールの管理」を参照してください


	
ディスク・プール・データのカタログ化の詳細は、「バックアップのインポートとカタログ化」を参照してください


	
deletediskorphansポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。














1.3.6 バックアップ・イメージ・インスタンスとテープ・ボリュームについて


Oracle Secure Backupを理解するには、物理的なバックアップ・ファイルとそのファイルが保存されるメディアの関係を理解する必要があります。図1-7は、バックアップ・ファイルがどのようにボリュームと関係するかを示しています。この概念は次のとおりです。

	
データ・ブロックは、各書込み操作でメディアに書き込まれるデータ量です。


	
ボリュームは、LTO5テープ・カートリッジなどの1単位のメディアを表します。


	
バックアップ・セクションは1つの物理ボリュームを占める、バックアップ・イメージ・インスタンスの一部です。


	
バックアップ・イメージはバックアップ操作の結果で、バックアップのメタデータを格納します。


	
バックアップ・イメージ・インスタンスはバックアップ操作の結果で、バックアップされた実際のデータを格納します。





図1-7 バックアップ・イメージ・インスタンス、バックアップ・セクションおよびボリューム

[image: 図1-7の説明が続きます]






1.3.6.1 バックアップ・イメージ・インスタンスとバックアップ・セクション


Oracle Secure Backupでバックアップ操作を実行すると、バックアップ・イメージ・インスタンスが作成されます。図1-8に示すとおり、バックアップ・イメージ・インスタンスは1つ以上のバックアップ・セクションで構成されるファイルです。


図1-8 バックアップ・イメージ・インスタンスとバックアップ・セクション

[image: 図1-8の説明が続きます]



バックアップ・イメージ・インスタンスは、Oracle Secure Backupのカタログ内でバックアップUUIDによって一意に識別されます。同様に、バックアップ・セクションは、そのバックアップ・セクションOIDによってカタログで一意に識別されます。

例1-8に、brhost2-20130329-123722.1というバックアップUUIDを持つバックアップに対するlsbiコマンドの出力を示します。

例1-9は、例1-8に示すバックアップ・イメージ・インスタンスに属するバックアップ・セクションに対するlsbiコマンドの出力を示しています。


関連項目:

lsbuおよびlssectionコマンドの構文とセマンティックの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




例1-8 バックアップ・イメージ・インスタンス


ob> lsbi brhost2-20130329-123722.1 
        Instance Name                 Created       Container(s)brhost2-20130329-123722.1         2013/03/29.05:37  VOL000001





例1-9 バックアップ・セクション


ob> lsbi --sections brhost2-20130329-123722.1
        Instance Name                 Created       Container(s)
brhost2-20130329-123722.1         2013/03/29.05:37  spantape-000001,                                                                spantape-000002                 BSOID  File Sect   Size     103     1    1  100.1 MB     104     1    2   24.4 MB











1.3.7 データ・ブロックとブロッキング・ファクタについて


テープ・ドライブは通常、データをブロック単位でテープに書き込みます。各書込み操作で、データがブロック単位で書き込まれ、ブロック間にギャップが設定されます。書込み操作の間、テープは連続的に実行されます。

データ・ブロックのブロック・サイズは、テープに書き込まれたブロックのサイズ(バイト単位)です。特定のバックアップまたはリストア操作で、読取りまたは書込みを行うブロックのサイズはすべて同じです。データ・ブロックのブロッキング・ファクタは、ブロックに含まれる512バイトのレコードの数を表します。たとえば、Oracle Secure Backupのデフォルトのブロッキング・ファクタ(128)では、テープのブロック・サイズは128*512バイト、つまり64KBになります。

最大ブロッキング・ファクタは、Oracle Secure Backupで使用されるブロッキング・ファクタの上限です。この制限値は、特にリストアの際、Oracle Secure Backupが実際のブロック・サイズの不明なテープから使用ブロック・サイズを最初に選択するときに効果を果します。最大ブロッキング・ファクタにより、この最初のブロック・サイズは、テープ・デバイスおよび基盤となるオペレーティング・システムの両方にとって受け入れ可能な値に制限されます。

Oracle Secure Backupはバックアップを開始するとき、いくつかの要素に基づいて使用するブロック・サイズを決定します。これらの要素を、優先度の高い要素から順に示すと次のようになります。

	
obtar -bオプションを使用して指定されたブロッキング・ファクタ。

このオプションは、operations/backupoptionsポリシーの一部として指定することもできます。このオプションを指定すると、他のすべての要素に優先します。


関連項目:

obtar -bオプションおよびoperations/backupoptionsポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




	
使用するテープ・ドライブの構成。

ドライブを構成する際に、Oracle Secure Backupが使用する特定のテープ・ドライブのブロッキング・ファクタまたは最大ブロッキング・ファクタ(あるいはその両方)を指定できます。ブロック・サイズの制限がテープ・ドライブごとに大きく異なる場合、この方法で指定することがあります。


関連項目:

テープ・ドライブの構成の詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。




	
media/blockingfactorおよびmedia/maxblockingfactorポリシーで設定された、ドメイン全体のブロッキング・ファクタまたは最大ブロッキング・ファクタ(あるいはその両方)。


関連項目:

media/blockingfactorポリシーおよびmedia/maxblockingfactorポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




	
デフォルトのブロッキング・ファクタ(128)と最大ブロッキング・ファクタ(128)。ブロック・サイズは64KB(デフォルト)。




これらの要素のいずれかによって候補となったブロッキング・ファクタは、次のテストに合格する必要があります。

	
ブロック・サイズは、適用するポリシーまたはテープ・ドライブ構成の属性によって有効となる最大ブロック・サイズ(ブロッキング・ファクタ)以下である必要があります。


	
ブロック・サイズは、使用するテープ・ドライブおよびアタッチ・ポイントでサポートされている必要があります。

テープ・ドライブ、デバイス・ドライバまたはカーネル・オペレーティング・システムの制限が、他のすべての事項に優先される場合があります。




Oracle Secure Backupはリストア操作を開始するとき、そのテープへの書込みに使用されたブロック・サイズを認識していません。読み取るブロックのサイズが小さすぎるとエラー状態になり、テープの位置変更が必要となるため、Oracle Secure Backupは常に、読取り可能な最大ブロック・サイズを使用してリストア操作を開始します。これは、現行のmedia/maxblockingfactorポリシーの設定またはテープ・ドライブの構成属性のいずれかです。したがって、最大ブロッキング・ファクタは、リストアできる最大ブロック・サイズ以上の値に設定されている必要があります。

バックアップ・イメージ・インスタンスから最初のデータを読み取った後、Oracle Secure Backupは、リクエストされたデータ量と実際のブロック・サイズを比較し、それ以降の読取りサイズをテープに合せて調整します。







1.3.8 メディア・ファミリについて


メディア・ファミリとは、ボリューム・セットの名前付きの分類を指します。この分類によって、異なる時刻に作成されたバックアップ・コンテナが確実に特性を共有できます。この方法で、メディア・ファミリを一般的なバックアップ処理にマップできます。メディア・ファミリによって、保存方法、書込みウィンドウ、保存期間が適切に定義されます。

メディア・ファミリをディスク・プールに関連付けることができます。ただし、ディスク・プールに適用できる唯一の属性は、保存時間です。テープとディスク・プールへのバックアップで同じメディア・ファミリを使用することは可能です。バックアップがディスク・プールに格納されている場合、メディア・ファミリで指定された保存時間のみが使用されます。





1.3.8.1 メディア・ファミリ属性


メディア・ファミリは、作成時にボリュームに割り当てられる複数の特性を定義する属性です。メディア・ファミリには、ボリュームが時間管理かコンテンツ管理か、期限切れになるか、なるとしたらいつか、ローテーションと複製のポリシー、ボリュームID名の形態などが含まれます。

テープに関連付けられたメディア・ファミリ属性は、なんであれ、特定のボリューム・セットの最初のボリュームが書き込まれたときにメディア・ファミリにより定義済であった属性です。その後でメディア・ファミリ設定になされた変更は、既存のテープには適用されず、それ以降にこのファミリを使用して書き込まれるか、再利用されるテープのみに適用されます。

メディア・ファミリの各ボリュームは次の属性を共有します。

	
ボリュームの識別順序

Oracle Secure Backupは次のいずれかの状態が発生すると、各テープ・ボリュームに一意のIDを書き込みます。

	
Oracle Secure Backupが初めてテープに書き込んだ場合。


	
Oracle Secure Backupがテープを最初から上書きした場合。




ボリュームIDは、通常はメディア・ファミリ名の固定部分があり、Oracle Secure Backupで割当てされ更新される順序番号がその後に続きます。たとえば、メディア・ファミリがfull_backupの場合、ボリュームIDはfull_backup-000029となる場合があります。デフォルトでは、メディア・ファミリ内の最初のボリュームの順序番号は1です。順序番号は、メディア・ファミリ内の後続のボリュームごとに1ずつ増分されます。ただし、メディア・ファミリが削除され、同じ名前を使用して別のメディア・ファミリが作成されると、ボリュームの順序番号は1にリセットされます。


	
ボリューム有効期限ポリシー

有効期限ポリシーは、メディア・ファミリのボリュームがいつ上書きおよび再利用が可能になるかを定義します。メディア・ファミリは、次の相互排他のボリューム有効期限ポリシー・タイプのいずれかを持つことができます。

	
コンテンツ管理

ボリュームの有効期限を、Oracle Databaseに関連付けられているRMAN保存パラメータを使用して決定します。コンテンツ管理のメディア・ファミリは、Oracle Databaseバックアップのみを格納できます。


関連項目:

「コンテンツ管理の有効期限ポリシー」




	
時間管理

ボリュームの有効期限を、メディア・ファミリに関連付けられているユーザー定義の保存を使用して決定します。時間管理のメディア・ファミリは、Oracle Databaseバックアップとファイルシステム・バックアップの両方を格納できます。


関連項目:

「時間管理の有効期限ポリシー」






ファイルシステム・バックアップでメディア・ファミリが指定されていない場合、nullメディア・ファミリがデフォルトとして使用され、ボリュームID VOLと表示されます。RMANバックアップでメディア・ファミリが指定されていない場合、RMAN-DEFAULTメディア・ファミリがデフォルトとして使用されます。

ボリュームに関連付けられたメディア・ファミリは、そのテープへの最初のOracle Secure Backup書込み時に、テープに割り当てられます。ボリュームは、期限切れにならないようにすること、未使用領域を残すことおよび次のバックアップ操作で選択されないようにすることができます。同じメディア・ファミリからのバックアップのみ、このテープに追加できます。一杯になった、または閉じられたボリュームには、期限切れにならないかぎり、書き込まれません。Oracle Secure Backupは、バックアップを開始するときに、指定されたメディア・ファミリに属し、利用できる領域がある、直近のボリュームを検索します。そのようなボリュームがない場合、ライブラリ記憶域要素にある最初の新規または再利用可能なボリュームが、バックアップに使用されます。

時間管理のボリューム・セットが期限切れになると、このセット内の各ボリュームは自動的に、上書きまたは再利用可能と判断されます。コンテンツ管理のボリューム・セットは、ボリューム・セットの他のメンバーに関係なく期限切れになります。ボリュームのすべての部分が期限切れになると、再利用可能になります。


	
書込みウィンドウ

書込みウィンドウとは、一定期間の間、更新のために時間管理のボリューム・セットが開かれたままになっている状態のことです。更新とは、書込みウィンドウがまだ開いている同じメディア・ファミリの既存のテープを追加できる、他のバックアップです。書込みウィンドウは、セット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間に開き、書込みウィンドウの期間が経過した後に閉じます。

書込みウィンドウが閉じるときにバックアップをテープに書込み中の場合、そのバックアップは最後まで終了しますが、次のバックアップをボリュームに書き込むことはできません。書込みウィンドウのクローズ時間の後では、ボリューム・セットは、(有効期限ポリシーによる定義に従って)期限切れになるまで、あるいは手動でラベル付けを解除されるまで更新できません。


	
ローテーション・ポリシー

ローテーション・ポリシーは、メディアのライフサイクルを通したバックアップ・メディアの物理的な管理を定義します。このポリシーは、ボリュームが、初期のアクティブな場所から保管場所に移動し、再使用のためにアクティブな場所に戻る順序とタイミングを決定します。


関連項目:

ローテーション・ポリシーの詳細は、「ボールティング」を参照してください






メディア・ファミリの属性は、ボリューム作成時間にメディア・ファミリ内のボリュームに適用されます。メディア・ファミリ属性はボリュームの属性の一部です。データが最初にボリュームに書き込まれた後は、ボリュームを再書込みする以外に、ボリュームの属性を変更することはできません。メディア・ファミリ属性を変更した場合、これらの変更は、このファミリですでに作成されているボリュームには適用されません。


関連項目:

	
メディア・ファミリの作成方法は、「メディア・ファミリの構成」を参照してください


	
メディア・ファミリのコマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。












1.3.8.2 メディア・ファミリのボリューム


メディア・ファミリを作成するとき、ボリューム・ラベルの一部となるボリュームIDの生成方法を指定します。

Oracle Secure Backupでテープ・ボリュームがラベル付けされる際、ボリュームIDはボリューム順序ファイルの内容に基づいて割り当てられます。このファイルは管理サーバーに格納されています。場所はボリュームのメディア・ファミリによって定義されます。通常、ボリューム順序ファイルはOracle Secure Backupホームのadmin/state/generalサブディレクトリにあります。

メディア・ファミリを定義する際、ボリュームIDの割当て方法をOracle Secure Backupに指示します。この指示は次のような方法で実行できます。

	
メディア・ファミリのデフォルトのボリューム順序ファイル

ほとんどの場合、このファイルを使用します。各メディア・ファミリに対するボリューム順序ファイルはadmin/state/family/family_nameディレクトリにあります。たとえば、メディア・ファミリをnew_dataという名前で定義すると、ファイルはadmin/state/family/new_dataディレクトリにあります。

Oracle Secure Backupは各ボリュームIDを構成する際、メディア・ファミリ名で始め、次にダッシュ、その次に6桁の順序番号(最初は000001)を付加します。たとえば、ユーザーがメディア・ファミリをnew_dataという名前で定義すると、Oracle Secure Backupは.vid.new_dataというボリューム順序ファイルを管理サーバー上に作成します。このファイルの最初のボリュームIDはnew_data000001です。Oracle Secure BackupがIDをボリュームに割り当てるたびに、この数字は1ずつ増加します。つまり、Oracle Secure Backupが割り当てる次のボリュームIDはnew_data000002となり、以後も同様になります。


	
ユーザー指定のボリューム順序ファイル

Oracle Secure Backupはインストール時、デフォルトのボリューム順序ファイルを作成します。管理サーバーのadmin/state/generalサブディレクトリにあります。このファイルの最初のボリュームIDはVOL000001です。Oracle Secure BackupがIDをボリュームに割り当てるたびに、この数字は1ずつ増加します。つまり、Oracle Secure Backupが割り当てる次のボリュームIDはVOL000002となり、以後も同様になります。

独自のボリューム順序ファイルを指定すると、デフォルトのボリューム順序ファイルは無視され、指定したファイルがボリュームIDの取得に使用されます。ユーザーはフルパス名を入力して、このファイルを後でどこに作成するか指定できます。Oracle Secure Backupではこのファイルは自動的に作成されません。ファイルの作成は手動で行う必要があります。ユーザーはテキスト・エディタを使用して、ボリュームIDの接頭辞をカスタマイズできます。

各ボリュームIDファイルには1つのボリュームIDが含まれます。ボリュームIDの最大文字数は31文字です。最初の数文字を使用してボリュームを分類できます。たとえば、次のような文字で始まるボリュームIDを作成できます。

	
接頭辞8mm(あるテープ・デバイスで作成されたボリュームを識別するため)およびDAT(別のテープ・デバイスで作成されたボリュームを識別するため)


	
接頭辞INCRまたはFULL(全体バックアップまたは増分バックアップで使用されるボリュームを識別するため)


	
laなどの、オペレータのイニシャル(バックアップを実行するユーザーを識別するため)。




作成した順序番号にユーザーが数字を入れなかった場合は、Oracle Secure Backupが順序番号に1を付加し、その順序番号が使用されるたびに数字を1ずつ増加していきます。


	
ユーザー指定のボリュームID

mkmfコマンドの--viduniqueオプションを使用すると、明示的なボリュームIDを指定できます。たとえば、以前作成したテープが部分的に読取り不可能な場合に、ユーザー独自のボリュームIDを作成できます。バックアップを再度実行して--viduniqueオプションを使用することで、ユーザーのボリュームIDを順序どおりにするボリュームIDを指定します。

また、restoreコマンドの--vidオプションを使用して、読取り中のボリュームが正しいことを確認できます。


関連項目:

mkmfおよびrestoreコマンドの構文とセマンティックの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。












1.3.8.3 ボリューム・セットとメディア・ファミリ


図1-9は、ボリューム・セットがどのようにメディア・ファミリと関係するかを示しています。この概念は次のとおりです。

	
ボリューム・セットは、バックアップ・イメージ・インスタンスで網羅される1つ以上の物理ボリュームの論理グループです。


	
メディア・ファミリは共通の属性を共有する、ボリュームの論理分類です。たとえば、メディア・ファミリ内のボリュームは、データの書込みおよび保存に使用される共通のネーミング・パターンを共有します。





図1-9 ボリューム、ボリューム・セットおよびメディア・ファミリ

[image: 図1-9の説明が続きます]



Oracle Secure Backupでファイルをバックアップする際、ユーザーは、ユーザーのバックアップに関連付けられたメディア・ファミリで定義された、共通の特性を持つボリューム・セットを生成します。







1.3.8.4 ボリューム有効期限ポリシー


メディア・ファミリを作成する際、メディア・ファミリのボリュームがいつ上書きまたは再利用が可能になるかを決定する、ボリューム有効期限ポリシーを指定します。図1-10に示すとおり、メディア・ファミリのボリュームは、コンテンツ管理の有効期限ポリシー、または時間管理の有効期限ポリシーのどちらかを使用します。


図1-10 ボリューム有効期限ポリシー

[image: 図1-10の説明が続きます]






1.3.8.4.1 コンテンツ管理の有効期限ポリシー


コンテンツ管理の有効期限ポリシーを使用するボリュームに対して、ファイルシステム・バックアップではなくRMANバックアップを実行できます。コンテンツ管理のボリュームの有効期限は、ボリュームに格納されているバックアップ・ピースに関連付けられている属性に基づいて決まります。ボリューム上の各バックアップ・ピースが削除済のマークが付けられると、ボリュームは再利用可能になります。コンテンツ管理のボリューム・セット内のボリュームは、そのセット内の他のボリュームがまだ期限内であっても、期限切れとなることがあります。

コンテンツ管理のボリュームは、ユーザー定義のRMAN保存設定に基づくため、バックアップ・ピースを削除済といつマークするかはRMANによってOracle Secure Backupに指示されます。実際のバックアップ・ピースはボリュームから削除されません。Oracle Secure Backupカタログの属性の値のみが更新されます。

Oracle Secure Backupをインストールする際、ソフトウェアにはRMAN-DEFAULTと呼ばれる、デフォルトのコンテンツ管理メディア・ファミリが含まれます。このメディア・ファミリの削除や名前変更はできませんが、Oracle Secure Backup Webツールまたはobtoolのchmfコマンドによって特定の属性は変更できます。

図1-10に示すとおり、RMANまたはOracle Secure Backupインタフェースを使用してバックアップ・ピースを削除できます。Oracle Secure Backupツールによってバックアップ・ピースを削除すると、テープの内容と一致しないRMANリポジトリ内のメタデータはそのままになります。RMANバックアップがOracle Secure Backupレベルでテープから削除されている場合、またはテープ上のRMANバックアップがその他の理由で使用不可であったり消失している場合は、すぐにRMAN CROSSCHECKコマンドを使用して、RMANリポジトリを更新します。


関連項目:

	
バックアップの削除またはクロスチェックの詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
chmfコマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。












1.3.8.4.2 時間管理の有効期限ポリシー


時間管理メディア・ファミリのボリュームは、ボリューム有効期限に達すると期限切れになります。この時点で、このボリューム・セット内の各ボリュームは上書きが可能であるとOracle Secure Backupで自動的に判断されます。

図1-10に示すとおり、ボリューム有効期限は次の要素を加算して算出されます。

	
セット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間

これは、Oracle Secure Backupがバックアップ・イメージのファイル番号1をボリューム・セット内の最初のボリュームに書き込んだ時間です。


	
書込みウィンドウ期間

これは、メディア・ファミリのボリュームへの書込みが可能な、ユーザー指定の期間範囲です。ボリューム・セット内のすべてのボリュームが同じ書込みウィンドウを共有します。


	
保存期間

これは、メディア・ファミリのボリュームへの上書きが不可能な、ユーザー指定の期間範囲です。ボリューム・セット内のすべてのボリュームが同じ保存期間を共有します。

書込みウィンドウが構成されていない場合、最初のテープの書込みから保存期間が開始します。書込みウィンドウが構成されている場合は、ボリューム・セットの書込みウィンドウが閉じたときに保存期間が開始します。

保存期間の設定によって、指定された期間が過ぎるまで、このメディア・ファミリのすべてのボリュームへの上書きが不可能になります。あるボリュームがいっぱいになり、Oracle Secure Backupが引き続き次のボリュームにバックアップを行う場合、各ボリュームに同じ保存期間が割り当てられます。




たとえば、メディア・ファミリの書込みウィンドウを7日間、保存期間を14日間に設定した場合、ボリューム・セットのすべてのボリュームのデータは、書込みウィンドウが閉じてから14日間保存されます。Oracle Secure Backupが、まず1月1日の正午にセット内の最初のボリュームに書き込み、その後セット内の次の20ボリュームにデータを書き込んだとすると、セット内の21ボリュームはすべて1月22日の正午に期限切れとなります。

時間管理のボリュームに対してファイルシステム・バックアップとRMANバックアップの両方を実行することができます。つまり、時間管理の有効期限ポリシーを持つボリュームには、ファイルシステム・バックアップとRMANバックアップのピースを混同できます。時間管理のボリュームにRMANバックアップを実行すると、時間管理の有効期限ポリシーによって、RMANに設定されている保存の設定が上書きされます。


注意:

RMANバックアップを時間管理ボリュームに対して実行した場合、RMANリポジトリではバックアップ・ピースが使用可能であるとレポートされていても、ボリュームが期限切れになり再利用される可能性があります。この場合、RMANでCROSSCHECKコマンドを使用して、矛盾を解決する必要があります。



















2 ユーザーとクラスの管理


Oracle Secure Backupユーザーは、管理ドメイン全体におけるアイデンティティであり、ユーザー名が関連付けられています。クラスとは、このユーザーに割り当てられた権限の名前付きの集合を指します。


注意:

この意味のクラスとデフォルトとポリシーのクラスを混同しないでください。これは、Oracle Secure Backupの特定の機能に関連するデフォルトとポリシーを集合的に表すための用語です。



この章では、Oracle Secure Backupのユーザーとクラスについて説明し、管理ドメインでそれらを構成する方法を示します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Secure Backupユーザーの概要


	
Oracle Secure Backupのクラスと権限の概要


	
ユーザーの管理


	
クラスの管理


	
デフォルトとポリシーの管理





注意:

管理ドメインを設定する前に、Oracle Secure Backupにログインしていることを確認します。







2.1 Oracle Secure Backupユーザーの概要


Oracle Secure Backupは、管理サーバー上のOracle Secure Backupの各ユーザーおよび権限に関する情報を格納するため、全体で同一のOracle Secure Backupユーザーのアイデンティティを保持できます。

Oracle Secure Backup管理ドメインの各ユーザーには、管理サーバーに格納されるアカウントと暗号化されたパスワードがあります。オペレーティング・システム・ユーザーは、Oracle Secure Backup Webツールまたはobtoolで自らのOracle Secure Backupユーザー名およびパスワードを入力できます。クライアント・プログラムは、暗号化されたSSL接続でパスワードを管理サーバーにホスト認証のため送信します。


注意:

コマンドラインまたはコマンド・スクリプトでのクリア・テキストによるパスワードの指定は推奨されません。セキュリティの脆弱性です。推奨される方法は、ユーザーがパスワードの入力要求に応じる方法です。







2.1.1 オペレーティング・システムのアカウントについて


Oracle Secure Backupユーザーのネームスペースは、既存のUNIX、LinuxおよびWindowsユーザーのネームスペースとは区別されます。このため、オペレーティング・システム・ユーザーjohndoeとして管理ドメインのホストにログインしたとき、この管理ドメインのOracle Secure Backupユーザーがjohndoeと名付けられた場合、これらのアカウントは名前が同じであっても別々に管理されます。便宜上、Oracle Secure Backupユーザーを、オペレーティング・システム・ユーザーと同じ名前およびパスワードで作成することをお薦めします。

Oracle Secure Backupユーザーを作成するときは、これをLinux、UNIXおよびWindowsアカウントと関連付けできます。これらのアカウントの1つは、root権限で実行しないバックアップ操作、すなわち非特権バックアップ操作に対して使用できます。対照的に、特権バックアップおよびリストア操作は、LinuxおよびUNIXではroot権限、あるいはWindowsではLocal System権限を使用してクライアントで実行されます。

例として、Oracle Secure Backupユーザーjdoeを作成し、これをUNIXアカウントx_usrとWindowsアカウントw_usrと関連付けしたと想定します。jdoeがbackup --unprivilegedコマンドを使用して管理ドメイン内のクライアントをバックアップすると、jdoeに関連付けられたオペレーティング・システム・アカウントの下でジョブが実行されます。このため、jdoeは、x_usrがアクセス可能なUNIXクライアント上のファイルと、w_usrがアクセス可能なWindowsクライアント上のファイルのみをバックアップできます。

ユーザーに管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限がある場合は、Oracle Secure Backupユーザーの事前認可属性を構成できます。オペレーティング・システム・ユーザーがRMANバックアップを実行したり、Oracle Secure Backupコマンドライン・ユーティリティにログインすることを事前認可できます。たとえば、UNIXユーザーのx_usrが、jdoeというOracle Secure Backupユーザーとしてobtoolにログインすることを事前認可できます。


関連項目:

管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




注意:

Windowsでは、Oracle Secure Backupは各アカウントに対するWindowsの名前、パスワードおよびドメインを保存します。このデータは、暗号化されたSSLチャネルによって必要なクライアント・ホストに送信されます。









2.1.2 NDMPホストについて


Oracle Secure Backupユーザー・アカウントを設定するときに、NDMPホスト(NDMPをネイティブで実行しないファイラなどのデバイス)へのユーザーのアクセスを構成できます。NDMPホストのパスワードが、ユーザーのかわりにホストに関連付けられます。デフォルトのNDMPパスワード、ユーザー定義のテキスト・パスワード、またはNULLのパスワードを使用するようにホストを構成できます。また、テキストやMD5暗号化など、パスワードの認証方式も構成できます。


注意:

コマンドラインまたはコマンド・スクリプトでのクリア・テキストによるパスワードの指定は推奨されません。セキュリティの脆弱性です。推奨される方法は、ユーザーがパスワードの入力要求に応じる方法です。









2.1.3 ユーザー構成について


管理サーバーでinstallobを実行すると、Oracle Secure Backupではデフォルトでadminユーザーが作成されます。Oracleデータベースのバックアップとリカバリで使用するためにoracleユーザーの作成を選択していないかぎり、これ以外のOracle Secure Backupユーザーは管理ドメインに存在しません。

インストールの後で、他のOracle Secure Backupユーザーの作成、または個々のOracle Secure Backupユーザーの属性の管理を行うことができます。次のユーザー属性は特に重要です。

	
事前認可

オペレーティング・システム・ユーザーが、ユーザー起動のOracle Secure Backupコマンドライン・ユーティリティにログインすることを事前認可できます。また、オペレーティング・システム・ユーザーがRMANによるOracleデータベースのSBTバックアップを作成することを事前認可する必要があります。

オペレーティング・システム・ユーザーに対する事前認可は、特定のOracle Secure Backupユーザーと関連付けられます。たとえば、Linuxユーザーのjohndoeが、backup_adminというOracle Secure Backupユーザーとしてobtoolにログインすることを可能にできます。また、backup_adminのアイデンティティでRMANバックアップを実行することをjohndoeに事前認可することもできます。


	
非特権バックアップに対するオペレーティング・システム・アカウント

非特権バックアップは、root(UNIXおよびLinux)または管理者グループのメンバー(Windows)としてオペレーティング・システム上で稼働しないクライアントのファイルシステム・バックアップです。ユーザーは、非特権バックアップに使用するオペレーティング・システム・アカウントを指定する必要があります。


関連項目:

	
ユーザーの作成と管理の詳細は、「ユーザーの管理」を参照してください


	
事前認可の構成の詳細は、「事前認可済アクセスの割当て」を参照してください


	
管理ドメインでユーザーを設定、管理する手順は、「管理ドメインでのユーザーの構成」を参照してください















2.1.4 Oracle Secure Backupのパスワード・ポリシーについて


Oracle Secure Backupにログオンするときは、毎回、有効なユーザー名とユーザー・パスワードを入力する必要があります。Oracle Secure Backupでは、適切なセキュリティ設定を選択することによって、ユーザー・パスワードとその存続期間を管理できます。グローバル・セキュリティ・ポリシーの設定時に、すべてのユーザーに適用されるグローバル・パスワード設定を構成できます。Oracle Secure Backupユーザーの作成時に、ユーザー固有の設定を指定することもできます。特定のユーザーに対してパスワード設定が指定されない場合、グローバル・セキュリティ・パスワード・ポリシーが自動的に適用されます。ユーザーの作成時にパスワード設定を指定した場合、ユーザー固有の設定がグローバル・パスワード設定を上書きします。

次の設定を構成、変更してパスワードの存続期間を操作することができます。

	パスワード存続期間
	
パスワード存続期間はOracle Secure Backupユーザー・パスワードが有効である期間で、単位は日数です。設定されたパスワードの存続期間が期限切れになると、パスワードを変更するよう求められます。

ただし、パスワードの猶予期間が設定されている場合、期限切れになった後も、限られた日数の間、現在のパスワードを使用してログオンできます。

パスワード存続期間を無効にすることもできます。その場合、パスワードは期限切れになりません。Oracle Secure Backup Webツールを使用すると、Oracle Secure Backupユーザーに対してパスワード存続期間を設定できます。


	パスワード猶予期間
	
パスワードの猶予期間は時間です。現在のパスワードの有効期限が切れた後も、Oracle Secure Backupユーザーが引き続きOracle Secure Backupにログオンできる期間の長さで、単位は日数です。猶予期間が設定されている期間中にユーザーがログインすると、猶予期間の終了後にパスワードが期限切れになることを示す警告メッセージが表示されます。設定された猶予期間が終了する時点までにパスワードを変更しない場合、ログオン試行時に、パスワードの変更を求められます。選択してパスワードの猶予期間を無効にできます。その場合、そのユーザーに対しては猶予期間が提供されません。

Oracle Secure Backupユーザー scottを作成し、 パスワード存続期間を60日、パスワードの猶予期間を6日に設定したとします。ユーザー・パスワードの期限切れ後、初めてOracle Secure Backupにログインすると、現在のパスワードが期限切れになったことを知らせ、パスワードの変更を推奨するメッセージが表示されます。すぐにパスワードの変更を強制されることはありませんが、パスワードを変更しない場合、同じメッセージが、パスワードの猶予期間である6日間ずっと表示され続けます。猶予期間が期限切れになってもパスワードが変更されない場合、次のログイン時に、パスワード変更画面が表示されます。パスワードを変更すると、ユーザー・インタフェースにリダイレクトされます。


	パスワード再使用期間
	
パスワード再使用期間は、それが経過するまでは、以前に使用したOracle Secure Backupパスワードを再使用できない期間で、単位は日数です。選択して、パスワード再利用期間を無効にすることもできます。その場合、パスワードは再利用できません。





パスワード変更の強制





必要に応じて、Oracle Secure Backupユーザーに対して現在のパスワードの変更を強制できます。そのユーザーは、ユーザー構成時に設定されたパスワード設定に関係なく、強制されたパスワード変更を実装する必要があります。


注意:

Oracle Secure Backupユーザーを変更するには、この権限が有効になっているクラスのメンバーである必要があります。詳細は「Oracle Secure Backupのクラスと権限の概要」を参照してください。













2.2 Oracle Secure Backupのクラスと権限の概要


Oracle Secure Backupのクラスは、Oracle Secure Backupユーザーに付与される一連の権限を定義します。クラスはLinuxまたはUNIXのグループと似ていますが、Oracle Secure Backupのニーズに対応したより詳細なアクセス権限を定義します。

図2-1に示すように、1つのクラスに複数のOracle Secure Backupユーザーを割り当てることができます。各Oracle Secure Backupユーザーがメンバーになれるのは1つのクラスのみです。


図2-1 クラスと権限

[image: 図2-1の説明が続きます]



次のクラスは、Oracle Secure Backupのユーザー権限を理解する上で重要になります。

	
admin

このクラスは管理ドメインの全体的な管理に使用されます。adminクラスには、管理ドメイン構成の変更やバックアップおよびリストア操作の実行に必要なすべての権限があります。


	
operator

このクラスは標準的な日常業務に使用されます。operatorクラスには、構成権限はありませんが、バックアップおよびリストア操作に必要なすべての権限があります。また、これによって、Oracle Secure Backupユーザーは1次および2次ストレージ・デバイスの状態を問い合せたり、これらのデバイスの状態を管理できます。


	
oracle

このクラスはoperatorクラスに似ています。oracleクラスには、Oracleデータベースの構成設定の変更およびOracleデータベースのバックアップの実行に必要なすべての権限があります。通常、クラス・メンバーは、Oracleデータベースのオペレーティング・システム・アカウントにマップされているOracle Secure Backupユーザーです。


	
user

このクラスにより、Oracle Secure Backupユーザーは限られた方法で個々のドメインと対話できるようになります。このクラスは、Oracle Secure Backupカタログ内の自らのデータを参照し、ユーザーベースのリストア操作を実行することが必要なOracle Secure Backupユーザー用のものです。


	
reader

Oracle Secure Backupユーザーは、自分のユーザー・アカウントの名前とパスワードの変更、およびユーザー独自のカタログの参照のみを許可されます。readerクラスのユーザーは、Oracle Secure Backup管理ドメインに属するホストのリストを表示できないため、自分が所有するリストア・パスを正確に知っている必要があります。

readerクラスのユーザーを作成するときは、ユーザーを有効なオペレーティング・システム・ユーザーおよびグループにマップする必要があります。


	
monitor

Oracle Secure Backupユーザーは、Oracleデータベース・バックアップへのアクセス、ファイルシステム・バックアップへのアクセス、管理ドメインの構成の表示、すべてのジョブのリスト表示、およびデバイスに関する情報の表示のみを許可されます。このクラスのユーザーは、バックアップ操作、リストア操作、または管理ドメインの変更を行うことができず、電子メールによる通知も受信できません。

monitorクラスに割り当てられたOracle Secure Backupユーザーは、Oracle Enterprise Manager内のOracle Secure Backupターゲットの登録時にOSB usernameパラメータとして必要です。





関連項目:

	
各クラスで使用できる権限の詳細は、「クラスの管理」を参照してください


	
クラスと権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。












2.3 ユーザーの管理



Oracle Secure Backupユーザーは、オペレーティング・システム・ユーザーとは異なる独自のネームスペースで管理されます。この項では、Webツールを使用してOracle Secure Backupユーザーを作成および管理する方法について説明します。

この項の内容は次のとおりです。





	
Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示


	
「ユーザー」ページの表示


	
ユーザーの追加


	
ユーザー・プロパティの編集または表示


	
ユーザー・パスワードの変更


	
Windowsアカウント情報の割当て


	
事前認可済アクセスの割当て


	
ユーザーの名前の変更


	
ユーザーの削除





関連項目:

「オペレーティング・システムのアカウントについて」









2.3.1 Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示



Oracle Secure Backup Webツール・ホームページへのアクセスは、あらゆるOracle Secure Backupのバックアップおよびリストア操作を実行する際の最初の手順です。

Oracle Secure Backup Webツール・ホームページにアクセスするには、次のようにします。




	Webブラウザで、ホストのOracle Secure Backup WebツールのURLを入力します。インタフェースのURLは、https://hostname:portnumberという形式になります。
	このURLにセキュリティ証明書を追加し、「セキュリティ・アラート」ページでセキュリティ例外を確認してから先に進みます。
	「Oracle Secure Backupログイン」ページで管理資格証明を入力します。「ユーザー名」および「パスワード」フィールドに、ユーザー名と管理ユーザーのパスワードをそれぞれ入力します。

図2-2に示すように、「Oracle Secure Backup: ホーム」ページが表示されます。


図2-2 Oracle Secure Backupのホームページ

[image: 図2-2の説明が続きます]













2.3.2 「ユーザー」ページの表示



「ユーザー」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。

Oracle Secure Backupのホームページが表示されます。




	「構成」をクリックします。
	「構成」ページで「ユーザー」をクリックすると、図2-3のような「ユーザー」ページが表示されます。このページにはOracle Secure Backupで認可済のすべてのユーザーが、クラス名および電子メール・アドレスとともに一覧表示されます。すべてのユーザー構成タスクが、このページまたはリンク表示されているページで実行できます。




図2-3 「ユーザー」ページ

[image: 図2-3の説明が続きます]




関連項目:

obtoolのユーザー・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











2.3.3 ユーザーの追加



Webツールを使用してOracle Secure Backupユーザーを定義できます。各Oracle Secure Backupユーザーは1つのクラスにのみ属し、そのクラスがOracle Secure Backupユーザーの権限を定義します。





1人以上のユーザーを追加するには、次のようにします。

	
「「ユーザー」ページの表示」の手順を実行します。

「構成: ユーザー」ページが表示されます。


	
「追加」をクリックします。

「構成: ユーザー > 新規ユーザー」ページが表示されます。


	
「ユーザー」フィールドにユーザー名を入力します。

入力する名前は、英数字で始まる必要があります。文字、数字、ダッシュ、アンダースコアまたはピリオドのみを含めることができます。入力可能な最大文字数は31文字です。

ユーザー名は、すべてのOracle Secure Backupユーザー名の中で一意にする必要があります。一般に、ユーザーのコンピュータ環境やOracle Secure Backup管理ドメインで使用されるその他の名前とは関連付けされません。実用的にするためには、オペレーティング・システムのユーザー名と同一のOracle Secure Backupユーザー名を選択すると便利です。


	
「パスワード」フィールドにパスワードを入力します。

このパスワードは、Oracle Secure Backupへのログインに使用されます。入力可能な最大文字数は16文字です。


注意:

コマンドラインまたはコマンド・スクリプトでのクリア・テキストによるパスワードの指定は推奨されません。セキュリティの脆弱性です。推奨される方法は、Oracle Secure Backupユーザーがパスワードの入力要求に応じる方法です。




	
「ユーザー・クラス」リストでクラスを選択します。

クラスは権限のセットを定義します。


関連項目:

「Oracle Secure Backupのクラスと権限の概要」




	
「指定された名前」ボックスにOracle Secure Backupユーザーの名前を入力します。

この手順はオプションです。指定された名前は情報提供のみを目的としています。


	
「UNIX名」フィールドにこのアカウントのUNIX名を入力します。

この名前は、UNIXシステムでOracle Secure Backupユーザーが実行する非権限ジョブのアイデンティティを形成します。このOracle Secure BackupユーザーがUNIXシステムでOracle Secure Backupジョブを実行しないようにするには、このフィールドを空白にしておきます。


	
「UNIXグループ」フィールドにこのアカウントのUNIXグループ名を入力します。

この名前は、UNIXシステムでOracle Secure Backupユーザーが実行する非権限ジョブのアイデンティティを形成します。このOracle Secure BackupユーザーがUNIXシステムでOracle Secure Backupジョブを実行しないようにするには、このフィールドを空白にしておきます。


	
Oracle Secure Backup管理ドメインのNDMPサーバーが、指定されたユーザー名およびパスワードを使用したこのOracle Secure Backupユーザーのログインを受け入れることを求めるには、「NDMPサーバー・ユーザー」ボックスで「はい」を選択します。

このオプションは一般的なOracle Secure Backup処理には不要で、通常は「いいえ」に設定されます。


	
「電子メール・アドレス」フィールドにOracle Secure Backupユーザーの電子メール・アドレスを入力します。

ジョブ・サマリーの配信や保留中の入力リクエストの通知などを行うため、Oracle Secure Backupがこのユーザーと通信を行う際に、このアドレスに電子メールが送信されます。


	
「パスワード猶予期間」フィールドに、パスワードの猶予期間を入力します。システム・デフォルト(3日)を選択できます。


	
「パスワード存続期間」フィールドに、パスワード存続期間を入力します。システム・デフォルト(180日)を選択できます。


	
「パスワード再使用期間」フィールドに、パスワード再使用期間を入力します。システム・デフォルト(1年)を選択できます。


関連項目:

利用できるパスワード設定の詳細は、「Oracle Secure Backupのパスワード・ポリシーについて」を参照してください




	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。


	
構成を行ったOracle Secure BackupユーザーがWindowsクライアントでバックアップおよびリストア操作を開始する必要がある場合は、「Windowsアカウント情報の割当て」を参照してください。












2.3.4 ユーザー・プロパティの編集または表示



この項では既存のユーザー・アカウントのプロパティを変更する方法について説明します。


注意:

Oracle Secure Backupユーザーを変更するには、この権限が有効になっているクラスのメンバーである必要があります。詳細は「Oracle Secure Backupのクラスと権限の概要」を参照してください。







Oracle Secure Backupユーザーのプロパティを編集するには、次のようにします。

	
「「ユーザー」ページの表示」の手順を実行します。

「構成: ユーザー」ページが表示されます。


	
プロパティを編集するOracle Secure Backupユーザーを「ユーザー名」リストで選択します。


	
「編集」をクリックします。

「構成: ユーザー > user_name」ページが表示されます。


	
必要なユーザー・プロパティを編集します。


関連項目:

ユーザー・プロパティの設定の詳細は、「ユーザーの追加」を参照してください



このページではOracle Secure Backupユーザーの名前は変更できません。Oracle Secure Backupユーザーの名前を変更するには、「ユーザーの名前の変更」を参照してください。


	
「適用」をクリックして、変更を適用します。「構成: ユーザー > user_name」ページは閉じません。


	
変更を適用して「構成: ユーザー」ページに戻るには、「OK」をクリックします。


	
変更を行わずに「構成: ユーザー」ページに戻るには、「取消」をクリックします。


	
構成を行ったOracle Secure BackupユーザーがWindowsクライアントでバックアップおよびリストア操作を開始する必要がある場合は、「Windowsアカウント情報の割当て」を参照してください。












2.3.5 ユーザー・パスワードの変更



この項では既存のユーザー・アカウントのパスワードを変更する方法について説明します。


注意:

Oracle Secure Backupユーザーを変更するには、この権限が有効になっているクラスのメンバーである必要があります。詳細は「Oracle Secure Backupのクラスと権限の概要」を参照してください。







Oracle Secure Backupユーザーのパスワードを変更するには、次のようにします。

	
「「ユーザー」ページの表示」の手順を実行します。

「構成: ユーザー」ページが表示されます。


	
「ユーザー」ページで、「ユーザー名」リストからOracle Secure Backupユーザーの名前を選択します。


	
「パスワードの変更」をクリックします。

「構成: ユーザー > user_name」ページが表示されます。


	
パスワードを入力します。


	
パスワードを確認します。


	
「OK」または「取消」をクリックします。









注意:

コマンドラインまたはコマンド・スクリプトでのクリア・テキストによるパスワードの指定は推奨されません。セキュリティの脆弱性です。推奨される方法は、Oracle Secure Backupユーザーがパスワードの入力要求に応じる方法です。











2.3.6 管理ドメインでのユーザーの構成



管理ドメインでOracle Secure Backupユーザーを設定および管理するには、次の手順に従うことをお薦めします。




	必要に応じて、「ユーザーの追加」の手順に従って、Oracle Secure Backupユーザーを追加します。
	必要に応じて、adminパスワードを変更します。

元のパスワードは、Oracle Secure Backupを管理サーバーにインストールしたときに設定しています。このタスクについては、「ユーザー・パスワードの変更」で説明します。


関連項目:

利用できるパスワード設定の詳細は、「Oracle Secure Backupのパスワード・ポリシーについて」を参照してください






	各Oracle Secure Backupユーザーの属性を確認します。

このタスクについては、「ユーザー・プロパティの編集または表示」で説明します。




	必要に応じて、非特権バックアップの事前認可とアカウント設定を構成します。

このタスクは「Windowsアカウント情報の割当て」および「事前認可済アクセスの割当て」で説明します。












2.3.7 Windowsアカウント情報の割当て



この項では、Windowsシステムでバックアップおよびリストアを開始する必要があるユーザーの、Windowsアカウント情報の構成方法について説明します。Oracle Secure Backupユーザーを複数のWindowsドメイン・アカウントと関連付けするか、すべてのWindowsドメインに適用される単一のアカウントを使用します。





Windowsアカウント情報をOracle Secure Backupユーザーに割り当てるには、次のようにします。

	
「「ユーザー」ページの表示」の手順を実行します。

「構成: ユーザー」ページが表示されます。


	
Oracle Secure Backupユーザーを「ユーザー名」リストで選択します。


	
「編集」をクリックします。

「構成: ユーザー > user_name」ページが表示されます。


	
「Windowsドメイン」をクリックします。

「構成: ユーザー > user_name > Windowsドメイン」ページが表示されます。


	
「ドメイン名」フィールドにWindowsドメイン名を入力します。

このフィールドにアスタリスク(*)を入力すると、このOracle Secure BackupユーザーにすべてのWindowsドメインが関連付けられます。


	
「ユーザー名」および「パスワード」フィールドに、Windowsユーザーのアカウント情報を入力します。


	
「追加」をクリックしてWindowsアカウント情報を追加します。

このページに正常終了のメッセージが表示され、アカウント情報が「ドメイン: ユーザー名」リストに表示されます。









注意:

コマンドラインまたはコマンド・スクリプトでのクリア・テキストによるパスワードの指定は推奨されません。セキュリティの脆弱性です。推奨される方法は、Oracle Secure Backupユーザーがパスワードの入力要求に応じる方法です。









2.3.7.1 Windowsアカウントの削除



Webツールを使用してOracle Secure Backupユーザー・アカウントからWindowsアカウント情報を削除できます。





Windowsアカウントを削除するには、次のようにします。

	
「Windowsドメイン」ページで、「ドメイン: ユーザー名」リストからWindowsアカウントを選択します。


	
「削除」をクリックします。

「構成: ユーザー > user_name > Windowsドメイン」ページに、Windowsアカウントが正常に削除されたことを知らせるメッセージが表示されます。














2.3.8 事前認可済アクセスの割当て



この項では、Oracle Secure Backupのサービスおよびデータへのアクセス権を特定のオペレーティング・システム・ユーザーに付与する方法について説明します。RMANによるOracleデータベースのSBTバックアップや、ユーザー起動のOracle Secure Backupコマンドライン・ユーティリティへのログインなどを事前認可することができます。

Oracle Secure Backupでは、特定のホスト上の特定のオペレーティング・システム・ユーザーのアクセス権のみを事前認可できます。Oracle Secure Backup管理ドメイン内の各ホストについて、オペレーティング・システム・ユーザーとOracle Secure Backupユーザーのアイデンティティ間の1対1マッピングを1つ以上宣言することができます。

事前認可を作成できるのは、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限がある場合のみです。通常は、adminクラスのOracle Secure Backupユーザーのみがこの権限を保有しています。


関連項目:

管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。







事前認可済アクセスを割り当てるには、次のようにします。

	
「「ユーザー」ページの表示」の手順を実行します。

「構成: ユーザー」ページが表示されます。


	
Oracle Secure Backupユーザーを「ユーザー名」リストで選択します。


	
「編集」をクリックします。

「構成: ユーザー > user_name」ページが表示されます。


	
「事前認可済アクセス」をクリックします。

「構成: ユーザー > user_name > 事前認可済アクセス」ページが表示されます。


	
「ホスト」リストで、「すべてのホスト」、またはオペレーティング・システム・ユーザーが事前認可済アクセスを付与される対象のホストの名前を選択します。


	
「OSのユーザー名」フィールドに、Oracle Secure Backupユーザーがサービスおよびデータへのアクセスに使用できるオペレーティング・システム・ユーザー・アカウントを入力します。すべてのオペレーティング・システム・ユーザーを選択するには、アスタリスク(*)を入力するか、空白のままにします。


	
「Windowsドメイン名」フィールドに、オペレーティング・システム・ユーザーが属するWindowsドメインを入力します。Windowsドメインは、Windowsホストからの事前認可済ログインのみに適用できます。すべてのドメインを選択するには、アスタリスク(*)を入力するか、空白のままにします。

「OSのユーザー名」フィールドにWindowsアカウント名を入力する場合は、アスタリスクを入力するか、ボックスを空白のままにするか、特定のドメインを入力します。


	
「属性」リストで「cmdline」または「rman」(あるいは両方)を選択します。

両方の属性を選択するには、1つをクリックしてから、[Shift]を押しながらもう1つをクリックします。

「cmdline」属性は、obtoolなどの、ユーザー起動のOracle Secure Backupコマンドライン・ユーティリティへのログインを事前認可します。「rman」属性は、RMANによるOracleデータベースのSBTバックアップを事前認可します。


	
「追加」をクリックします。

このページに正常終了のメッセージが表示され、事前認可されたOracle Secure Backupユーザーがリストに表示されます。


関連項目:

RMANの事前認可の詳細は、「事前認可済Oracle Secure Backupユーザーの作成」を参照してください












2.3.8.1 事前認可済アクセスの削除



事前認可を削除できるのは、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限がある場合のみです。通常は、adminクラスのOracle Secure Backupユーザーのみがこの権限を保有しています。





事前認可済アクセスを削除するには、次のようにします。

	
「構成: ユーザー > user_name > 事前認可済アクセス」ページで、メイン・テキスト・ペインから削除する事前認可済アクセス・エントリを選択します。


	
「削除」をクリックします。

事前認可済アクセスのエントリがメイン・テキスト・ペインに表示されなくなります。














2.3.9 ユーザーの名前の変更



Oracle Secure Bankupユーザーの名前を変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





Oracle Secure Backupユーザーの名前を変更するには、次のようにします。

	
「「ユーザー」ページの表示」の手順を実行します。

「構成: ユーザー」ページが表示されます。


	
名前を変更するOracle Secure Backupユーザーを「ユーザー名」リストで選択します。


	
「名前の変更」をクリックします。

別のページが表示されます。


	
user_nameの変更フィールドに名前を入力し、「はい」をクリックします。

「構成: ユーザー」ページに正常終了のメッセージが表示され、別の名前のOracle Secure Backupユーザーが「ユーザー名」リストに表示されます。












2.3.10 ユーザーの削除



Oracle Secure Bankupユーザーの名前を削除するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





Oracle Secure Backupユーザーを削除するには、次のようにします。

	
「「ユーザー」ページの表示」の手順を実行します。

「構成: ユーザー」ページが表示されます。


	
削除するOracle Secure Backupユーザーを「ユーザー名」リストで選択します。


	
「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックしてOracle Secure Backupユーザーを削除します。

「構成: ユーザー」ページに戻ります。Oracle Secure Backupユーザーが正常に削除されたことを知らせるメッセージが表示されます。














2.4 クラスの管理



クラスは、ユーザーに付与される一連の権限を定義します。1つのクラスが複数のOracle Secure Backupユーザーに対応できますが、各ユーザーは1つのクラスのメンバーにしかなれません。ほとんどの場合、デフォルトのクラスで十分です。

この項の内容は次のとおりです。





	
「クラス」ページの表示


	
クラスの追加


	
クラス・プロパティの編集または表示


	
クラスの削除


	
クラスの名前の変更





関連項目:

「Oracle Secure Backupのクラスと権限の概要」









2.4.1 「クラス」ページの表示



「Oracle Secure Backup: クラス」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「構成」をクリックします。
	「構成」ページの「拡張」セクションで「クラス」をクリックすると、図2-4に示す「構成: クラス」ページが表示されます。このページを使用して既存クラスを管理したり、追加のクラスを構成できます。




図2-4 「クラス」ページ

[image: 図2-4の説明が続きます]




関連項目:

obtoolのクラス・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











2.4.2 クラスの追加



Oracle Secure Backupでは、管理ドメインが最初に初期化されるときにデフォルトのクラスが作成されます。このクラスを使用するか、新たなクラスを作成できます。





クラスを追加するには、次のようにします。

	
「「クラス」ページの表示」の手順を実行します

「構成: クラス」ページが表示されます。


	
「追加」をクリックします。

「構成: クラス > 新規クラス」ページが表示されます。このページにはクラスの権限オプションが示されます。


	
「クラス」フィールドにクラスの名前を入力します。

入力する名前は、英数字で始まる必要があります。文字、数字、ダッシュ、アンダースコアまたはピリオドのみを含めることができます。最大文字数は127文字です。

クラス名はすべてのOracle Secure Backupのクラス名で一意である必要があります。コンピュータ環境またはOracle Secure Backup管理ドメインで使用される他の名前とは関係ありません。


	
このクラスに付与する権限を選択します。


関連項目:

これらの権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




	
「適用」または「OK」をクリックします。

「構成: クラス」ページに正常終了のメッセージが表示され、追加のクラスがクラスのリストに表示されます。












2.4.3 クラス・プロパティの編集または表示



既存クラスを変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限が必要です。Oracle Secure Backupユーザーが属するクラスを変更したり、このようなクラスの権限を修正したとき、ユーザーが現在使用中のOracle Secure Backupコンポーネントを終わらせるまでは、その変更は有効になりません。


関連項目:

管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。







クラスを編集するには、次のようにします。

	
「「クラス」ページの表示」の手順を実行します

「構成: クラス」ページが表示されます。


	
「クラス名」リストで、編集するクラスの名前を選択します。


	
「編集」をクリックします。

「構成: クラス > class_name」ページに、選択したクラスの詳細が表示されます。


	
必要な変更を加えます。

このページではクラスの名前は変更できません。クラスの名前を変更するには、「クラスの名前の変更」を参照してください。


	
「適用」をクリックして、変更を適用します。「構成: クラス > class_name」ページは閉じません。


	
変更を適用して「構成: クラス」ページに戻るには、「OK」をクリックします。


	
変更を行わずに「構成: クラス」ページに戻るには、「取消」をクリックします。












2.4.4 クラスの削除



ユーザーが現在所属しているクラスを削除することはできません。クラスのすべての既存メンバーを再割当てまたは削除すると、そのクラスが削除可能になります。





クラスを削除するには、次のようにします。

	
「「クラス」ページの表示」の手順を実行します

「構成: クラス」ページが表示されます。


	
「クラス名」リストで、削除するクラスを選択します。


	
「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「構成: クラス」ページに正常終了のメッセージが表示され、クラスが「クラス名」リストに表示されなくなります。












2.4.5 クラスの名前の変更



クラスの名前を変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





クラスの名前を変更するには、次のようにします。 

	
「「クラス」ページの表示」の手順を実行します

「構成: クラス」ページが表示されます。


	
「クラス名」リストで、名前を変更するクラスを選択します。


	
「名前の変更」をクリックします。

別のページが表示されます。


	
class_nameの変更フィールドにクラスの名前を入力し、「はい」をクリックします。

「構成: クラス」ページに正常終了のメッセージが表示され、別の名前のクラスが「クラス名」リストに表示されます。














2.5 デフォルトとポリシーの管理



デフォルトとポリシーによって、Oracle Secure Backupの管理ドメイン内での動作が制御されます。デフォルトとポリシーは、制御対象の機能ごとにクラスに分類されています。各ポリシーにはデフォルト設定があり、業務またはバックアップの要件に基づいて変更できます。


関連項目:

ポリシー・クラスの分類の詳細は、「デフォルトとポリシーについて」を参照してください



この項の内容は次のとおりです。





	
構成済デフォルトおよびポリシーの値の表示


	
ポリシーの設定


	
ポリシーのリセット










2.5.1 構成済デフォルトおよびポリシーの値の表示



「Oracle Secure Backup: Defaults and Policies」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「構成」をクリックします。
	「構成」ページの「拡張」セクションで「デフォルトとポリシー」をクリックすると、図2-5のようなページが表示されます。このページにはポリシー・クラスが一覧表示されます。




図2-5 デフォルトとポリシー・ページ

[image: 図2-5の説明が続きます]




関連項目:

obtoolコマンドライン・インタフェースのポリシー・コマンドと、デフォルトおよびポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











2.5.2 ポリシーの設定



ポリシー設定を変更する前に、『Oracle Secure Backupリファレンス』の付録「デフォルトおよびポリシー」を参照してください。この付録には、ポリシーの詳細と有効な設定の説明があります。通常はデフォルト設定を変更する必要はありません。





ポリシー設定を変更するには、次のようにします。

	
「構成済デフォルトおよびポリシーの値の表示」の手順に従ってください。


	
デフォルトとポリシー・ページの「ポリシー」列で、編集するポリシー・クラスの名前をクリックします。たとえば、「スケジューラ」をクリックします。

policy_nameページが表示されます。図2-6に、「スケジューラ」ページを示します。


図2-6 変更前の「スケジューラ」ページ

[image: 図2-6の説明が続きます]



	
1つ以上のポリシーの設定を変更します。


	
次のいずれかを実行します。

	
このページに留まる場合は、「適用」をクリックします。


	
変更を保存してデフォルトとポリシー・ページに戻る場合は、「OK」をクリックします。




ポリシー設定をデフォルトから変更すると、Webツールではポリシーに対するデフォルト値がデフォルト値にリセット列に表示されます。












2.5.3 ポリシーのリセット



Webツールを使用して、1つ以上のOracle Secure Backupポリシーの値をデフォルト値にリセットできます。





ポリシーをリセットするには、次のようにします。

	
「構成済デフォルトおよびポリシーの値の表示」の手順に従ってください。


	
デフォルトとポリシー・ページの「ポリシー」列で、リセットするポリシーを含むポリシー・クラスの名前をクリックします。


	
リセットするポリシーに対するデフォルト値にリセット列を選択します。


	
「適用」または「OK」をクリックします。


















3 バックアップおよびメディア設定の管理


この章では、管理ドメインに対するバックアップおよびメディア設定の構成方法を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
バックアップおよびメディア設定の構成の概要


	
メディア・ファミリの構成


	
データベース・バックアップ記憶域セレクタの構成


	
ジョブ・サマリー・スケジュールの構成








3.1 バックアップおよびメディア設定の構成の概要


ファイルシステムとOracle Databaseバックアップの管理を開始するには、ホスト(通常はNDMPサーバーとNASファイラ)にOracle Secure Backupをインストールし、管理ドメインを構成します。管理ドメインを構成すると、ストレージ・デバイスにバックアップを格納することができるようになります。


関連項目:

管理ドメインの構成の詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。



ストレージ・メディアの管理を可能にする追加の構成を実行できます。メディア・ファミリを構成すると、共通の特性を、テープ・ボリュームまたはディスク・プールのセットに割り当てることができます。メディア・ファミリは、特定の共通属性を共有するボリューム・セットの、名前付きの分類です。メディア・ファミリは、ボリュームまたはボリューム・セットを論理的にグループ化するために使用します。この方法により、異なる時刻に作成されたボリュームが確実に共通の特性を共有できます。

Oracle Secure Backupは、データベース・バックアップ記憶域セレクタによるOracle Databaseのバックアップに対して、ポリシー・ベースのメディア管理を提供します。データベース・バックアップ記憶域セレクタでは、バックアップの必要があるデータベースの部分、このバックアップに使用する必要があるメディア・ファミリおよびバックアップ済データを格納するために使用できるデバイスを指定します。

Oracle Secure Backupは、Oracle Databaseのバックアップ時に、データベース・バックアップ記憶域セレクタ内で定義された記憶域の選択を自動的に使用します。ワンタイム・バックアップ操作で記憶域の選択を上書きするには、RMANバックアップ・スクリプトで代替的なメディア管理パラメータを定義します。







3.2 メディア・ファミリの構成



メディア・ファミリは共通の属性を共有する、ボリュームの論理分類です。メディア・ファミリ内のボリュームは、バックアップ・データの書込みおよび保存に使用される共通のネーミング・パターンを共有します。

メディア・ファミリには、コンテンツ管理(デフォルト)または時間管理のどちらかタイプのボリューム有効期限ポリシーがあります。コンテンツ管理ボリュームは、ボリュームに記録されているすべてのバックアップ・ピースに削除済のマークが付けられたときのみ期限切れになります。時間管理ボリュームは、書込みウィンドウ期間(指定された場合)、保存期間およびボリューム作成時間の合計時間を超えると期限切れになります。

デフォルトのメディア・ファミリはRMAN-DEFAULTのみで、これはRMANバックアップだけに使用されるコンテンツ管理メディア・ファミリです。このメディア・ファミリの削除や名前の変更はできませんが、一部の属性を変更できます。


関連項目:

「メディア・ファミリ属性の編集または表示」



ファイルシステム・バックアップについてメディア・ファミリを指定しないと、Oracle Secure Backupではnullメディア・ファミリがデフォルトとなります。このケースでは、ボリュームに有効期限はなく、書込みウィンドウも永続的にオープンしたままです。デフォルトでは、ボリュームID VOL000002のように、ボリュームIDの接頭辞としてVOLが使用されます。

次のバックアップ・タイプについてメディア・ファミリを作成しておくと便利です。





	
全体バックアップ


	
増分バックアップ


	
オフサイト・バックアップ

このメディア・ファミリには有効期限のないボリュームが含まれます。オフサイトで保存されるこれらのボリュームは、障害回復や長期保存を目的としています。


	
スクラッチ・バックアップ

このメディア・ファミリは、テスト・バックアップや、通常のバックアップ・スケジュール外で行われるバックアップおよびリストア処理を目的としています。




この項の内容は次のとおりです。

	
定義済メディア・ファミリの表示


	
メディア・ファミリの追加


	
メディア・ファミリ属性の編集または表示


	
メディア・ファミリの削除





注意:

メディア・ファミリはOracle Secure Backup Webツールを使用して管理することもできます。




関連項目:

「メディア・ファミリについて」









3.2.1 定義済メディア・ファミリの表示



Oracle Secure Backup Webツールを使用して、すべての定義済メディア・ファミリを表示できます。ファミリを表示するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





定義済メディア・ファミリを表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで、「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「基本」セクションの「メディア・ファミリ」をクリックします。

Oracle Secure Backupの「構成: メディア・ファミリ」ページが表示されます。


	
「メディア・ファミリ」ページに、現在定義されているすべてのメディア・ファミリを含むリストが表示されます。各メディア・ファミリの、書込みウィンドウとボリューム期限切れの詳細も表示されます。

また、各エントリに対して、「編集」、「削除」、「追加」の各オプションも表示されます。これらについては、この後の項で説明しています。









関連項目:

obtoolのメディア・ファミリ・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











3.2.2 メディア・ファミリの追加



メディア・ファミリを作成するには、Oracle Secure Backup Webツールを使用します。メディア・ファミリによって、異なる時刻に作成されたボリュームに同様の特性を持たせることができます。





メディア・ファミリを追加するには、次のようにします。

	
「定義済メディア・ファミリの表示」の手順を実行します。

Oracle Secure Backupの「構成: メディア・ファミリ」ページが表示されます。


	
「追加」をクリックします。

「メディア・ファミリの追加」ページが表示されます。


	
「メディア・ファミリ名」にメディア・ファミリの名前を入力します。

メディア・ファミリ名は大/小文字を区別し、英数字で始める必要があります。使用できる文字は英数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオド(空白は使用不可)です。最大文字数は31文字です。


	
「使用済ボリュームID」で、次のいずれかを選択します。

	
システム・デフォルト

このオプションは、デフォルトの使用済ボリュームIDを指定する場合に選択します。


	
このメディア・ファミリに一意

このオプションは、このメディア・ファミリに一意のボリュームIDを設定する場合に選択します。


	
メディア・ファミリと同様

このオプションは、既存のメディア・ファミリと同じボリュームIDを設定する場合に選択します


	
ファイルから

このオプションは、このメディア・ファミリにボリューム順序ファイルを指定する場合に選択します。





参照

ボリュームIDのオプションの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』 を参照してください




	
「ボリューム有効期限」では、次のオプションのいずれかを選択します。

	
時間管理: ボリューム・セットを維持

このオプションを指定すると、このメディア・ファミリはコンテンツ管理ではなく時間管理されることになります。このオプションを指定した場合は、隣のフィールドに値を指定し、その横のリストで時間単位を選択することも必要です。

メディア・ファミリの保存期間として指定した期間が終了するまでは、このメディア・ファミリのメンバーであるボリュームを上書きできません。あるボリュームがいっぱいになり、Oracle Secure Backupが引き続き次のボリュームにバックアップを行う場合、ボリューム・セットの各ボリュームに同じ保存期間が割り当てられます。

RMANバックアップは時間管理ボリュームに対して実行できます。つまり、時間管理の有効期限ポリシーを持つボリュームには、ファイルシステム・バックアップとRMANバックアップのピースを混同できます。


注意:

RMANバックアップを時間管理ボリュームに対して実行した場合、RMANリポジトリではバックアップ・ピースが使用可能であるとレポートされていても、ボリュームが期限切れになり再利用される可能性があります。この場合、RMANでCROSSCHECKコマンドを使用して、矛盾を解決する必要があります。




	
コンテンツ管理

このオプションを使用するボリュームは、RMANバックアップ用です。コンテンツ管理されたボリュームにはファイルシステム・バックアップを書き込むことができません。

コンテンツ管理されたボリュームは、すべてのバックアップ・イメージ・セクションが削除済とマーキングされると、上書き可能になります。バックアップ・ピースを削除するには、Recovery Manager(RMAN)またはobtoolのrmpieceコマンドを使用します。コンテンツ管理のボリューム・セット内のボリュームは、同一セット内の他のボリュームがまだ期限内であっても、期限切れとなることがあります。





	
「書込みウィンドウ」に、時間を入力します。

「書込みウィンドウ」フィールドの右側のリストで、「秒」、「分」、「時間」、「日」、「週」、「月」、「年」または「永久的」を選択できます。

書込みウィンドウは、更新(通常、他のバックアップ・イメージによる)のためにボリューム・セットを開いたままにしている期間です。ファミリの各ボリュームは、同一のボリューム・セットの一部とみなされます。書込みウィンドウは、最初のファイルがセットの最初のボリュームに書き込まれたときに開始されます。指定した期間が経過すると終了します。書込みウィンドウが終了すると、Oracle Secure Backupは次のいずれかの条件が満たされるまでボリューム・セットへの追加更新を許可しません。

	
期限切れ。


	
ラベルの再設定。


	
再利用。


	
ラベル付けの解除。


	
強制上書き。




Oracle Secure Backupは、次のバックアップ操作でこのボリューム・セットを使用します。これは書込みウィンドウが閉じるまで続けられます。


	
「追加可能」で、次のいずれかを選択します。

	
はい

メディア・ファミリでは、バックアップ・イメージ・インスタンスをボリュームに追加することができます。


	
いいえ

メディア・ファミリでは、バックアップ・イメージ・インスタンスをボリュームに追加することができません。




「メディア・ファミリ」ページに正常終了のメッセージが表示され、追加のメディア・ファミリのエントリが表示されます。


	
「ローテーション・ポリシー」で、定義済ローテーション・ポリシーのリストからポリシーを選択して、メディア・ファミリのボリュームのライフサイクルを管理します。


	
「ボリューム重複ポリシー」で、重複ボリュームの作成を管理する定義済複製ポリシーのリストからポリシーを選択します。


注意:

「ローテーション・ポリシー」と「ボリューム重複ポリシー」オプションには、ボールティング環境が設定された場合のみ、情報が表示されます。ボールティングの詳細は、「ボールティング」を参照してください。




	
ボリュームがACSLSライブラリにある場合は、そのIDを「ACSLSスクラッチID」に入力します。


	
「コメント」で、メディア・ファミリの説明を入力し(オプション)、「OK」をクリックします。

「メディア・ファミリ」ページに正常終了のメッセージが表示され、追加のメディア・ファミリのエントリが表示されます。












3.2.3 メディア・ファミリ属性の編集または表示



管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限があれば、Oracle Secure Backup Webツールを使用して、ユーザー定義のメディア・ファミリの属性を編集できます。また、RMAN-DEFAULTメディア・ファミリについて、write windowまたはkeep volume set以外のすべての属性を編集できます。





既存のメディア・ファミリの属性を表示または変更するには、次のようにします。

	
「定義済メディア・ファミリの表示」の手順を実行します。

Oracle Secure Backupの「構成: メディア・ファミリ」ページが表示されます。


	
表示または編集するメディア・ファミリを選択して、「編集」をクリックします。

「メディア・ファミリ」ページが表示されます。フィールドとオプションには、選択したメディア・ファミリの既存の値が設定されています。


	
必要に応じて変更を行い、「適用」をクリックし、続いて「OK」をクリックします。

「メディア・ファミリ」ページに正常終了のメッセージが表示され、編集したメディア・ファミリの値が表示されます。












3.2.4 メディア・ファミリの名前の変更



Oracle Secure Backup Webツールを使用して、メディア・ファミリの名前を変更することができます。メディアの名前を変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





メディア・ファミリの名前を変更するには、次のようにします。

	
「定義済メディア・ファミリの表示」の手順を実行します。

Oracle Secure Backupの「構成: メディア・ファミリ」ページが表示されます。


	
名前を変更するメディア・ファミリを選択して、「名前の変更」をクリックします。

確認画面が表示されます。


	
メディア・ファミリの新しい名前を入力して、「YES」をクリックします。

「メディア・ファミリ」ページに正常終了のメッセージが表示され、名前が変更されたメディア・ファミリが表示されます。












3.2.5 メディア・ファミリの削除



メディア・ファミリをドメインから削除するには、Oracle Secure Backup Webツールを使用します。メディア・ファミリを削除しても、最初にそのメディア・ファミリを使用して書き込まれたバックアップ・コンテナ上のメタデータには影響しません。





メディア・ファミリを削除するには、次のようにします。

	
「定義済メディア・ファミリの表示」の手順を実行します。

Oracle Secure Backupの「構成: メディア・ファミリ」ページが表示されます。


	
削除するメディア・ファミリを選択し、「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「メディア・ファミリ」ページに正常終了のメッセージが表示され、削除したメディア・ファミリのエントリが表示されなくなります。














3.3 データベース・バックアップ記憶域セレクタの構成



データベース・バックアップ記憶域セレクタは、RMANバックアップをOracle Secure Backupのストレージ・メディアと関連付けます。たとえば、orclデータベースのアーカイブREDOログのRMANバックアップでorcl_logメディア・ファミリを使用するように指定できます。

Oracle Secure Backup Webツールを使用して、記憶域セレクタを作成できます。obtoolで記憶域セレクタを作成するには、mksselコマンドを使用します。

1つのデータベース・バックアップ記憶域セレクタが、複数のOracle Databaseに適用される場合があります。また、複数のデータベース・バックアップの記憶域セレクタを、1つのOracle Databaseに関連付けることができます。たとえば、RMAN二重化を使用すると、1つのデータベースに2つのデータベース・バックアップ記憶域セレクタを作成して、それぞれのコピーを異なるメディア・ファミリへ書き込むことができます。

データベース・バックアップ記憶域セレクタには、次の情報が含まれます。





	
バックアップされるデータベースのデータベース名またはデータベースID

省略されている場合、セレクタはすべてのデータベースに適用できます。


	
ホスト名

省略されている場合、セレクタはすべてのホストに適用できます。


	
バックアップされるコンテンツ


	
メディア・ファミリ名


	
操作が制限されるデバイス

デバイスの制約を構成しない場合、Oracle Secure Backupは利用できるすべてのデバイスを使用します。


	
使用可能なテープ・リソースに対する待機時間(期間)


	
作成するバックアップのコピー数(RMAN二重化が有効の場合)


	
暗号化設定




この項の内容は次のとおりです。

	
定義済データベース・バックアップ記憶域セレクタの表示


	
データベース・バックアップ記憶域セレクタの追加


	
データベース・バックアップ記憶域セレクタの編集


	
データベース・バックアップ記憶域セレクタの削除





注意:

データベース・バックアップ記憶域セレクタは、Oracle Secure Backup Webツールを使用して管理することもできます。









3.3.1 定義済データベース・バックアップ記憶域セレクタの表示



記憶域セレクタを表示するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





定義済データベース記憶域セレクタを表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで、「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「基本」セクションで、「データベース・バックアップ記憶域セレクタ」をクリックします。

「構成: データベース・バックアップ記憶域セレクタ」ページが表示されます。












3.3.2 データベース・バックアップ記憶域セレクタの追加



Webツールを使用して、データベース・バックアップ記憶域セレクタを作成できます。Oracle Secure Backupは、記憶域セレクタにカプセル化された情報を使用して、バックアップ・ジョブでRecovery Manager(RMAN)と通信できます。





データベース・バックアップ記憶域セレクタを構成するには、次のようにします。

	
「定義済データベース・バックアップ記憶域セレクタの表示」の手順を実行します。

「構成: データベース・バックアップ記憶域セレクタ」ページが表示されます。


	
「データベース・バックアップ記憶域セレクタ」ページで、「追加」をクリックします。

図3-1に示すように、「新規データベース・バックアップ記憶域セレクタ」ページが表示されます。


図3-1 「新規データベース・バックアップ記憶域セレクタ」ページ

[image: 図3-1の説明が続きます]



	
「名前」に、バックアップ記憶域セレクタの名前を入力します。

データベース・バックアップ記憶域セレクタ名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できる文字は英数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオド(空白は使用不可)です。最大31文字使用できます。


	
「コンテンツ」で、次のバックアップ・タイプのいずれかを選択します。

	
すべて


	
完全


	
増分


	
アーカイブ・ログ


	
自動バックアップ





	
「データベース」に、バックアップする必要があるデータベースの名前を指定できます。


	
「データベースID」に、バックアップする必要があるデータベースのIDを指定できます。


	
「ホスト」で、ホストのリストからホストを選択します。


	
「メディア・ファミリ」でメディア・ファミリを選択します。


	
「制限」で、このボリュームに関する制限を1つ以上選択します。デバイスを選択しないと、Oracle Secure Backupはテープ・デバイス・ポーリングを使用して、バックアップおよびリストア操作で使用できるテープ・デバイスを検出します。


	
「コピー番号」でコピー番号を選択します。

「コピー番号」リストをデフォルト(*)にしておくと、この記憶域セレクタがすべてのバックアップに適用されます。


	
「リソース待機時間」に値を入力し、隣のリストから単位を選択します。デフォルトは「永久的」です。

リソース待機時間は、バックアップに必要なリソースが使用できるようになるまで待機する時間です。この期間内にリソースが使用可能にならない場合は、バックアップは失敗します。


	
「暗号化」で、次のいずれかのオプションを選択し、暗号化のタイプを指定します。

	
オン: RMANによってすでに暗号化されていないかぎり、バックアップ・データは暗号化されます。


	
オフ: ホストのポリシーまたはグローバル・ポリシーが「必須」に設定されていない場合、バックアップ・データは暗号化されません。これはデフォルトの設定です。


	
強制オフ: バックアップ・データは暗号化されず、ホスト固有の暗号化設定はオーバーライドされます。この設定はRMANには影響しません。RMANはバックアップ・データを暗号化できます。


	
ソフトウェア暗号化: ハードウェア暗号化ではなく、ソフトウェア暗号化を使用してデータを暗号化します。





	
「適用」と「OK」をクリックします。








「バックアップ記憶域セレクタ」ページに正常終了のメッセージが表示されます。追加のデータベース・バックアップ記憶域セレクタがリストに表示されます。









3.3.3 データベース・バックアップ記憶域セレクタの編集



記憶域セレクタを変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





既存のデータベース・バックアップ記憶域セレクタのパラメータを編集するには、次のようにします。

	
「定義済データベース・バックアップ記憶域セレクタの表示」の手順を実行します。

「構成: データベース・バックアップ記憶域セレクタ」ページが表示されます。


	
構成済記憶域セレクタのリストからデータベース・バックアップ記憶域セレクタを選択し、「編集」をクリックします。

「バックアップ記憶域セレクタの編集」ページが表示されます。


	
選択したバックアップ記憶域セレクタに対して必要に応じて変更を行い、「適用」をクリックし、続いて「OK」をクリックします。

「バックアップ記憶域セレクタ」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したバックアップ記憶域セレクタの変更内容が表示されます。












3.3.4 データベース・バックアップ記憶域セレクタの名前の変更



Oracle Secure Backup Webツールを使用して、バックアップ記憶域セレクタの名前を変更できます。バックアップ記憶域セレクタの名前を変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





データベース・バックアップ記憶域セレクタの名前を変更するには、次のようにします。

	
「定義済データベース・バックアップ記憶域セレクタの表示」の手順を実行します。

Oracle Secure Backupの「構成: データベース・バックアップ記憶域セレクタ」


	
名前を変更するバックアップ記憶域セレクタを選択して、「名前の変更」をクリックします。

確認画面が表示されます。


	
記憶域セレクタの新しい名前を入力して、「YES」をクリックします。

「データベース・バックアップ記憶域セレクタ」ページに正常終了のメッセージが表示され、名前が変更されたバックアップ記憶域セレクタが表示されます。












3.3.5 データベース・バックアップ記憶域セレクタの削除



記憶域セレクタを削除するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





データベース・バックアップ記憶域セレクタを削除するには、次のようにします。

	
「定義済データベース・バックアップ記憶域セレクタの表示」の手順を実行します。

「構成: データベース・バックアップ記憶域セレクタ」ページが表示されます。


	
削除する構成済記憶域セレクタのリストからバックアップ記憶域セレクタを選択して、「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「バックアップ記憶域セレクタ」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したバックアップ記憶域セレクタがリストに表示されなくなります。














3.4 ジョブ・サマリー・スケジュールの構成



ジョブ・サマリーは、選択したファイルシステム・バックアップまたはリストア・ジョブ、データベース・バックアップまたはリストア・ジョブ、メディア移動ジョブまたは複製ジョブのステータスを説明するレポートです。ユーザーは、レポートの生成時とレポートを受け取るユーザーについて指定可能なジョブ・サマリー・スケジュールを構成できます。

少なくとも1つのジョブ・サマリー・スケジュールを作成して、スケジュールした各バックアップ・ジョブのステータスを通知する自動電子メールを受信することをお薦めします。

この項の内容は次のとおりです。





	
定義済ジョブ・サマリー・ページの表示


	
ジョブ・サマリー・スケジュールの作成


	
ジョブ・サマリー・スケジュールの編集


	
ジョブ・サマリー・スケジュールの削除


	
ジョブ・サマリー・スケジュールの名前の変更





関連項目:

「 ジョブ・サマリーについて」









3.4.1 定義済ジョブ・サマリー・ページの表示



ジョブ・サマリーを表示するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





Webツールを使用して、現在定義されているジョブ・サマリーのリストを表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「拡張」セクションの「ジョブ・サマリー」をクリックします。

図3-2に示すように、「構成: ジョブ・サマリー」ページが表示されます。


図3-2 「構成: ジョブ・サマリー」ページ

[image: 図3-2の説明が続きます]



	
「構成: ジョブ・サマリー」ページには、現在定義されているジョブ・サマリーの名前がすべてリストされます。各ジョブ・サマリーがいつ実行されたか、および対象となる期間も表示されます。









関連項目:

obtoolのジョブ・サマリー・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











3.4.2 ジョブ・サマリー・スケジュールの作成



Webツールを使用してジョブ・サマリー・スケジュールを作成できます。スケジュールは、いつ、どのような状況でOracle Secure Backupがバックアップ、リストアまたは複製ジョブのサマリーを生成すべきかを示します。サマリーは、ジョブが成功したかどうかを示すテキスト・ファイル・レポートです。





ジョブ・サマリー・スケジュールを作成するには、次のようにします。

	
「定義済ジョブ・サマリー・ページの表示」の手順を実行します。

「構成: ジョブ・サマリー」ページが表示されます。


	
「追加」をクリックします。

図3-3に示すように、「構成: ジョブ・サマリー」> 新規ジョブ・サマリー・ページが表示されます。


図3-3 新規ジョブ・サマリー・ページ

[image: 図3-3の説明が続きます]



	
「サマリー」フィールドにジョブ・サマリーの名前を入力します。

この名前は大/小文字を区別し、英数字で始める必要があります。使用できる文字は英数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオド(空白は使用不可)です。最大文字数は127文字です。


	
次のオプションのいずれかを選択します。

	
毎日を選択

このオプションでは、毎日(1週間に7日間)ジョブ・サマリーが生成されます。


	
平日を選択

このオプションでは、平日(月曜日から金曜日)に毎日ジョブ・サマリーが生成されます。


	
週末を選択

このオプションでは、土曜日と日曜日のみジョブ・サマリーが生成されます。


	
1つまたは複数の曜日を選択





	
ジョブ・サマリーを生成する時刻を「時」および「分」のリストから選択します。


	
メール宛先フィールドに電子メール・アドレスを入力します。

このオプションで、ジョブ・サマリーを受信するユーザーの電子メール・アドレスを指定します。このオプションが機能するためには、電子メール・システムが管理サーバーで稼働している必要があります。複数のエントリはカンマで区切ります。


	
次のスケジュール・オプションのいずれかを選択します。

	
直前までをカバー

このオプションにより、レポートの時間枠を指定します。横のフィールドに値を入力し、リストから単位を選択します。たとえば日次レポートを生成する場合は、このフィールドに「24」と入力し、リストで「時間」を選択します。


	
開始

このオプションにより、レポートの対象期間の開始時点を指定します。隣のリストから曜日を選択し、「時」および「分」リストで時刻を選択します。





	
レポート・オプションを選択します。次の各オプションは、その他のレポート・オプションとは関係なく、有効または無効にすることができます。

	
バックアップ・ジョブ

このオプションは、ファイルシステム・バックアップ・ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。


	
Oracleバックアップ・ジョブ

このオプションは、RMANバックアップ・ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。


	
スケジュール済のジョブ

このオプションは、スケジューラで処理を待機しているすべてのジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。スケジュール済のジョブは、これから実行されるジョブです。


	
下位ジョブ

このオプションは、レポートに下位ジョブを含めるかどうかを指定します。


	
ボリューム複製ジョブ

このオプションは、ボリューム複製ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。


	
リストア・ジョブ

このオプションは、ファイルシステム・リストア・ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。


	
Oracleリストア・ジョブ

このオプションは、RMANバックアップ・ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。


	
ユーザー・ジョブ

このオプションは、ユーザーが開始したジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。このオプションを「いいえ」に設定すると、サマリーにはスケジュール済ジョブしか含まれません。


	
廃棄ジョブ

このオプションは、同一基準のすべてのジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。


	
カタログ・バックアップ・ジョブ

このオプションは、レポートにカタログ・バックアップの情報を含めるかどうかを指定します。カタログ・バックアップも、バックアップ・ジョブの情報を含むサマリー・リポートに含まれます。ただし、他のバックアップと混在して表示され、カタログ・バックアップとして特にマークされることはありません。このオプションは、他のバックアップ・ジョブとは別にカタログ・バックアップのステータスを監視しやすくするためのものです。





	
「OK」をクリックします。

「構成: ジョブ・サマリー」ページに正常終了のメッセージが表示され、ジョブ・サマリーがリストに表示されます。












3.4.3 ジョブ・サマリー・スケジュールの編集



Webツールを使用して既存のバックアップ・スケジュール、ボリューム複製のスキャンまたはボールティングのスキャン・スケジュールを変更できます。ジョブ・サマリー・スケジュールを編集するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





ジョブ・サマリー・スケジュールを編集するには、次のようにします。

	
「定義済ジョブ・サマリー・ページの表示」の手順を実行します。

「構成: ジョブ・サマリー」ページが表示されます。


	
編集するジョブ・サマリーを選択し、「編集」をクリックします。

「構成: ジョブ・サマリー > summary_name」ページが表示されます。フィールドとオプションには現在の値が設定されています。


	
必要に応じて変更し、「OK」をクリックします。

「構成: ジョブ・サマリー」ページに正常終了のメッセージが表示されます。開始時刻または対象期間を編集した場合は、変更した値が表に表示されます。












3.4.4 ジョブ・サマリー・スケジュールの削除



Webツールを使用してバックアップ・スケジュールを削除できます。ジョブ・サマリー・スケジュールを削除するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





ジョブ・サマリー・スケジュールを削除するには、次のようにします。

	
「定義済ジョブ・サマリー・ページの表示」の手順を実行します。

「構成: ジョブ・サマリー」ページが表示されます。


	
削除するジョブ・サマリーを選択し、「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「構成: ジョブ・サマリー」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したジョブ・サマリーが表に表示されなくなります。












3.4.5 ジョブ・サマリー・スケジュールの名前の変更



ジョブ・サマリー・スケジュールの名前を変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





ジョブ・サマリー・スケジュールの名前を変更するには、次のようにします。

	
「定義済ジョブ・サマリー・ページの表示」の手順を実行します。

「構成: ジョブ・サマリー」ページが表示されます。


	
名前を変更するジョブ・サマリーを選択し、「名前の変更」をクリックします。


	
summary_nameの変更フィールドにサマリーの名前を入力し、「はい」をクリックします。

「構成: ジョブ・サマリー」ページに正常終了のメッセージが表示され、変更された名前のジョブ・サマリーが表に表示されます。


















第II部 バックアップおよびリストア操作の実行


第II部では、Oracle Secure Backupを使用したデータベースやファイルシステムのバックアップおよびリストア操作について説明します。

次の章で構成されています。

	
Oracle Secure BackupとのRecovery Managerの使用方法


	
ファイルシステム・データのバックアップ


	
ファイルシステム・データのリストア












4 Oracle Secure BackupとのRecovery Managerの使用方法


この章では、Recovery Manager (RMAN)とOracle Secure Backupを組み合せて使用する方法について説明します。RMANの概念と操作に関する知識があるものとします。

この章の内容は次のとおりです。

	
Recovery ManagerおよびOracle Secure Backupの概要


	
RMANとともに使用するためのOracle Secure Backupの構成


	
RMANおよびOracle Secure Backupによるバックアップの実行


	
RMANおよびOracle Secure Backupによるリカバリの実行


	
Oracle Secure BackupでのRMANバックアップ・メタデータ


	
Oracle RAC環境でのRMANおよびOracle Secure Backupの使用





関連項目:

RMANの詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。







4.1 Recovery ManagerおよびOracle Secure Backupの概要


Oracle Secure Backupは、SBTインタフェースを介してRMANのメディア管理レイヤーとしての役割を果します。Oracle Secure Backupおよびサード・パーティのバックアップ・ユーティリティは、SBTインタフェースを介してRMANと統合します。

OSBを使用できるDBリリースの情報については、メタリンクにリンクを追加します。


注意:

Oracle Secure Backupとともに使用するOracle DatabaseとOracle Enterprise Managerのリリースに関する情報は、次のURLにあります。

http://www.oracle.com/technetwork/database/database-technologies/secure-backup/learnmore/index.html



Oracle Secure Backupでデータベースの以前のバージョンがサポートされますが、Oracle Database 10gリリース2 (10.2)以降、主要な機能が追加されています。次の統合機能の強化はOracle Secure Backupのみに限定されており、他のメディア管理製品では使用できません。

	
Oracle Database 10gリリース2(10.2)

	
Oracle Enterprise Managerによって、RMANおよびOracle Secure Backupの統一インタフェースが提供されます。また、Oracle Enterprise Managerを使用したテープ・デバイス、ディスク・プールおよびメディア・サーバーの管理もOracle Secure Backup限定です。


	
Oracle Secure Backup SBTライブラリは、RMANの暗号化されたバックアップを直接テープに作成できる唯一のインタフェースです。別のSBTライブラリを使用して暗号化RMANバックアップを試行すると、次のエラー・メッセージが生成されます。


ORA-19916: encrypted backups to tertiary storage require Oracle Secure Backup


	
テープで直接行う未使用ブロックの圧縮は、Oracle Secure Backupのみで可能です。

Oracle Secure Backupを使用してディスクまたはテープに直接バックアップする場合、未使用ブロックの最適化が可能になります。未使用ブロックのテープへの直接の最適化はOracle Secure Backupを使用した場合にのみ使用可能なため、サード・パーティ製メディア管理製品を使用してテープに直接バックアップする場合は有効になりません。





	
Oracle Database 11g

	
最適化されたSBTバッファ割当てでは、SBTおよびテープに対して共有バッファが使用されます。これにより、SBTからテープ・バッファへのコピー・プロセスが省かれ、CPUオーバーヘッドが減少します。


	
UNDO表領域の拡張バックアップによりコミット済UNDOのバックアップが省かれ、テープの消費量が減り、パフォーマンスが向上します。







この項の内容は次のとおりです。

	
RMAN環境


	
データベース・バックアップ


	
データベースのリストアとリカバリ


	
データベースのバックアップおよびリカバリを管理するためのインタフェース


	
RMANおよびOracle Secure Backupの管理ドメイン


	
RMANによるOracle Secure Backupへのアクセス方法








4.1.1 RMAN環境


RMANは、Oracleデータベース・ファイルのバックアップを可能にするユーティリティです。RMANの環境は、次の基本コンポーネントで構成されます。

	
RMANクライアント

RMANクライアント・プログラムは、Oracle Databaseソフトウェアとともに自動的にインストールされ、データベース・バックアップとリカバリを始動します。RMANクライアントは、互換性要件を満たすかぎり、ローカルまたはOracle Netを介してアクセス可能な任意のOracle Databaseファイルをバックアップおよびリカバリできます。


	
RMANターゲット・データベース

RMANターゲット・データベースとは、RMANがバックアップまたはリストアするデータベースです。バックアップとリカバリの管理に使用されるRMANメタデータは、ターゲット・データベースの制御ファイルとRMANリカバリ・カタログ(オプション)に格納されます。


	
RMANリカバリ・カタログ

RMANリカバリ・カタログは、オプションのデータベース・スキーマで、RMANメタデータの2次リポジトリとして機能します。集中管理されたリカバリ・カタログをデータベースに作成して、複数のターゲット・データベースのメタデータを格納できます。





関連項目:

RMANの詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。









4.1.2 データベースのバックアップ


Oracle Secure Backupには、RMANによるデータベース・ファイルのテープへのバックアップに使用できるSBTインタフェースが用意されています。Oracle Secure Backup管理ドメインでは、SBTバックアップはRMANコマンドラインまたはOracle Enterprise Managerから開始されますが、ファイルシステム・バックアップはOracle Secure Backup Webツールまたはobtoolコマンドから開始されます。





4.1.2.1 バックアップのタイプ


RMANは、次のタイプのバックアップを実行します。

	全体バックアップ
	
デフォルトでは、RMANは全体バックアップを実行します。データの全体バックアップには、バックアップするファイルのすべての割当て済ブロックが含まれます。


	増分バックアップ
	
増分バックアップでは、前回の増分バックアップ後に行われたデータベースへのブロックレベルの変更が取得されます。通常、増分バックアップは、データベースの全体バックアップより小さく、高速です。レベル0の増分バックアップは、内容上、フル・バックアップと同一です。

	累積増分バックアップ
	
これらのバックアップには、直近のレベル0バックアップ以降に変更された、すべてのブロックが含まれます。


	差分増分バックアップ
	
これらのバックアップには、直近の増分バックアップ以降に変更されたブロックのみが含まれます。増分バックアップは、デフォルトで差分バックアップです。





関連項目:

バックアップの概念の詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください












4.1.2.2 RMANバックアップ・セットおよびOracle Secureバックアップ・イメージ


Oracleデータベース・ファイルのバックアップをRMANで実行すると、バックアップ・セットが生成されます。バックアップ・セットは、バックアップ・ピースとも呼ばれる物理的なファイルの論理グループです。RMANのバックアップ・セットとバックアップ・ピースの詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Oracle Secure Backupを使用してデータベース・バックアップをテープに保存するとき、各バックアップ・ピースは1つのOracle Secure Backupバックアップ・イメージ・インスタンスとして扱われます。図4-1は、ピースとインスタンスの間の関係を示しています。1つのバックアップ・イメージ・インスタンスは複数のテープにまたがることができます。Oracle Secure Backupでは、データベース・バックアップ・イメージ(RMANバックアップ・ピース)とファイルシステム・バックアップ・イメージのインスタンスを同一のボリュームに書き込むことができます。


図4-1 バックアップ・セットとバックアップ・イメージ

[image: 図4-1の説明が続きます]




関連項目:

「ボリューム・セットについて」









4.1.2.3 RMAN記憶域パラメータについて


Oracle Secure BackupでのRMANバックアップの記憶域パラメータの定義は、次の方法で行います。

	
Oracle Secure Backup専用のRMANスクリプトでのパラメータの定義


	
Oracle Secure Backupデータベース・バックアップ記憶域セレクタの定義




テープまたはディスク・プールの記憶域の選択を自動化するための1つ以上のデータベース・バックアップ記憶域セレクタを定義することをお薦めします。臨時バックアップで、バックアップ記憶域セレクタに含まれるものとは別のメディア選択が必要になるときは、データベース・バックアップ記憶域セレクタを上書きするためにRMAN記憶域パラメータ設定を使用します。


関連項目:

バックアップ記憶域セレクタの詳細は、「データベース・バックアップ記憶域セレクタ」を参照してください









4.1.2.4 データベース・バックアップ記憶域セレクタ


Oracle Secure Backupは、データベース・バックアップ記憶域セレクタにカプセル化された情報を使用して、バックアップ操作を実行する際にRMANと通信できます。Oracle Secure Backupでは、記憶域セレクタを使用してOracleデータベース・ファイルを識別するバックアップ属性を表します。

データベース・バックアップ記憶域セレクタには、次の項目を指定する必要があります。

	
データベースを一意に識別するデータベース名またはDBID


	
データベース・ホストの名前


	
RMANバックアップに使用するメディア・ファミリの名前


	
バックアップの内容または種類。たとえば、全体バックアップまたは増分バックアップ。(オプション)


	
二重化バックアップのコピー番号(オプション)


	
バックアップに使用できるテープ・デバイスの制限(オプション)




RMANはOracleデータベース・ファイルをバックアップするときに、データベース名、内容の種類およびコピー番号をOracle Secure Backupに渡します。この情報を使用して、Oracle Secure Backupは対応するデータベース・バックアップ記憶域セレクタを判断します。この記憶域セレクタは、このバックアップでのテープ・デバイスまたはディスク・プールの制限(該当する場合)と使用するメディア・ファミリ(該当する場合)について、Oracle Secure Backupに対して指定します。

複数のデータベース・バックアップ記憶域セレクタを作成できます。たとえば、管理ドメイン内のすべてのデータベースのデータファイル・バックアップ用にデータベース記憶域セレクタを1つ作成し、管理ドメイン内のすべてのデータベースのアーカイブ・ログ・バックアップ用にもう1つのセレクタを作成することができます。また、データファイル・バックアップ用に1つの対象テープ・ライブラリを指定し、アーカイブ・ログ・バックアップ用に別の対象テープ・ライブラリを指定できます。

RMANバックアップ・ジョブがSBTインタフェースから開始されると、Oracle Secure Backupは、データベース・バックアップ記憶域セレクタを検証し、バックアップ記憶域セレクタがバックアップ・ジョブの属性と合致するかどうかを判断します。バックアップ記憶域セレクタのすべての属性がバックアップ・ジョブの対応する属性と合致すると、適合となります。複数の記憶域セレクタがジョブと適合する場合は、最も特定的な属性のセレクタが選択されます。たとえば、データベース名にdb_1と設定されたバックアップ記憶域セレクタは、データベース名にすべて(*)と設定されたバックアップ記憶域セレクタよりも先に適合します。

Oracle Secure Backupは、管理サーバー上のOracle Secure Backupホームのadmin/sselサブディレクトリで記憶域セレクタを保持します。


注意:

データベース記憶域セレクタは一意であることが必要です。ワイルドカード(*)は例外ですが、より全般的な設定はより特定的な設定と合致します。たとえば、--dbnameにdb_1およびdb_2を設定した記憶域セレクタを作成した場合、--dbnameにdb_1のみを設定し、その他すべての属性は最初のセレクタと同一の別のセレクタは作成できません。しかし、--dbnameにすべて(*)と設定した記憶域セレクタを作成した場合、--dbnameにdb_1と設定し、その他すべての属性は最初のセレクタに使用されるものと同一の別のセレクタを作成できます。




関連項目:

	
「Enterprise Managerでのデータベース・バックアップ記憶域セレクタの作成」


	
RMANチャネルに指定されたメディア管理パラメータによってバックアップ記憶域セレクタの設定を上書きする方法は、「RMANでのメディア管理パラメータの設定」で説明します。


	
データベース・バックアップ記憶域セレクタのコマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。












4.1.2.5 二重化バックアップ



バックアップ操作を二重化して、各々を別のボリューム・セットに格納し、1つのセットをアクセスに便利なようにオンサイトに保持し、もう1つのセットを障害時リカバリに備えてオフサイトに格納できます。管理が容易なように、二重化された各バックアップ操作は、各データベース記憶域セレクタによって定義され、別のOracle Secure Backupメディア・ファミリに書き込まれます。


関連項目:

	
「メディア・ファミリの構成」


	
「データベース・バックアップ記憶域セレクタ」






データベース・バックアップ記憶域セレクタは、Oracle Databaseに対するユーザー定義のOracle Secure Backupメディア・ポリシーです。バックアップのコンテンツおよびコピー番号によって、どのメディア・ファミリ、テープ・デバイス、リソース待機時間が適用されるかを定義します。1つのデータベース記憶域セレクタを管理ドメイン内のすべてのデータベース・バックアップに適用することも、各データベースに複数の記憶域セレクタを定義することもできます。

次の例では、ssel_1とssel_2という名前の2つのデータベース記憶域セレクタが作成されます。2つとも、host_name上のすべてのデータベースのすべての内容をバックアップします。ただし、ssel_1はメディア・ファミリmf_1を使用し、ssel_2はメディア・ファミリmf_2を使用します。


ob> mkssel --dbid * --host host_name --content * --family mf_1 -- copynum 1 ssel_1
ob> mkssel --dbid * --host host_name --content * --family mf_2 -- copynum 2 ssel_2



関連項目:

mksselの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。



RMAN二重化バックアップおよびPARALLELISMを使用する場合、両方のコピーを同時に処理できるだけ数の使用可能なテープ・ドライブが必要です。前の例で二重化バックアップのチャネル構成としてPARALLELISMを2に設定した場合、バックアップ操作で4つのテープ・ドライブ(2つのバックアップ・コピーにPARALLELISMの2を掛けた数)が必要になります。


注意:

一方のコピーで使用できるテープ・ドライブが1つ足りない場合、もう一方のコピーも実行されません。また、一方のコピーでバックアップ・ストリームが失敗すると、もう一方のコピーでも失敗します。



この場合、リストア操作は二重化されていないため、必要なテープ・ドライブは2つだけです。











4.1.3 RMANおよびOracle Secure Backupの暗号化


Oracleデータベースのバックアップの暗号化は、Oracle Secure Backupを使用して次の2つの方法のいずれかで実行できます。

	
RMANバックアップ暗号化の使用(データベース内でデータを暗号化する)

このオプションは、Oracle Database 10gリリース2(10.2)以上で使用できます。制約があるかどうかは、Oracle Databaseのライセンスに関するドキュメントを参照してください。


	
Oracle Secure Backup暗号化の使用(RMANがSBTを介してOracle Secure Backupにデータを渡した後で暗号化する)

このオプションは、Oracle9i以上で使用できます。暗号化はデータベースの外部で行われ、データがサーバーで暗号化されてから、ネットワーク上に送信されるか、ローカルに接続されたテープ・デバイスに書き込まれます。





注意:

Oracle Secure Backup暗号化は、RMANおよびファイルシステム・バックアップの両方の操作で使用できます。




関連項目:

Oracle Secure Backupの暗号化の詳細とデータベース・バックアップの暗号化の例は、「バックアップ暗号化の管理」を参照してください









4.1.4 RMANのバックアップおよびリストア・ポリシー


バックアップ・ジョブ開始前のキューの時間を制御するには、次のポリシー設定を変更します。

	
操作ポリシーrmanresourcewaittime

このポリシーはデフォルトではforeverに設定されています。バックアップ記憶域セレクタまたはRMANパラメータを構成すると、このポリシーよりも優先されます。


	
obtoolのmksselまたはchsselコマンドでの--waittimeオプションの指定


	
RMANパラメータOB_RESOURCE_WAIT_TIME




RMANのリストア操作の場合、開始時間は、操作ポリシー・クラスのrmanrestorestartdelayポリシーの設定によって決まります。


関連項目:

	
mksselおよびchsselコマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
「RMANでのメディア管理パラメータの設定」


	
デフォルトおよびポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。












4.1.5 データベースのリストアとリカバリ


RMANによって開始したリストアは、Oracleデータベース・リストア操作と呼ばれます。RMANは、先にフルバックアップを実行してデータ・ファイルをリストアし、それ以降のみ、増分バックアップの実行に移行します。RMANリストア操作は、データ・ファイルが失われたか破損している場合に、リカバリ操作のために、バックアップからそのファイルを取得します。


関連項目:

	
「データベース・バックアップ記憶域セレクタ」


	
「RMANおよびOracle Secure Backupによるリカバリの実行」












4.1.6 データベースのバックアップおよびリカバリを管理するためのインタフェース


Oracle Secure BackupのSBTインタフェースを用いてRMANのバックアップおよびリストア操作を実行する際に、次のインタフェースを使用できます。

	
RMANコマンドライン・クライアント


	
Oracle Enterprise Manager Cloud Control








4.1.6.1 RMANコマンドライン・クライアント


rman実行可能ファイルは、データベース・インストールのORACLE_HOME/binディレクトリにあります。RMANクライアントはOracleホームから、そのホームがあるコンピュータがOracle Secure Backupの管理ドメインのメンバーかどうかに関係なく、実行できます。ターゲット・データベース・ホストは、Oracle Secure Backupの管理ドメインのメンバーである必要があります。ターゲット・データベースは、ターゲット・ホスト上でOracle Secure BackupのSBTを使用し、Oracle Secure Backupの管理ドメインと通信します。







4.1.6.2 Oracle Enterprise Manager Cloud Control


Oracle Enterprise Manager Cloud Controlで複数のデータベースを管理できます。これはデータベース管理のためのグラフィカル・ユーザー・インタフェースです。Cloud Controlコンソールは、管理ドメイン内のどのデータベース・ホスト上でも稼働できます。

Oracle Secure Backupの管理ドメイン内のすべてのデータベースのSBTバックアップは、Cloud Controlから管理できます。集中管理されたRMANリカバリ・カタログは、Cloud Controlリポジトリが含まれるのと同じデータベース内に作成できます。

Cloud Controlを使用する場合、Enterprise Manager用のリポジトリがOracle Database 10gリリース2(10.2)データベースにあれば、Oracle Database 10gリリース1 (10.1)以前のデータベースを実行するホスト上でOracle Secure Backupを使用できます。









4.1.7 RMANおよびOracle Secure Backupの管理ドメイン


この項では、次の環境でのRMANの操作について説明します。

	
単一ホスト管理ドメイン


	
データベース・バックアップを行う複数ホスト管理ドメイン





単一ホスト管理ドメイン





単一ホスト管理ドメインでは、1つのホストが、管理サーバー、メディア・サーバーおよびクライアントのロールを担います。Oracleデータベースは、このホストにインストールされます。図4-2に、典型的な単一ホストの例を示します。


図4-2 データベース・バックアップを行う単一ホスト管理ドメイン

[image: 図4-2の説明が続きます]




注意:

この章は、図4-2のものと同様に構成されている単一ホスト管理ドメインの管理者の立場から書かれています。







データベース・バックアップを行う複数ホスト管理ドメイン





複数ホスト管理ドメインでは、管理サーバー、メディア・サーバーおよびクライアント・ホストがすべて別個なことも、各データベース・サーバーがメディア・サーバーを兼ねることもあります。後者の構成では、ネットワークベースのバックアップ操作を最小限にできる利点があります。単一管理ドメインに含めることができる管理サーバーは1つのみですが、メディア・サーバーとクライアントは複数含めることができます。

図4-3に、各クライアント・ホストでOracleデータベースを運用している、典型的な複数ホスト・ドメインを示します。この例では、管理サーバーおよびメディア・サーバーでデータベースを運用していません。Windowsのデータベースには、管理ドメイン内のすべてのデータベースのバックアップに対するメタデータを格納するための集中管理されたリカバリ・カタログが含まれています。


図4-3 複数ホスト管理ドメイン

[image: 図4-3の説明が続きます]



クライアントでCloud Controlを使用して、管理ドメイン内のすべてのデータベースを必要とするSBT操作を起動することはできます。









4.1.8 RMANによるOracle Secure Backupへのアクセス方法


管理ドメイン構成およびバックアップおよびリカバリの管理に使用するフロント・エンド・インタフェースに関係なく、RMANがOracle Secure BackupのSBTライブラリと通信するプロセスは同じです。図4-4に、Oracle Secure BackupのSBTを使用するRMANのバックアップおよびリストア操作の基本コンポーネントを示します。


図4-4 RMANとOracle Secure BackupのSBTインタフェース

[image: 図4-4の説明が続きます]



Oracle Secure Backupを使用したRMANのバックアップおよびリストア操作の基本プロセスは次のとおりです。

	
Oracle Secure Backupユーザーが、コマンドラインまたはOracle Enterprise Managerコンソールを使用してRMANクライアントを起動します。


	
Oracle Secure BackupユーザーがSBTチャネルを割り当て、RMANBACKUPまたはRESTOREコマンドを実行します。

チャネルが割り当てられると、サーバー・セッションがOracleデータベースで開始されます。


	
データベース・ホスト上のサーバー・セッションは、Oracle Secure BackupのSBTライブラリを介してバックアップまたはリストアのジョブ・リクエストを生成します。


	
Oracle Secure Backupは、バックアップまたはリストアのジョブを生成し、sbt/15などの一意のIDを割り当てます。


関連項目:

ジョブIDの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




	
RMANバックアップ操作では、Oracle Secure Backupは適切なリソースをすぐに予約して開始しようとします。リソースが使用できない場合、Oracle Secure Backupはリソースが使用可能になるのを待つ間、ジョブをキューに入れます。


関連項目:

RMANバックアップおよびリストア操作に関連する設定の詳細は、「RMANのバックアップおよびリストア・ポリシー」を参照してください




	
RMANが、バックアップ・ピースを作成またはリストアします。


	
バックアップの場合、Oracle Secure BackupはRMANのバックアップ・ピースに関するメタデータをOracle Secure Backupのカタログに格納します。

Oracle Secure Backupのカタログは、RMANのリカバリ・カタログとはまったく別に格納および管理されます。Oracle Secure Backupは、各バックアップ・ピースと、そのピースに対応するメタデータを格納します。










4.1.9 Non-Uniform Memory Access (NUMA)に対するOracle Secure Backupサポート


Oracle Secure Backup 10.4.0.1より、Oracle Secure BackupでNUMAアーキテクチャがサポートされます。NUMAシステムでは、プロセッサはノードまたはリージョンと呼ばれる小規模なシステムにグループ化されます。各ノードは、独自のプロセッサと共通メモリーを持ちます。ノード内のすべてのプロセッサで共通メモリーを共有します。このローカル・メモリー領域へのアクセスは高速なため、スケーラビリティとパフォーマンスが向上します。

データベース・バックアップまたはリストア操作時、Oracleシャドー・プロセスでOracle Secure BackupとOracle Databaseとの対話を管理します。シャドー・プロセスは、SBTライブラリをロードし、Oracle Secure Backupデータ・サービス(obndmpdプロセス)を起動します。これによって、操作に必要なネットワークI/Oがクライアントで行われます。Oracleシャドー・プロセスとOracle Secure Backupデータ・サービスは、共通メモリー領域を使用してデータを交換します。

NUMAマシンでは、Oracle Secure Backupは、Oracleシャドー・プロセスとOracle Secure Backupデータ・サービスが同じノードで実行され、その結果、同じ共通メモリーにアクセスするようにします。これによって、Oracleシャドー・プロセスとOracle Secure Backupデータ・サービスが同じノードにない場合にパフォーマンスが向上します。









4.2 RMANとともに使用するためのOracle Secure Backupの構成



RMANとともに使用するためにOracle Secure Backupを構成するには、Oracle Secure Backupで次の手順を実行します。




	Oracle Secure BackupのSBTへのRMANアクセスを構成します。


関連項目:

「Oracle Secure BackupのSBTライブラリへのRMANアクセスの構成」






	RMAN操作が事前認可されたOracle Secure Backupユーザーを作成します。


注意:

これは必須の手順です。この手順を実行しないとRMANバックアップ操作が失敗します。




関連項目:

「事前認可済Oracle Secure Backupユーザーの作成」






	データ・ファイルおよびアーカイブREDOログ用のメディア・ファミリを作成することをお薦めします。独自のメディア・ファミリを作成しない場合、RMANはデフォルトのRMAN-DEFAULTメディア・ファミリを使用します。


関連項目:

「RMANのバックアップ用のメディア・ファミリの作成」






	必要に応じて、データベース・バックアップ記憶域セレクタまたはRMANのメディア管理パラメータを構成します。これらの設定により、バックアップでの記憶域の選択をより細かく制御できます。


関連項目:

	
「Enterprise Managerでのデータベース・バックアップ記憶域セレクタの作成」


	
「RMANでのメディア管理パラメータの設定」









	オプションで、OB_IGNORE_NUMAを0に設定し、NUMA対応を無効にします。

このパラメータのデフォルト値は1で、Oracle Secure BackupはNUMAに対応します。これによって、データベース・バックアップまたはリストア操作で、Oracleシャドー・プロセスとOracle Secure Backupデータ・サービスが同じNUMAリージョンまたはノードに配置されることが保証されます。








関連項目:

「データベースのバックアップおよびリカバリを管理するためのインタフェース」









4.2.1 Oracle Secure BackupのSBTライブラリへのRMANアクセスの構成



 Enterprise Manager Cloud Controlを使用して、Oracle Secure BackupへのRMANアクセスを構成できます。必要なのは、Oracle Secure Backupホーム・ディレクトリを指定することだけです。RMANにより、SBTライブラリは自動的に検索されます。


関連項目:

Enterprise Managerでの管理サーバーの登録の詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。



デフォルトでは、RMANはSBTライブラリのプラットフォーム固有のデフォルトの場所を検索します。UNIXおよびLinuxでは、デフォルト・ライブラリ・ファイル名は/lib/libobk.soですが、拡張子名はプラットフォームによって異なります(.so、.sl、.aなど)。Windowsでは、デフォルトのライブラリの場所は%WINDIR%\System32\orasbt.dllです。

Oracle Secure BackupをLinuxやUNIXにインストールするときは、インストーラによってSBTライブラリがOracle Secure Backupホームのlibサブディレクトリに自動的にコピーされ、/libまたは/usr/libディレクトリのライブラリへのシンボリック・リンクが作成されます。

デフォルトでは、RMANは標準パスを検索し、SBTチャネルが割り当てられるとOracle Secure BackupのSBTライブラリをロードします。


注意:

デフォルトのSBTライブラリの場所は、RMANチャネルの割当てまたは構成時に、SBT_LIBRARYメディア管理パラメータにライブラリ・パスを指定すると上書きできます。











4.2.2 事前認可済Oracle Secure Backupユーザーの作成



Oracle Secure Backupは、リクエストしているOracle Secure BackupユーザーがそのホストでのRMANバックアップを事前認可されている場合のみ、SBTリクエストを受け付けます。このような事前認可済Oracle Secure Backupユーザーは、2つの要件を満たす必要があります。





	
事前認可済Oracle Secure Backupユーザーに、バックアップまたはリストア対象のファイルにアクセスするためのオペレーティング・システム権限がマップされていることが必要です。事前認可済Oracle Secure Backupユーザーは、ファイルへのアクセス権を持っているホスト上でのみRMAN操作を実行できます。


	
事前認可済Oracle Secure Backupユーザーには、次の権限を含むOracle Secure Backupクラスが割り当てられていることが必要です。

	
(owner、classまたはallに設定した)Oracleバックアップへのアクセス(access Oracle backups)


	
Oracleのバックアップおよびリストアの実行(perform Oracle backups and restores)








関連項目:

Oracle Secure Backupの権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。



1つのホストでRMANのバックアップおよびリストア操作を事前認可できるOracle Secure Backupユーザーは1名だけです。バックアップまたはリストア操作を開始できる複数のRMANユーザーが1つのデータベースに存在できますが、そのデータベース・サーバーに対してOracle Secure Backupの事前認可済Oracle Secure Backupユーザーは1名しか存在できません。

また、Oracle Secure Backupユーザーにコマンドライン(obtool)操作を事前認可することもできます。バックアップおよびリストアのスクリプトを使用する場合に役立ちます。


関連項目:

「事前認可済アクセスの割当て」









4.2.2.1 Oracle Secure BackupによるSBTバックアップの事前認可方法


図4-5に、特定のホストでのRMAN操作を事前認可されたOracle Secure Backupユーザーが、バックアップまたはリストア・リクエストを送信する場合の基本的なプロセスを示します。


図4-5 データベースのバックアップおよびリストア操作に対する事前認可

[image: 図4-5の説明が続きます]



このプロセスは次のように機能します。

	
ユーザーがRMANを起動してSBTチャネルを割り当てると、Oracleデータベースはサーバー・セッションを開始します。


	
サーバー・セッションは、SBTライブラリを使用して、ホストでローカルに稼働しているobproxydデーモンと通信します。


	
ローカルのobproxydデーモンは、どのオペレーティング・システム・ユーザーのもとでサーバー・セッションが実行されているかを判断します。この例では、オペレーティング・システム・ユーザーの名前はoracleで、Linuxホストbrhost2上で稼働すると仮定します。


	
ローカルのobproxydデーモンは、オペレーティング・システム・ユーザー情報を管理サーバーのobservicedデーモンに確認します。このホストおよびオペレーティング・システム上のオペレーティング・システム・ユーザーがOracle Secure Backupユーザーとして事前に認可されている場合は、Oracle Secure Backupへのログインが成功します。

たとえば、ホストbrhost2上のオペレーティング・システム・ユーザーoracleがOracle Secure Backupユーザーobuserとして稼働することを事前に認可されていると仮定します。また、obuserがoracleクラスのメンバーで、このクラスには、デフォルトでOracleのバックアップおよびリストアの実行(perform Oracle backups and restores)権限が割り当てられていると仮定します。


関連項目:

Oracle Secure Backupの権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




	
サーバー・セッションは、Oracle Secure Backupユーザーを使用してファイルをバックアップまたはリストアします。

SBTを介して送信されるOracle Secure Backupの操作は、Oracle Secure Backupユーザーによって定義されたオペレーティング・システム・ユーザーを使用して、ホストにアクセスします。図4-5に示す例では、バックアップおよびリストア操作は、brhost2上のoracleオペレーティング・システム・アカウントのもとで実行されます。










4.2.2.2 RMANの事前認可の構成



Oracle Secure Backupソフトウェアのインストール中に、またはインストール後にOracle Secure Backup Webツールかobtoolのmkuserコマンドを使用し、Oracle Secure BackupでOracleデータベース・ファイルのテープへのバックアップを実行するために必要な権限を持つ事前認可済Oracle Secure Backupユーザーを構成できます。

LinuxまたはUNIXでのOracle Secure Backupのインストール時に事前認可済Oracle Secure Backupユーザーを作成するには、obparametersパラメータをcreate preauthorized oracle userに設定する必要があります。


関連項目:

事前認可済oracleユーザーを作成するためのobparametersの構成の詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。



WindowsでのOracle Secure Backupのインストール時に事前認可済Oracle Secure Backupユーザーを作成するには、管理サーバーの機能を選択するときにoracleユーザーの作成のアクションを有効にする必要があります。


関連項目:

管理サーバーの機能の詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。



インストール後に事前認可のOracle Secure Backupユーザーを構成するには、Webツールまたはobtoolのmkuserコマンドを使用します。例4-1では、mkuserを使用して、preauth_userという名前のOracle Secure Backupユーザーを作成し、このユーザーにoracleクラスを割り当てます。例では、--preauthを使用してpreauth_userをホストbrhost2上のLinuxまたはUNIXのユーザーoracleにマップします。バックアップまたはリストアするファイルにアクセスできるオペレーティング・システム・ユーザーへのマッピングが必要です。


関連項目:

mkuserコマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。







例4-1 RMANのバックアップを作成するためのオペレーティング・システム・ユーザーの事前認可


mkuser preauth_user --class oracle --preauth brhost2:oracle+rman











4.2.3 RMANのバックアップ用のメディア・ファミリの作成



RMAN操作で使用するために専用のメディア・ファミリを作成することをお薦めします。RMAN専用のメディア・ファミリを作成しない場合、Oracle Secure Backupはデフォルトのメディア・ファミリを使用します。

RMANで使用されるデフォルト・メディア・ファミリの名前はRMAN-DEFAULTです。RMAN-DEFAULTメディア・ファミリの削除や名前変更はできませんが、Oracle Secure Backup Webツールまたはobtoolによって一部の属性を変更することはできます。


関連項目:

	
「コンテンツ管理の有効期限ポリシー」


	
「メディア・ファミリ属性の編集または表示」






アーカイブREDOログやデータファイル・バックアップ・セット用に別のメディア・ファミリを作成すると役立ちます。メディア・ファミリは、Enterprise Manager、Oracle Secure Backup Webツールまたはobtoolのmkmfコマンドを使用して作成できます。


関連項目:

	
メディア・ファミリの追加の詳細は、「メディア・ファミリの追加」を参照してください


	
obtoolのmkmfコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。






メディア・ファミリを作成する際、そのメディア・ファミリのボリュームがいつ上書きまたは再利用が可能になるかを決定する、ボリューム有効期限ポリシーを指定します。メディア・ファミリ内のボリュームでは、コンテンツ管理の有効期限ポリシーまたは時間管理の有効期限ポリシーのいずれかを使用します。

コンテンツ管理のボリュームは、RMAN操作にのみ使用できます。時間管理のボリュームは、RMANとファイルシステムの両方のバックアップおよびリストア操作に使用できます。したがって、時間管理のボリュームには、ファイルシステム・バックアップとRMANバックアップ・ピースが混在することがあります。


注意:

RMANバックアップを時間管理ボリュームに対して実行した場合、RMANリポジトリではそのボリュームのバックアップ・ピースが使用可能であるとレポートされていても、ボリュームが期限切れになり再利用される可能性があります。この場合、RMANでCROSSCHECKコマンドを使用して、矛盾を解決する必要があります。











4.2.4 Enterprise Managerでのデータベース・バックアップ記憶域セレクタの作成



Oracle Enterprise Manager Cloud Controlを使用してデータベース・バックアップ記憶域セレクタを作成できます。セレクタにはCloud Controlによってシステム定義名が付けられます。記憶域セレクタの名前を指定する場合は、obtoolのmksselコマンドを使用します。









4.2.5 RMANでのメディア管理パラメータの設定



Oracle Secure Backupのデータベース記憶域セレクタを使用する場合は、メディア管理パラメータをRMANで設定する必要がありません。ただし、場合によっては、RMANパラメータを設定してデータベース記憶域セレクタを上書きする必要があります。


関連項目:

RMANのメディア管理パラメータおよびデータベース・バックアップ記憶域セレクタとの関係の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。







RMANのデータベース・バックアップでメディア管理パラメータを設定するには、次のようにします。

	
「RMANおよびOracle Secure Backupによるバックアップの実行」の手順1から9に従います。


	
「RMANスクリプトの編集」をクリックします。

「カスタマイズ・バックアップのスケジュール: 確認: Recovery Managerスクリプトの編集」ページが表示されます。


	
メイン・ウィンドウで、メディア管理パラメータを使用するようにスクリプトを変更します。たとえば、バックアップ・スクリプトが次のとおりであるとします。


backup device type sbt database include current controlfile;
backup device type sbt archivelog all not backed up;


my_mfメディア・ファミリを使用するようにバックアップを構成するには、スクリプトを次のように変更します。


run
{
  allocate channel c1 device type sbt
    parms 'ENV=(OB_MEDIA_FAMILY=my_mf)';
  backup database include current controlfile;
  backup archivelog all not backed up;
}


	
「ジョブの発行」をクリックします。

「ステータス」ページが表示されます。














4.3 RMANおよびOracle Secure Backupによるバックアップの実行



Oracle Secure BackupのSBTを使用するようにRMANを構成した後、RMANバックアップを作成するための手順は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』で説明している手順と同じです。

RMANとOracle Secure Backupを使用してデータベース・ファイルをバックアップするには、次のようにします。




	RMANを起動し、CONNECT TARGETコマンドを使用して、ターゲット・データベースに接続します。次の例では、RMANを起動し、SYSBACKUP権限で作成されたユーザーsbuとしてターゲット・データベースに接続しています。パスワードを入力するように求められます。

rman%

RMAN> CONNECT TARGET sbu AS SYSBACKUP




	BACKUPコマンドを使用して、必要なバックアップを実行します。

Oracle Secure Backup Media Managerに必要なパラメータは、SBTチャネルの構成時に設定されます。





RMAN> run { 
@ 2> allocate channel ch1 device type sbt PARMS 'ENV=(OB_DEVICE=drv1)'; 
@ 3> allocate channel ch2 device type sbt PARMS 'ENV=(OB_DEVICE=drv2)'; 
@ 4> backup datafile 1,3; 
@ 5> } 
@ . 
@ using target database control file instead of recovery catalog 
@ allocated channel: ch1 
@ channel ch1: SID=156 device type=SBT_TAPE 
@ channel ch1: Oracle Secure Backup 
@ . 
@ allocated channel: ch2 
@ channel ch2: SID=189 device type=SBT_TAPE 
@ channel ch2: Oracle Secure Backup 
@ . 
@ Starting backup at 17-MAR-15 
@ channel ch1: starting full datafile backup set 
@ channel ch1: specifying datafile(s) in backup set 
@ input datafile file number=00001  
@ name=/scratch/abc/app/abc/oradata1/orcl/system01.dbf 
@ channel ch1: starting piece 1 at 17-MAR-15 
@ channel ch2: starting full datafile backup set 
@ channel ch2: specifying datafile(s) in backup set 
@ input datafile file number=00003  
@ name=/scratch/abc/app/abc/oradata1/orcl/undotbs01.dbf 
@ channel ch2: starting piece 1 at 17-MAR-15 
@ . 
@ .












4.4 RMANおよびOracle Secure Backupによるリカバリの実行



Oracle Secure BackupのSBTを使用するようにRMANを構成した後、データベース・フィルをリストアするための手順は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』で説明している手順と同じです。


関連項目:

「Oracle Secure BackupのSBTライブラリへのRMANアクセスの構成」



RMANとOracle Secure Backupを使用してデータベース・ファイルをリストアするには、次のようにします。




	RMANを起動し、CONNECT TARGETコマンドを使用して、ターゲット・データベースに接続します。次の例では、RMANを起動し、SYSBACKUP権限で作成されたユーザーsbuとしてターゲット・データベースに接続しています。パスワードを入力するように求められます。

rman%

RMAN> CONNECT TARGET sbu AS SYSBACKUP




	RESTORE DATAFILEコマンドを実行して、「RMANおよびOracle Secure Backupによるバックアップの実行」の項でバックアップされたデータ・ファイルをリストアします。

RMAN> RESTORE DATAFILE 3;

Starting restore at 20-SEP-13

allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1

channel ORA_SBT_TAPE_1: SID=11 device type=SBT_TAPE

channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup

allocated channel: ORA_DISK_1

channel ORA_DISK_1: SID=97 device type=DISK

channel ORA_SBT_TAPE_1: starting datafile backup set restore

channel ORA_SBT_TAPE_1: specifying datafile(s) to restore from backup set

channel ORA_SBT_TAPE_1: restoring datafile 00003 to /ade/osb_test/oracle/dbs/t_undo1.f

channel ORA_SBT_TAPE_1: reading from backup piece 06ok9trl_1_1

channel ORA_SBT_TAPE_1: piece handle=06ok9trl_1_1 tag=TAG20130920T040300

channel ORA_SBT_TAPE_1: restored backup piece 1

channel ORA_SBT_TAPE_1: restore complete, elapsed time: 00:00:25

Finished restore at 20-SEP-13




	RECOVER DATAFILEを実行して、リカバリ操作を完了します。

RMAN> RECOVER DATAFILE 3;

Starting recover at 20-SEP-13

using channel ORA_SBT_TAPE_1

using channel ORA_DISK_1

starting media recovery

media recovery complete, elapsed time: 00:00:00

Redo Buffers 4984832 bytes

Finished recover at 20-SEP-13












4.5 Oracle Secure BackupでのRMANバックアップ・メタデータ


Oracle Secure Backupは、すべてのRMANおよびファイルシステム・バックアップ操作についてバックアップ・メタデータを保持します。この項では、Oracle Secure Backupカタログ内のRMANメタデータにアクセスする方法を説明します。

この項の内容は次のとおりです。

	
RMANおよびOracle Secure Backupのメタデータの概要


	
Oracle Secure BackupでのRMANのジョブ情報の表示


	
バックアップ・ピース情報の表示








4.5.1 RMANおよびOracle Secure Backupのメタデータの概要


Oracle Secure Backupは、管理サーバーにOracle Secure Backupジョブのメタデータのカタログを保持します。Webツールを使用して、各バックアップ・ピース(Oracle Secure Backup Webツールではバックアップ・イメージと呼ばれる)のカタログ・メタデータを表示できます。また、obtoolでlsjob、catxcrおよびlspieceの各コマンドも使用できます。


関連項目:

RMANメタデータへのアクセスの詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。







4.5.1.1 テープ上のRMANバックアップの有効期限


RMANバックアップは、コンテンツ管理または時間管理の有効期限ポリシーを使用するボリュームに作成できます。RMANバックアップがコンテンツ管理ボリュームにある場合は、RMANのDELETE OBSOLETEコマンドを使用して、RMANリポジトリでバックアップ・ピースに削除済のマークを付けます。それを受けて、Oracle Secure Backupは、バックアップ・ピースが削除済であると示すようにカタログを更新するため、RMANリポジトリとOracle Secure Backupのカタログのどちらにもピースは削除済と示されます。


注意:

RMANバックアップのためにコンテンツ管理ボリュームを使用する場合は、RMAN保存構成によってテープの有効期限が決まります。RMANリポジトリの制御ファイルを使用する場合は、レコード保存期間をバックアップの保存期間以上に設定する必要があります。



Oracle Secure Backupでrmpieceコマンドを使用してテープからバックアップ・ピースを削除することは推奨されません。このようにすると、RMANメタデータにテープの内容が反映されないからです。この不整合は、RMANバックアップ・ピースが時間管理の有効期限ポリシーで期限切れになったボリュームにある場合や、RMANバックアップ・ピースを含むボリュームを強制的に上書きした場合にも起こります。RMANのCROSSCHECKコマンドを使用して、Oracle Secure BackupカタログとRMANリポジトリとの間の不整合を解決します。


関連項目:

バックアップのクロスチェックおよびRMANバックアップの削除の詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。











4.5.2 Oracle Secure BackupでのRMANのジョブ情報の表示



Oracle Secure BackupのSBTを使用して作成されたRMANのバックアップは、Oracle Secure Backupのすべてのジョブ管理コマンドの対象になります。


関連項目:

バックアップおよびリストア・ジョブの管理



RMANを使用してデータベースをバックアップまたはリストアする場合、ジョブにはデータベースの名前が含まれます。例4-2に、orclというデータベースに関するバックアップおよびリストア・ジョブのサンプル出力を示します。この例のジョブIDにoracleが含まれるのは、ジョブがoracleユーザーによって実行されたためです。





例4-2 データベースのバックアップおよびリストア・ジョブ


ob> lsjob --all
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ ---------------------------------------
oracle/1         none    database orcl (dbid=1091504057) completed successfully at 2013/11/21.15:24
oracle/1.1       none    datafile backup                 completed successfully at 2013/11/21.15:28
oracle/2         none    database orcl (dbid=1091504057) completed successfully at 2013/11/21.15:53
oracle/2.1       none    datafile backup                 completed successfully at 2013/11/21.15:54
oracle/3         none    database orcl (dbid=1091504057) completed successfully at 2013/11/21.15:57
oracle/3.1       none    restore piece '06grqejs_1_1'    completed successfully at 2013/11/21.15:59







4.5.2.1 ジョブのトランスクリプトの表示



ジョブのトランスクリプトには、Oracle Secure Backupジョブの詳細情報が含まれます。例4-3に、アーカイブ・ログのバックアップのトランスクリプトの一部を示します。このバックアップでは、RMAN-DEFAULTメディア・ファミリを使用しています。


関連項目:

	
obtoolのcatxcrコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
Oracle Secure Backup Webツールを使用してジョブのトランスクリプトを表示する方法は、「ジョブのトランスクリプトの表示」を参照してください










例4-3 アーカイブ・ログのバックアップ・ジョブのトランスクリプト


ob> catxcr --head 22 sbt/6.1
2008/06/28.13:01:04 ______________________________________________________________________
2008/06/28.13:01:04
2008/06/28.13:01:04         Transcript for job sbt/6.1 running on brhost1
2008/06/28.13:01:04
Volume label:
    Volume tag:         ADE202
    Volume ID:          RMAN-DEFAULT-000002
    Volume sequence:    1
    Volume set owner:   root
    Volume set created: Tue Jun 28 13:01:30 2008
    Media family:       RMAN-DEFAULT
    Volume set expires: never; content manages reuse

Archive label:
    File number:        1
    File section:       1
    Owner:              root
    Client host:        brhost1
    Backup level:       0
    S/w compression:    no
    Archive created:    Tue Jun 28 13:01:30 2008









4.5.2.2 SBTエラーの表示



SBTセッションでエラーが発生した場合、Oracle Secure Backupは、ジョブのトランスクリプトに保存されるよう、エラーの詳細を管理サーバーに送信します。ユーザーが別の名前でファイルを構成していないかぎり、データベースはSBTエラーをsbtio.logトレース・ファイルに書き込みます。通常、sbtio.logはOracleホームのrdbms/logサブディレクトリにあります。


関連項目:

RMANバックアップおよびリストア操作のトラブルシューティング方法の詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。













4.5.3 バックアップ・ピース情報の表示



Oracle Secure Backupは、RMANバックアップの情報をバックアップ・ピース・レベルで保持します。この情報は、バックアップ・イメージ内でOracle Secure Backup Webツールを使用するか、obtoolコマンドを使用して表示できます。バックアップ・ピースに関する情報はOracle Secure Backupにありますが、バックアップ・セットはRMANのみが認識する論理グループです。

RMANバックアップ・ピースは、Oracle Secure Backupではバックアップ・イメージとして表されます。obtoolのlspieceコマンドを使用して、Oracle Secure Backupのカタログに記録されているバックアップ・ピースの情報を表示できます。例4-4に、lspieceのサンプル出力を示します。


注意:

各ピース名は、Oracle Secure Backup管理ドメインのすべてのデータベースの中で一意にする必要があります。ピース名を一意にするには、RMANカタログ・オプションを使用してドメイン内のすべてのデータベースのバックアップ・カタログを集中管理させるか、RMAN書式文字列を使用します。




関連項目:

	
「RMANバックアップ・セットおよびOracle Secureバックアップ・イメージ」


	
Oracle Secure Backup Webツールを使用してバックアップ・ピースの情報を表示する方法は、「バックアップ・セクションの表示」を参照してください


	
バックアップ・ピース名の詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
lspieceコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。










例4-4 バックアップ・ピースの表示


ob> lspiece --long
Backup piece OID:       104
    Database:               ob
    Database ID:            1566254457
    Content:                archivelog
    Copy number:            0
    Created:                2008/06/28.13:01
    Host:                   brhost1
    Piece name:             05go3tgd_1_1
Backup piece OID:       105
    Database:               ob
    Database ID:            1566254457
    Content:                archivelog
    Copy number:            0
    Created:                2008/06/28.13:02
    Host:                   brhost1
    Piece name:             06go3ti5_1_1











4.6 Oracle RAC環境でのRMANおよびOracle Secure Backupの使用



Oracle Secure BackupのSBTライブラリをRMANとともに使用して、Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)システムでデータベースをバックアップできます。

この項の内容は次のとおりです。





	
Oracle RAC環境でのOracle Secure Backupのインストール


	
ネットワーク・バックアップとローカル・バックアップ










4.6.1 Oracle RAC環境でのOracle Secure Backupのインストール



Oracle Secure Backupをクラスタの各ノードにインストールし、ノードをクライアントまたはメディア・サーバー(あるいは両方)として構成することをお薦めします。管理ドメインにすべてのノードを含めることにより、ノードのローカル・ファイルを保護することができます。Oracle Secure Backupは、Oracle RACクライアントのファイルシステム・バックアップ操作を他のクライアント・ホストと同様に処理します。

図4-6に、各ノードがOracle Secure Backupクライアントとして構成された3ノードのOracle RACシステムを含む管理ドメインの例を示します。Oracle RAC環境で、RMANは、バックアップ・ピースが作成されたノードに関係なく、Oracle Secure Backupソフトウェアがインストールされたクラスタ内の任意のノードにバックアップ・ピースをリストアできます。


図4-6 Real Application Clusters環境でのRMANおよびOracle Secure Backupの使用方法

[image: 図4-6の説明が続きます]










4.6.2 ネットワーク・バックアップとローカル・バックアップ


パフォーマンス上の理由から、ネットワーク・バックアップとローカル・バックアップでOracle RAC環境を異なる構成にすることが重要です。RMANバックアップは、作業負荷分散に基づいてOracle RAC環境で動的に割り当てることができます。Oracle Secure Backupでは、どのノードがクライアント・バックアップを実行するかは重要ではないため、この方法は、Oracle RACデータベースがOracle Secure Backupを使用してネットワーク越しにバックアップされる場合に効果的です。

Oracle RAC環境のいずれかのノードがメディア・サーバーである場合は、そのノードがローカルにアクセスするテープ・デバイスにバックアップを作成するとさらに効率が上がります。この方法では、クライアントとして構成されたOracle RACノードがバックアップを実行する方法とは異なり、ネットワーク帯域幅をバックアップのために割り当てなくて済みます。

RMANバックアップが特定のノードから実行されるよう構成できます。RMANの構成が一度のみ行われ、そのデータベースのすべてのバックアップおよびリストア操作に作用するよう、RMANを永続構成することをお薦めします。

次の例では、3つのテープ・ドライブがhostAに接続しており、さらに3つのテープ・ドライブがhostBに接続しています。構成の手順は次のとおりです。

	
Oracle RAC環境のすべてのノードに接続し、RMANパラメータを構成します。


	
並列性を設定します。


	
hostAのチャネル(3チャネル)、接続、sidを構成します。


	
hostBのチャネル(3チャネル)、接続、sidを構成します。




この例では、各ホストに3つのチャネル、合計で6個のチャネルが必要であるように設定しています。この構成は、この設定を上書きしないかぎり、すべてのバックアップおよびリストア操作に適用されます。Oracle RAC環境の任意のノードに接続することでRMAN操作を開始できます。操作は構成されている2つのホストのみで実行されます。


注意:

永続的な設定を構成しない場合、RMANスクリプトでホストごとにチャネルを割り当てることで同じ結果が得られます。















5 ファイルシステム・データのバックアップ


この章では、Oracle Secure Backupによってファイルシステム・データのバックアップを作成する方法について説明します。ファイルシステムのデータは、物理的ストレージまたは論理的記憶域における、ファイルの集合またはファイル管理構造として定義できます。Oracle Secure Backupは、ファイルシステムの様々なファイルをバックアップ・コンテナにバックアップできます。たとえば、Oracle Secure Backupを使用してホストまたはOracle Databaseホーム上のルート・ディレクトリをバックアップできます。

SBTインタフェースを介して作成されるRecovery Manager(RMAN)のデータベース・バックアップとは異なり、ファイルシステム・バックアップはOracle Secure Backupによって開始され、ファイルシステム上のあらゆるファイルを対象にできます。

バックアップ・スケジュールを設定して、ファイルシステム・バックアップがユーザー定義の間隔で自動的に発生するようにできます。また、1回かぎりのバックアップであるオンデマンド・バックアップを実行することもできます。スケジュール済およびオンデマンドのファイルシステム・バックアップは、Oracle Secure Backup Webツールまたはobtoolのいずれかを使用して作成できます(Oracle Enterprise Managerでファイルシステム・バックアップを作成または管理することはできません)。この章では、Oracle Secure Backup Webツールを使用する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
ファイルシステム・バックアップの概要


	
ファイルシステム・バックアップの実行の準備


	
ファイルシステム・バックアップの実行の手順


	
スケジュール済ファイルシステム・バックアップの実行


	
オンデマンドのファイルシステム・バックアップの実行


	
管理サーバー上のクリティカル・データのバックアップ








5.1 ファイルシステム・バックアップの概要


この項では、Oracle Secure Backupを使用したファイルシステム・バックアップの概要を説明します。

この項の内容は次のとおりです。

	
ファイルシステム・バックアップのタイプ


	
データセットのバックアップ


	
スケジュール済バックアップ


	
オンデマンド・バックアップ


	
再開可能なバックアップ








5.1.1 ファイルシステム・バックアップのタイプ


全体バックアップでは、前回のバックアップの時期にかかわらず、指定されたすべてのファイルをバックアップします。増分バックアップは、指定されたファイルのサブセット(前回の全体バックアップまたは増分バックアップ以降に変更されたファイル)をバックアップします。

Oracle Secure Backupは9つのレベルの増分バックアップをサポートします。累積増分バックアップでは、数値がより低いバックアップ・レベルによる最新のバックアップ以降に変更されたファイルのみをバックアップします。たとえば、レベル3累積バックアップでは、レベル2以下の最新のバックアップ以降に変更されたデータのみをコピーします。図5-1は、一連の累積バックアップを示しています。


図5-1 累積増分バックアップ

[image: 図5-1の説明が続きます]



差分増分バックアップでは、同じレベルかより低いレベル(0から9)による最新の増分バックアップ以降に変更されたファイルをバックアップします。このオプションはレベル10の増分バックアップと同じです。Oracle Secure Backupでは、Network Appliance Filerなどのネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイスを含む、一部のプラットフォームにおけるレベル10のバックアップはサポートしていません。

Oracle Secure Backupに含まれるオフサイト・バックアップ・オプションを使用すると、全体または増分バックアップ・スケジュールに影響を与えることなく全体バックアップを実行できます。このオプションは、増分バックアップのスケジュールを妨害せずに、オフサイト保管用のアーカイブを作成する場合に便利です。


関連項目:

「バックアップ・スケジュールの選択」









5.1.2 データセットのバックアップ


データセット・ファイルは、Oracle Secure Backupがバックアップに含める(または除外する)ファイルシステム・データを定義します。データセット・ファイルは軽量言語を採用しているため、バックアップ対象のデータの定義を柔軟に構築および編成できます。Oracle Secure Backupホームのsamplesサブディレクトリに、いくつかのサンプルのデータセット・ファイルがあります。これらをテンプレートとして使用し、データセット・ファイルを設計できます。

例5-1で示されているサンプル・データセット・ファイルは、brhost2上のディレクトリ/usr1/homeのすべて(/usr1/home/tempおよび/usr1/home/oldfilesディレクトリを除く)と、ディレクトリ/usr2/home全体をバックアップするようにOracle Secure Backupに指示しています。

データセット・ファイルはディレクトリ構造に階層的に編成されています。図5-2では、オペレーティング・システムまたはOracle Secure Backupカタログの視点からこの構造を参照できます。


図5-2 データセットのディレクトリとファイル

[image: 図5-2の説明が続きます]



データセットのファイルとディレクトリは、Oracle Secure Backupホームのadmin/config/datasetサブディレクトリに格納されます。図5-2の左側に示すとおり、NEW_CLIENTSディレクトリがインストール時にadmin/config/datasetに自動的に作成されています。このディレクトリを使用してデータセット・ファイルを保存できます。

obtoolまたはOracle Secure Backup Webツールのコマンドを実行して、データセットのファイルやディレクトリを作成および管理できます。独自のデータセット・ファイルおよびディレクトリを作成して、それをツリーのような構造に編成します。


関連項目:

	
「データセット・ファイルの作成」


	
Oracle Secure Backupのデータセット言語およびobtoolデータセット・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。







例5-1 サンプル・データセット・ファイル


exclude name *.backup
exclude name *~
 
include host brhost2 {
    include path /usr1/home {
        exclude path /usr1/home/temp
        exclude path /usr1/home/oldfiles
    }
    include path /usr2/home
}









5.1.3 スケジュール済バックアップ


スケジュール済バックアップはバックアップ戦略の基盤です。管理ドメインの設定後の最初のタスクは、環境に合ったバックアップ・スケジュールの選択および構成です。

スケジュール済バックアップでは、バックアップ用の各データセットを指定するバックアップ・スケジュールに基づいて、バックアップを行うようにOracle Secure Backupに指示します。スケジュールで定義されたトリガーによって、ジョブを実行する日時が指定されます。異なるタイム・ゾーンでスケジュールされたジョブは互いに同期されます。

たとえば、クライアント・ホストbrhost2上の/homeディレクトリを毎週日曜日にバックアップするようにOracle Secure Backupに指示します。

図5-3に示すとおり、スケジュール済バックアップ・ジョブの処理は、ジョブを実行できる状態のバックアップ・ウィンドウが存在するかどうかで変わります。バックアップ・ウィンドウは、Oracle Secure Backupがスケジュール済バックアップ・ジョブを実行する時間範囲を表します。


図5-3 バックアップ・ウィンドウとスケジュール済バックアップ

[image: 図5-3の説明が続きます]



単一バックアップ・ウィンドウは毎日適用することも、特定の曜日または日付に適用することもできます。デフォルトのバックアップ・ウィンドウは日次で00:00から24:00です。バックアップウィンドウが閉じている場合、またはバックアップ・ウィンドウが定義されていない場合、スケジュールされたバックアップは実行されません。バックアップ・ウィンドウを閉じる際に実行されているジョブがある場合、その実行は完了まで続けられます。

スケジュール済バックアップ・ジョブは、Oracle Secure Backupスケジューラの権限、つまりLinuxおよびUNIXではroot、WindowsではLocal Systemで実行されます。


関連項目:

「バックアップ・スケジュールの構成」









5.1.4 オンデマンド・バックアップ


オンデマンド・バックアップでは、指定したデータの1回かぎりのバックアップを行うようにOracle Secure Backupに指示します。たとえば、クライアント・ホストbrhost2上のOracleホームをバックアップするようにOracle Secure Backupに指示します。オンデマンド・バックアップでは、バックアップ・ウィンドウが開いている必要はありません。

オンデマンド・バックアップ・ジョブは、特権モードまたは非特権モードで実行できます。特権バックアップは、LinuxおよびUNIXのrootユーザーのアイデンティティの下で実行されます。Windowsシステムでは、特権バックアップはWindowsクライアント上のOracle Secure Backupサービスと同じアカウントのアイデンティティの下で実行されます。特権バックアップを実行するには特権ユーザーとしてのバックアップ実行(perform backups as privileged user)権限が必要です。

非特権バックアップは、Oracle Secure Backupユーザー・プロファイルに構成されているLinuxまたはUNIXのユーザーのアイデンティティまたはWindowsアカウントのアイデンティティで実行されます。ファイルシステム・データへのアクセスは、LinuxまたはUNIXのユーザーIDまたはWindowsのアカウントのアイデンティティの権限で制御されます。


関連項目:

	
「オペレーティング・システムのアカウントについて」


	
特権ユーザーとしてのバックアップ実行(perform backups as privileged user)権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











5.1.5 バックアップの所有権の移行について


自分が作成したバックアップの所有権を、他のOracle Secure Backupユーザーに移行することができます。

バックアップを一覧またはリストアできるのは、そのバックアップの所有者と、Oracle Secure Backup管理ユーザーだけです。スケジュール済バックアップは、Oracle Secure Backup管理ユーザーが所有します。オンデマンド・バックアップは、バックアップ・ジョブを作成したOracle Secure Backupユーザーが所有します。Oracle Secure Backupバージョン12.1.0.3以上では、バックアップの作成時に、そのバックアップの所有権を他のOracle Secure Backupに移行することができます。この場合、バックアップ・ジョブは指定したユーザーの権限とIDで実行されます。







5.1.6 再開可能なバックアップ


ファイルシステム・バックアップがネットワーク障害、停電、予定外のシステム・シャットダウン、テープ・メディア・エラーなどの予想外の出来事によって失敗した場合、Oracle Secure Backupは通常、バックアップを最初から再開します。ただし、障害発生後の中間ポイントから再開が可能なバックアップ・タイプもあります。

バックアップは次の条件に合致した場合に再開が可能です。

	
バックアップ・クライアントが、Data ONTAP 6.4以上で稼働するNetwork Appliance Filerであること。


	
バックアップ・イメージが、NDMPバージョン3以上を使用するサーバーで管理されているテープ・ドライブに保存されていること。


	
operationsクラスのrestartablebackupsポリシーが有効であること。これはデフォルトの設定です。


	
バックアップが、再開可能なポイントに達していること。




チェックポイントは、バックアップの中間ポイントとそこからの再開方法を示す状態情報の集合です。各チェックポイントの一部の情報はOracle Secure Backup管理サーバー上に存在しますが、その他の情報はクライアント・ホストに存在します。


注意:

バックアップの再開機能を使用する場合は必ず、管理サーバーの/tmpディレクトリが、十分な空き領域を持つパーティション上にあるようにしてください。



各バックアップ・ジョブの開始時に、そのバックアップが中間ポイントから再開可能かどうかOracle Secure Backupは自動的に判断します。再開が可能な場合は、バックアップの再開に後で使用できるチェックポイントがOracle Secure Backupによって定期的に確立されます。それぞれの追加のチェックポイントが記録された後、前のチェックポイントは破棄されます。

実行するジョブの検討時に、Oracle Secure Backupスケジューラは、終了する前に中断してしまった再開可能なジョブを探します。再開可能なジョブが見つかると、スケジューラはそれを再開し、中断が起こったときに使用中だった同じボリュームと同じテープ・ライブラリのテープ・ドライブを使用します。


関連項目:

「チェックポイントの管理」











5.2 ファイルシステム・バックアップの実行の準備



この項では、必要なバックアップ戦略とバックアップ・スケジュールを選択することによる、ファイルシステム・バックアップの計画について説明します。このセクションでは、次のトピックについて説明します。





	
バックアップ計画の選択


	
バックアップ・スケジュールの選択










5.2.1 バックアップ計画の選択



バックアップ管理には、すべてのサイトに対して有効で単一の最良な方法はないため、Oracle Secure Backupでは、バックアップの実行方法に柔軟性を持たせています。サイトでバックアップを実行する最良の方法を決定する際には、次のような複数の要因を考慮する必要があります。





	
バックアップする必要があるデータの量

大量のデータをバックアップする必要があるときは、通常、全体バックアップと増分バックアップのなんらかの組合せを検討します。増分バックアップは、バックアップするデータ量を制御できるため、バックアップ・イメージ・インスタンスに必要なボリューム数だけでなく、バックアップの実行に必要な時間も減らすことができます。各データセット・ファイルに、バックアップの対象にする必要があるパス名しか含まれていないことを確認してください。


関連項目:

「ファイルシステム・バックアップのタイプ」




	
管理側またはユーザーが全体バックアップを要求する頻度


	
データのリストアが必要になる頻度

リストア操作が1日に何回も必要になる場合もあれば、まれにしか必要でない場合もあります。データのリストアが頻繁に必要な場合は、リストアに必要な時間を削減するために、全体バックアップを頻繁に実行することもあります。しかし、リストア操作をまれにしか実行しない場合は、全体バックアップをより少ない頻度で実行して、時間、メディアおよびディスク領域を節約することがあります。


	
バックアップおよびリストア操作の実行に費やす時間

スケジュールに全体バックアップが組み込まれる頻度が高いときは、通常、バックアップの実行に費やす時間はより多く、データのリストアに費やす時間はより少なくなります。スケジュールに全体バックアップが組み込まれる頻度がより低いときは、通常、バックアップの実行に費やす時間はより少なく、データのリストアに費やす時間はより多くなります。


	
使用可能なディスク領域の量

Oracle Secure Backupカタログ・ファイルは、管理サーバーのOracle Secure Backupホームに格納されます。1つの管理サーバーで使用可能なディスク領域より多くのディスク領域が必要な場合、複数の管理ドメインを使用することがあります。


関連項目:

	
「管理ドメインについて」


	
「Oracle Secure Backupのカタログについて」

















5.2.2 バックアップ・スケジュールの選択



全体バックアップを作成する場合、Oracle Secure Backupは、前回のバックアップ後にデータが変更されたかどうかに関係なくすべてのデータをコピーします。全体バックアップは、レベル0の増分バックアップに相当します。


関連項目:

「ファイルシステム・バックアップのタイプ」



増分バックアップを作成する場合、Oracle Secure Backupは、前回のバックアップ後に変更があったデータのみをバックアップします。累積増分バックアップは、より下位のレベルで、増分バックアップ後に変更があったデータのみをコピーします。たとえば、レベル3の増分バックアップは、レベル2のバックアップ後に変更があったデータのみをコピーします。差分バックアップは、レベル10の増分バックアップに相当し、同位またはより下位のレベルで、増分バックアップ後に変更があったデータをコピーします。

増分バックアップは、時間およびメディア領域を節約する効果がありますが、データのリストアに要するメディアの使用および時間は増大します。全体バックアップのみを実行した場合は、最新のバックアップ・イメージ・インスタンスのコンテンツをリストアしさえすれば特定のツリーを完全にリストアできます。しかし、増分バックアップを使用した場合は、複数のバックアップ・イメージ・インスタンスのリストアが必要になることがあります。

通常の方法は、累積バックアップを使用することです。たとえば、レベル0のバックアップを作成し、以降はレベル3のバックアップを繰り返すとします。選択するレベル番号は任意です。重要な点は、番号が1から9までであることと、毎晩同じ番号であることです。累積バックアップの利点は、ディレクトリのリストアに必要なのは、レベル0のバックアップと必要な日付の1つのレベル3のバックアップのみであることです。

差分バックアップは、同位またはより下位のレベルで、前回のバックアップ後に変更があったファイルをバックアップします。差分バックアップ計画を使用するメリットは、より少ないデータが毎夜バックアップされるため、要する時間とストレージ領域の使用がより少なくなることです。デメリットは、ディレクトリのリストアにより多くのバックアップが必要になることです。

データの使用方法およびデータのリストアが必要なタイミングを分析することによって、バックアップに対するコストとリストアに対するコストの間のトレードオフが考慮されたバックアップ・スケジュールを作成できます。次の例に、累積バックアップ・スケジュールを作成する1つの方法を示します。

クライアントc_host上の/dataファイルシステム・ツリーに対するほとんどの変更が、ある週に発生するとします。週末には、変更はたとえあったとしてもほんの少ししか発生しません。この状況で、次のスケジュールを使用するとします。





	
日曜日の夜に全体バックアップ(レベル0)を実行


	
日曜日のバックアップ後に行われた変更を取得するために、月曜日、火曜日、水曜日および木曜日の夜にレベル1の増分バックアップを実行


	
木曜日のバックアップ後に行われた変更を取得するために、金曜日の夜にレベル2の増分バックアップを実行




このバックアップ・スケジュールの場合、月曜日に/dataをリストアするには、日曜日の全体バックアップ時に書き込まれたボリュームのみが必要になります。火曜日から金曜日に/dataをリストアするには、日曜日に作成された全体バックアップと最新の増分バックアップのボリュームが必要になります。土曜日または日曜日に/dataをリストアするには、日曜日に作成された全体バックアップ、木曜日に作成された増分バックアップ、および金曜日に作成された増分バックアップのボリュームが必要です。











5.3 ファイルシステム・バックアップの実行の手順


この項では、ファイルシステム・バックアップを実行するための重要タスクを列挙します。データセット、スケジュールおよびトリガーのために必要な構成について説明します。この項には次のトピックが含まれます:

	
データセット・ファイルの作成


	
バックアップ・ウィンドウの構成


	
バックアップ・スケジュールの構成


	
トリガーの構成








5.3.1 データセット・ファイルの作成



この項では、Oracle Secure Backupのバックアップ対象となるファイルシステム・データを記述するデータセット・ファイルの作成方法について説明します。

この項の内容は次のとおりです。





	
データセット・ファイルの例


	
「データセット」ページの表示


	
データセット・ファイルの追加


	
データセット・ファイルのチェック


	
データセット・ファイルの編集


	
データセット・ファイルの名前の変更


	
データセット・ファイルの削除





関連項目:

	
「データセットのバックアップ」


	
データセット言語構文の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。












5.3.1.1 データセット・ファイルの例


データセット・ファイルを構成する際に、Oracle Secure Backupホーム・ディレクトリのsamplesサブディレクトリにあるデータセット・ファイルを詳しく調べておくと参考になる場合があります。サンプル・データセット・ファイルには、*.ds拡張子が使用されています。


各データセット・ファイルにホストを1つのみ含める方法





典型的な計画では、バックアップするホストごとにデータセット・ファイルを1つ作成します。たとえば、管理ドメインにクライアント・ホストbrhost2、brhost3およびbrhost4があるとします。次の例に示すように、データセット・ファイルbrhost2.ds、brhost3.dsおよびwinhost1.dsを作成します。各例では、コア・ダンプおよびエディタのバックアップ・ファイルが除外されています。

例5-2には、ホストbrhost2上の/、/usrおよび/homeファイルシステム内のすべてのファイルが含まれています。ただし、コア・ダンプおよびエディタのバックアップ・ファイルは除外されています。

例5-3には、ホストbrhost3上の/および/usrファイルシステム内のすべてのファイルが含まれています。ただし、コア・ダンプおよびエディタのバックアップ・ファイルは除外されています。

例5-4には、ホストwinhost1上のC:\Documents and Settingsフォルダ内のすべてのファイルが含まれています。ただし、ログ・ファイルは除外されています。


注意:

"C:\Documents and Settings"のように空白を含むパス名は、一重引用符または二重引用符で囲んでください。



Oracle Secure Backupでデータをバックアップする際は、バックアップのコンテンツを記述するデータセット・ファイルの名前を指定します。例5-5では、obtoolを使用して3つのバックアップ・ジョブを土曜日の朝にスケジュールしています。

また、データセット・ディレクトリを作成し、データセット・ファイルをこのディレクトリに保存できます。その後、このデータセット・ディレクトリを指定するバックアップをスケジュールできます。これは、ディレクトリ・ツリー内に含まれるすべてのデータセット・ファイルを指定することに相当します。たとえば、brhost2.ds、brhost3.dsおよびwinhost1.dsを含むデータセット・ディレクトリbrhostを作成した場合、次のようにバックアップをスケジュールできます。


ob> mksched --dataset brhost --day saturday --time 08:00 brhost.sch





1つのデータセット・ファイルに複数のホストを含める方法





同じファイルシステム構造を使用するホストが複数ある場合、すべてのホストを指定するデータセット・ファイルを1つ作成できます。例5-6のbrhosts.dsデータセット・ファイルでは、ホストbrhost2、brhost3およびbrhost4上の/および/homeファイルシステムのバックアップを指定しています。

次のようにバックアップをスケジュールできます。


ob> mksched --dataset brhosts.ds --day saturday --time 08:00 brhosts.sch


テープ・デバイス障害やディスク障害、クライアント・ホストが使用不可など、異常なイベントが発生しないかぎり、Oracle Secure Backupは、データセット・ファイルにリストされた順にホストを、同じメディア・サーバー上の同じボリューム・セットにバックアップしようとします。


関連項目:

データセット構文およびデータセットの例は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。







例5-2 brhost2.ds


include host brhost2 {
    exclude name core
    exclude name *.bak
    exclude name *~ 

    include path /
    include path /usr
    include path /home
}





例5-3 brhost3.ds


include host brhost3 {
    exclude name core
    exclude name *.bak
    exclude name *~

    include path /
    include path /usr
}





例5-4 winhost1.ds


include host winhost1
include path "C:\Documents and Settings" {
  exclude name *.log
}





例5-5 3つのバックアップのスケジュール


ob> mksched --dataset brhost2.ds --day saturday --time 08:00 brhost2.sch
ob> mksched --dataset brhost3.ds --day saturday --time 09:00 brhost3.sch
ob> mksched --dataset winhost1.ds --day saturday --time 10:00 winhost1.sch





例5-6 brhosts.ds


include host brhost2
include host brhost3
include host brhost4
                                                                                       
include path /
include path /home









5.3.1.2 「データセット」ページの表示



この項では、Oracle Secure Backupのデータセット・ページを表示するために必要な手順について説明します。





データセット・ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「バックアップ」をクリックします。
	「バックアップ」ページで、「データセット」をクリックして「データセット」ページを表示します。

このページには、すべてのデータセット・ファイルおよびデータセット・ディレクトリがリスト表示されます。データセット・ディレクトリは、スラッシュが名前の最後の文字として付き、「パス」リストに表示されます。すべてのデータセット構成タスクが、このページまたはリンク表示されているページで実行できます。








関連項目:

obtoolのデータセット・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











5.3.1.3 データセット・ファイルの追加



Webツールを使用してデーアセット・ファイルの内容をリストできます。データセットを追加するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





データセット・ファイルを追加するには、次のようにします。

	
「「データセット」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: データセット」ページが表示されます。


	
「追加」をクリックします。

「バックアップ: データセット > 新規データセット」ページが表示されます。


	
データセット・タイプ・リストで「ファイル」または「ディレクトリ」を選択します。


	
「名前」フィールドにデータセット・ファイルの名前を入力します。


	
新規データセット・ファイルを作成する際、データセットの初期コンテンツは、データセット・テンプレートによって定義されます。テンプレート・ファイルに表示されるデータセット文を更新して、バックアップ・データを定義します。

WindowsやUNIXファイル・システムと同様、Oracle Secure Backupのデータセット・ファイルはネーミング・ツリーに編成されます。データセット・ファイルを整理しやすいように、必要に応じてデータセット・ディレクトリを作成することができます。データセット・ディレクトリは、10レベルの深さまでネストできます。

Oracle Secure Backupでデータをバックアップする際は、データを定義するデータセット・ファイルの名前を指定します。データセット・ディレクトリの名前を指定すると、データセット・ディレクトリ・ツリー内に格納されているすべてのデータセット・ファイルを指定することに相当します。


関連項目:

データセット構文およびデータセットの例は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




注意:

一部のNDMPデータ・サービスは、ディレクトリとそのコンテンツのバックアップのみを提供します。つまり、明示的に個々のファイルをバックアップできません。個々のファイルおよびディレクトリ・ツリーは、いずれもリストアできます。この状況は、Network ApplianceのData ONTAPに当てはまります。




	
「保存」をクリックします。

「バックアップ: データセット」ページに正常終了のメッセージが表示され、データセット・ファイルが「データセット」リストに表示されます。


関連項目:

エラーの詳細は、「データセット・ファイルのチェック」を参照してください














5.3.1.4 データセット・ファイルのチェック



この項では、データセット・ファイルにエラーがないかをチェックする方法について説明します。データセット・ファイルをチェックする際、構文チェックを実行し、データセット言語の使用が正しいかどうかデータセット・パーサーに問い合せます。データセット・ファイルは、編集中いつでもチェックできます。





データセット・ファイルにエラーがないかをチェックするには、次のようにします。

	
「「データセット」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: データセット」ページが表示されます。


	
「パス」リストでデータセット・ファイルを選択し、「データセットのチェック」をクリックします。


注意:

データセット・ディレクトリではなく、データセット・ファイルのみチェックできます。




	
「データセットのチェック」をクリックします。

データセット構文にエラーがない場合は、確認を示すメッセージが表示されます。データセット構文にエラーがある場合、Oracle Secure Backup Webツールは、エラーを示すメッセージを表示します。


	
表示されるエラーをすべて修正し、データセット構文を再チェックします。












5.3.1.5 データセット・ファイルの編集



Webツールを使用して既存のデータセット・ファイルを編集できます。データセット・ファイルを編集するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





既存のデータセット・ファイルのパラメータを編集するには、次のようにします。

	
「「データセット」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: データセット」ページが表示されます。


	
「パス」リストでデータセット・ファイルを選択し、「オープン」をクリックします。

「バックアップ: データセット > dataset_name」ページが表示されます。


	
必要に応じてデータセット・テンプレートを変更し、「保存」をクリックします。

このページではデータセット・ファイルの名前は変更できません。データセット・ファイルの名前を変更する場合は、「データセット・ファイルの名前の変更」を参照してください。

Oracle Secure Backupによって、データセット・ファイルにエラーがないか自動的にチェックされます。エラーが見つからない場合は、「バックアップ: データセット」ページに正常終了のメッセージが表示されます。エラーが見つかった場合は、「データセット・ファイルのチェック」を参照してください。












5.3.1.6 データセット・ファイルの名前の変更



Webツールを使用してデータセット・ファイルまたはデータセット・ディレクトリの名前を変更できます。rendsコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





データセット・ファイルまたはデータセット・ディレクトリの名前を変更するには、次のようにします。

	
「「データセット」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: データセット」ページが表示されます。


	
「パス」リストでデータセット・ファイルまたはディレクトリを選択し、「名前の変更」をクリックします。

別のページが表示されます。


	
/dataset_name/の変更フィールドにデータセット・ファイルまたはディレクトリの名前を入力し、「はい」をクリックします。

「バックアップ: データセット」ページに正常終了のメッセージが表示され、データセット・ファイルまたはディレクトリが「パス」リストに表示されます。












5.3.1.7 データセット・ファイルの削除



Webツールを使用してデータセット・ファイルまたはデータセット・ディレクトリを削除できます。データセット・ファイルを削除するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





データセット・ファイルまたはデータセット・ディレクトリを削除するには、次のようにします。

	
「「データセット」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: データセット」ページが表示されます。


	
「パス」リストでデータセット・ファイルまたはディレクトリを選択し、「削除」をクリックします。


	
「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックし、データセット・ファイルまたはディレクトリを削除します。

「バックアップ: データセット」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したデータセット・ファイルまたはディレクトリが「パス」リストに表示されなくなります。














5.3.2 バックアップ・ウィンドウの構成



この項では、バックアップ・ウィンドウについて説明します。バックアップ・ウィンドウとは、Oracle Secure Backupがスケジュールされたバックアップ・ジョブを実行できる、ユーザー指定の時間範囲です。デフォルトのバックアップ・ウィンドウは毎日00:00から24:00ですが、使用している環境で必要な場合のみ変更してください。

この項の内容は次のとおりです。





	
バックアップ・ウィンドウ・ページの表示


	
バックアップ・ウィンドウの追加


	
バックアップ・ウィンドウの削除





関連項目:

バックアップ・ウィンドウの概念的な全体像は、「スケジュール済バックアップ」を参照してください









5.3.2.1 バックアップ・ウィンドウ・ページの表示



「Windowsのバックアップ」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「構成」をクリックします。
	「構成」ページで、「詳細」セクションにあるバックアップ・ウィンドウをクリックして、「構成: バックアップ・ウィンドウ」ページを表示します。

すべてのバックアップ・ウィンドウの作成および構成タスクが、このページまたはリンク表示されているページで実行できます。


関連項目:

obtoolのバックアップ・ウィンドウ・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。














5.3.2.2 バックアップ・ウィンドウの追加



Webツールを使用して、時間範囲および日範囲であるバックアップ・ウィンドウを既存のバックアップ・ウィンドウ・リストに追加できます。バックアップ・ウィンドウを追加するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





バックアップ・ウィンドウを追加するには、次のようにします。

	
「バックアップ・ウィンドウ・ページの表示」の手順を実行します。

「構成: バックアップ・ウィンドウ」ページが表示されます。


	
「追加」をクリックします。


	
「タイプ」リストで、バックアップ・ウィンドウのタイプを選択します。選択肢は次のとおりです。

	
日の範囲


	
日付





	
手順3で日の範囲を選択した場合は、バックアップ・ウィンドウに設定する日を選択します。選択肢は次のとおりです。

	
毎日

このオプションは、バックアップ・ウィンドウを週の各日に設定する場合に選択します。


	
平日

このオプションは、バックアップ・ウィンドウを月曜日から金曜日に設定する場合に選択します。


	
週末

このオプションは、バックアップ・ウィンドウを土曜日および日曜日に設定する場合に選択します。





	
手順3で「日付」を選択した場合は、バックアップを実行する日付を「月」、「日」および「年」フィールドに指定します。

「時間範囲」フィールドに、バックアップ・ジョブを実行する日のローカル時間範囲を入力します。この時間は24時間形式で表されます。


	
「時間範囲」フィールドにローカルの時間範囲を入力します。

Oracle Secure Backupは、この時間範囲内に各スケジュール済バックアップを開始します。

「時間範囲」オプションは、hour:minute:secondという形式の時刻指定子または4桁の時間/分指定子です。4桁の指定子の例は1430で、午後2:30に相当します。時間範囲は24時間形式で表されます。時間範囲はローカル時間に基づき、自分のロケールで夏時間が適用されている場合は、夏時間を考慮します。

バックアップ・ウィンドウのクローズ時間になると、Oracle Secure Backupはすでに開始しているすべてのバックアップを完了します。ウィンドウが再度オープンされないかぎり、バックアップは開始されません。

クローズ時間がオープン時間より前になる場合、Oracle Secure Backupでは、クローズ時間が次の日を指していると想定します。たとえば、20:00-11:00は、オープン時間は午後8:00、クローズ時間は翌日の午前11:00であることを示しています。


	
「OK」をクリックし、バックアップ・ウィンドウを追加します。

「構成: バックアップ・ウィンドウ」ページに成功のメッセージが表示され、バックアップ・ウィンドウがリストに表示されます。既存のバックアップ・ウィンドウと時間範囲のみが異なるバックアップ・ウィンドウを追加した場合、そのバックアップ・ウィンドウは別のエントリとしてはリストに表示されません。かわりに、既存のバックアップ・ウィンドウの2つ目の時間範囲として表示されます。

たとえば、時間範囲が12:00-12:30の毎日のバックアップ・ウィンドウが存在しているときに、時間範囲が14:00-14:30の毎日のバックアップ・ウィンドウを追加すると、「構成: バックアップ・ウィンドウ」ページの表示は次のようになります。


daily     12:00-12:30, 14:00-14:30












5.3.2.3 バックアップ・ウィンドウの削除



Webツールを使用してバックアップ・ウィンドウまたは特定の時間範囲を削除できます。指定された時間範囲内にバックアップ・ウィンドウが存在しない場合は、エラーが表示されます。バックアップ・ウィンドウを削除するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





既存のバックアップ・ウィンドウを削除するには、次のようにします。

	
「バックアップ・ウィンドウ・ページの表示」の手順を実行します。

「構成: バックアップ・ウィンドウ」ページが表示されます。


	
削除するバックアップ・ウィンドウを選択します。


	
「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックし、バックアップ・ウィンドウを削除します。

「構成: バックアップ・ウィンドウ」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したバックアップ・ウィンドウがリストに表示されなくなります。

1つのバックアップ・ウィンドウ・タイプに対して複数の時間範囲がある場合、それらすべてが削除されます。1つまたは複数の時間範囲を残しておく場合は、追加しなおす必要があります。


関連項目:

「バックアップ・ウィンドウの追加」
















5.3.3 バックアップ・スケジュールの構成



この項では、バックアップ・スケジュールを作成および構成する方法について説明します。バックアップ・スケジュールは、どのデータをいつバックアップするかをOracle Secure Backupに指示します。バックアップ・スケジュールには、次の内容を指定します。





	
バックアップ・ジョブを実行する週、月、四半期または年単位の日。


	
バックアップを開始する(各日の)時間。


	
使用するメディア・ファミリの名前。

Oracle Secure Backupは、メディア・ファミリ名からバックアップに使用するのに適当なボリューム・セットの特性を使用します。




この項の内容は次のとおりです。

	
「スケジュール」ページの表示


	
バックアップ・スケジュールの追加


	
バックアップ・スケジュールのプロパティの編集または表示


	
バックアップ・スケジュールの削除


	
バックアップ・スケジュールの名前の変更










5.3.3.1 「スケジュール」ページの表示



「スケジュール」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「バックアップ」をクリックします。
	O「バックアップ」ページで、「スケジュール」をクリックして「バックアップ: スケジュール」ページを表示します。

すべてのバックアップ・スケジュールの作成および構成タスクが、このページまたはリンク表示されているページで実行できます。


関連項目:

obtoolのスケジュール・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。














5.3.3.2 バックアップ・スケジュールの追加



Webツールを使用してバックアップ・スケジュールを作成できます。スケジュールには、トリガーを入れる場合と入れない場合があります。トリガーとは、スケジュール済バックアップ、ボールティング・スキャンまたは複製のスキャンが実行される、ユーザー定義の日時のセットです。一日の初めにOracle Secure Backupは、有効化されているスケジュールごとにトリガーを調べます。





バックアップ・スケジュールを追加するには、次のようにします。

	
「「スケジュール」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール」ページが表示されます。


	
「追加」をクリックします。

「バックアップ: スケジュール > 新規スケジュール」ページが表示されます。


	
「スケジュール」フィールドにスケジュールの名前を入力します。

入力する名前は、英数字で始まる必要があります。文字、数字、ダッシュ、アンダースコアまたはピリオドを含めることができます。これには空白を含めることはできません。最大文字数は127文字です。


	
「優先度」フィールドにバックアップ・ジョブの優先度の数値を入力します。

ジョブの優先度は正の数値で示されます。値が低ければ低いほど、スケジューラによってジョブに割り当てられる重要性は高くなります。スケジューラは、重要性が低いジョブより重要性が高いジョブのディスパッチを優先します。デフォルトの優先度は100です。


	
「状態」フィールドで「有効」を選択して、バックアップ・スケジュールを有効にします。

作成時にバックアップ・スケジュールを無効にし、後で有効にする場合は、「無効」を選択します。


	
グローバルまたはホスト固有の暗号化ポリシーの設定と無関係にバックアップを暗号化する場合は、「暗号化」フィールドで「はい」を選択します。


	
「実行ユーザー」フィールドで、バックアップ・ジョブを実行するIDと権限を持つOracle Secure Backupユーザーを選択します。バックアップ・ジョブの所有権が、指定したユーザーに移行します。そのユーザーがトランスクリプトのリストと表示、新しく作成したバックアップ・ジョブの取消しを行えるようになります。作成されたバックアップは、指定したユーザーによって所有されます。

このオプションを使用するには、「特権ユーザーとしてのファイルシステム・バックアップ実行」、所有者を問わないバックアップの変更、「所有者を問わないジョブの変更」の権限が必要です。


	
「データセット」リストで、バックアップ・ジョブに含めるデータセット・ファイルまたはデータセット・ディレクトリを選択します。


	
「制限」フィールドに制限を入力します。

この手順はオプションです。スケジュール済バックアップを特定のバックアップ・コンテナに制限できます。制限を選択しない場合、スケジュールによって定義されたバックアップは、Oracle Secure Backupのスケジュール・システムの判断で任意のメディア・サーバー上の使用可能なあらゆるテープ・デバイスを使用できます。


	
バックアップ・スケジュールと一緒に格納する情報があれば「コメント」フィールドに入力します。

この手順はオプションです。


	
「OK」をクリックします。

「バックアップ: スケジュール」ページに正常終了のメッセージが表示され、追加のバックアップ・スケジュールがスケジュールのリストに表示されます。












5.3.3.3 バックアップ・スケジュールのプロパティの編集または表示



Webツールを使用してバックアップ、ボールティングのスキャンおよび複製のスキャンのスケジュールを表示できます。バックアップ・スケジュールを表示するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





既存のバックアップ・スケジュールのプロパティを編集または表示するには、次のようにします。

	
「「スケジュール」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール」ページが表示されます。


	
「スケジュール」ページで、編集または表示するスケジュールを選択し、「編集」をクリックします。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name」ページが表示されます。


	
必要に応じて変更します。

このページではバックアップ・スケジュールの名前は変更できません。バックアップ・スケジュールの名前を変更するには、「バックアップ・スケジュールの名前の変更」を参照してください。


	
「適用」をクリックして、変更を適用します。「バックアップ: スケジュール > schedule_name」ページは閉じません。


	
「OK」をクリックして、変更した内容を確定します。

「バックアップ: スケジュール」ページに正常終了のメッセージが表示され、編集したスケジュールがスケジュールのリストに表示されます。


	
「トリガー」をクリックし、バックアップ・スケジュールにトリガーを定義します。

トリガーとは、スケジュール済バックアップが実行対象となるカレンダベースの時間です。1つ以上のトリガーがないと、スケジュールしたバックアップは実行されません。


関連項目:

「トリガーの構成」




	
変更を行わずに「バックアップ: スケジュール」ページに戻るには、「取消」をクリックします。

「適用」をクリックした場合は、「取消」をクリックしても、要求した変更内容は元に戻りません。「適用」をクリックした後で考えが変わった場合は、必要な値を再び入力してから適用」または「OK」をクリックしてください。












5.3.3.4 バックアップ・スケジュールの削除



Webツールを使用してバックアップ・スケジュールを削除できます。スケジュールを削除するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





既存のバックアップ・スケジュールを削除するには、次のようにします。

	
「「スケジュール」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール」ページが表示されます。


	
削除するバックアップ・スケジュールをスケジュールのリストから選択し、「削除」をクリックします。

ページに確認メッセージが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「バックアップ: スケジュール」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したバックアップ・スケジュールがスケジュールのリストに表示されなくなります。












5.3.3.5 バックアップ・スケジュールの名前の変更



Webツールを使用してバックアップ・スケジュールの名前を変更できます。スケジュールの名前を変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





バックアップ・スケジュールの名前を変更するには、次のようにします。

	
「「スケジュール」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール」ページが表示されます。


	
名前を変更するバックアップ・スケジュールをスケジュールのリストから選択し、「名前の変更」をクリックします。

別のページが表示されます。


	
schedule_nameの変更フィールドにバックアップ・スケジュールの名前を入力し、「はい」をクリックします。

「バックアップ: スケジュール」ページに正常終了のメッセージが表示され、変更済の名前のバックアップ・スケジュールがスケジュールのリストに表示されます。














5.3.4 トリガーの構成



この項では、バックアップ・トリガーを作成および構成する方法について説明します。トリガーとは、スケジュール済バックアップが実行対象となるカレンダベースの時間です。たとえば、月の第1および第3日曜日にバックアップが実行対象となるように指定できます。複数のトリガーを1つのバックアップ・スケジュールに追加できます。1つ以上のトリガーがないと、スケジュールしたバックアップは実行されません。

1回かぎりのバックアップや日次から年次まで様々な間隔のバックアップを実行するトリガーを作成できます。

この項の内容は次のとおりです。





	
「トリガー」ページの表示


	
ワンタイム・バックアップ・トリガーの作成


	
日次バックアップ・トリガーの作成


	
月次バックアップ・トリガーの作成


	
四半期バックアップ・トリガーの作成


	
年次バックアップ・トリガーの作成


	
トリガーの編集


	
トリガーの削除


	
トリガー・スケジュールの表示










5.3.4.1 「トリガー」ページの表示



「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページを使用して、トリガーを表示、作成、変更および削除できます。





「トリガー」ページを表示するには、次のようにします。

	
「「スケジュール」ページの表示」の手順に従います。

「バックアップ: スケジュール」ページが表示されます。


	
トリガーを追加するスケジュールを選択し、「編集」をクリックします。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name」ページが表示されます。


	
「トリガー」をクリックします。

図5-4に示すような「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページが表示されます。


図5-4 「トリガー」ページ

[image: 図5-4の説明が続きます]













5.3.4.2 ワンタイム・バックアップ・トリガーの作成



Webツールを使用して既存のバックアップ・スケジュールにトリガーを追加できます。トリガーを作成するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





ワンタイム・バックアップ・トリガーを作成するには、次のようにします。

	
「「トリガー」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページが表示されます。


	
「トリガー・タイプ」リストから「1回限り」を選択します。


	
「バックアップ・レベル」リストからバックアップ・レベルを選択します。

	
完全(デフォルト)

このオプションは、前回いつバックアップされたかに関係なく、データセット内のすべてのデータをバックアップする場合に選択します。このオプションは、バックアップ・レベル0と同じです。


	
1から9

整数値を選択し、それより下位のバックアップ・レベルで、前回のバックアップ後に変更があったファイルのみをバックアップします。


	
増分

このオプションは、バックアップ・レベルに関係なく、前回のバックアップ後に変更があったデータのみをバックアップします。このオプションは、バックアップ・レベル10と同じです。


注意:

Oracle Secure Backupでは、「増分」バックアップ・レベルをNASデバイスなどの一部のプラットフォームとともに使用することができません。特に、「増分」オプションは、Network Appliance Filerには適用されません。




	
オフサイト

このオプションは、全体(レベル0)バックアップを指定し、全体または増分バックアップ・スケジュールに影響を与えない方法でこのバックアップの記録を保存するようにOracle Secure Backupに指示する場合に選択します。このオプションは、増分バックアップのスケジュールを妨害せずにオフサイト保管用のバックアップ・イメージ・インスタンスを作成するときに使用すると便利です。





	
バックアップ開始時間の時と分のリストで、バックアップを開始する時間を選択します。

時間は24時間形式です。


	
「メディア・ファミリ」リストで、このスケジュール済バックアップのデータが割り当てられるメディア・ファミリを選択します。


	
「有効期限」フィールドにバックアップ・ジョブの有効期限を入力します。


	
「月」、「日」および「年」の各リストで、ワンタイム・バックアップを実行する日付を選択します。


	
「追加」をクリックし、入力を確定してトリガーを追加します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページに正常終了のメッセージが表示され、トリガーがトリガーのリストに表示されます。












5.3.4.3 日次バックアップ・トリガーの作成



Webツールを使用して既存のバックアップ・スケジュールに繰り返されるトリガーを追加できます。トリガーを作成するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





日次バックアップ・トリガーを作成するには、次のようにします。

	
「「トリガー」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページが表示されます。


	
「トリガー・タイプ」リストから「日」を選択します。


	
「バックアップ・レベル」リストからバックアップ・レベルを選択します。

	
完全(デフォルト)

このオプションは、前回いつバックアップされたかに関係なく、データセット内のすべてのデータをバックアップする場合に選択します。このオプションは、バックアップ・レベル0と同じです。


	
1から9

整数値を選択し、それより下位のバックアップ・レベルで、前回のバックアップ後に変更があったファイルのみをバックアップします。


	
増分

このオプションは、バックアップ・レベルに関係なく、前回のバックアップ後に変更があったデータのみをバックアップします。このオプションは、バックアップ・レベル10と同じです。


注意:

Oracle Secure Backupでは、「増分」バックアップ・レベルをNASデバイスなどの一部のプラットフォームとともに使用することができません。特に、「増分」オプションは、Network Appliance Filerには適用されません。




	
オフサイト

このオプションは、全体(レベル0)バックアップを指定し、全体または増分バックアップ・スケジュールに影響を与えない方法でこのバックアップの記録を保存するようにOracle Secure Backupに指示する場合に選択します。このオプションは、増分バックアップのスケジュールを妨害せずにオフサイト保管用のバックアップ・イメージ・インスタンスを作成するときに使用すると便利です。





	
バックアップ開始時間の時と分のリストで、バックアップを開始する時間を選択します。

時間は24時間形式です。


	
「メディア・ファミリ」リストで、このスケジュール済バックアップのデータが割り当てられるメディア・ファミリを選択します。


	
「有効期限」フィールドにバックアップ・ジョブの有効期限を入力します。


	
Oracle Secure Backupがスケジュール済バックアップを実行する日を選択します。

	
毎日を選択

このオプションは、毎日実行するスケジュールをトリガーする場合に選択します。


	
平日を選択

このオプションは、バックアップを月曜日から金曜日に実行するようにトリガーする場合に選択します。


	
週末を選択

このオプションは、バックアップを土曜日と日曜日に実行するようにトリガーする場合に選択します。


	
あるいは、「平日を選択」と「週末を選択」の両オプションから、実行するスケジュール済バックアップをトリガーできる曜日を任意の組合せで選択できます。たとえば、月曜日、火曜日および土曜日にバックアップをトリガーすることができます。





	
「月の週」グループから、バックアップ・スケジュールを月のどの週に実行するかを限定するオプションを選択します。選択肢は次のとおりです。

	
すべて

このオプションは、すべての週を対象にする場合に選択します。


	
選択済

このオプションは、対象となる週を指定する場合に選択します。たとえば、月の第1週にバックアップをトリガーするには、「第1」を選択します。





	
除外リストで、平日の例外を指定します。

例外を指定すると、指定した日にデータのバックアップは実行されなくなります。選択肢は次のとおりです。

	
なし(デフォルト)

このオプションは、例外がないことを指定する場合に選択します。


	
除外

このオプションは、例外を認める場合に選択します。





	
「時間」リストで、例外の時間を選択します。選択肢は次のとおりです。

	
次より前

このオプションは、特定の日より前に例外を指定する場合に選択します。


	
次より後

このオプションは、特定の日より後に例外を指定する場合に選択します。





	
日の指定リストで、例外の日を選択します。


	
「追加」をクリックし、入力を確定してトリガーを追加します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページに正常終了のメッセージが表示され、トリガーがトリガーのリストに表示されます。












5.3.4.4 月次バックアップ・トリガーの作成



Webツールを使用して、既存のバックアップ・スケジュールに毎月繰り返されるトリガーを追加できます。トリガーを作成するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





月次バックアップ・トリガーをスケジュールするには、次のようにします。

	
「「トリガー」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページが表示されます。


	
「トリガー・タイプ」リストから「月」を選択します。


	
「バックアップ・レベル」リストからバックアップ・レベルを選択します。

	
完全(デフォルト)

このオプションは、前回いつバックアップされたかに関係なく、データセット内のすべてのデータをバックアップする場合に選択します。このオプションは、バックアップ・レベル0と同じです。


	
1から9

整数値を選択し、それより下位のバックアップ・レベルで、前回のバックアップ後に変更があったファイルのみをバックアップします。


	
増分

このオプションは、バックアップ・レベルに関係なく、前回のバックアップ後に変更があったデータのみをバックアップします。このオプションは、バックアップ・レベル10と同じです。


注意:

Oracle Secure Backupでは、「増分」バックアップ・レベルをNASデバイスなどの一部のプラットフォームとともに使用することができません。特に、「増分」オプションは、Network Appliance Filerには適用されません。




	
オフサイト

このオプションは、全体(レベル0)バックアップを指定し、全体または増分バックアップ・スケジュールに影響を与えない方法でこのバックアップの記録を保存するようにOracle Secure Backupに指示する場合に選択します。このオプションは、増分バックアップのスケジュールを妨害せずにオフサイト保管用のバックアップ・イメージ・インスタンスを作成するときに使用すると便利です。





	
バックアップ開始時間の時と分のリストで、バックアップを開始する時間を選択します。

時間は24時間形式です。


	
「メディア・ファミリ」リストで、このスケジュール済バックアップのデータが割り当てられるメディア・ファミリを選択します。


	
「有効期限」フィールドにバックアップ・ジョブの有効期限を入力します。


	
「月単位の日」グループで、月単位の日を選択します。


	
「追加」をクリックし、入力を確定してトリガーを追加します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページに正常終了のメッセージが表示され、トリガーがトリガーのリストに表示されます。












5.3.4.5 四半期バックアップ・トリガーの作成



Webツールを使用して、既存のバックアップ・スケジュールに四半期ごとに繰り返されるトリガーを追加できます。トリガーを作成するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





四半期バックアップ・トリガーをスケジュールするには、次のようにします。

	
「「トリガー」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページが表示されます。


	
「トリガー・タイプ」リストから「四半期」を選択します。


	
「バックアップ・レベル」リストからバックアップ・レベルを選択します。

	
完全(デフォルト)

このオプションは、前回いつバックアップされたかに関係なく、データセット内のすべてのデータをバックアップする場合に選択します。このオプションは、バックアップ・レベル0と同じです。


	
1から9

整数値を選択し、それより下位のバックアップ・レベルで、前回のバックアップ後に変更があったファイルのみをバックアップします。


	
増分

このオプションは、バックアップ・レベルに関係なく、前回のバックアップ後に変更があったデータのみをバックアップします。このオプションは、バックアップ・レベル10と同じです。


注意:

Oracle Secure Backupでは、「増分」バックアップ・レベルをNASデバイスなどの一部のプラットフォームとともに使用することができません。特に、「増分」オプションは、Network Appliance Filerには適用されません。




	
オフサイト

このオプションは、全体(レベル0)バックアップを指定し、全体または増分バックアップ・スケジュールに影響を与えない方法でこのバックアップの記録を保存するようにOracle Secure Backupに指示する場合に選択します。このオプションは、増分バックアップのスケジュールを妨害せずにオフサイト保管用のバックアップ・イメージ・インスタンスを作成するときに使用すると便利です。





	
バックアップ開始時間の時と分のリストで、バックアップを開始する時間を選択します。

時間は24時間形式です。


	
「メディア・ファミリ」リストで、このスケジュール済バックアップのデータが割り当てられるメディア・ファミリを選択します。


	
「有効期限」フィールドにバックアップ・ジョブの有効期限を入力します。


	
次のオプションのいずれかを選択します。

	
四半期単位の日(日01から92)

このオプションは、四半期単位の日を指定する場合に選択します。日92は、四半期に92日ない場合でも最終日として処理されます。


	
四半期単位の月日

四半期単位の月(01、02、03)および月単位の日を選択します。





	
「追加」をクリックし、入力を確定してトリガーを追加します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページに正常終了のメッセージが表示され、トリガーがトリガーのリストに表示されます。












5.3.4.6 年次バックアップ・トリガーの作成



Webツールを使用して、既存のバックアップ・スケジュールに毎年繰り返されるトリガーを追加できます。トリガーを作成するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





年次バックアップ・トリガーを作成するには、次のようにします。

	
「「トリガー」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページが表示されます。


	
「トリガー・タイプ」リストから「年」を選択します。


	
「バックアップ・レベル」リストからバックアップ・レベルを選択します。

	
完全(デフォルト)

このオプションは、前回いつバックアップされたかに関係なく、データセット内のすべてのデータをバックアップする場合に選択します。このオプションは、バックアップ・レベル0と同じです。


	
1から9

整数値を選択し、それより下位のバックアップ・レベルで、前回のバックアップ後に変更があったファイルのみをバックアップします。


	
増分

このオプションは、バックアップ・レベルに関係なく、前回のバックアップ後に変更があったデータのみをバックアップします。このオプションは、バックアップ・レベル10と同じです。


注意:

Oracle Secure Backupでは、「増分」バックアップ・レベルをNASデバイスなどの一部のプラットフォームとともに使用することができません。特に、「増分」オプションは、Network Appliance Filerには適用されません。




	
オフサイト

このオプションは、全体(レベル0)バックアップを指定し、全体または増分バックアップ・スケジュールに影響を与えない方法でこのバックアップの記録を保存するようにOracle Secure Backupに指示する場合に選択します。このオプションは、増分バックアップのスケジュールを妨害せずにオフサイト保管用のバックアップ・イメージ・インスタンスを作成するときに使用すると便利です。





	
バックアップ開始時間の時と分のリストで、バックアップを開始する時間を選択します。

時間は24時間形式です。


	
「メディア・ファミリ」リストで、このスケジュール済バックアップのデータが割り当てられるメディア・ファミリを選択します。


	
「有効期限」フィールドにバックアップ・ジョブの有効期限を入力します。


	
次のオプションのいずれかを選択します。

	
年単位の日

このオプションは、年単位の日(1から366)を指定する場合に選択します。


	
毎年の日付

このオプションは、月(1から12)および日(1から31)を指定する場合に選択します。





	
「追加」をクリックし、入力を確定してトリガーを追加します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページに正常終了のメッセージが表示され、トリガーがトリガーのリストに表示されます。












5.3.4.7 トリガーの編集



Webツールを使用してバックアップ・スケジュールにすでに存在するトリガーを編集できます。トリガーを編集するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





トリガーを編集するには、次のようにします。

	
「「トリガー」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページが表示されます。


	
編集するトリガーをトリガーのリストで選択し、「編集」をクリックします。


	
必要に応じて変更します。


	
「適用」をクリックします。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページに正常終了のメッセージが表示され、編集したトリガーがトリガーのリストに表示されます。


注意:

既存のトリガーとわずかに異なるトリガーを簡単に追加するには、既存のトリガーを編集してから「追加」をクリックします。














5.3.4.8 トリガーの削除



Webツールを使用してバックアップ・スケジュールにすでに存在するトリガーを削除できます。トリガーを削除するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





トリガーを削除するには、次のようにします。

	
「「トリガー」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページが表示されます。


	
削除するトリガーを選択し、「削除」をクリックします。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページに正常終了のメッセージが表示され、該当のトリガーがトリガーのリストに表示されなくなります。












5.3.4.9 トリガー・スケジュールの表示



Webツールを使用して既存のトリガーのスケジュールをプレビューできます。





トリガー・スケジュールを表示するには、次のようにします。

	
「「トリガー」ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ: スケジュール > schedule_name > トリガー」ページが表示されます。


	
表示するトリガーを選択し、「プレビュー」をクリックします。
















5.4 スケジュール済ファイルシステム・バックアップの実行



この項では、スケジュール済ファイルシステム・バックアップを作成する手順を説明します。

バックアップ・スケジュールを構成する基本手順は次のとおりです。




	adminまたは管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持つOracle Secure Backupユーザーとして管理ドメインにログインします。


関連項目:

管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。

「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」






	実行するバックアップごとにデータセット・ファイルを作成します。

データセット・ファイルとは、バックアップのコンテンツ、すなわちバックアップの対象となるファイルおよびディレクトリを記述するテキスト・ファイルです。管理ドメイン内のホスト用にデータセット・ファイルを作成し、各ホストのバックアップの対象となるパスを指定できます。


関連項目:

「データセット・ファイルの作成」






	少なくとも1つのバックアップ・ウィンドウを作成します。

この手順はオプションです。バックアップ・ウィンドウとは、Oracle Secure Backupがスケジュール済バックアップを実行できる時間範囲です。バックアップ・ウィンドウが存在しない場合、スケジュール済バックアップは実行されません。デフォルトのバックアップ・ウィンドウは毎日00:00から24:00ですが、使用している環境で必要な場合のみ変更してください。


関連項目:

「バックアップ・ウィンドウの構成」






	バックアップ・スケジュールを作成します。

バックアップ・スケジュールは、データセット、メディア・ファミリ、バックアップ優先度などを指定します。


関連項目:

「バックアップ・スケジュールの追加」






	少なくとも1つのトリガーを作成します。

トリガーとは、スケジュール済バックアップが実行される日時です。バックアップ・スケジュールを作成し、そのスケジュールに対してトリガーを構成しない場合、バックアップは発生しません。


関連項目:

「トリガーの構成」














5.5 オンデマンドのファイルシステム・バックアップの実行



この項の内容は次のとおりです。





	
オンデマンド・ファイルシステム・バックアップの実行の手順


	
すぐにバックアップ・ページの表示


	
オンデマンド・バックアップ・リクエストの追加


	
バックアップ・リクエストの削除


	
スケジューラへのバックアップ・リクエストの送信





関連項目:

「オンデマンド・バックアップ」









5.5.1 オンデマンド・ファイルシステム・バックアップの実行の手順


オンデマンド・バックアップは、データセット内のデータの非定型または1回かぎりのバックアップです。オンデマンド・バックアップは、スケジュール済バックアップを補完する以外に、管理ドメインが正しく構成されているかどうかをテストするのに役立ちます。

オンデマンド・バックアップを作成する基本手順は次のとおりです。

	
データセットを作成し、バックアップするファイルを指定します。


関連項目:

	
「データセット・ファイルの作成」


	
Oracle Secure Backupの権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。







	
バックアップを実行する権限およびバックアップ対象データへのアクセスに必要なUNIX、LinuxまたはWindowsアカウントを持つOracle Secure Backupユーザーとして、管理ドメインにログインします。

非特権バックアップを実行するには自分によるバックアップ実行(perform backups as self)権限が、特権バックアップを実行するには特権ユーザーとしてのバックアップ実行(perform backups as privileged user)権限が必要です。


関連項目:

「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」




	
少なくとも1つのバックアップ・リクエストを作成します。

Oracle Secure Backupは、各バックアップ・リクエストがスケジューラに送信されるまで、Oracle Secure Backup Webツールまたはobtoolのセッションでローカルに保存します。この状態では、バックアップは実行対象となりません。


関連項目:

	
「ジョブとリクエストについて」


	
「オンデマンド・バックアップ・リクエストの追加」







	
バックアップ・リクエストのリストで、確認、削除または追加を行います。

この手順はオプションです。


関連項目:

	
「すぐにバックアップ・ページの表示」


	
「バックアップ・リクエストの削除」







	
キューに入れられたバックアップ・リクエストをすべてOracle Secure Backupのスケジューラに送信します。

スケジューラに送信すると、リクエストはジョブとなり実行対象となります。





関連項目:

「スケジューラへのバックアップ・リクエストの送信」









5.5.2 すぐにバックアップ・ページの表示



「今すぐバックアップ」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「バックアップ」をクリックします。
	Oracle Secure Backup Webツールの「バックアップ」ページで「すぐにバックアップ」をクリックすると、図5-5に示すページが表示されます。このページには、スケジューラにまだ送信していない作成済の各バックアップ・リクエストが表示されます。バックアップ・リクエストは、バックアップ名および番号によって識別されます。



オンデマンド・バックアップは、即時または指定された未来の時間に1回だけ実行されます。これと対照的に、スケジュール済バックアップはユーザーの指定したスケジュールに従って実行されます。すべてのオンデマンド・バックアップの作成および構成タスクが、すぐにバックアップ・ページまたはリンク表示されているページで実行できます。


図5-5 すぐにバックアップ・ページ

[image: 図5-5の説明は次にあります。]




関連項目:

obtoolのバックアップ・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











5.5.3 オンデマンド・バックアップ・リクエストの追加



この項では、バックアップ・スケジュールを作成する方法について説明します。バックアップ・リクエストの作成は、スケジューラにリクエストを送信するのと同じではないことに注意してください。





オンデマンド・バックアップ・リクエストを追加するには、次のようにします。

	
「すぐにバックアップ・ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ:すぐにバックアップ」ページが表示されます。


	
「追加」をクリックします。

「バックアップ:すぐにバックアップ > オプション」ページが表示されます。


	
「データセット」リストでデータセット・ファイルまたはデータセット・ディレクトリを選択します。


	(オプション)
バックアップ・イメージ名フィールドで、このバックアップ・ジョブによって作成されるバックアップ・イメージの名前を指定します。バックアップ・イメージ名は、Oracle Secure Backupカタログ内で一意である必要があります。


	
「バックアップ日」および「バックアップ時間」のリストで、バックアップを実行する未来の日時を選択します。

これらのフィールドを変更しないままにすると、バックアップ・ジョブは即時実行の対象としてみなされます。


	
「有効期限」フィールドと単位のリストを使用して時間間隔を入力します。

このオプションは、先に「バックアップ日」および「バックアップ時間」のリストに定義した日時の後、指定された有効期間内に開始されなければ自動的にこのバックアップ・ジョブを期限切れにするようにOracle Secure Backupに指示します。

デフォルトでは、有効期限は「無効」(失効しない)に設定されます。


関連項目:

詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




	
「バックアップ・レベル」リストからバックアップ・レベルを選択します。選択肢は次のとおりです。

	
完全(デフォルト)

このオプションは、前回いつバックアップされたかに関係なく、データセット内のすべてのデータをバックアップする場合に選択します。このオプションは、バックアップ・レベル0と同じです。


	
1から9

整数値を選択し、それより下位のバックアップ・レベルで、前回のバックアップ後に変更があったファイルのみをバックアップします。


	
増分

このオプションは、バックアップ・レベルに関係なく、前回のバックアップ後に変更があったデータのみをバックアップします。このオプションは、バックアップ・レベル10と同じです。


注意:

Oracle Secure Backupでは、「増分」バックアップ・レベルをNASデバイスなどの一部のプラットフォームとともに使用することができません。特に、「増分」オプションは、Network Appliance Filerには適用されません。




	
オフサイト

このオプションは、全体(レベル0)バックアップを指定し、全体または増分バックアップ・スケジュールに影響を与えない方法でこのバックアップの記録を保存するようにOracle Secure Backupに指示する場合に選択します。このオプションは、増分バックアップのスケジュールを妨害せずにオフサイト保管用のバックアップ・イメージ・インスタンスを作成するときに使用すると便利です。





	
「メディア・ファミリ」リストで、このバックアップが割り当てられるメディア・ファミリを選択します。


	
「制限」フィールドにこのバックアップの制限を入力します。個別のバックアップ・コンテナを選択できます。[Shift]を押しながらクリックして一連のデバイスを選択したり、[Ctrl]を押しながらクリックしてデバイスを1つずつ追加選択したりすることもできます。制限には、次の書式を使用します。

	
device

この形式は、特定のバックアップ・コンテナを指定します。


	
@hostname

このフォームで、指定のホストに接続されたすべてのバックアップ・コンテナを指定します。


	
device@hostname

このフォームで、ドライブとホストの接続を指定します。




デバイスを選択しないと、Oracle Secure Backupはテープ・デバイス・ポーリングを使用して、バックアップおよびリストア操作で使用できるテープ・デバイスを検出します。


	
「優先度」リストにバックアップ・ジョブの優先度を入力します。

ジョブの優先度は正の整数値です。デフォルト値は100です。

この値が低ければ低いほど、スケジューラによってジョブに割り当てられる優先度は高くなります。たとえば、優先度20のジョブは、優先度100のジョブより重要とみなされます。スケジューラは、優先度の低いジョブより優先度の高いジョブのディスパッチを常に優先します。


	
バックアップを非特権モードと特権モードのどちらで操作するかを選択します。非特権モードがデフォルトです。

特権を指定する場合、特権ユーザーとしてのファイルシステム・バックアップ実行(perform file system backups as privileged user)権限が必要です。それ以外の場合、自分によるファイルシステム・バックアップ実行(perform file system backups as self)権限が必要です。


関連項目:

「オンデマンド・バックアップ」




	
次の暗号化オプションのいずれかを選択します。

	
はい

このオプションは、バックアップが暗号化されることを指定します。


	
いいえ

このオプションは、バックアップが暗号化されないことを指定します。これはデフォルトです。


	
強制オフ

このオプションは、バックアップが暗号化されないことを指定し、ホストで必要な暗号化設定を上書きします。


	
一時

このオプションは、ユーザー指定の1回かぎりのパスフレーズを使用してOracle Secure Backupによってバックアップが暗号化されることを指定します。このオプションを選択した場合は、暗号化アルゴリズムのオプションを選択し、パスフレーズの指定フィールドにパスフレーズを入力することも必要です。





	
アルゴリズムの指定フィールドで、暗号化アルゴリズムとしてaes128、aes192、aes256のいずれかを選択します。


	
バックアップについてハードウェアベースの暗号化を無効にする場合は、ハードウェア暗号化の無効化を選択します。


	
このバックアップの暗号化に使用する一時パスフレーズを適切なキー・ストアに追加するには、「ストア・キー」を選択します。


	
「実行ユーザー」フィールドで、バックアップ・ジョブを実行するIDと権限を持つOracle Secure Backupユーザーを選択します。バックアップ・ジョブが完了すると、バックアップの所有権が、指定したユーザーに移行します。


	
「OK」をクリックします。

「バックアップ:すぐにバックアップ」ページに正常終了のメッセージが表示され、バックアップ・リクエストがリクエストのリストに表示されます。












5.5.4 バックアップ・リクエストの削除



この項では、スケジューラまだ送信していない作成済のバックアップ・リクエストをOracle Secure Backup Webツールを使用して削除する方法について説明します。





バックアップ・リクエストを削除するには、次のようにします。

	
「すぐにバックアップ・ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ:すぐにバックアップ」ページが表示されます。


	
リストからバックアップ・リクエストを選択し、「削除」をクリックします。

「バックアップ:すぐにバックアップ」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したバックアップ・リクエストがバックアップ・リクエストのリストに表示されなくなります。












5.5.5 スケジューラへのバックアップ・リクエストの送信



Webツールを使用して、リクエスト・キューに入れられたすべてのバックアップ・リクエストをOracle Secure Backupスケジューラに送信できます。「実行」オプションを指定するまで、バックアップ・リクエストはローカルに保持されます。

バックアップ・リクエストがスケジューラに送信されると、スケジューラはバックアップ・リクエストごとにジョブを作成してジョブ・リストに追加します。このとき、ジョブは実行の対象となります。ジョブに対して未来の日付または時刻を指定した場合、指定の時刻になるまでこのジョブは実行の対象となりません。

Oracle Secure Backupは各オンデマンド・バックアップ・ジョブに、ログインしているユーザーのユーザー名、スラッシュおよび一意の数値IDからなる識別子を割り当てます。オンデマンド・バックアップのジョブIDの例はsbt/233などです。





保留中のすべてのバックアップ・リクエストをスケジューラに送信するには、次のようにします。

	
「すぐにバックアップ・ページの表示」の手順を実行します。

「バックアップ:すぐにバックアップ」ページが表示されます。


	
「実行」をクリックします。

ページの中央に表示される各バックアップ・リクエストがOracle Secure Backupのスケジューラに送信されます。

「バックアップ:すぐにバックアップ」ページに、スケジューラで認識されたリクエストごとにメッセージが表示されます。次に例を示します。


backup request 1 (dataset datadir.ds) submitted; job id is admin/6.


各バックアップ・リクエストは、スケジューラが受け入れた時点でOracle Secure Backupよって削除されます。そのため、「実行」操作が完了すると、ページにはリクエストが表示されなくなります。


関連項目:

各ジョブの出力を表示するには、「ジョブのトランスクリプトの表示」を参照してください
















5.6 管理サーバー上のクリティカル・データのバックアップ



「Oracle Secure Backupのカタログについて」では、管理ドメインの管理データの重要性について説明しています。管理サーバー上に格納されたクリティカル・データを失うと、管理ドメインの構成データだけでなくすべてのバックアップおよびボリュームの記録も失います。

自動的に定期的なカタログ・バックアップ・ジョブを実行するように、Oracle Secure Backupはインストール時に構成されています。バックアップ管理者はトリガーを指定し、バックアップの頻度を定義するだけで済みます。その他の構成は必要ありませんが、デバイスの制限またはトリガー、あるいはその両方を追加してバックアップをカスタマイズできます。


関連項目:

	
「トリガーの構成」


	
Oracle Secure Backupの管理データの障害回復


















6 ファイルシステム・データのリストア


この章では、Oracle Secure Backupでバックアップしたファイルシステム・オブジェクトをリストアする方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
ファイルシステムのリストア操作の概要


	
カタログベースのリストア操作の実行


	
RAWリストア操作の実行





関連項目:

	
「Recovery ManagerおよびOracle Secure Backupの概要」


	
Oracle Secure Backupの管理データの障害回復


	
obtoolのリストア・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。










6.1 ファイルシステムのリストア操作の概要


Oracle Secure Backupでは、次の方法でファイルシステム・データをリストアできます。

	
カタログベースのリストア操作

このタイプのリストア操作では、リストア対象のファイルシステム・オブジェクトに対するOracle Secure Backupカタログを参照します。名前を見つけて、インスタンスを選択したら、オブジェクトをリストアできます。リストア操作の実行時には、Oracle Secure Backupワイルドカード・パターン・マッチングを使用できます。


関連項目:

Oracle Secure Backupカタログの概要は、「Oracle Secure Backupのカタログについて」を参照してください




関連項目:

ワイルドカード・パターン・マッチングの詳細は、「Oracle Secure Backupワイルドカード・パターン・マッチングについて」を参照してください。




	
RAWリストア操作

このタイプのリストア操作では、バックアップの2次ストレージの場所(ボリュームIDとバックアップ・イメージ・ファイル番号)を使用して、ファイルのリストア元のバックアップを指定する必要があります。RAWリストア操作は、バックアップ・カタログを使用しなくても実行できます。バックアップのすべてのデータをリストアするか、リストアする個々のファイルまたはディレクトリを指定できます。


関連項目:

ボリュームIDとバックアップ・イメージ・インスタンスの詳細は、「ボリュームについて」を参照してください




	
obtarリストア操作

obtarコマンドライン・インタフェースを使用して、Oracle Secure Backupスケジューラの範囲外にあるテープ・ドライブで直接処理できます。obtarユーティリティは上級ユーザーのみを対象としています。


関連項目:

obtarの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。










6.1.1 Oracle Secure Backupカタログの参照について


Oracle Secure Backupは、管理ドメイン内のすべてのクライアントに対して個別のバックアップ・カタログを保持します。各ホストに対するカタログは、クライアント名が付けられたadmin/history/hostのサブディレクトリに保存されます。たとえば、admin/history/host/brhost2には、クライアント・ホストbrhost2というクライアントに対するカタログが保存されます。カタログそのものは、indices.curというバイナリ・ファイルです。

リストアするバックアップを指定するには、必要な権限がある場合は、obtoolまたはOracle Secure Backup Webツールを使用して任意のクライアントのバックアップ・カタログの内容を参照します。Oracle Secure Backupユーザーがメンバーとして属するクラスによって、カタログを参照する権限が定義されます。

Oracle Secure Backup Webツールでカタログを参照している際に、<dirname>(E)が赤く表示されている場合、これはユーザーがバックアップに失敗したために存在しないディレクトリをデータセット記述内で指定しようとしたことを示します。このディレクトリはリストアできません。


関連項目:

ユーザー権限の詳細は、「Oracle Secure Backupのクラスと権限の概要」を参照してください



Oracle Secure Backupには、バックアップ・カタログの参照時に選択したデータに対する時間の影響を制御するために次の2つの方法が用意されています。

	
カタログ・データ・セレクタ


	
例: Oracle Secure Backupデータ・セレクタの使用


	
カタログ表示モード








6.1.1.1 カタログ・データ・セレクタ


バックアップ・カタログを参照してリストア対象のデータを選択するとき、表6-1に示されているデータ・セレクタの中の1つを使用して、バックアップされたデータの特定のインスタンスを選択できます。データ・セレクタは明示的または暗黙的に、所定のデータを含む各バックアップ・イメージ・セクションの識別情報を示しています。


関連項目:

バックアップ・イメージ・インスタンスとバックアップ・セクションの詳細は、「バックアップ・イメージ・インスタンスとテープ・ボリュームについて」を参照してください




	
表6-1 データ・セレクタ

	セレクタ	説明
	
latest

	
オブジェクトの最新のバックアップ・インスタンスを示します


	
earliest

	
オブジェクトの最初のバックアップ・インスタンスを示します


	
all

	
オブジェクトのすべてのバックアップ・インスタンスを示します


	
backup-id

	
バックアップIDで識別されるバックアップ・セクションに含まれるインスタンスを示します。

バックアップ・カタログ内で、Oracle Secure Backupは各バックアップ・イメージ・セクションを数値のバックアップIDで識別します。バックアップIDは、バックアップの時間的順序を顧慮せずに割り当てられます。たとえば、バックアップID 25がホストのルート・ディレクトリの月曜日のバックアップを示し、バックアップID 6 が火曜日のバックアップを示すことがあります。


	
date-time

	
特定の日時に、または特定の日時の前にバックアップされたオブジェクトの最新のバックアップ・インスタンスを示します


	
date-time範囲

	
指定された日時範囲にバックアップされたすべてのファイルシステム・オブジェクトのみ表示します










ファイルシステム・オブジェクトに適用する際、データ・セレクタは、そのファイルシステム・オブジェクトが保存されているバックアップ・イメージ・セクションの0以上のアイデンティティを渡します。


関連項目:

findコマンドにおけるデータ・セレクタの使用の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。

「例: Oracle Secure Backupデータ・セレクタの使用」









6.1.1.2 例: Oracle Secure Backupデータ・セレクタの使用


バックアップ・データの特定のインスタンスに対するデータ・セレクタの適用方法を示す例として、/numbersというディレクトリを5月の月初の3日間、毎日バックアップすると仮定してください。/numbersの内容は毎日変わります。

表6-2に、バックアップされるファイルと、それが書き込まれるバックアップ・イメージ・ファイルを示します。5月1日と5月2日のバックアップはボリュームFULL-02に書き込まれています。5月3日のバックアップでは、file2.datの書込み中にボリュームFULL-03がいっぱいになりました。Oracle Secure BackupはボリュームFULL-04で5月3日のバックアップを引き続き行い、file2.datの残りを書き込んでから、file4.datを書き込みます。




表6-2 /numbersディレクトリのバックアップ

	日付	/numbersの内容	バックアップのボリュームとイメージ	バックアップID
	
5/1/09

	

file1.dat   file2.dat   file3.dat

	
ボリュームFULL-02、ファイル5

	
20


	
5/2/09

	

            file2.dat   file3.dat

	
ボリュームFULL-02、ファイル9

	
30


	
5/3/09

	

file1.dat   file2.dat

	
ボリュームFULL-03、ファイル3、セクション1

	
40


	
5/3/09

(続き)

	

            file2.dat               file4.dat

	
ボリュームFULL-04、ファイル3、セクション2

	
46








表6-3に、ファイルシステムのオブジェクト参照における各データ・セレクタの影響を示します。




表6-3 /numbersディレクトリのバックアップに対するデータ・セレクタ

	データ・セレクタ	オブジェクト参照	選択されるバックアップ・イメージ・セクション(バックアップID)
	
latest

	
/numbers/file4.dat

	
FULL-04、ファイル3、セクション2(46)


	
latest

	
/numbers/file2.dat

	
FULL-03、ファイル3、セクション1(40)とFULL-04、ファイル3、セクション2(46)


	
latest

	
/numbers

	
FULL-03、ファイル3、セクション1(40)とFULL-04、ファイル3、セクション2(46)


	
earliest

	
/numbers/file1.dat

	
FULL-02、ファイル5(20)


	
earliest

	
/numbers

	
FULL-02、ファイル5(20)


	
all

	
/numbers

	
FULL-02、ファイル5(20)とFULL-02、ファイル9(30)とFULL-03、ファイル3、セクション1(40)とFULL-03、ファイル3、セクション2(46)


	
all

	
/numbers/file1.dat

	
FULL-02、ファイル5(20)とFULL-03、ファイル3、セクション1(40)


	
20,30

	
/numbers/file1.dat

	
FULL-02、ファイル5、セクション1(20)


	
20, 30

	
/numbers

	
FULL-02、ファイル5(20)とFULL-02、ファイル9(30)


	
05/09

	
/numbers/file1.dat

	
(なし)


	
05/09

	
/numbers

	
FULL-02、ファイル9(30)


	
05/04-05/09

	
/numbers/file4.dat

	
(なし)


	
05/04-05/09

	
/numbers/file1.dat

	
FULL-02、ファイル5(20)


	
05/04-05/09

	
/numbers

	
FULL-02、ファイル5(20)とFULL-02、ファイル9(30)













6.1.1.3 カタログ表示モード


 Oracle Secure Backupは、カタログ・ディレクトリを検索または表示するたびに、表示モードを参照します。表示モードの設定は、Oracle Secure BackupのWebツールまたはコマンドライン・インタフェースから管理します。3つの表示モードがあります。

	
包含

ディレクトリを包含モードで参照すると、そのディレクトリからバックアップされたすべてのファイルシステム・オブジェクトの名前が表示されます。データ・セレクタは無視されます。たとえば、表6-2の/numbersディレクトリの一覧には、包含モードではfile1.dat、file2.dat、file3.datおよびfile4.datが表示されます。

この表示動作は、ユーザーが次の処理を行っていないことが前提です。

	
いずれかのバックアップ・イメージの上書き


	
バックアップ・カタログの手動によるクリーンアップ


	
いずれかのバックアップ・カタログ・データを廃棄することのOracle Secure Backupへの明示的な指示





	
完全

ディレクトリを完全モードで参照すると、指定したバックアップを含むパスから、データ・セレクタで識別されたディレクトリの内容のみが表示されます。このモードで参照できるのは、必要なバックアップ・エントリを含む正確なディレクトリにいる場合のみです。表示モードを「完全」に設定すると、表6-3のlatest設定では、/numbersディレクトリを現在参照している場合にかぎり、file1.dat、file2.datおよびfile4.datのみが表示されます。


	
特定

ディレクトリを特定表示モードで参照すると、データ・セレクタで識別されたディレクトリの内容のみが表示されます。このモードでは、バックアップ・エントリを含むパスから、または親パスから参照できます。データ・セレクタを指定しない場合、包含表示モードと特定表示モードの出力は同じになります。表示モードを「特定」に設定し、データ・セレクタとしてバックアップID 20および40を選択した場合、表6-2の/numbersディレクトリのリストには、file1.dat、file2.datおよびfile3.datが表示されます。










6.1.1.4 Oracle Secure Backupワイルドカード・パターン・マッチング


Oracle Secure Backupを使用すると、バックアップ・カタログの範囲内で、選択したファイルとディレクトリを検索できます。関連情報を提供することによって、指定のパスから特定のバックアップ・エントリを検索できます。findコマンドでは、Oracle Secure Backupワイルドカード・パターン・マッチングを使用して、複数のエントリを検索できます。表6-4では、いくつかの例を使用してワイルドカード・パターン・マッチングを説明しています。




表6-4 Oracle Secure Backupワイルドカード・パターン・マッチング

	パターン	出力
	
*

	
文字列内の、0文字以上の文字に一致します。

たとえば、パターンback*は、backup、backppおよびbackに一致します。


	
?

	
1文字のみに一致します。

たとえば、パターンback?pは、backupとbackppに一致します。ただし、backuupには一致しません。


	
[]と-

	
指定の範囲内の、正確に1つの文字と一致します。

たとえば、back[m-u]pは、backup、backmpおよびbackopに一致します。ただし、backkpおよびbackwpには一致しません。


	
[]と^

	
[]内に示されていない任意の文字に一致します。

たとえば、back[^km]pはbackupに一致します。ただし、backkpまたはbackmpには一致しません。


	
[]

	
[]内に列挙された正確に1つの文字に一致します。

たとえば、パターンback[mnu]pは、backupの、backmpおよびbacknpに一致します。ただし、backkpまたはbackmnpには一致しません。









注意:

一部のワイルドカード・パターンは、一部のプラットフォームで、異なる特定の意味を持ちます。重複を避けて正常にリストアを実行するためには、obtoolでワイルドカード・パターン・マッチングを使用する場合、それらの特殊文字をエスケープする必要があります。Unix上では、「*」のエスケープ文字として、「\」を使用します。Windows上では、「*」のエスケープ文字として、「^」を使用します。




ワイルドカード・パターン・マッチングに使用されるフィルタ・オプションについて





find obtoolコマンドを使用するとき、またはOracle Secure Backup Webツールにアクセスしていて「カタログの参照」ページで検索オプションを使用するときには、次のオプションを使用して出力をフィルタできます。

	ホスト
	
単一のホストまたは複数ホストで検索操作を実行できます。検索オプションは、指定した各ホストを、カタログ内で検索します。Oracle Secure Backupは、次の要因に応じて、ホスト上で検索操作を実行します。

	
ユーザーがホスト名を指定した場合、他の設定をオーバーライドして指定のホスト名が選択されます。カンマ区切りのリストで、複数のホスト名を指定できます。


	
ユーザーがホスト名を指定しないで「現在のホスト」オプションを追加した場合、現在のホストに対する結果が表示されます。


	
ユーザーがホスト名を指定せず、「現在のホスト」オプションも指定しない場合、可変ホスト設定で設定されているホストが選択されます。


	
前述のいずれの条件にも適合しない場合は、エラーが表示されます。





	データ・セレクタ
	
検索オプションは、指定のファイルまたはディレクトリのパスを、指定したデータ・セレクタに基づいて検索します。デフォルトのデータ・セレクタは、latestです。データ・セレクタの詳細は、「カタログ・データ・セレクタ」を参照してください。


	パス
	
検索オプションを使用すると、必要なファイルまたはディレクトリを含むパスを使用して、バックアップ・エントリを検索できます。検索操作の実行時に、パスの選択では、次の基準が使用されます。

	
ユーザーがパス名を指定した場合、検索は指定のパスから開始されます。


	
ユーザーがパス名を指定せず、ディレクトリの現在のパスを選択した場合、この個別のパスが検討されます。


	
前述のいずれの条件にも適合しない場合は、エラーが表示されます。





注意:

パス名については、Oracle Secure Backupワイルドカード・パターン・マッチングはサポートされていません。




	エントリのタイプ
	
バックアップ・カタログには、Oracle Secure Backupを使用してバックアップされたすべてのファイルとディレクトリに関する情報が含まれます。場合により、特定のファイルまたはディレクトリを検索することがあります。必要なバックアップの取得を容易にするために、カタログ参照時に検索オプションを使用して、エントリ、ファイルまたはディレクトリのタイプを選択することができます。デフォルトで、Oracle Secure Backupはファイルとディレクトリの両方をリストします。


	ボリューム
	
必要なバックアップを含むボリュームを指定して、カタログ内容をフィルタできます。ファイルまたはディレクトリは、多数のボリュームにバックアップされていることがあります。複数ボリュームのカンマ区切りリストを指定できます。


	ディスク・プール
	
検索オプションは、ディスク・プール全体の検索をサポートします。ディスク・プールのカンマ区切りリストを指定して、検索操作の出力をカスタマイズすることができます。





関連項目:

findコマンドの使用方法と例については、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。















6.2 カタログベースのリストア操作の実行



この項では、バックアップ・カタログを参照してリストア・リクエストを作成する方法について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:





	
カタログベースのファイルシステム・リストア操作の手順


	
「「バックアップ・カタログ」ページの表示」


	
「バックアップ・カタログ」ページの参照


	
カタログベースのリストア・リクエストの作成


	
カタログベースのリストア・リクエストの削除


	
スケジューラへのカタログベースのリストア・リクエストの送信


	
クライアントのすべてのバックアップのリスト表示










6.2.1 カタログベースのファイルシステム・リストア操作の手順



この項では、Oracle Secure Backupを使用してバックアップされたファイルシステム・オブジェクトの、カタログベースのリストアを実行する手順の概要を説明します。





カタログベースのリストアを実行するには、次の手順を使用してファイルシステム・リストア・ジョブを作成します。




	adminまたはファイルの参照およびリストアに必要な権限を持つOracle Secure Backupユーザーとして管理ドメインにログインします。次の権限が必要です。

	
特権モードでファイルをリストアする場合、またはNDMPホストにリストアする場合は、特権ユーザーとしてのリストア実行(perform restores as privileged user)権限が必要です。


	
非特権モードでファイルをリストアする場合は、自分によるリストア実行(perform restores as self)権限が必要です。


	
カタログを参照するには、none以外の値に設定された、このアクセスによるバックアップ・カタログの参照(browse backup catalogs with this access)権限が必要です。

設定可能なアクセス値は、privileged、notdenied、permitted、namedおよびnoneです。





関連項目:

Oracle Secure Backupの権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。

「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」






	「「バックアップ」ページの表示」の手順に従って、「バックアップ・カタログ」ページにアクセスします。
	カタログでファイルの場所を指定して、リストアするバックアップを特定します。


関連項目:

「 Oracle Secure Backupカタログの参照について」






	1つ以上のリストア・リクエストを作成します。


関連項目:

「カタログベースのリストア・リクエストの作成」




注意:

スケジューラにまだ送信されていないリストア・リクエストはすべて、バックグラウンド・タイムアウトに達するまで残存します。バックグラウンド・タイムアウト値は、特定のobtoolバックグラウンド・プロセスの最大アイドル時間を指定します。バックグラウンド・タイムアウトの詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。






	オプションで、キューに入れられたリストア・リクエストを削除します(必要な場合)。


関連項目:

「カタログベースのリストア・リクエストの削除」






	リクエストがジョブとなり実行対象となるように、リストア・リクエストをOracle Secure Backupのスケジューラに送信します。

Oracle Secure Backupのスケジューラは、優先順に従ってジョブを実行します。


関連項目:

「スケジューラへのカタログベースのリストア・リクエストの送信」














6.2.2 「バックアップ・カタログ」ページの表示



「バックアップ・カタログ」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「リストア」をクリックします。
	「リストア」ページの「バックアップ・カタログ」をクリックします。図6-1に示すように、「リストア: バックアップ・カタログ」ページが表示されます。このページを使用して、ファイルおよびディレクトリのバックアップのカタログが参照できます。




図6-1 バックアップ・カタログ・ページ

[image: 図6-1の説明が続きます]










6.2.3 「バックアップ・カタログ」ページの参照



Webツールを使用してOracle Secure Backupカタログを参照し、リストアするデータを指定できます。





カタログを参照し、リストアする特定のデータを指定するには、次のようにします。

	
「「バックアップ・カタログ」ページの表示」の手順を実行します。

「リストア: バックアップ・カタログ」ページが表示されます。


	
データ・セレクタ・リストで1つ以上のデータ・セレクタを選択します。


関連項目:

「カタログ・データ・セレクタ」




	
「ホスト名」リストからホスト名を選択します。

ホストは、データが最初にバックアップされたホストである必要があります。


	
ホスト名、表示モード、リスト・オプションおよび参照パスなど、Oracle Secure Backupの表示オプションを指定します。


関連項目:

表示オプションを指定する方法の詳細は、「バックアップ・カタログ参照オプションの指定」を参照してください。




	
個別のバックアップの内容を探す場合は、Oracle Secure Backup検索オプションを指定します。


関連項目:

表示オプションを指定する方法の詳細は、「バックアップ・カタログ検索オプションの指定」を参照してください。




	
データ・セレクタ設定と表示モード設定を変更するには、「参照」または「検索」をクリックする前に、それぞれのフィールド選択を調整します。










6.2.3.1 バックアップ・カタログ参照オプションの指定



リストアのために参照オプションを指定するには、次のようにします。




	「「バックアップ・カタログ」ページの表示」の手順を実行します。
	「参照オプション」で、「ホスト名」リストからホスト名を選択します。

ホストは、データが最初にバックアップされたホストである必要があります。




	「表示モード」を選択します。


関連項目:

包含、特定、および完全の各表示モードの詳細は、「カタログ表示モード」を参照してください






	このバックアップ・ジョブの実行時にバックアップされたすべてのファイルとディレクトリをリストするには、「はい」を選択します。「いいえ」がデフォルトのオプションです。
	「参照パス」フィールドには、参照するディレクトリのパス名を入力できます。パスを入力しない場合は、クライアントのネーミング階層内の最上位ディレクトリが表示されます。
	「参照」をクリックします。

「リストア: バックアップ・カタログ > host_name」ページに、選択したディレクトリのコンテンツが表示されます。












6.2.3.2 バックアップ・カタログ検索オプションの指定



リストアのために検索オプションを指定するには、次のようにします。




	「「バックアップ・カタログ」ページの表示」の手順を実行します。
	「検索オプション」で、「ホスト名」リストからホスト名を選択します。
	「検索パス」フィールドに、ディレクトリのパス名を入力できます。

ディレクトリ名をクリックして現行ディレクトリにし、コンテンツを表示します。




	「ファイル」フィールドに、バックアップされたファイルの名前を入力できます。
	バックアップが格納されるバックアップ・コンテナを入力します(テープ・ボリュームまたはディスク・プール)。
	入力した情報で大文字と小文字を区別しない場合は、「はい」を選択します。「いいえ」がデフォルトのオプションです。
	「検索」をクリックします。










6.2.4 カタログベースのリストア・リクエストの作成



この項では、リストア・リクエストを完成するために、様々なリストア・オプションを指定する方法について説明します。





カタログベースのリストア・リクエストを作成するには、次のようにします。

	
「「バックアップ・カタログ」ページの参照」の手順を実行します。


	
リストアする各ファイルシステム・オブジェクトの名前を選択します。

この操作を実行すると、データ・セレクタによって特定されたオブジェクトの各インスタンスをリストアするようにOracle Secure Backupにリクエストしたことになります。それらのインスタンスのアイデンティティを確認するには、すぐ横のプロパティ・ボタン表示をクリックして、オブジェクトのプロパティ・ページを表示します。ページの確認が終わったら、「閉じる」をクリックします。


	
「追加」をクリックします。


注意:

選択を行ったページから移動する前に、「追加」をクリックする必要があります。そうしないと、選択内容が廃棄されます。



図6-2に示すとおり、新規リストア・ページが表示されます。


図6-2 新規リストア・ページ

[image: 図6-2の説明が続きます]



	
必要に応じて、「代替パス」にリストアするファイルまたはディレクトリごとに代替パス名を入力できます。

すでに選択した各オブジェクトの元のパス名が、このページの左下の部分に表示されます。その右側に、代替パス名を入力できるテキスト・ボックスがあります。このボックスを空白のままにすると、データは元のパスにリストアされます。


注意:

Network ApplianceのData ONTAPなど、一部のNASデータ・サーバーは、リストアされたデータの名前の変更機能を制限しています。その制約に違反しようとすると、リストア・ジョブは失敗します。




	
必要に応じて、「デバイス」を選択し、リストア操作の実行に使用するバックアップ・コンテナを指定します。

デフォルトでは、最適なテープ・ドライブが自動的に選択されます。


	
「特権リストア」で「はい」または「いいえ」を選択します。

非特権リストアは、Oracle Secure Backupユーザー・プロファイルでの構成に従って、LinuxまたはUNIXユーザー、あるいはWindowsアカウントのもとで実行されます。ファイル・システム・データへのアクセスは、そのアイデンティティを所有するアカウントの権限によって制約されます。非特権モードがデフォルトです。

特権リストア・ジョブは、LinuxおよびUNIXシステムではrootユーザーのアイデンティティのもとで実行されます。Windowsシステムでは、ジョブはWindowsクライアント上のOracle Secure Backupサービスと同じアカウントのアイデンティティのもとで実行されます。


関連項目:

「ユーザーの管理」




	
「優先度」に、優先度を入力するか、デフォルト値の100を受け入れます。

ジョブの優先度は正の数値で示されます。値が小さいほど、スケジューラによってジョブに割り当てられる優先度が高くなります。たとえば、優先度20のジョブは優先度100のジョブより優先度が高いです。スケジューラは、ジョブの実行に必要なリソースをすべて使用できる場合、優先度の低いジョブよりも優先度の高いジョブをディスパッチします。


	
必要に応じて、「リストア・オプション」に1つ以上のobtarオプションを入力します。

たとえば、-Jと入力すると、デバッグ出力が有効になり、高いレベルの詳細情報がリストアのトランスクリプトに出力されます。


関連項目:

obtarオプションのサマリーは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




	
リストアを高速化するために使用可能な位置データを使用しない場合は、「高速位置指定をしない」を選択します。


	
「NDMP増分リストア」を選択して、ネットワーク接続ストレージ(NAS)データ・サーバーに増分リストア・ルールの適用を指示します。

このオプションは、この機能を実装しているNASデータ・サーバーに対してのみ適用されます。このオプションは、obtarで作成されたファイルシステム・バックアップには適用されません。

通常、リストア操作は累積的です。全体バックアップまたは増分バックアップからリストアされた各ファイルおよびディレクトリは、その保存先のディレクトリに追加されます。最新のOracle Secure Backupのバックアップ後にファイルがディレクトリに追加された場合、リストア操作では新たに追加されたファイルは削除されません。

「NDMP増分リストア」を選択すると、NASデータ・サーバーでは、リストア・ジョブ中に適用された最新の増分バックアップ・イメージ・インスタンスの状態に各ディレクトリをリストアします。最新の増分バックアップより前に削除されたファイルは、この増分バックアップのリストア時にNASデータ・サービスによって削除されます。

たとえば、file1およびfile2を含む/homeの増分バックアップを作成するとします。file1を削除し、/homeの増分バックアップをさらに作成します。/homeの通常のリストア後は、ディレクトリにfile1とfile2が含まれます。/homeのNDMP増分リストアの後は、ディレクトリにfile2のみ含まれます。


	
次のいずれかを選択します。

	
既存のファイルを置換

このオプションは、バックアップ・イメージ・インスタンスからリストアされたファイルで既存のファイルを上書きします。


	
既存のファイルを保存

このオプションは、バックアップ・イメージ・インスタンスからのファイルで上書きせずに、既存のファイルを保存します。





	
Windowsシステムにリストアしている場合は、次のいずれかを選択します。

	
使用中のファイルを置換

このオプションは、使用中のファイルを、バックアップ・イメージ・インスタンスからのファイルで上書きします。使用中の各ファイルは、最後のユーザーが閉じると削除されます。


	
使用中のファイルを保存

このオプションは、使用中のWindowsファイルが変更されないようにします。





	
「宛先ホスト」で、ファイルのリストア先となるホストを選択するか、デフォルトを受け入れます。


	
必要に応じて、オプション(一時リストアのみ)で「一時」を選択し、ユーザー指定の1回かぎりのパスフレーズを使用してOracle Secure Backupによって暗号化されたバックアップをリストアします。

一時バックアップの詳細は、「一時バックアップ暗号化について」を参照してください。


	
必要に応じて、「プレビュー」をクリックします。

「プレビュー」ページが表示されます。

このページには、リストア対象のファイル、バックアップを含むボリュームのボリュームIDおよびボリュームが存在するバックアップ・コンテナが表示されます。


	
必要に応じて、「プレビュー」で「リコール」をクリックします。

「リコール」ページが表示されます。

ボリュームのリコール方法については、「ボリュームのリコールおよびリリース」を参照してください。


	
新規リストア・ページで「OK」をクリックします。

ホストの参照ページが表示されます。

リストア・アイテム・リストに、リストア・リクエストが表示されます。「ステータス」領域に、「成功: ファイルがリストア・リストに追加されました」というメッセージが表示されます。


	
カタログベースのリストア・リクエストを追加作成するには、「Oracle Secure Backupカタログの参照について」に戻ります。












6.2.5 カタログベースのリストア・リクエストの削除



この項では、スケジューラにまだ送信していない作成済のカタログベースのリストア・リクエストを削除する方法について説明します。





カタログベースのリストア・リクエストを削除するには、次のようにします。

	
「「バックアップ・カタログ」ページの表示」の手順を実行します。


	
バックアップ・カタログ・ページで、「ホスト名」リストからホストを選択します。


	
「ホストの参照」をクリックします。

ホストの参照ページが表示されます。


	
リストア・アイテム・リストで、削除するリストア・リクエストを選択します。


	
「削除」をクリックします。

ページが再表示されます。選択したリストア・リクエストは、リストア・アイテム・リストに表示されなくなります。












6.2.6 スケジューラへのカタログベースのリストア・リクエストの送信



この項では、すべての保留中のカタログベースのリストア・リクエストをスケジューラに送信する方法について説明します。





カタログベースのリストア・リクエストをスケジューラに送信するには、次のようにします。

	
「「バックアップ・カタログ」ページの表示」の手順を実行します。


	
バックアップ・カタログ・ページで、「ホスト名」リストからホストを選択します。


	
「ホストの参照」をクリックします。

ホストの参照ページが表示されます。


	
「実行」をクリックします。

Oracle Secure Backup Webツールによって、リストア・アイテム・リストに表示される各リストア・リクエストがスケジューラに送信されます。スケジューラによって確認されたリクエストごとにメッセージが情報バーに表示されます。次に例を示します。


1 catalog restore request item submitted; job id is admin/240.


各リストア・リクエストは、スケジューラが受け入れた時点でOracle Secure Backupよって削除されます。そのため、「実行」操作が完了すると、リストア・アイテムのリストは空になります。


	
ジョブのトランスクリプトを表示して、正常に完了したことを確認します。


関連項目:

「ジョブのトランスクリプトの表示」














6.2.7 クライアントのすべてのバックアップのリスト表示



この項では、クライアントのすべてのバックアップの詳細リストを取得する方法について説明します。





クライアント・ホストのすべてのバックアップのリストを作成するには、次のようにします。

	
「「バックアップ・カタログ」ページの参照」の手順を実行します。


	
バックアップ・カタログ・ページで、「ホスト名」リスト・ボックスからホストを選択します。


	
「ホストの参照」をクリックします。

ホストの参照ページが表示されます。


	
「ホストのバックアップのリスト表示」をクリックします。

プロパティ・ページが表示されます。














6.3 RAWリストア操作の実行



この項では、バックアップ・カタログを使用せずにデータをリストアする方法について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:





	
メディアから直接ページの表示


	
RAWリストア・リクエストの作成


	
RAWリストア操作の手順


	
RAWリストア・リクエストの削除


	
スケジューラへのRAWリストア・リクエストの送信










6.3.1 メディアから直接ページの表示



「メディアから直接」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「リストア」をクリックします。
	「リストア」ページで、メディアから直接をクリックしてメディアから直接ページを表示します。このページを使用してRAWリストア操作を実行できます。


関連項目:

obtoolのブラウザ・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。














6.3.2 RAWリストア・リクエストの作成



ファイルシステム・オブジェクトのRAWリストアを実行するには、次の情報を把握する必要があります。





	
リストアするファイルシステム・オブジェクトの絶対パス名

バックアップされたときのファイルのパス名を把握する必要があります。これらのパス名が不明な場合は、obtar -tvfを使用して検出するか、バックアップ・イメージ・インスタンス全体をリストアします。


	
バックアップ先バックアップ・コンテナのアイデンティティ

これは、ボリュームIDまたはバーコードです。


	
格納先のバックアップ・イメージのファイル番号








RAWリストア・リクエストを作成するには、次のようにします。

	
「メディアから直接ページの表示」の手順を実行します。


	
「メディアから直接」ページで、「追加」をクリックします。

「オプション」ページが表示されます。


	
「デバイス」を選択し、リストア操作でバックアップ・コンテナを指定します。

この手順はオプションです。デフォルトでは、最適なテープ・ドライブが自動的に選択されます。


	
リストアを非特権モードと特権モードのどちらで操作するかを選択します。

非特権モードがデフォルトです。


	
「ファイル番号」テキスト・フィールドに、データのリストア元となるバックアップ・イメージのファイル番号を入力します。


関連項目:

ファイル番号の詳細は、「ボリューム・セットについて」を参照してください




	
次のいずれか1つ以上を実行します。

	
「ボリュームID」フィールドに、データのリストアを開始する最初のボリュームIDを入力します。


関連項目:

ボリュームIDの詳細は、「ボリューム・セットについて」を参照してください




	
「タグ」テキスト・ボックスに、リストアを開始する最初のボリュームのボリューム・タグを入力します。

タグは、ボリュームに付いているコンピュータで読取り可能なバーコードです。


関連項目:

「ボリュームについて」







	
「Obtarオプション」ボックスに1つ以上のobtarオプションを入力します。

この手順はオプションです。


関連項目:

obtarの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




	
「NDMP増分リストア」を選択して、特定のNASデータ・サーバーに増分リストア・ルールの適用を指示します。

通常、リストア操作は累積的です。全体バックアップまたは増分バックアップからリストアされた各ファイルおよびディレクトリは、その保存先のディレクトリに追加されます。「NDMP増分リストア」を選択すると、この機能を実装しているNASデータ・サーバーでは、リストア・ジョブ中に適用された最新の増分バックアップ・イメージ時点の状態そのままに各ディレクトリをリストアします。最新の増分バックアップより前に削除されたファイルは、その増分バックアップのリストア時にNASデータ・サービスによって削除されます。


	
次のいずれかを選択します。

	
既存のファイルを置換

このオプションは、バックアップ・イメージ・インスタンスからリストアされたファイルで既存のファイルを上書きします。


	
既存のファイルを保存

このオプションは、バックアップ・イメージ・インスタンスからのファイルで上書きせずに、既存のファイルを保存します。





	
Windowsシステムにリストアしている場合は、次のいずれかを選択します。

	
使用中のファイルを置換

このオプションは、使用中のファイルを、バックアップ・イメージ・インスタンスからのファイルで上書きします。使用中の各ファイルは、最後のユーザーが閉じると削除されます。


	
使用中のファイルを保存

このオプションは、使用中のWindowsファイルが変更されないようにします。





	
次のいずれかを選択します。

	
すべて

このオプションは、選択したバックアップ・イメージ・ファイルのコンテンツ全体をリストアします。


	
ファイル

このオプションは、特定のファイルまたはディレクトリをリストアします。「ファイル」を選択した場合は、「ファイル」オプションの右側のテキスト・ボックスに、リストアするファイルまたはディレクトリの名前を入力します。

Oracle Secure Backupによってすでにリポートされているため、バックアップ・イメージ・インスタンス内のファイルの位置がわかる場合は、その位置を「位置」フィールドに入力します。わからない場合は、このフィールドを空白のままにします。





	
「宛先ホスト」リストから、データのリストア先となるホストを選択します。


	
保存された名前と異なる名前を使用してデータをリストアする場合は、代替パスのテキスト・ボックスにパス名を入力します。

brhost2のホーム・ディレクトリをリストアするとします。brhost2ファイル・システムのディレクトリの絶対パスは、/export/home/brhost2でした。代替ディレクトリにリストアするには、代替パスと最終的なディレクトリ名を入力します。たとえば、/export/home/brhost2を/tmp/brhost2-restoredにリストアできます。

同じ方法が個別のファイルにも使用できます。たとえば、/export/home/brhost2/.cshrcを/tmp/.cshrc-restoredにリストアできます。


	
「OK」をクリックして選択内容を確定するか、「取消」をクリックして廃棄します。

「メディアからリストア」ページに戻ります。「OK」をクリックすると、作成したばかりのRAWリストア・リクエストがリストに表示されます。「成功: リストア・タスクが作成されました」というメッセージが「ステータス」領域に表示されます。












6.3.3 RAWリストア操作の手順



ファイルシステム・バックアップのRAWリストア操作を実行するには、次の手順を使用します。




	adminまたはファイルの参照およびリストアに必要な権限を持つOracle Secure Backupユーザーとして管理ドメインにログインします。次の権限が必要です。

	
特権モードでファイルをリストアする場合、またはNDMPホストにリストアする場合は、特権ユーザーとしてのリストア実行(perform restores as privileged user)権限が必要です。


	
非特権モードでファイルをリストアする場合は、自分によるリストア実行(perform restores as self)権限が必要です。


	
カタログを参照するには、none以外の値に設定された、このアクセスによるバックアップ・カタログの参照(browse backup catalogs with this access)権限が必要です。

設定可能なアクセス値は、privileged、notdenied、permitted、namedおよびnoneです。





関連項目:

Oracle Secure Backupの権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。

「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」






	リストアするバックアップを特定します。

バックアップを識別するには、まずバックアップのリストア元となるボリュームおよびバックアップ・セクションのファイル番号を特定します。


関連項目:

「バックアップ・セクションの表示」






	1つ以上のリストア・リクエストを作成します。


関連項目:

「RAWリストア・リクエストの作成」




注意:

スケジューラにまだ送信されていないリストア・リクエストはすべて、バックグラウンド・タイムアウトに達するまで残存します。バックグラウンド・タイムアウト値は、特定のobtoolバックグラウンド・プロセスの最大アイドル時間を指定します。バックグラウンド・タイムアウトの詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。






	オプションで、キューに入れられたリストア・リクエストを削除します(必要な場合)。


関連項目:

「RAWリストア・リクエストの削除」






	リクエストがジョブとなり実行対象となるように、リストア・リクエストをOracle Secure Backupのスケジューラに送信します。

Oracle Secure Backupのスケジューラは、優先順に従ってジョブを実行します。


関連項目:

「スケジューラへのRAWリストア・リクエストの送信」














6.3.4 RAWリストア・リクエストの削除



この項では、スケジューラにまだ送信していない作成済のRAWリストア・リクエストを削除する方法について説明します。





RAWリストア・リクエストを削除するには、次のようにします。

	
「メディアから直接ページの表示」の手順を実行します。


	
「メディアから直接」ページで、削除するリクエストを選択します。


	
「削除」をクリックします。

ページが再表示されます。選択したリストア・リクエストは、リストに表示されなくなります。












6.3.5 スケジューラへのRAWリストア・リクエストの送信



この項では、すべての保留中のRAWリストア・リクエストをスケジューラに送信する方法について説明します。





RAWリストア・リクエストをスケジューラに送信するには、次のようにします。

	
「メディアから直接ページの表示」の手順を実行します。


	
「メディアから直接」ページで、「実行」をクリックします。

Oracle Secure Backup Webツールによって、メディアからリストア・リストに表示される各リストア・リクエストがスケジューラに送信されます。スケジューラによって確認されたリクエストごとにメッセージがステータス領域に表示されます。次に例を示します。


 raw restore request 1 submitted; job id is admin/7.


各リストア・リクエストは、スケジューラが受け入れた時点でOracle Secure Backupよって削除されます。そのため、「実行」操作が完了すると、メディアからリストア・リストは空になります。


	
ジョブのトランスクリプトを表示して、正常に完了したことを確認します。


関連項目:

「ジョブのトランスクリプトの表示」




















第III部 操作の管理


第III部では、バックアップ・コンテナおよびメディアを管理する方法と、通常のメンテナンス操作を実行する方法について説明します。

次の章で構成されています。

	
バックアップの管理


	
バックアップ・コンテナの管理


	
バックアップおよびリストア・ジョブの管理


	
メンテナンスの実行












7 バックアップの管理


この章では、バックアップ・イメージとバックアップ・イメージ・インスタンスを管理する方法を説明します。

この章は、次の項が含まれます。

	
バックアップ・イメージの管理


	
バックアップ・イメージ・インスタンスの管理








7.1 バックアップ・イメージの管理



バックアップ・イメージはバックアップ操作の結果として作成され、バックアップに関連するメタデータを格納します。バックアップ・イメージ管理の一部として、プロパティを表示したり、名前を変更したりできます。


関連項目:

バックアップ・イメージの詳細は、「バックアップ・イメージ」を参照してください



この項には次のトピックが含まれます:





	
バックアップ・イメージの表示


	
バックアップ・イメージの名前の変更










7.1.1 バックアップ・イメージの表示



Webツールを使用すると、管理ドメインにある既存のバックアップ・イメージを表示できます。バックアップ・イメージを表示するには、「所有者を問わないジョブのリスト」または「ユーザーが所有するジョブのリスト」クラス権限を持っている必要があります。





既存のバックアップ・イメージを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	Webツールで、「管理」をクリックします。
	「管理」セクションで、「バックアップ・イメージ」をクリックします。

「管理: バックアップ・イメージ」ページが表示されます。




	このページに表示されるバックアップ・イメージをフィルタするための基準を指定するには、「表示オプション」セクションを使用します。1つ以上の基準を指定できます。

「表示オプション」セクションには、次のフィールドが含まれます。

	
バックアップ・イメージ属性

ファイルシステム・バックアップ操作のバックアップ・イメージのみを表示するには、「ファイルシステム」を選択します。Oracle Databaseバックアップ操作のバックアップ・イメージのみを表示するには、「データベース」を選択します。すべてのバックアップ・イメージを表示するには、両方のオプションを選択します。


	
コンテナ・タイプ

ディスク・プールに格納されたバックアップ・イメージを表示するには、「ディスク・プール」を選択します。テープ・デバイスに格納されたバックアップ・イメージを表示するには、「テープ」を選択します。すべてのストレージ・メディアに格納されたバックアップ・イメージを表示するには、両方のオプションを選択します。


	
コンテナ名

バックアップ・コンテナの名前を指定します。このコンテナに格納されたバックアップ・イメージのみが表示されます。


	
バーコード

テープ・ライブラリのバーコードを指定します。指定したバーコード・リーダーがあるライブラリに格納されたバックアップ・イメージのみが表示されます。


	
フィルタ

バックアップ・イメージを格納しているホストを選択するには、「ホスト」フィールドを使用します。

今日作成されたバックアップ・イメージを表示するには、「今日」を選択します。「開始」を選択し、それを選択すると、その日付以後に作成されたバックアップ・イメージが表示されます。「開始」とともに「終了」を選択し、日付を指定して日付範囲を指定すると、指定された日付範囲の間に作成されたバックアップ・イメージが表示されます。







	「適用」をクリックします。

Oracle Secure Backupは、指定した基準に適合するバックアップ・イメージを表示します。












7.1.2 バックアップ・イメージの名前の変更



バックアップ・イメージの名前を変更するには、「所有者を問わないバックアップの変更」または「ユーザーが所有するバックアップの変更」クラス権限を持っている必要があります。

バックアップ・イメージの名前を変更すると、Oracle Secure Backupはこのバックアップ・イメージに関連付けられたすべてのバックアップ・イメージ・インスタンスの名前を変更して、新しい名前を反映させます。





バックアップ・イメージの名前を変更するには、次のようにします。




	「バックアップ・イメージの表示」の説明に従って、必要なバックアップ・イメージを表示します。
	バックアップ・イメージの左側にある「選択」をクリックして、名前を変更するバックアップ・イメージを選択します。
	「名前の変更」をクリックします。
	「backup_image_nameの名前を次のように変更」フィールドで、バックアップ・イメージの新しい名前を入力し、「はい」をクリックします。










7.2 バックアップ・イメージ・インスタンスの管理



バックアップ・イメージ・インスタンスには、バックアップ・データが含まれます。バックアップ・イメージ・インスタンスの管理には、バックアップ・イメージ・インスタンスの作成、編集、削除および移動が含まれます。


関連項目:

バックアップ・イメージ・インスタンスの詳細は、「バックアップ・イメージとバックアップ・イメージ・インスタンスの概要」を参照してください



この項には次のトピックが含まれます:





	
バックアップ・イメージ・インスタンスの作成


	
バックアップ・イメージ・インスタンスの表示


	
バックアップ・イメージ・インスタンスの編集


	
バックアップ・イメージ・インスタンスの削除










7.2.1 バックアップ・イメージ・インスタンスの作成



特定のバックアップ・イメージのバックアップ・イメージ・インスタンスを異なるバックアップ・コンテナに作成することができます。バックアップ・イメージ・インスタンスを作成するには、「所有者を問わないバックアップの変更」または「ユーザーが所有するバックアップの変更」クラス権限を持っている必要があります。





バックアップ・イメージ・インスタンスを作成するには、次のようにします。




	「バックアップ・イメージの表示」の説明に従って、バックアップ・イメージ・インスタンスを作成するバックアップ・イメージを表示します。
	バックアップ・イメージ・インスタンスを作成するバックアップ・イメージの左側にある「選択」をクリックします。
	「コピー」を選択します。

「管理 > コピー」ページが表示されます。




	バックアップ・イメージ・インスタンスを作成するために必要な詳細を入力します。

バックアップ・イメージ・インスタンスの詳細は、次のフィールドを使用して指定します。

	
メディア・ファミリ: このバックアップ・イメージ・インスタンスのメディア・ファミリを選択します。


	
制限: バックアップ・イメージ・インスタンスを作成するバックアップ・コンテナを選択します。バックアップ・コンテナを選択しない場合、Oracle Secure Backupは、利用できる任意のバックアップ・コンテナにバックアップ・イメージ・インスタンスを作成します。


	
暗号化: バックアップ・イメージ・インスタンスに使用する暗号化のタイプを指定します。次のいずれかのオプションを選択します。

	
はい: バックアップ・イメージ・インスタンスを暗号化する必要があることを指定します。


	
いいえ: バックアップ・イメージ・インスタンスを暗号化する必要がないことを指定します。これはデフォルトです。


	
forcedoff: グローバルまたはクライアント・ポリシー設定に関係なく、バックアップ・イメージ・インスタンスを暗号化する必要がないことを指定します。


	
一時: --passphraseまたは--querypassphraseオプションを使用する一時パスフレーズを使用してバックアップ・イメージ・インスタンスを暗号化する必要があることを指定します。

次の追加のオプションも指定します。

バックアップ・イメージ・インスタンス作成時にハードウェア暗号化を使用するには、disable hardware encryptionを選択します。これは、ハードウェア暗号化をサポートするテープ・デバイスのみに適用できます。

このバックアップの一時パスフレーズを適切なキー・ストアに格納するには、「ストア・キー」を選択します。





	
移行: 新しいバックアップ・イメージ・インスタンスが作成された後、バックアップ・イメージに関連付けられている既存のバックアップ・イメージ・インスタンスを削除するには、このオプションを選択します。


	
優先度: このコピー・インスタンス・ジョブの優先度を指定します。


	
今すぐ作成: バックアップ・イメージ・インスタンスをすぐに作成する必要があることを指定します。


	
この日時に作成: バックアップ・イメージ・インスタンスを指定された日時に作成する必要があることを指定します。







	「OK」をクリックします。








7.2.2 バックアップ・イメージ・インスタンスの表示



フィルタを使用して、バックアップ・イメージ・インスタンスの表示に適用する必要がある基準を指定することができます。バックアップ・イメージ・インスタンスを表示するには、「所有者を問わないジョブのリスト」または「ユーザーが所有するジョブのリスト」クラス権限を持っている必要があります。





バックアップ・イメージ・インスタンスを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	Webツールで、「管理」をクリックします。
	「拡張」セクションで、「バックアップ・イメージ・インスタンス」をクリックします。

「管理: バックアップ・イメージ・インスタンス」ページが表示されます。




	「表示オプション」セクションで、バックアップ・イメージ・インスタンスをフィルタして表示するために使用する基準を指定します。

このセクションのオプションの意味は、「バックアップ・イメージの表示」のステップ4でバックアップ・イメージに対して指定したものと同じです。




	指定した基準に適合するバックアップ・イメージ・インスタンスを表示するには、「適用」をクリックします。








7.2.3 バックアップ・イメージ・インスタンスの編集



バックアップ・イメージ・インスタンスのプロパティを編集するには、「所有者を問わないバックアップの変更」または「ユーザーが所有するバックアップの変更」クラス権限を持っている必要があります。ディスク・プールに格納されたバックアップ・イメージ・インスタンスの有効期限または保存時間のみを変更できます。





バックアップ・イメージ・インスタンスを編集するには、次のようにします。




	「バックアップ・イメージ・インスタンスの表示」の説明に従って、必要なバックアップ・イメージ・インスタンスを表示します。
	バックアップ・イメージ・インスタンスのリストから、編集するバックアップ・イメージ・インスタンスの左側にある「選択」をクリックします。
	「編集」をクリックします。
	選択したバックアップ・イメージ・インスタンスがいつ期限切れになるかを変更するには、次のオプションの1つを使用します。

	
有効期限: バックアップ・イメージ・インスタンスが期限切れになる日時を指定します。


	
保存期間: バックアップ・イメージ・インスタンスを保存する必要がある期間の長さを指定するには、値を入力して、時間の単位を選択します。







	「OK」をクリックします。








7.2.4 バックアップ・イメージ・インスタンスの削除



バックアップ・イメージ・インスタンスを削除するには、「所有者を問わないバックアップの変更」または「ユーザーが所有するバックアップの変更」クラス権限を持っている必要があります。個別のバックアップ・コンテナからバックアップ・イメージ・インスタンスを削除しても、他のバックアップ・コンテナに格納されている同じバックアップのバックアップ・イメージ・インスタンスには影響しません。他のインスタンスは、存在し続けます。





バックアップ・イメージ・インスタンスを削除するには、次のようにします。




	「バックアップ・イメージ・インスタンスの表示」の説明に従って、必要なバックアップ・イメージ・インスタンスを表示します。

フィルタを使用して、表示されるバックアップ・イメージ・インスタンスの数を制限します。たとえば、期限切れのバックアップを表示する場合、「管理: バックアップ・イメージ・インスタンス」ページの「フィルタ」セクションで「期限切れ」を選択します。




	表示されたバックアップ・イメージ・インスタンスのリストから、削除するバックアップ・イメージ・インスタンスの左側にある「選択」をクリックします。
	「削除」をクリックすると、バックアップ・イメージ・インスタンスが削除されます。

削除操作を確認するよう求める確認メッセージが表示されます。




	「はい」をクリックして、バックアップ・イメージ・インスタンスの削除を確認します。














8 バックアップ・コンテナの管理


この章では、Oracle Secure Backupを使用してテープ、テープ・デバイスおよびディスク・プールを管理する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
バックアップ・コンテナの管理の概要


	
テープ・ドライブの管理


	
テープ・ライブラリの管理


	
ディスク・プールの管理


	
デバイス予約の管理








8.1 バックアップ・コンテナの管理の概要


管理ドメインの構成時に、管理ドメインのデバイスとしてメディア・サーバーに接続されるバックアップ・コンテナを構成します。これには、テープ・デバイスとディスク・プールが含まれます。テープ・ドライブへのボリュームのマウント、ライブラリ・インベントリの更新、ボリュームのインポート、ディスク・プール使用状況の監視、テープ・デバイスの予約、ディスク・プール上の期限切れになったバックアップ・イメージ・インスタンスの削除などのタスクを実行することによって、これらの構成済バックアップ・コンテナを管理できます。


関連項目:

	
「テープ・ドライブの管理」


	
「テープ・ライブラリの管理」


	
「ディスク・プールの管理」


	
「デバイス予約の管理」












8.2 テープ・ドライブの管理



この項では、テープ・ドライブのプロパティを表示する方法と、テープ・ドライブのボリュームをマウントまたはアンマウントする方法を説明します。

この項には次のトピックが含まれます:





	
テープ・ドライブ・プロパティの表示


	
テープ・ドライブのボリュームのマウント


	
ボリュームの自動アンロード










8.2.1 テープ・ドライブ・プロパティの表示



この項では、テープ・ドライブのプロパティを表示する方法について説明します。





テープ・ドライブ・プロパティを表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
「管理」をクリックします。


	
「管理」ページの「デバイス」で、「ライブラリ」をクリックします。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ドライブを選択します。


	
「プロパティの表示」をクリックします。

Oracle Secure Backup Webツールによって、選択したテープ・ドライブのプロパティがページに表示されます。


	
「閉じる」をクリックして「ライブラリ」ページに戻ります。












8.2.2 テープ・ドライブのボリュームのマウント



この項では、テープ・ドライブにボリュームをマウントおよびアンマウントする方法について説明します。ボリュームは、LTO5テープ・ドライブなど、1単位のメディアを表します。マウント・モードは、テープ・ドライブに物理的にロードされたボリュームをOracle Secure Backupで使用する方法を指します。





テープ・ドライブでボリュームをマウントまたはアンマウントするには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
「管理」をクリックします。


	
「管理」ページの「ドライブ」をクリックします。

「テープ・ドライブ」ページが表示されます。このページには、すべてのデータセット・ファイルおよびデータセット・ディレクトリがリスト表示されます。このページを使用して、ボリュームのマウントおよびアンマウントができます。


	
ドライブのリストからテープ・ドライブを選択します。

Oracle Secure Backup Webツールによって、メディア・サーバーに接続されているすべてのテープ・ドライブの名前が表示されます。テープ・ドライブのステータスは、次の値のいずれかです。

	
サービス中

テープ・ドライブがOracle Secure Backupで論理的に使用可能です。


	
サービス中ではありません

テープ・ドライブがOracle Secure Backupで論理的に使用可能ではありません。


	
アンマウント

テープ・ドライブがアンマウントされています。


	
マウント

テープ・ドライブがマウントされています。





	
表示される「マウント・オプション」からマウント・オプションを選択します。

これらのオプションを使用すると、ボリュームを論理的にマウントできます。ボリュームがマウントされると、特定のボリュームが使用可能であることがobscheduledデーモンに通知されます。その後で、ボリュームの使用モードを設定できます。

次のマウント・オプションが指定できます。

	
読取り

このオプションは、このボリュームを読取り専用で使用するようにスケジューラに指示する場合に指定します。


	
書込み

このオプションは、追加のバックアップをそのボリュームの最後に追加できることをスケジューラに指示する場合に指定します。


	
上書き

このオプションは、ボリュームをテープ・ドライブに自動的にマウントし、ボリュームの既存のコンテンツが上書きされるようにテープの先頭に位置を合せる場合に指定します。このオプションを使用すると、期限切れになっていないボリュームを上書きする権限を付与することになります。期限切れになっていないボリュームは、有効期限ポリシーに従って上書きの対象となりません。


注意

このモードは、期限切れになっていないボリュームの上書きを認可または必要とする場合にのみ使用します。







	
必要に応じて、マウントおよびアンマウントのオプション・グループから次のオプションのいずれかを選択します。

	
アンマウント

このオプションは、リクエストされたマウント操作を試行する前に、選択されたテープ・ドライブでアンマウント操作を実行する場合に選択します。


	
巻戻しなし

このオプションは、Oracle Secure Backupによるテープへの書込みが終了したときに、テープを巻き戻さないことを指定する場合に選択します。Oracle Secure Backupは、次のバックアップ・イメージを書き込む位置にとどまります。





	
「マウント」をクリックしてボリュームをマウントします。

Oracle Secure Backup Webツールによって、ステータス領域にテープ・ドライブ名およびボリュームIDが表示されます。


	
「アンマウント」をクリックしてボリュームをアンマウントします。

ボリュームがアンマウントされると、特定のボリュームが使用できなくなったことがobscheduledデーモンに通知されます。









関連項目:

	
obtoolのmountdevおよびunmountdevコマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
ボリュームおよびボリュームIDの詳細は、「バックアップ・イメージ・インスタンスとボリュームのラベル」を参照してください。














8.2.3 ボリュームの自動アンロード


Oracle Secure Backupでは、バックアップまたはリストア操作の後でボリュームがアイドルになってから指定の時間が経過すると、ボリュームをテープ・ドライブから自動的にアンロードすることができます。ボリュームの自動アンロードにより、主に次の2つのデメリットを解消することができます。

	
電動テープ・ドライブでロードを続行すると、ボリュームの信頼性に影響を及ぼします。


	
exportvolコマンドはロード済テープ・ドライブに問合せを行わないため、アイドル・ボリュームがエクスポートされません。




ボリュームがアイドルになってからアンロードされるまでの時間は、グローバル・ポリシーmaxdriveidletimeによって制御されます。デフォルト値は5分ですが、0秒から24時間まで変更できます。maxdriveidletimeをforeverに設定し、アイドル・ボリュームが自動的にアンロードされないようにすることもできます。


関連項目:

maxdriveidletimeポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。



ボリュームが自動的にアンロードされるのは、バックアップまたはリストア操作の後だけです。ボリュームをテープ・ドライブに手動でロードした場合、自動的にはアンロードされません。

アンロード操作が正常に終了すると、Oracle Secure Backupによって正常終了のメッセージがobservicedログに書き込まれます。正常終了のメッセージには、ボリュームがアンロードされたテープ・ドライブの名前が含まれます。なんらかの理由でボリュームをアンロードできない場合は、Oracle Secure Backupによってエラー・メッセージがobservicedログに書き込まれます。









8.3 テープ・ライブラリの管理



この項では、テープ・ライブラリのプロパティを表示し、テープ・ライブラリの操作(ライブラリへのボリュームのインポート、ボリュームのラベリング、ボリュームのロード、およびその他の表8-1で説明する操作)を制御する方法を説明します。

この項の内容は次のとおりです。





	
「ライブラリ」ページの表示


	
ライブラリ・プロパティの表示


	
テープ・ドライブ・プロパティの表示


	
ライブラリ・ボリュームの表示


	
ライブラリ・コマンドの実行










8.3.1 「ライブラリ」ページの表示



「ライブラリ」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「管理」をクリックします。
	「管理」ページの「デバイス」で、「ライブラリ」をクリックします。

「ライブラリ」ページが、図8-1に示すように表示されます。このページには、管理ドメイン内のテープ・ライブラリがリスト表示されます。すべてのテープ・ライブラリ構成タスクが、このページまたはリンク表示されているページで実行できます。


図8-1 「ライブラリ」ページ

[image: 図8-1の説明が続きます]













8.3.2 ライブラリ・プロパティの表示



この項では、テープ・ライブラリのプロパティを表示する方法について説明します。





テープ・ライブラリ・プロパティを表示するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ライブラリを選択します。


	
「プロパティの表示」をクリックします。

Oracle Secure Backup Webツールによって、選択したテープ・ライブラリのプロパティがページに表示されます。


	
「閉じる」をクリックして「ライブラリ」ページに戻ります。












8.3.3 ライブラリ・ボリュームの表示



この項では、テープ・ライブラリのボリューム・リストを表示する方法について説明します。





テープ・ライブラリのボリュームを表示するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ライブラリを選択します。


	
「ボリュームのリスト表示」をクリックします。

Oracle Secure Backup Webツールによって、選択したテープ・ライブラリのボリュームがページに表示されます。


	
「閉じる」をクリックして「ライブラリ」ページに戻ります。












8.3.4 ライブラリ・コマンドの実行



「管理」>「ライブラリ」ページで、管理ドメイン内のテープ・ライブラリをリスト表示できます。すべてのテープ・ライブラリ構成タスクが、このページまたはリンク表示されているページで実行できます。





テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブを管理するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「デバイス」リストでテープ・ライブラリまたはドライブを選択します。


	
表8-1に示すライブラリ・コマンド・メニューからいずれかのコマンドを選択します。表の最後の列は、obtoolコマンドライン・インタフェースの対応するコマンドを示します。


注意:

コマンドに応じて、テープ・ライブラリまたはドライブを指定します。ただし、ライブラリに適用されるコマンドの場合、オプションでテープ・ドライブを指定できます。これは、テープ・ドライブを指定すると、ドライブが存在するテープ・ライブラリが必ず暗示されるためです。




	
表8-1 ライブラリ・コマンド

	メニュー・コマンド	適用先	説明	セクション	obtoolコマンド
	
インベントリ

	
ライブラリまたはドライブ

	
現行のライブラリ・インベントリ表示を更新し、選択されたライブラリの物理的なインベントリを強制実行できるようにします。

	
「インベントリの更新」

	
inventory


	
ボリュームをインポート

	
ライブラリまたはドライブ

	
ライブラリのインポート/エクスポート・メカニズムから記憶域要素に1つ以上のボリュームを移動します。

	
「ボリュームのインポート」

	
importvol


	
ボリュームをエクスポート

	
ライブラリまたはドライブ

	
ライブラリから削除するために、1つ以上のボリュームをインポート/エクスポート・メカニズムに移動します。

	
「ボリュームのエクスポート」

	
exportvol


	
ボリュームを挿入

	
ライブラリまたはドライブ

	
ボリュームがライブラリに手動で挿入されたことをOracle Secure Backupに通知します。挿入先および挿入したボリュームのタイプを指定できます。

	
「ボリュームの挿入」

	
insertvol


	
ボリュームを抽出

	
ライブラリまたはドライブ

	
ボリュームがライブラリから手動で削除されたことをOracle Secure Backupに通知します。抽出するボリュームのソースを指定できます。

	
「ボリュームの抽出」

	
extractvol


	
ボリュームを移動

	
ライブラリまたはドライブ

	
占有されている記憶域要素から空き記憶域要素またはインポート/エクスポート要素にテープを移動します。テープの移動元および移動先となる場所を指定できます。

	
「ボリュームの移動」

	
movevol


	
ドアをオープン

	
ライブラリ

	
テープ・ライブラリのインポート/エクスポート・ドアをオープンします。このコマンドをサポートしているライブラリに対してのみ機能します。

	
「ドアのオープン」

	
opendoor


	
ドアをクローズ

	
ライブラリ

	
ライブラリの場合に、インポート/エクスポート・ドアをクローズします。このコマンドをサポートしているライブラリに対してのみ機能します。

	
「ドアのクローズ」

	
closedoor


	
ボリュームを識別

	
ドライブ

	
選択されたボリュームをロードし、ボリューム・ラベルを読み取って元の記憶域要素にボリュームを返却します。

	
「ボリュームの識別」

	
identifyvol


	
ボリュームをロード

	
ドライブ

	
指定された記憶域要素から選択されたドライブにボリュームを移動します。

	
「ボリュームのロード」

	
loadvol


	
ボリュームをアンロード

	
ドライブ

	
選択されたドライブから指定された記憶域要素にテープを移動します。

	
「ボリュームのアンロード」

	
unloadvol


	
ボリュームをラベル付け

	
ドライブ

	
選択されたボリュームをロードし、物理的にラベルを付けます。Oracle Secure Backupは、カタログおよびインベントリ表示を更新します。

	
「ボリュームのラベル付け」

	
labelvol


	
ボリュームのラベル付けを解除

	
ドライブ

	
選択されたボリュームをロードし、Oracle Secure Backupのボリューム・ラベルおよびバックアップ・データを物理的に削除します。

	
「ボリュームのラベル付けの解除」

	
unlabelvol


	
クリーン

	
ドライブ

	
選択されたテープ・ドライブでクリーニングを実行するようにリクエストします。

	
「テープ・ドライブのクリーニング」

	
clean


	
流用

	
ドライブ

	
選択されたドライブを流用します。

	
「テープ・ドライブの流用」

	
borrowdev


	
返却

	
ドライブ

	
現在流用されているドライブを返却します。

	
「テープ・ドライブの返却」

	
returndev


	
ボリュームを再利用

	
ドライブ

	
選択されたボリュームをロードし、再利用できるように再度ラベルを付けます。

	
「ボリュームの再利用」

	
reusevol










	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。

Oracle Secure Backup Webツールによって、指定したばかりのコマンド固有のオプションがページに表示されます。詳細は、関連項目を参照してください。










8.3.4.1 インベントリの更新



このコマンドは、現行のテープ・ライブラリ・インベントリを更新し、選択されたテープ・ライブラリの物理的なインベントリを強制実行できるようにします。





インベントリを更新するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、インベントリ(ライブラリ|ドライブ)を選択し、「適用」をクリックします。

別のページが表示されます。


	
必要に応じて、「強制」オプションを選択してインベントリを強制実行します。キャッシュから読み取るかわりに、テープ・ライブラリはすべてのテープ・ライブラリ要素を物理的にスキャンしてインベントリを更新します。


	
必要に応じて、「記憶域要素の範囲」フィールドにインベントリ対象の記憶域要素の範囲を入力します。記憶域要素を指定しない場合は、インベントリの更新ですべての記憶域要素が対象となります。

記憶域要素の範囲を指定するかどうかにかかわらず、データ転送要素(DTE)およびインポート/エクスポート要素(IEE)はインベントリの更新に含まれます。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.2 ボリュームのインポート



このコマンドは、テープ・ライブラリのインポート/エクスポート・メカニズムから記憶域要素に1つのボリュームを移動します。





ボリュームをインポートするには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「ボリュームをインポート(ライブラリ|ドライブ)」を選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
「オプション」グループで、次のオプションのいずれかを選択します。

	
識別

このオプションは、各ボリュームで最初のボリューム・ラベルを読み取る場合に選択します。このオプションは、「ボリュームの識別」で説明している操作に相当します。このオプションには、テープ・ドライブの指定が必要です。


	
インポート

このオプションは、各ボリュームですべてのバックアップ・イメージ・ラベルを読み取る場合に選択します。別の管理ドメインからボリュームをインポートする場合またはテープ上でどのバックアップ・セクションと各ファイル番号が関連付けられているかについての情報が必要な場合に、このオプションを使用できます。このオプションには、テープ・ドライブの指定が必要です。

「インポート」は、ボリュームに格納されているファイルをカタログ化しません。


	
ラベル付けの解除

このオプションは、インポートされる各ボリュームのラベル付けを解除する場合に選択します。


注意:

選択したテープ・ライブラリに有効化された機能しているバーコード・リーダーがある場合、ラベル付けの解除オプションは指定できません。詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。







	
IEE範囲フィールドに、インポートするボリュームを含むインポート/エクスポート要素の範囲を入力します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.3 ボリュームのエクスポート



このコマンドは、テープ・ライブラリから削除するために、1つ以上のボリュームをインポート/エクスポート・メカニズムに移動します。





ボリュームをエクスポートするには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「ボリュームをエクスポート(ライブラリ|ドライブ)」を選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
次のいずれかの方法で、エクスポートするボリュームを指定します。

	
ボリューム指定フィールドに、エクスポートする各ボリュームのボリュームIDまたはバーコードを入力します。


	
「記憶域要素の範囲」フィールドに、記憶域要素の番号または記憶域要素の範囲を入力します。たとえば、1-20と入力します。





	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.4 ボリュームの挿入



このコマンドは、ボリュームがテープ・ライブラリの指定された挿入先に手動で挿入されたことをOracle Secure Backupに通知し、挿入されたボリュームのプロパティを指定します。





ボリュームを挿入するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「ボリュームを挿入(ライブラリ|ドライブ)」を選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
把握しているボリュームIDまたはバーコードを指定してボリュームを挿入した場合は、ボリューム指定ボックスから次のオプションのいずれかを選択します。

	
ボリュームID

テープのボリュームIDを入力します。


	
バーコード

テープのバーコード値を入力します。


注意:

ボリュームのボリュームIDまたはバーコードが不明な場合は、このフィールドを空白のままにし、手順6で「ラベル付けの解除」、「不明」または「クリーン」を選択します。







	
「記憶域要素」フィールドに、挿入したボリュームの記憶域要素の番号を入力します。


	
「ボリュームを挿入」オプション・グループから次のオプションのいずれかを選択します。

	
(vol-spec)

このオプションは、ボリューム指定(vol-spec)グループで「ボリュームID」または「バーコード」を選択した場合に選択します。


	
ラベル付けの解除

このオプションは、テープのラベル付けが解除されている場合またはテープが新しいボリュームの場合に選択します。


	
不明

このオプションは、テープの形式が不明な場合に選択します。


	
クリーン

このオプションは、テープがクリーニング・テープの場合に選択します。指定した挿入先の記憶域要素にクリーニング・テープを挿入したことを確認してください。次のオプションの値を入力します。

	
使用回数

クリーニング・テープを使用した回数を入力します。


	
最大使用回数

クリーニング・テープを使用できる最大回数を入力します。








注意:

選択したテープ・ライブラリに有効化された機能しているバーコード・リーダーがある場合、vol-specまたはラベル付けの解除オプションは指定できません。詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.5 ボリュームの抽出



このコマンドは、ボリュームがテープ・ライブラリから手動で取り出されたことをOracle Secure Backupに通知します。抽出するボリュームのソースを指定します。





ボリュームを抽出するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「ボリュームを抽出(ライブラリ|ドライブ)」を選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
次のいずれかの方法で、抽出するボリュームを指定します。

	
ボリューム指定

このオプションは、ボリュームIDまたはバーコードによって抽出ボリュームを指定する場合に選択します。次のオプションのいずれかを選択します。

	
ボリュームID

このオプションを選択し、抽出したテープのボリュームIDを入力します。


	
バーコード

このオプションを選択し、抽出したテープのバーコード値を入力します。





	
記憶域要素の範囲

このオプションは、抽出ボリュームを含む記憶域要素の範囲を指定する場合に選択します。テキスト・フィールドに、要素の範囲を入力します。たとえば、1-20と入力します。





	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.6 ボリュームの移動



このコマンドは、占有されている記憶域要素から空き記憶域要素にテープを移動します。たとえば、記憶域要素1からインポート/エクスポート要素2にテープを移動できます。





ボリュームを移動するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「ボリュームを移動(ライブラリ|ドライブ)」を選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
次のいずれかの方法で、移動するボリュームを指定します。

	
ボリューム指定

このオプションは、ボリュームIDまたはバーコードによってボリュームを指定する場合に選択します。次のオプションのいずれかを選択します。

	
ボリュームID

移動するテープのボリュームIDを入力します。


	
バーコード

移動するテープのバーコード値を入力します。





	
要素指定

このオプションは、移動するボリュームを含むスロットを指定する場合に選択します。テキスト・フィールドに、記憶域要素の番号を入力します。たとえば、1と入力します。





	
要素指定フィールドに、ボリュームの移動先となるスロットを入力します。たとえば、iee2と入力します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.7 ドアのオープン



このコマンドは、テープ・ライブラリのインポート/エクスポート・ドアをオープンします。





インポート/エクスポート・ドアをオープンするには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ライブラリを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、ドアのオープン(ライブラリ)を選択します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.8 ドアのクローズ



このコマンドは、テープ・ライブラリのインポート/エクスポート・ドアをクローズします。





インポート/エクスポート・ドアをクローズするには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ライブラリを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、ドアのクローズ(ライブラリ)を選択します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.9 ボリュームの識別



このコマンドは、選択されたボリュームをロードし、各ボリューム・ラベルを読み取って元の記憶域要素にボリュームを返却します。このコマンドを使用して、占有されているテープ・ライブラリ・スロットの状態を確認し、それに応じてテープ・ライブラリ・インベントリを更新できます。





ボリュームを識別するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「ボリュームを識別(ドライブ)」を選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
「ドライブ」リストで、ボリュームの識別に使用するテープ・ドライブを選択します。


	
「インポート」オプションを選択して、各ボリュームですべてのバックアップ・イメージ・ラベルを読み取ります。別の管理ドメインからボリュームをインポートする場合またはテープ上でどのバックアップ・セクションと各ファイル番号が関連付けられているかについての情報が必要な場合に、このオプションを使用できます。このオプションには、テープ・ドライブの指定が必要です。

「インポート」は、ボリュームに格納されているファイルをカタログ化しません。


	
「記憶域要素の範囲」フィールドに、識別するボリュームの記憶域要素の範囲を入力します。たとえば、1-20と入力します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.10 ボリュームのロード



このコマンドは、指定された記憶域要素から選択されたテープ・ドライブにボリュームを移動します。





ボリュームをテープ・ドライブにロードするには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「ボリュームをロード(ドライブ)」を選択します。


	
「ドライブ」リストで、ロードするボリュームを含むテープ・ドライブを選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
次のいずれかの方法で、ロードするボリュームを指定します。

	
ボリューム指定

このオプションは、ボリュームIDまたはバーコードによってボリュームを指定する場合に選択します。次のオプションのいずれかを選択します。

	
ボリュームID

ロードするテープのボリュームIDを入力します。


	
バーコード

ロードするテープのバーコード値を入力します。





	
要素指定

このオプションは、ロードするボリュームを含むスロットを指定する場合に選択します。テキスト・フィールドに、記憶域要素の番号を入力します。たとえば、1と入力します。





	
必要に応じて、ボリュームのロード・オプション・グループから次のオプションのいずれかを選択します。

	
マウント(オプション)

マウント・モードは、テープ・ドライブに物理的にロードされたボリュームをスケジュール・システムで使用する方法を指します。有効値は次のとおりです。

	
読取り

このオプションは、このボリュームを読取り専用で使用するようにスケジューラに指示する場合に選択します。


	
書込み

このオプションは、バックアップをボリュームの最後に追加できることをスケジューラに指示する場合に選択します。


	
上書き

このオプションは、ボリュームをテープ・デバイスに自動的にマウントし、ボリュームの既存のコンテンツが上書きされるようにテープの先頭に位置を合せる場合に選択します。このオプションを使用すると、期限切れになっていないボリュームを上書きする権限を付与することになります。





	
必要な場合はロード

このオプションは、まだテープ・ドライブにロードされていない場合にのみ、ボリュームをロードするときに選択します。





	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.11 ボリュームのアンロード



このコマンドは、選択されたテープ・ドライブから指定された要素にテープを移動します。





ボリュームをアンロードするには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「ボリュームをアンロード(ドライブ)」を選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
「ドライブ」リストで、ロードするボリュームを含むテープ・ドライブを選択します。


	
ソース要素アドレス・フィールドに、ボリュームの移動先となる要素を入力します。たとえば、1と入力します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.12 ボリュームのラベル付け



このコマンドは、選択されたボリュームをロードし、ボリューム・ラベルをそれらのボリュームに書き込みます。このコマンドにより、選択されたボリューム上の既存のデータはすべて消去されます。





ボリュームにラベルを付けるには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「ボリュームをラベル付け(ドライブ)」を選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
「ドライブ」リストで、ボリュームのロード先となるテープ・ドライブを選択します。


	
必要に応じて、「強制」オプションを選択してボリュームのラベル付けを強制実行します。このオプションを選択すると、ラベル付け操作の完了を妨げる条件はすべて無視されます。このオプションにより、現在先に実行する必要があるボリュームのラベル付けの解除の手順を実行しなくても、期限切れになっていないボリュームあるいはバーコードの不適切な手動入力を上書きできるようになります。


	
「バーコード」オプションを選択し、ボリュームのバーコードを入力します。


	
「記憶域要素の範囲」フィールドに記憶域要素の範囲を入力します。たとえば、1-3と入力します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.13 ボリュームのラベル付けの解除



このコマンドは、選択されたボリュームをロードし、物理的にラベル付けを解除します。





ボリュームのラベル付けを解除するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「ボリュームのラベル付けを解除(ドライブ)」を選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
「ドライブ」リストで、ボリュームのロード先となるテープ・ドライブを選択します。


	
「強制」を選択して、時間管理のボリュームでは有効期限を、コンテンツ管理のボリュームでは含まれるバックアップ・ピースそれぞれの削除ステータスを無視します。「強制」を選択せず、ボリュームが期限切れになっていない場合は、ラベル付けの解除操作は失敗します。


	
「記憶域要素の範囲」フィールドに、記憶域要素の範囲を入力します。たとえば、1-3と入力します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.14 テープ・ドライブのクリーニング



このコマンドは、テープ・ドライブで手動のクリーニングを実行するようにリクエストできるようにします。





テープ・ドライブをクリーニングするには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「クリーニング(ドライブ)」を選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
「ドライブ」リストで、クリーニング・テープのロード先となるテープ・ドライブを選択します。


	
「強制」を選択して、テープ・ドライブのクリーニングを強制実行します。テープ・ドライブにロードされたテープがある場合にこのオプションを選択すると、テープのアンロード、クリーニング・テープのロード、テープ・ドライブのクリーニング、最初にテープ・ドライブにあったテープの再ロードが順に行われます。


	
ソース要素アドレス・フィールドに、クリーニング・テープを含む記憶域要素の要素アドレスを入力します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.15 テープ・ドライブの流用



このコマンドは、テープ・ドライブを流用できるようにします。ユーザーは、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権限を持つユーザー・クラスに属している必要があります。

バックアップまたはリストア操作で支援リクエストがあった場合にテープ・ドライブを流用できます。テープ・ドライブを一時的に流用すると、リクエスト・ジョブによって作成されたテープ・デバイス予約が無視され、任意のテープ・ライブラリまたはドライブ・コマンドを実行できるようになります。後で、テープ・ドライブを返却してジョブを再開できます。





テープ・ドライブを流用するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「流用(ドライブ)」を選択します。


	
「ドライブ」リストで、流用するテープ・ドライブを選択します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.16 テープ・ドライブの返却



テープ・ドライブを流用したら、後でドライブを返却します。





流用したテープ・ドライブを返却するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「デバイスを返却(ドライブ)」を選択します。


	
「ドライブ」リストで、返却するテープ・ドライブを選択します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。












8.3.4.17 ボリュームの再利用



このコマンドは、選択されたボリュームをロードし、そのすべてのバックアップ・イメージ・インスタンスを削除します。ボリューム属性(ボリュームID、メディア・ファミリなど)は保持されますが、ボリュームのコンテンツは消去されます。ボリュームの再利用はボリュームのラベル付けの解除に似ていますが、再利用では既存のボリューム・ラベルを保持するようにOracle Secure Backupに指示します。





ボリュームを再利用するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ドライブを選択します。


	
ライブラリ・コマンド・リストから、「再使用(ドライブ)」を選択します。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。


	
「ドライブ」リストで、返却するテープ・ドライブを選択します。


	
「記憶域要素の範囲」フィールドに、再利用するボリュームを含む記憶域要素の範囲を入力します。


	
「適用」、「OK」または「取消」をクリックします。














8.3.5 エラー・ログの表示



この項では、テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブに関連するエラー・メッセージを表示する方法について説明します。





エラー・メッセージを表示するには、次のようにします。

	
「「ライブラリ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ライブラリ」ページの「デバイス」リストでテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブを選択します。


	
「ライブラリ管理」リストからテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブを選択します。


	
「エラー・ログ」をクリックします。

Oracle Secure Backup Webツールによって、選択したテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブのエラー・メッセージがページに表示されます。


	
必要に応じて、「開始日」を選択し、特定のエラー・メッセージについて日付範囲を指定します。


	
必要に応じて、「デバイス・ダンプ・ファイルの読取り」を選択し、読み取るファイルのファイル名およびパスを入力します。


	
次のいずれかを実行します。

	
日付範囲を指定した場合またはファイル名を入力した場合は、「適用」をクリックします。


	
「クリア」をクリックしてエラー履歴を消去します。消去した時点からの新しいエラー・メッセージが表示されます。


	
「閉じる」をクリックして「ライブラリ」ページに戻ります。

















8.4 ディスク・プールの管理



ディスク・プールの管理には、期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスの削除、ドメインを越えるディスク・プールの移動、領域使用率の監視などのタスクの実行が含まれます。

この項には次のトピックが含まれます:





	
ディスク・プールのプロパティの表示


	
ディスク・プール領域使用率の監視


	
ドメイン間でのディスク・プールの移動


	
同一ドメイン内の新しいハードウェアへのディスク・プールの移動


	
新しいドメインの新しいハードウェアへのディスク・プールの移動


	
期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスのディスク・プールからの削除










8.4.1 ディスク・プールのプロパティの表示



ディスク・プールのプロパティを表示するには、「デバイス情報の問合せおよび表示」権限を持っている必要があります。





ディスク・プールのプロパティを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	Webツールで、「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。




	「基本」セクションで、「デバイス」をクリックします。

「構成: デバイス」ページが表示されます。




	プロパティを表示するディスク・プールを選択し、「プロパティの表示」をクリックします。

デバイスのプロパティのページに、選択されたディスク・プールのプロパティが表示されます。












8.4.2 ディスク・プール領域使用率の監視



Webツールを使用して、ディスク・プールの領域使用率と空き領域目標しきい値に関する情報を表示することができます。


関連項目:

ディスク・プールの空き領域目標しきい値の詳細は、「ディスク・プールの領域使用率」を参照してください







ディスク・プール領域使用率を監視するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	Webツールで、「管理」をクリックします。
	「デバイス」セクションで、「ディスク・プール」をクリックします。

「管理: ディスク・プール」ページが表示されます。このページには、現在構成済のすべてのディスク・プールが表示されます。




	各ディスク・プールの領域使用率情報は、次のフィールドに含まれます。

	
ステータス: ディスク・プールの現在のステータスが表示されます。ステータスが「サービス中」の場合、バックアップ・イメージ・インスタンスをディスク・プールに書き込むことができます。


	
容量: ディスク・プールに割り当てられた領域が表示されます。


	
消費: バックアップ・イメージ・インスタンスによって使用されている領域の量が表示されます。


	
再利用可能領域: 期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスをディスク・プールから削除することによって解放される領域の合計が表示されます。




ディスク・プールを管理するには、この情報を使用します。たとえば、ディスク・プールの「消費」がその「容量」に近づいている場合、その容量を増やすか、不要になったバックアップ・イメージ・インスタンスのいくつかを削除して、追加のディスク・プール領域を作成します。












8.4.3 ドメイン間でのディスク・プールの移動



テープと同様に、Webツールを使用して、既存のドメインの間でディスク・プールを移動できます。こうすることで、管理ドメイン上のストレージ領域を管理できます。





ディスク・プールを新しいドメインに移動するには、次のようにします。

	
Oracle Secure Backup Homeページから、「構成」を選択します。

「Oracle Secure Backup: 構成」ページが表示されます。


	
「構成」ページで、「デバイス」を選択します。

「構成」: デバイス」ページが表示されます。


	
関係するディスク・プールのすべてのサービスをオフにします。この手順を実行する前に、必ず、このディスク・プール上のすべての保留中のジョブを完了しておきます。

ディスク・プールのステータスを変更するには、次の手順を完了します。

	
異なるドメインに移動するディスク・プールを選択します。


	
「編集」をクリックします。


	
ディスク・プールのステータスを「サービス中ではありません」に変更します。


	
「適用」をクリックします。





	
このディスク・プールを現在のドメインから削除します。

ディスク・プールをその既存のドメインから削除するには、次の手順を完了します。

	
異なるドメインに移動するディスク・プールを選択します。


	
「削除」をクリックします。





	
新しいドメインにディスク・プールを追加します。

新しいドメインにディスク・プールを追加するには、次の手順を完了します。

	
新しいドメインのWebツールにログオンします。


	
ホームページで、「構成」をクリックします。


	
「構成」ページで、「デバイス」をクリックします。


	
「構成: デバイス」ページで、「追加」をクリックします。


	
ディスク・プールのプロパティを指定します。「添付ファイル」フィールドに、このドメインにあるディスク・プール・ディレクトリのパスを入力します。


	
「適用」をクリックします。





	
「バックアップのインポートとカタログ化」の手順を完了して、ディスク・プール・カタログをインポートします。












8.4.4 同一ドメイン内の新しいハードウェアへのディスク・プールの移動



Webツールを使用して、ディスク・プールを同じ管理ドメイン内の新しいハードウェアに移動できます。





ディスク・プールを同じドメイン内の新しいハードウェアに再配置するには、次のようにします。

	
Oracle Secure Backup Homeページから、「構成」を選択します。

「Oracle Secure Backup: 構成」ページが表示されます。


	
「構成」ページで、「デバイス」を選択します。

「構成」: デバイス」ページが表示されます。


	
関係するディスク・プールのすべてのサービスをオフにします。この手順を実行する前に、必ず、このディスク・プール上のすべての保留中のジョブを完了しておきます。

このディスク・プールのステータスを変更するには、次の手順を完了します。

	
異なるハードウェアに移動するディスク・プールを選択します。


	
「編集」をクリックします。


	
ディスク・プールのステータスを「サービス中ではありません」に変更します。


	
「適用」をクリックします。





	
オペレーティング・システムのコピー・コマンドを使用して、ディスク・プール・ディレクトリを、その既存の場所からその新しい場所にコピーします。非表示のファイルとサブディレクトリがコピーに含まれていることを確認します。

たとえば、Linuxでは、 cp -a (アーカイブ)コマンドを使用します。


	
このディスク・プールを現在の場所から削除します。

ディスク・プールをその既存の場所から削除するには、次の手順を完了します。

	
新しい場所に移動するディスク・プールを選択します。


	
「削除」をクリックします。





	
新しい場所にディスク・プールを追加します。

新しい場所にディスク・プールを追加するには、次の手順を完了します。

	
Webツールのホームページで、「構成」をクリックします。


	
「構成」ページで、「デバイス」をクリックします。


	
「構成: デバイス」ページで、「追加」をクリックします。


	
ディスク・プールのプロパティを指定します。「添付ファイル」フィールドに、ディスク・プール・ディレクトリの新しい場所のパスを入力します。


	
「適用」をクリックします。





	
「バックアップのインポートとカタログ化」の手順を完了して、ディスク・プール・カタログをインポートします。


	
オプションで、元のハードウェアからディスク・プール・ディレクトリを削除できます。












8.4.5 新しいドメインの新しいハードウェアへのディスク・プールの移動



Webツールを使用して、ディスク・プールを完全に異なる管理ドメイン内の新しいハードウェアに移動できます。





ディスク・プールを新しいドメインの新しいハードウェアに移動するには、次のようにします。

	
Oracle Secure Backup Homeページから、「構成」を選択します。

「Oracle Secure Backup: 構成」ページが表示されます。


	
「構成」ページで、「デバイス」を選択します。

「構成」: デバイス」ページが表示されます。


	
関係するディスク・プールのすべてのサービスをオフにします。この手順を実行する前に、必ず、このディスク・プール上のすべての保留中のジョブを完了しておきます。

このディスク・プールのステータスを変更するには、次の手順を完了します。

	
異なるハードウェアに移動するディスク・プールを選択します。


	
「編集」をクリックします。


	
ディスク・プールのステータスを「サービス中ではありません」に変更します。


	
「適用」をクリックします。





	
オペレーティング・システムのコピー・コマンドを使用して、ディスク・プール・ディレクトリを新しいハードウェアへコピーします。非表示のファイルとサブディレクトリがコピーに含まれていることを確認します。

たとえば、Linuxでは、 cp -a (アーカイブ)コマンドを使用します。


	
このディスク・プールを現在のハードウェアから削除します。

ディスク・プールをその既存のドメインから削除するには、次の手順を完了します。

	
異なるハードウェアに移動するディスク・プールを選択します。


	
「削除」をクリックします。





	
新しいハードウェアの管理ドメインに、ディスク・プールを追加します。

新しいハードウェアにディスク・プールを追加するには、次の手順を完了します。

	
新しいハードウェアのドメインのWebツールにログオンします。


	
「構成」をクリックします。


	
「構成」ページで、「デバイス」をクリックします。


	
「構成: デバイス」ページで、「追加」をクリックします。


	
ディスク・プールのプロパティを指定します。「添付ファイル」フィールドに、このハードウェアの管理ドメインにあるディスク・プール・ディレクトリのパスを入力します。


	
「適用」をクリックします。





	
「バックアップのインポートとカタログ化」の手順を完了して、ディスク・プール・カタログをインポートします。


	
データがそのドメインに属さなくなったため、元のハードウェアからディスク・プール・ディレクトリを削除します。












8.4.6 期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスのディスク・プールからの削除



Oracle Secure Backupは、毎日午前零時に発生する先行的再生使用のプロセスを介して、ディスク・プールからバックアップ・イメージ・インスタンスを削除します。ディスク・プール・マネージャは、ディスク・プール・デバイスの空き領域目標を達成するために、期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスを削除しようとします。期限切れのバックアップは、最古から最新の順に削除されます。バックアップ・イメージ・インスタンスによって消費されている領域がディスク・プールのストレージ容量を上回っている場合、新しいバックアップは、このディスク・プールへコピーされるようにスケジュールされません。管理者は、期限切れのジョブを削除するか、追加の領域を割り当てることによって、このディスク・プールで利用できる追加の領域を作成する必要があります。同様に、バックアップ・ジョブの進行中にディスク・プールが一杯になると、対応的再生使用が発生します。これは、進行中のバックアップまたはコピーのインスタンス操作時に、ディスク・プールに空き領域がなくなると、ディスク・プール・マネージャがディスク・プール上の領域を増やそうとすることを意味します。これが失敗すると、管理者は追加の領域をディスク・プールに割り当てるか、既存のバックアップ・イメージ・インスタンスを削除するか、進行中のジョブを停止する必要があります。


関連項目:

"ディスク・プール領域使用率の監視"



ディスク・プールから期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスを削除するには、「デバイスの管理およびデバイスの状態変更」権限を持っている必要があります。





ディスク・プールから期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスを削除するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	Webツールで、「管理」をクリックします。
	「デバイス」セクションで、「ディスク・プール」をクリックします。

「管理: ディスク・プール」ページが表示されます。このページには、すべての構成済ディスク・プールと、各ディスク・プールのプロパティ、「ステータス」、「容量」、「消費」および「再利用可能領域」が表示されます。




	期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスを削除するディスク・プールを選択し、「期限切れを削除」をクリックします。

選択されたディスク・プールから期限切れのバックアップを削除するかどうかを尋ねる確認メッセージが表示されます。




	選択されたディスク・プールから期限切れのバックアップ・イメージ・インスタンスを削除するには、「はい」をクリックします。










8.5 デバイス予約の管理



通常の操作では、Oracle Secure Backupは、共有リソースの排他的使用権をプロセスまたはジョブに一時的に割り当てます。これは、管理サーバーのサービス・デーモンによって管理される組込みリソース予約システムを使用して行われます。

テープ・デバイスの排他的および明示的な使用を必要とする特定の状況に遭遇することがあります。このような状況が発生したとき、使用するテープ・デバイスを予約し、完了したら予約を解放する(予約解除する)ようにOracle Secure Backupに指示できます。予約が保持されている間、Oracle Secure Backupコンポーネントはそのテープ・デバイスにアクセスできません。





テープ・デバイスの予約を管理するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
「管理」をクリックします。


	
「管理」ページの「デバイス予約」をクリックします。

デバイス予約ページが表示されます。このページには、予約できるテープ・デバイスがリスト表示されます。すべてのテープ・デバイス予約タスクが、このページまたはリンク表示されているページで実行できます。


	
テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブを予約するには、「デバイス」リストで選択し、「予約」をクリックします。

これで、独占的に使用できるようにテープ・デバイスが予約されます。予約は、Oracle Secure Backup Webツール・セッションを終了するか、テープ・デバイスを予約解除するまで保持されます。


	
テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブを予約解除するには、「デバイス」リストで選択し、「予約解除」をクリックします。

これで、Oracle Secure Backup Webツールのこのインスタンスで予約されていたテープ・デバイスが、他のアクティビティで使用できるようになります。


	
現在予約されているすべてのテープ・ライブラリおよびテープ・ドライブを予約解除するには、「すべて予約解除」をクリックします。

これで、Oracle Secure Backup Webツールのこのインスタンスで予約されていたすべてのテープ・デバイスが、他のアクティビティで使用できるようになります。
















9 バックアップおよびリストア・ジョブの管理


この章では、バックアップおよびリストア・ジョブを管理する方法を説明します。これには、ジョブの表示、ジョブの実行、ジョブ・プロパティとトランスクリプトの表示、ジョブの編集およびジョブの削除が含まれます。

この章の項目は次のとおりです。

	
バックアップおよびリストア・ジョブの管理の概要


	
ジョブの表示


	
ジョブ・プロパティの表示


	
ジョブのトランスクリプトの表示


	
ジョブの削除


	
ジョブの実行


	
ジョブの取消し








9.1 バックアップおよびリストア・ジョブの管理の概要


バックアップまたはリストアのリクエストはジョブと区別されます。リクエストはまだ実行対象となりません。ファイルシステム・バックアップまたはリストア・リクエストをOracle Secure Backupのスケジューラに送信すると、リクエストはジョブとなり実行対象となります。

この項では、Oracle Secure Backupのジョブとその管理方法について説明します。





9.1.1 「ジョブ」ページの表示



「ジョブ」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「管理」をクリックします。
	「管理」ページで「ジョブ」をクリックすると、図9-1に示すページが表示されます。すべてのジョブ関連タスクが、このページまたはリンク表示されているページで実行できます。



「表示オプション」セクションでは、特定のタイプ、ステータス値およびホストのジョブのみを表示できます。中央のテキスト・ボックスには、バックアップ・ジョブごとに次のような詳細が表示されます。

	
ジョブID: Oracle Secure Backupによって割り当てられるジョブ識別子を指定します。


	
タイプ: ジョブのタイプを指定します。


	
状態: ジョブ・ステータス(保留中、完了、失敗)を指定します。





図9-1 「ジョブ」ページ

[image: 図9-1の説明が続きます]



Oracle Secure Backupのホームページからジョブを監視および管理することもできます。ホームページには、失敗、アクティブ、保留中および完了の各ジョブが表示されるセクションがあります。


関連項目:

obtoolのジョブ・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。













9.2 ジョブの表示



この項では、Oracle Secure Backupのジョブに関する情報を表示する方法について説明します。他のユーザーのジョブをリスト表示する場合は、所有者に関係なく、任意のジョブをリスト表示する権限が必要です。自分自身のジョブをリスト表示する場合は、ユーザーが所有する任意のジョブをリスト表示する権限が必要です。





ジョブを表示するには、次のようにします。

	
「「ジョブ」ページの表示」の手順を実行します。


	
「ジョブ・タイプ」セクションで、次のジョブ表示オプションを1つ以上選択します。

	
ファイルシステム・バックアップ

このオプションは、ファイルシステムのファイルのバックアップ・ジョブ、すなわちデータベース・バックアップ以外のバックアップを表示する場合に選択します。


	
ファイルシステム・リストア

このオプションは、ファイルシステムのファイルのリストア・ジョブを表示する場合に選択します。


	
データセット

このオプションは、データセットが指定されているジョブのステータスを表示する場合に選択します(データセットについては、「ファイルシステム・バックアップのタイプ」を参照)。


	
Oracleバックアップ

このオプションは、データベース・バックアップ・ジョブのステータスを表示する場合に選択します。


	
Oracleリストア

このオプションは、データベース・リストア・ジョブのステータスを表示する場合に選択します。


	
スキャン制御

このオプションは、スキャン制御ジョブを表示する場合に選択します(「ボールティングのスキャンについて」を参照)。


	
メディアの移動

このオプションは、メディア移動ジョブのステータスを表示する場合に選択します(「メディア移動ジョブについて」を参照)。


	
重複

このオプションは、ボリューム複製ジョブのステータスを表示する場合に選択します(「ボリュームの複製の概要」を参照)。


	
カタログのインポート

カタログ・インポート・ジョブのステータスを表示するには、このオプションを選択します。


	
インスタンスのコピー

インスタンスのコピー・ジョブのステータスを表示するには、このオプションを選択します。




選択したプロパティのいずれかに一致するジョブが表示されます。たとえば、「ファイルシステム・バックアップ」と「Oracle Backup」を選択した場合、ファイルシステム・バックアップかRMANバックアップであるすべてのジョブが表示されます。


	
「ジョブ・ステータス」セクションで、次のジョブ表示オプションから1つ以上を選択します。

	
アクティブ

このオプションは、現在進行中の各バックアップ・ジョブのステータスを表示する場合に選択します。


	
失敗

このオプションは、失敗したバックアップ・ジョブのステータスを表示する場合に選択します。


	
完了

このオプションは、成功したかどうかに関係なく、完了したジョブのステータスを表示する場合に選択します。


	
保留中

このオプションは、現在実行中ではなく保留中のジョブのステータスを表示する場合に選択します。


	
入力保留中

このオプションは、現在実行中で入力をリクエスト中のジョブのステータスを表示する場合に選択します。




選択したプロパティのいずれかに一致するジョブが表示されます。たとえば、「アクティブ」と「失敗」を選択した場合、アクティブであるか、失敗したすべてのジョブが表示されます。


	
必要に応じて、選択したステータスおよびタイプのジョブの表示をさらに制限します。

「フィルタ」セクションで、次のジョブ表示オプションから1つ以上を選択します。

	
必要に応じて、「ホスト」でホストを選択し、表示されるジョブを特定のホストに関連するものに限定します。

デフォルトは「なし」で、ジョブ・リストからどのホストも除外しないことを意味します。


	
必要に応じて、「ユーザー」リストでOracle Secure Backupユーザーを選択し、表示されるジョブを特定のユーザーによってインスタンス化されたものに限定します。

デフォルトは「なし」で、ジョブ・リストからどのユーザーも除外しないことを意味します。


	
「データセット」リストで、データセット・ファイルを選択し、表示されるジョブを特定のデータセット・ファイルまたはディレクトリに限定します。

デフォルトは「なし」で、ジョブ・リストからどのデータセットも除外しないことを意味します。


	
時間範囲内にスケジュールされているジョブを表示するには、次のいずれかを実行します。

	
本日作成されたジョブのみを表示するには、「本日」を選択します。


	
状態が指定時間以降に更新されたジョブのみを表示するには、「開始日」ボックスを選択して日時を入力します。


	
状態が指定時間以前に更新されたジョブのみを表示するには、「終了日」ボックスを選択して日時を入力します。

日付の書式は、year/month/day.hour:minute[:second](例: 2009/5/19.12:43)です。







選択したプロパティのすべてに一致するジョブが表示されます。たとえば、「ホスト」と「本日」を選択した場合、指定されたホストのジョブで、本日発生し、指定されたジョブ・ステータスおよびタイプのものがリスト表示されます。


	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。

ページがリフレッシュされ、選択した条件に合うジョブが表示されます。












9.3 ジョブ・プロパティの表示



この項では、ジョブ・プロパティを表示する方法について説明します。ジョブ・プロパティには、タイプ、レベル、ファミリ、スケジュール時間などがあります。





ジョブ・プロパティを表示するには、次のようにします。

	
「「ジョブ」ページの表示」の手順を実行します。


	
中央のテキスト・ボックスからジョブを選択します。

図9-2 admin/1ファイルシステムのバックアップ・ジョブを選択


図9-2 ジョブ・リスト

[image: 図9-2の説明が続きます]



	
「プロパティの表示」ボタンをクリックします。

「ジョブ・プロパティ」ページが、図9-3に示すように表示されます。


図9-3 「ジョブのプロパティ」ページ」

[image: 図9-3の説明が続きます]



	
「閉じる」をクリックして「ジョブ」ページに戻ります。












9.4 ジョブのトランスクリプトの表示



この項では、ジョブのトランスクリプトを表示する方法について説明します。Oracle Secure Backupでは各ジョブに対する実行トランスクリプトが保存されます。記録には、ジョブ操作の詳細が記述されます。トランスクリプトを表示するには、ユーザーが所有するジョブのリスト(list any jobs owned by user)または所有者を問わないジョブのリスト(list any job, regardless of its owner)権限を持つクラスのメンバーである必要があります。


関連項目:

Oracle Secure Backupの権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。







ジョブのトランスクリプトを表示するには、次のようにします。

	
「「ジョブ」ページの表示」の手順を実行します。


	
ジョブを選択し、トランスクリプトの表示をクリックします。

Oracle Secure Backup Webツールによって、ページにトランスクリプトが表示されます。

図9-4は、ジョブadmin/1.1のトランスクリプトの一部を示しています。


図9-4 ジョブ・トランスクリプト

[image: 図9-4の説明が続きます]



	
ページを下へスクロールして詳細を表示します。

ページの最後で、トランスクリプトを表示する条件を変更できます。


	
必要に応じて、「レベル」リストでメッセージ・レベルを選択します。

Oracle Secure Backupは、トランスクリプトに書き込むメッセージごとに重大度レベルのタグを付けます。これらのレベル範囲は0から9です。重大度レベルはメッセージの重要性を表します。

トランスクリプトを表示するとき、特定の重大度レベル以上のメッセージのみを表示するようにOracle Secure Backupに指示できます。デフォルト・レベルは4(リクエスト)で、Oracle Secure Backupによって生成される通常のメッセージです。詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』のcatxcrコマンドの説明を参照してください。


	
必要に応じて、「入力の抑止」を選択して入力リクエストを抑止します。入力のリクエストが認識されると、Oracle Secure Backupはレスポンスを要求します。このオプションを指定すると、このアクションが抑止されます。


	
必要に応じて、「行番号の表示」を選択してメッセージ番号を各行の前に付けます。


	
必要に応じて、次のオプションのいずれかを選択してトランスクリプトの表示を制御します。

	
開始行

このオプションを選択し、トランスクリプトの表示を開始する数値を入力します。たとえば、10と入力すると、メッセージ10から表示されます。メッセージ1から9は表示されません。


	
最初の行数

このオプションを選択し、メッセージ重要度レベルが選択した値以上のトランスクリプトの最初の指定された行数を表示するための数値を入力します。


	
最後の行数

このオプションを選択し、メッセージ重要度レベルが選択した値以上のトランスクリプトの最後の指定された行数を表示するための数値を入力します。





	
必要に応じて、ページ・リフレッシュ(秒)ボックスに値を入力します。デフォルトは60秒です。


	
次のいずれかを実行します。

	
「適用」をクリックして選択内容を適用します。


	
「閉じる」をクリックしてページを閉じます。













9.4.1 バックアップ統計


バックアップ・ジョブのトランスクリプトには、表9-1に示す統計が含まれます。




表9-1 ジョブのトランスクリプトのバックアップ統計

	統計	説明
	
status

	
バックアップ全体のステータス。ステータス・コードの詳細は、Oracle Secure Backupホーム・ディレクトリのsamples/obexit.hを参照してください。


	
devices

	
バックアップで使用されたテープ・ドライブまたはディスク・プールの名前。


	
devices

	
使用されたテープ・ドライブまたはディスク・プールの数。


	
volumes

	
バックアップで使用されたボリュームID。


	
voltags

	
バックアップで使用されたボリューム・タグ(バーコード)。


	
file

	
ファイル番号


	
host

	
クライアント・ホストの名前。


	
encryption

	
Oracle Secure Backupによって暗号化されたバックアップではon

ユーザー指定の1回かぎりのパスフレーズを使用して、Oracle Secure Backupによって暗号化されたバックアップではtransient

ホストで必要な暗号化設定を上書きする、暗号化されなかったオンデマンド・バックアップではforcedoff

暗号化されていないバックアップではoff

暗号化対応テープ・ドライブによって暗号化されたバックアップではhardware

暗号化対応テープ・ドライブによって暗号化された一時バックアップではtransient_hardware

Recovery Manager(RMAN)によって暗号化されたバックアップではRMAN

まだ完了していないRMANバックアップ・ジョブの場合、このフィールドにはawaiting job completionと表示されます。RMANバックアップが完了して初めて、このフィールドにバックアップの暗号化状態が表示されます。


	
start_time

	
バックアップが開始した時間。


	
end_time

	
バックアップが終了した時間。


	
backup_time

	
バックアップが開始した時間。これは通常start_timeと同じです。アーカイブの読取りの場合は異なることがあります。この場合、backup_timeはアーカイブ・ラベルから取得されます。


	
entries_scanned

	
スキャンされたファイルシステム・エントリの数。


	
kbytes_scanned

	
スキャンされたファイルシステムの容量(KB)。


	
entries_excluded

	
データセットの対象外の文と一致するため、あるいは除外されるOracleファイルであるために、除外されたファイルシステム・エントリの数。


	
entries_skipped

	
増分バックアップにおいてファイルが最近変更されていなかったため、あるいはファイルが不明瞭化ウォレットであるために、スキップされたファイルシステム・エントリの数。

不明瞭化ウォレット(cwallet.ssoファイル)は、バックアップが暗号化されるとき、またはcwallet.ssoファイルがデータセットに明示的に含められるときにのみバックアップされます。


	
mount_points_skipped

	
マウント・ポイント(ローカルまたはリモート)であるため、あるいはobtarがスキップするように指示されたマウント・ポイント・タイプであるために、スキップされたファイル・システム・エントリの数。


	
files

	
スキャンされたファイルの数。


	
directories

	
スキャンされたディレクトリの数。


	
hardlinks

	
スキャンされたハード・リンクの数。


	
symlinks

	
スキャンされたシンボリック(ソフト)・リンクの数。


	
sparse_files

	
スパースであることが検出されたファイルの数。スパース・ファイルは、有効なデータに対応しない領域を含むファイルです。


	
filesys_errors

	
発生したファイルシステム・エラーの数。


	
unknown_type

	
検出された不明なタイプのファイルの数。


	
file_kbytes

	
テープに書き込まれたファイルシステム・データの合計容量(KB)。


	
dev_kbytes

	
テープに書き込まれたデータの合計容量(KB)。


	
dev_iosecs

	
テープ・ドライブがオープンしていた合計秒数(open()操作からclose()操作まで)。


	
dev_iorate

	
データがテープに書き込まれた速度。


	
wrt_iosecs

	
テープへのデータの書込みにかかった合計秒数。テープの位置付けやラベルの読取りなどのアクティビティにかかった時間は含まれません。


	
wrt_iorate

	
書込み操作時にデータがテープに書き込まれた速度。


	
physical_blks_written

	
書き込まれた物理ブロックの数(テープ・ドライブ別)。


	
write_errors

	
リカバリ不可能な書込みエラーが発生したため、テープに再書込みする必要がある物理ブロックの数。


	
physical_blks_read

	
読み取られた物理ブロックの数(テープ・ドライブ別)。


	
read_errors

	
リカバリ不可能な読取りエラーが発生したため、テープから再読取りする必要がある物理ブロックの数。


	
error_rate

	
読取りエラーと書込みエラーの合計を読取りブロック数と書込みブロック数の合計で割った値。


	
path path_name

	
パスpath_nameのバックアップの最終的なステータス。データセットに指定されたパスごとにエントリがあります。









注意:

dev_iorateとwrt_iorateは両方とも同じ書込みデータ容量に基づいて計算されますが、計算で使用される経過時間が異なります。通常、dev_iosecsはwrt_iosecsよりも長いため、dev_iorateはwrt_iorateよりも小さくなります。











9.5 ジョブの削除



この項では、ジョブを削除する方法について説明します。ジョブを削除すると、ジョブは取り消され、属するすべての記録および下位ジョブ、その存在は削除されます。ジョブを削除できるのは、ジョブが実行中でない場合にかぎります。ジョブを削除すると、そのステータスを表示できなくなります。


注意:

「ジョブの取消し」で説明しているように、ジョブを取り消し、履歴およびトランスクリプトを保持できます。







ジョブを削除するには、次のようにします。

	
「「ジョブ」ページの表示」の手順を実行します。


	
中央のテキスト・ボックスからジョブを選択します。


	
「削除」をクリックします。

Oracle Secure Backup Webツールによって、ジョブの削除を確認するように要求されます。


	
「はい」をクリックし、ジョブを削除します。












9.6 ジョブの実行



この項では、スケジュール時間または優先度以外で、あるいは特定のバックアップ・コンテナを使用してジョブを実行するようにOracle Secure Backupに指示する方法について説明します。この機能を使用するには、ユーザーが所有するジョブの変更(modify any jobs owned by user)または所有者を問わないジョブの変更(modify any job, regardless of its owner)権限が有効に設定されているクラスのメンバーである必要があります。


関連項目:

Oracle Secure Backupの権限の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。



Oracle Secure Backupには、次のようにジョブの開始を指示できます。





	
即時開始


	
スケジューラによって選択される順序とは異なる順序で開始


	
特定のテープ・デバイスまたは事前にジョブで制限が指定されているテープ・デバイスで開始








Oracle Secure Backupがジョブを実行するタイミングを変更するには、次のようにします。

	
「「ジョブ」ページの表示」の手順を実行します。


	
中央のテキスト・ボックスからジョブを選択します。


	
「実行」をクリックします。


	
必要に応じて、「デバイス」でジョブを実行するテープ・デバイスを選択します。

ジョブが別のテープ・デバイスまたはテープ・デバイス・セットに制限されていた場合、ここでの選択がその制限に優先されます。次の手順で「現在」を選択する場合は、テープ・デバイスを選択する必要があります。


	
必要に応じて、次のオプションのいずれかを選択します。

	
現在

このオプションは、ジョブを即時実行する場合に選択します。先に選択したテープ・デバイスが現在使用できない場合は、エラーが表示され、この操作は無効となります。


	
ASAP

このオプションは、優先度1にまで値を低くして、可能なかぎり速やかにジョブを実行する場合に選択します。


	
ジョブの優先度

このオプションを選択し、「優先度」ボックスにジョブの優先度を入力します。デフォルトの優先度は100です。

ジョブの優先度は正の数値で示されます。値が小さいほど、スケジューラによってジョブに割り当てられる優先度が高くなります。たとえば、優先度20のジョブは優先度100のジョブより優先度が高いです。ジョブの実行に必要なすべてのリソースが使用可能な場合、スケジューラは、優先度の低いジョブより優先度の高いジョブを先にディスパッチします。





	
以下のいずれか1つを実行します。

	
「適用」をクリックして変更を確定し、このページに留まります。


	
「取消」をクリックして操作を無効にし、1つ前のページに戻ります。















9.7 ジョブの取消し



この項では、ジョブの取消し方法について説明します。ジョブを取り消すと、実行中の場合は強制終了され、そのジョブ記録には"canceled"と記録されます。Oracle Secure Backupでは、取り消されたジョブは再実行できないものとみなされます。下位ジョブを持つジョブを取り消すと、各下位ジョブも取り消されます。





ジョブを取り消すには、次のようにします。

	
「「ジョブ」ページの表示」の手順を実行します。


	
中央のテキスト・ボックスからジョブを選択します。


	
「取消」をクリックします。
















10 メンテナンスの実行


この章では、Oracle Secure Backupを使用してメンテナンス・タスクを実行する方法について説明します。Oracle Secure Backupのタスク・メンテナンスには、ボリュームとボリューム・プロパティの管理、カタログ化されたバックアップのインポートとメンテナンスおよびチェックポイントとデーモンの監視が含まれます。

この章の内容は次のとおりです。

	
ボリュームの管理


	
カタログ・インポートの管理


	
チェックポイントの管理


	
デーモンの管理








10.1 ボリュームの管理



ボリュームは、バックアップ・データが格納されるメディアです。この項では、ボリュームに関する情報を表示する方法について説明します。

この項の内容は次のとおりです。





	
「管理: ボリューム」ページの表示


	
ボリュームの詳細の表示


	
バックアップ・セクションの表示


	
ボリューム・プロパティの変更


	
ボリュームの複製


	
ボリュームのリコールおよびリリース


	
ボリュームの削除










10.1.1 「管理: ボリューム」ページの表示



「管理: ボリューム」ページで、ボリューム・カタログ内のボリュームをリスト表示できます。





ボリューム・カタログの情報を表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backupのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
「管理」セクションで「ボリューム」をクリックします。

図10-1に示すように、「管理: ボリューム」ページが表示されます。


図10-1 「ボリュームの管理」ページ

[image: 図10-1の説明が続きます]




注意:

「管理: ボリューム」ページには、テープ・ライブラリにロードされているがまだ書き込まれていないボリュームに関する情報は含まれません。特定のテープ・ライブラリ内のラベルのないボリュームをリスト表示するには、「ライブラリ・コマンドの実行」で説明している「ライブラリ」ページに移動し、ボリュームのリスト表示をクリックします。



デフォルトでは、「管理: ボリューム」ページには、ボリューム・カタログ内のすべてのボリュームに関する次の情報が表示されます。

	
ボリュームID


	
順序


	
ローテーション・ポリシー


	
複製ポリシー


	
場所


	
メディア・ファミリ


	
作成日


	
有効期限


	
使用可能な領域


	
バーコード





注意:

ローテーション・ポリシー、複製ポリシーおよび場所のフィールドには、ボールティング環境を設定した場合にのみ情報が表示されます。ボールティングの詳細は、「ボールティング」を参照してください。



Oracle Secure Backupボリューム・カタログに、「管理: ボリューム」ページに表示できる以上のボリュームが含まれている場合、ボリュームのリストをスクロールできます。あるいは、前へまたは次へをクリックして他のボリュームの情報を表示することもできます。


	
「表示オプション」で、ボリューム表示のフィルタリング方法を選択します。

次の、相互に排他的なフィルタリング方法のいずれかを選択します。

	
必要に応じて、ボリューム属性で1つ以上の属性を選択してボリュームの表示を制限し、「適用」をクリックします。

	
期限内のボリューム

このオプションは、まだ期限内であるボリュームを表示する場合に選択します。


	
期限切れのボリューム

このオプションは、有効期限を過ぎたか、コンテンツ管理されているため、期限切れとなったボリュームを表示する場合に選択します。


	
オープン・ボリューム

これはデフォルトの表示オプションです。他の表示オプションを選択せずにこのオプションを選択解除して「適用」をクリックした場合、再び自動的にこのオプションが選択されます。


	
クローズ済ボリューム

このオプションは、クローズしているボリュームを表示する場合に選択します。


	
バーコードがないボリューム

このオプションは、タグがないボリュームを表示する場合に選択します。


	
ボリュームIDがないボリューム

このオプションは、ボリュームIDがないボリュームを表示する場合に選択します。


	
再利用可能なボリューム

このオプションは、再利用可能なボリュームをすべて表示する場合に選択します。




選択したプロパティのいずれかに一致するジョブが表示されます。たとえば、オープン・ボリュームとバーコードがないボリュームを選択した場合、オープンしているか、バーコードのないすべてのジョブが表示されます。


	
「単一選択」で、次のいずれかのオプションを選択し、「適用」をクリックします。

	
ボリュームID

このフィールドにボリュームIDを入力し、「管理: ボリューム」リストを一致するボリュームに制限します。


	
ボリューム・セットID

このフィールドにボリューム・セットIDを入力し、「管理: ボリューム」リストを一致するボリューム・セットのボリュームに制限します。


	
バーコード

このフィールドにバーコードを入力し、「管理: ボリューム」リストを一致するボリュームに制限します。


	
場所

「場所」リストから場所を選択し、「管理: ボリューム」リストを選択した場所にあるボリュームに制限します。

[Shift]を押しながらクリックすると、複数の場所を選択できます。デフォルト値は「なし」で、すべての場所のボリュームが表示されます。場所の詳細は、「ボールティング」を参照してください。


	
メディア・ファミリ

「メディア・ファミリ」リストからメディア・ファミリを選択し、「管理: ボリューム」リストを選択したメディア・ファミリのボリュームに制限します。[Shift]を押しながらクリックすると、複数のメディア・ファミリを選択できます。

デフォルト値は「なし」で、すべてのメディア・ファミリに属するボリュームが表示されます。




たとえば、メディア・ファミリを選択すると、選択したメディア・ファミリのボリュームのみが表示されます。単一選択オプションを相互に組み合せたり、ボリューム属性と組み合せて選択することはできません。たとえば、オープン・ボリュームとメディア・ファミリを組み合せて、指定したメディア・ファミリに属している、オープンしているボリュームのリストを生成することはできません。





	
必要に応じて、ボリューム・セット・メンバーのグループ化を選択してフィルタ済ボリュームをボリューム・セット別にグループ化できます。












10.1.2 ボリュームの詳細の表示



この項では、Oracle Secure Backupによって管理されるボリュームに関する詳細を表示する方法について説明します。





ボリュームの詳細を表示するには、次のようにします。

	
「「管理: ボリューム」ページの表示」の手順を実行します。


	
「選択」列で詳細を表示するボリュームを(1つまたは複数)選択します。

選択したボリュームの「選択」列にチェック・マークが表示されます。


	
次のいずれかの操作を実行してボリュームの詳細を表示します。

	
「プロパティの表示」をクリックして選択したボリュームのプロパティを表示します。

ボリュームのプロパティ・ページが表示されます。


	
バックアップ・ピースの表示をクリックして、選択したボリュームに含まれているバックアップ・ピースの詳細を表示します。


	
「プロパティの表示」をクリックして選択したボリュームのプロパティを表示します。


	
ボリューム・セットの表示をクリックして、選択したボリュームが属しているボリューム・セットの詳細を表示します。















10.1.3 バックアップ・セクションの表示



この項では、Oracle Secure Backup Webツールの「管理: ボリューム」ページにリストされたボリュームに含まれているバックアップ・セクションの詳細を表示する方法について説明します。




	「「管理: ボリューム」ページの表示」の手順を実行します。
	ボリュームのリストで、表示するバックアップ・セクションを含むボリュームを選択します。
	バックアップ・セクションの表示をクリックします。

図10-2に示すように、「管理: ボリューム > バックアップ・セクション」ページが表示されます。


図10-2 管理: バックアップ・セクション

[image: 図10-2の説明が続きます]



このページには、選択されたバックアップ・ピースごとに次の情報が表示されます。

	
バックアップ・セクションOID


	
含まれるボリューム


	
含まれるボリュームのOID


	
ファイル


	
セクション


	
バックアップ・レベル


	
クライアント


	
暗号化


	
作成日時


	
サイズ





関連項目:

「バックアップ・イメージ・インスタンスとバックアップ・セクション」






	バックアップ・セクションの詳細を表示するには、「選択」オプションをクリックしてから「プロパティの表示」をクリックしてセクションを指定します。

セクションのプロパティ・ページが表示されます。




	バックアップ・セクションを削除するには、「選択」オプションをクリックしてから「削除」をクリックしてセクションを指定します。

確認ページが表示されます。バックアップ・セクションを削除するには「はい」をクリックし、「管理: ボリューム > バックアップ・セクション」ページに戻るには「いいえ」をクリックします。

「管理: ボリューム」ページからバックアップ・セクションを削除すると、Oracle Secure Backupでは、セクションがボリュームから物理的に削除されるのではなく、バックアップ・セクションが削除されたことを示すようにカタログが更新されます。通常、手動による更新がカタログに必要な場合にかぎり、バックアップ・セクションを削除します。この操作は、コンテンツ管理のボリュームの場合にのみ重要です。コンテンツ管理のボリュームからすべてのセクションが削除されると、そのボリュームは上書き対象とみなされます。


注意:

RMANのバックアップ・ピースを含むバックアップ・セクションを削除すると、そのバックアップ・ピースに関するRMANの問合せに、Oracle Secure Backupは存在しないと応答します。






	「管理: ボリューム > バックアップ・セクション」ページが完了したら、「OK」をクリックして「管理: ボリューム」ページに戻ります。








10.1.4 ボリューム・プロパティの変更



Webツールを使用して、ボリュームおよび現在の場所に適用されたローテーション・ポリシーを含む、ボリュームの属性を変更できます。ボリュームのプロパティを変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





ボリュームのプロパティを変更するには、次のようにします。

	
「「管理: ボリューム」ページの表示」の手順を実行します。


	
ボリュームのリストで、編集するプロパティを持つボリュームを選択します。


	
「編集」をクリックします。

「管理: ボリューム > 編集」ページが表示されます。


	
Oracle Secure Backupでは、時間管理されたボリュームの期限が切れる日付をユーザーが変更できます。この変更は、ボリューム・セット内のすべてのボリュームに適用されます。

ボリュームの有効期限を変更するには、相互に排他的な方法の1つを選択します。

	
「有効期限」を選択し、隣のリストに有効期限を入力します。

新しい有効期限は、現在の有効期限より前にすることはできません。


	
「保存」を選択し、横のフィールドに値を入力し、その横のリストから単位を選択します。

ボリュームの保存期間を増やすと、有効期限が変更されます。保存期間はボリュームの作成日を使用して新しい有効期限を計算します。





注意:

異なる場所、複製ポリシーまたはローテーション・ポリシーを選択する際、異なる有効期限を指定することはできません。詳細は、「ボールティング」を参照してください。




	
新しい複製ポリシーの設定、および隣のリストから複製ポリシーを選択して、ボリュームに対する異なる複製ポリシーを設定します。


	
新しいローテーション・ポリシーの設定、および隣のリストからローテーション・ポリシーを選択して、ボリュームに対する異なるローテーション・ポリシーを設定します。


	
新しい場所の設定、および隣のリストから異なる場所を選択して、ボリュームに対する異なる場所を設定します。

必要に応じて、次のオプションのいずれかを選択します。

	
ローテーション・ポリシーを上書きを選択して、指定されたボリュームの現在のローテーション・ポリシーによって指定された場所と異なる場所を設定します。

このオプションでは、メディア移動ジョブは作成されません。


	
移動ジョブを作成しないを選択して、対応するメディア移動ジョブを作成せずに異なる場所を設定します。





	
現在テープ・ライブラリにあるが以前リモートの場所から移動中であると指定されていたボリュームに対しては、移動中でないオプションを選択します。

このオプションは、異なる場所またはローテーション・ポリシーを選択する際には指定できません。


	
「属性がありません」で、次のいずれかを実行します。

	
現在ローテーション・ポリシーで指定された場所にないボリュームの場合は「はい」を選択します。


	
以前欠落していると指定されていたが、現在はあるべき場所に存在するボリュームの場合は、「いいえ」を選択します。




別の場所またはローテーション・ポリシーを選択する場合、


	
ボリューム・ステータスの設定を選択して、使用するボリュームの可用性ステータスを設定します。

次のいずれかを選択します。

	
ボリュームを、バックアップの格納に使用できるようにするには、「使用可能」を選択します。


	
ボリューム情報のみを使用可能にするには、「読取り専用」を選択します。


	
ボリュームを無効にするには、サービス停止中を選択します。





	
次のいずれかを実行して、変更を処理します。

	
指定した変更を適用して「管理: ボリューム」ページに戻るには、「OK」をクリックします。


	
ボリュームのプロパティを変更せずに「管理: ボリューム」ページに戻るには、「取消」をクリックします。


	
このページのすべてのオプションをリセットする場合は、「リセット」をクリックします。















10.1.5 ボリュームの複製



Oracle Secure Backupを使用してボリュームをオンデマンドで複製できます。





ボリュームを複製するには、次のようにします。

	
「「管理: ボリューム」ページの表示」の手順を実行します。


	
ボリュームのリストで複製するボリュームを選択し、「重複」をクリックします。

図10-3に示すように、「管理: ボリューム > 重複」ページが表示されます。


図10-3 「ボリュームの重複」ページ

[image: 図10-3の説明が続きます]



	
「メディア・ファミリ」リストの複製ボリュームに対するメディア・ファミリを選択します。

複製ボリュームのメディア・ファミリは、元のボリュームのメディア・ファミリと異なっていてもかまいません。


	
「デバイス制限」リストでテープ・ドライブを選択し、複製ジョブを指定したテープ・ドライブに制限します。

[Shift]を押しながらクリックすると、複数のテープ・ドライブを指定できます。


	
オリジナルを複製に置き換える場合は、「移行」オプションを選択します。


	
「優先度」フィールドに、複製ジョブの優先度を入力します。

デフォルトの優先度は100です。


	
複製ジョブを発行して「管理: ボリューム」ページに戻るには、「OK」をクリックします。


	
選択したボリュームを複製せずに「管理: ボリューム」ページに戻るには、「取消」をクリックします。








1つ以上の複製スケジュールに従って、自動的にボリュームを複製することもできます。詳細は、「ボールティング」を参照してください。


注意:

ハードウェア暗号化による一時バックアップからのアーカイブを含むボリュームを複製するには、一時パスフレーズの格納時にオリジナルの暗号化された一時バックアップを実行する必要があります。

関連項目:

ハードウェア一時暗号化の詳細は、「ハードウェア暗号化による一時バックアップについて」を参照してください

—storekeyオプションでのバックアップの実行の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』のbackupコマンドに関する項を参照してください















10.1.6 ボリュームのリコールおよびリリース



リストア操作で、リモートの保管場所に格納されているボリュームが必要になると、そのボリュームをリコールする必要があります。リストア操作が完了すると、ボリュームをリモートの保管場所にリリースして戻すことができます。この項では、「管理: ボリューム」ページからボリュームをリコールし、リリースする方法について説明します。


関連項目:

ボリュームのリコールおよびリリースの詳細は、「ボールティング」を参照してください







ボリュームをリコールするには、次のようにします。

	
「「管理: ボリューム」ページの表示」の手順を実行します。


	
リコールするボリュームを選択し、「リコール」をクリックします。

「管理 > リコール」ページが表示されます。


	
「すべてのボリュームを次の場所に再配置」リストから、ボリュームをリコールする場所を選択します。


	
必要に応じてすぐにリコールを選択します。

すぐにリコール・オプションを選択しない場合、Oracle Secure Backupにより保留状態のメディア移動ジョブが作成されます。Oracle Secure Backupオペレータが明示的に実行するまで、このジョブは実行されません。


	
ボリュームをリコールして「管理: ボリューム」ページに戻るには、「OK」をクリックします。

「管理: ボリューム」ページに正常終了のメッセージが表示され、リコールしたボリュームとその変更済の場所がリストに表示されます。リコールしたボリュームを変更済の場所に移動するため、アクティブまたは保留状態のメディア移動ジョブがOracle Secure Backupにより作成されました。


関連項目:

「メディア移動ジョブの実行」




	
選択したボリュームをリコールせずに「管理: ボリューム」ページに戻るには、「取消」をクリックします。








リコールされたボリュームをリリースするには、次のようにします。

	
リコールするボリュームを選択し、「リリース」をクリックします。


	
「管理: ボリューム」ページに正常終了のメッセージが表示され、リリースされたボリュームとそのオリジナルの場所がリストに表示されます。リリースされたボリュームをオリジナルの場所に移動するため、保留状態のメディア移動ジョブがOracle Secure Backupにより作成されました。


関連項目:

「メディア移動ジョブの実行」














10.1.7 ボリュームの削除



Webツールを使用してOracle Secure Backupカタログからボリューム・レコードを完全に削除できます。削除を元に戻すには、ボリュームを再びインポートしてOracle Secure Backupカタログを再移入する以外に方法はありません。カタログからボリュームを削除するには、カタログの変更(modify catalog)権限が必要です。





Oracle Secure Backupボリューム・カタログからボリュームを削除するには、次のようにします。

	
「「管理: ボリューム」ページの表示」の手順を実行します。


	
ボリュームのリストで削除するボリュームを選択し、「削除」をクリックします。

「管理: 削除」ページが表示されます。


	
「場所」リストから、ボリュームを削除する場所を選択します。


	
必要に応じて、「強制」をクリックします。

デフォルトでは、期限切れのボリュームのレコードのみを削除できます。「強制」オプションを指定すると、この制限を上書きして期限切れでないボリュームのレコードも削除できます。


	
選択したボリュームを削除して「管理: ボリューム」ページに戻るには、「OK」をクリックします。


	
選択したボリュームを削除せずに「管理: ボリューム」ページに戻るには、「取消」をクリックします。









注意:

削除を元に戻すには、ボリュームを再びインポートしてOracle Secure Backupカタログを再移入する以外に方法はありません。



次の項では、機能27301、テープ上のカタログのタスク情報を示します。











10.2 カタログ・インポートの管理



import catalog機能を使用して、ディスク・プールまたはテープ・ボリュームからOracle Secure Backupドメインに、データベース・バックアップとファイルシステム・バックアップをインポートできます。これらのバックアップをインポートすると、リストアのためにそれらを参照および選択できます。

この項には次のトピックが含まれます:





	
「カタログ・インポート」ページの表示


	
バックアップのインポートとカタログ化










10.2.1 「カタログ・インポート」ページの表示



「管理: カタログ・インポート」ページを使用して、ディスクまたはテープからインポートする必要があるバックアップを選択できます。





「カタログ・インポート」ページの情報を表示して選択するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backupのホームページで「管理」をクリックします。


	
「拡張」セクションで「カタログ・インポート」をクリックします。

「管理: カタログ・インポート」ページが表示されます。








図10-4に、Oracle Secure Backup Webツールの「カタログ・インポート」ページを示します。


図10-4 「カタログ・インポート」ページ

[image: 図10-4の説明が続きます]










10.2.2 バックアップのインポートとカタログ化



この項では、ディスクとテープからのカタログ・インポート機能を実行する方法を説明します。


関連項目:

データのインポートとカタログ化の詳細は、「テープからのバックアップ・カタログ・データのインポートについて」を参照してください







Oracle Secure Backup Webツールを使用して、バックアップをインポートおよびカタログ化するには、次のようにします。

	
「「管理: ボリューム」ページの表示」の手順を実行します。


	
「優先度」フィールドに値を入力します。

この値が小さいほど、カタログ・インポート・ジョブに割り当てられる優先度は高くなります。デフォルトの優先順位は100です。優先度1は、割り当てられる最高位の優先度です。


	
ディスクからカタログをインポートするには、必要なオプションを指定します。


関連項目:

ディスクからバックアップ・メタデータをインポートする方法の詳細は、「ディスクからのバックアップ・カタログ・データのインポート」を参照してください




	
テープからカタログをインポートするには、必要なオプションを指定します。


関連項目:

テープからバックアップ・メタデータをインポートする方法の詳細は、「テープからのバックアップ・カタログ・データのインポート」を参照してください




	
「実行」をクリックします。










10.2.2.1 ディスクからのバックアップ・カタログ・データのインポート



この項では、ディスクからバックアップ・メタデータをインポートする方法を説明します。





ディスクからカタログ・データをインポートするには、次のようにします。

	
「ディスクからインポート」オプションを選択します。


	
ディスク・プールのリストから、ドメイン上の構成済ディスクを選択します。












10.2.2.2 テープからのバックアップ・カタログ・データのインポート



この項では、テープからバックアップ・メタデータをインポートする方法を説明します。





テープからカタログ・データをインポートするには、次のようにします。

	
「テープからインポート」オプションを選択します。


	
オプションで、次のバックアップの詳細の1つを入力します。

	
「ボリュームID」フィールドに、バックアップのボリュームIDを入力します。


	
「バーコード」フィールドに、バックアップのバーコードを入力します。





	
テープ・ドライブのリストからテープ・ドライブを選択します。

選択したテープ・ドライブに、格納されたバックアップが含まれている必要があります。


	
「テープ上の最初のフル・イメージからインポートを開始」を選択して、最初のバックアップ・セクションを含むバックアップ・イメージからインポートを開始します。 section.


	
利用できる最初のボリュームからインポートを開始するには、「強制インポート」を選択します。


	
関連付けられたバックアップ・カタログ・データを含むバックアップ・イメージのインポートを開始するには、高速インポートを選択します。
















10.3 チェックポイントの管理



ファイラ・バックアップが完了前に失敗した場合、中間ポイントから再開できます。チェックポイントは、バックアップ・ジョブの特定の中間ポイントとそこからの再開方法を示す状態情報の集合です。各チェックポイントの一部の情報は管理サーバー上に存在しますが、その他の情報はクライアントに存在します。







10.3.1 チェックポイント・ページの表示



「チェックポイント」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「管理」をクリックします。
	「管理」ページで「チェックポイント」をクリックすると、図10-5に示すページが表示されます。このページには、管理ドメイン内のホストについてすべてのチェックポイントが表示されます。




図10-5 「管理: チェックポイント」ページ

[image: 図10-5の説明が続きます]




関連項目:

obtoolのチェックポイント・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











10.3.2 チェックポイントの削除



通常は必要ありませんが、ジョブのチェックポイント・データを手動で削除できます。この操作により、次のようにディスク領域は解放されます。





	
管理サーバーで即時解放


	
クライアントで次のバックアップ・ジョブの開始時または24時間以内のいずれか先のタイミングで解放





注意:

完了していないバックアップ・ジョブのチェックポイントを削除すると、完了する前に失敗した場合、ジョブは最初から再開されます。







チェックポイントを削除するには、次のようにします。

	
「チェックポイント」ページの表示」の手順を実行します。


	
メイン・ボックスで、削除するチェックポイントを保持するジョブを選択します。


	
「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックし、削除を確認します。

「ステータス」領域に、操作の結果が表示されます。














10.4 デーモンの管理



デーモンは、Oracle Secure Backupの処理を実行する際のバックグラウンド・プロセスです。この項では、Oracle Secure Backupのデーモンのステータスの表示方法および管理方法について説明します。


関連項目:

「Oracle Secure Backupのデーモンについて」



この項の内容は次のとおりです。





	
デーモン・ページの表示


	
デーモン操作の実行


	
デーモン・プロパティの表示


	
ジョブ・ディスパッチの一時停止および再開










10.4.1 デーモン・ページの表示



「デーモン」ページを表示するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	「管理」をクリックします。
	「管理」ページで、デーモンをクリックすると、図10-6に示すページが表示されます。このページでは、Oracle Secure Backupのデーモンを管理できます。




図10-6 デーモン・ページ

[image: 図10-6の説明が続きます]




関連項目:

obtoolのデーモン・コマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











10.4.2 デーモン操作の実行



Oracle Secure Backupのデーモンは、制御コマンドの共通セットに応答します。これらのコマンドの送信は、ほとんど必要ありませんが、高度な使用方法と考えられています。


関連項目:

「Oracle Secure Backupのデーモンについて」







デーモンにコマンドを送信するには、次のようにします。

	
「「デーモン」ページの表示」の手順を実行します。


	
「タイプ」リストで、制御するデーモンを選択します。


	
「ホスト」リストで、デーモンが稼働しているホストを選択します。


	
「コマンド」リストで、次のオプションのいずれかを選択します。

	
dump

内部状態情報をログ・ファイルにダンプするようにデーモンに指示します。


	
reinitialize

構成データを再度読み取るようにデーモンに指示します。


	
debugon

その他の情報をログ・ファイルに生成するようにデーモンに指示します。


	
debugoff

debugonを取り消します。これはデフォルトの状態です。





	
「適用」をクリックして選択内容を確定します。

成功またはエラー・メッセージに操作の結果が表示されます。












10.4.3 デーモン・プロパティの表示



この項では、デーモン・プロパティを表示する方法について説明します。


関連項目:

「Oracle Secure Backupのデーモンについて」







デーモン・プロパティを表示するには、次のようにします。

	
「「デーモン」ページの表示」の手順を実行します。


	
「タイプ」リストで、制御するデーモンを選択します。


	
「ホスト」リストで、デーモンが稼働しているホストを選択します。


	
「プロパティの表示」ボタンをクリックします。

デーモン・プロパティ・ページに次の情報が表示されます。

	
プロセスID

オペレーティング・システムによって割り当てられた、デーモンが稼働しているプロセスを識別する正数値を示します。


	
デーモン/サービス

デーモンの名前を示します。


	
修飾子

デーモン/サービス名を補うテキスト文字列を示します。たとえば、obrobotdの場合、デーモンが処理しているテープ・ライブラリの名前です。obixdの場合、かわりにobixdが稼働しているクライアントの名前です。


	
リスニング・ポート

デーモンまたはサービスがリスニングするTCPポート番号を示します。















10.4.4 ジョブ・ディスパッチの一時停止および再開



この項では、Oracle Secure Backupによるジョブのディスパッチを一時的に停止し、後で再開する方法について説明します。ジョブ・ディスパッチが一時停止されると、実行中のジョブは完了できますが、スケジューラは新しい追加のジョブを開始しません。

「再開」をクリックするか、管理サーバー上のOracle Secure Backupを再起動すると、スケジューラは一時停止中のジョブについてジョブ・ディスパッチを再開します。


関連項目:

「デーモン・ページの表示」







ジョブ・ディスパッチを一時停止するには、次のようにします。

	
デーモン操作ページで「一時停止」ボタンをクリックします。

「ステータス」領域に表示される確認メッセージに、操作の結果が表示されます。

保留中のバックアップおよびリストア(スケジュール済または1回かぎり)はディスパッチされなくなります。実行中のジョブは、完了できます。








ジョブ・ディスパッチを再開するには、次のようにします。

	
デーモン操作ページで「再開」をクリックします。

「ステータス」領域に表示される確認メッセージに、操作の結果が表示されます。


















第IV部 高度なトピック


次の章で構成されています。

	
ボールティング


	
バックアップ暗号化の管理


	
Oracle Secure Backupの管理データの障害回復












11 ボールティング


この章では、ボールティングについて説明し、Oracle Secure Backupのボリューム・ローテーション・ポリシーを使用して、バックアップ・ボリュームがオリジナルの場所から保管場所へと移動し、最後に再利用されるまでの過程を追跡します。また、ボールティング環境のセキュリティおよび利便性を向上させるボリュームの自動複製の設定および使用方法について説明します。

ボリュームのローテーション・ポリシーとボリュームの自動複製はオプションであり、独立した機能です。この2つの機能が同時に有効、いずれかが単独で有効、またはどちらも有効でない状態にできます。また、一部のボリュームでいずれかを有効にし、他のボリュームについてはOracle Secure Backupで移動や複製を行わず、管理されないままにしておくことも可能です。

この章は、次の項が含まれます。

	
ボールティングの概要


	
ボールティング環境の設定


	
ボールティング環境でのボリュームの追跡


	
既存のボールティング環境の管理


	
Recovery Managerおよびボールティング


	
ボールティングのトラブルシューティング








11.1 ボールティングの概要


この項では、Oracle Secure Backupのボールティングの概要を示します。初回のボールティング環境の設定に関する詳細な手順は、「ボールティング環境の設定」を参照してください。

この項の内容は次のとおりです。

	
場所について


	
ローテーション・ポリシーについて


	
ボールティングのスキャンについて


	
メディア移動ジョブについて


	
レポートについて


	
ボールティング・プロセスについて


	
ボリュームの複製の概要


	
ボリューム複製ポリシーについて


	
ボリューム複製スケジュールについて


	
ボリューム複製ジョブについて


	
ボリューム複製ウィンドウの概要


	
NDMPコピー対応仮想テープ・ライブラリについて








11.1.1 場所について


場所とは、ボリュームが存在する物理的な場所です。Oracle Secure Backupのボールティング機能では、ある場所から別の場所へとボリュームを移動して整理できます。Oracle Secure Backupでは、次のタイプの場所を認識できます。

	
アクティブな場所

アクティブな場所は、ローテーションが開始するところです。これには、テープ・ライブラリやスタンドアロン・テープ・ドライブが該当し、この場所でボリュームの書込みや記憶域要素への格納が行われます。Oracle Secure Backup管理ドメインに含まれ、Oracle Secure Backupインストール処理中にテープ・ライブラリおよびスタンドアロンのテープ・ドライブを構成するときに作成されます。


関連項目:

テープ・デバイスの構成の詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。




	
保管場所

保管場所は、ボリュームへの書込みが行われないときにボリュームを保管する場所です。Oracle Secure Backupでは、デフォルトで、Media_Recycle_Binという保管場所が作成され、ローテーション・サイクルを終了したボリュームに使用できます。追加の保管場所をいくつでも作成できます。たとえば、耐火性クローゼット、オフサイトのデータ・ウェアハウス、Iron Mountain社などのサード・パーティ保管ベンダーなどです。










11.1.2 ローテーション・ポリシーについて


ローテーション・ポリシーを作成して、場所間でのボリュームの移動を整理します。ローテーション・ポリシーで定義する内容は次のとおりです。

	
ボリュームのローテーションの開始点。これはアクティブな場所である必要があります。


	
ボリュームを移動できるすべての場所。


	
場所間での移動の順序。


	
次の場所に移動できるようになるまでに、各場所にボリュームが存在し続ける必要がある期間。


	
この期間の測定が開始されるイベント。




各ボリュームには、メディア・ファミリから継承される独自のローテーション・ポリシーがあります。

次に簡単なローテーション・ポリシーの例を示します。

	
ライブラリ内のボリュームは、最後の書込みから1週間後に移動することが可能になります。

ライブラリはアクティブな場所であり、ローテーションの開始点です。この場所に存在する期間は、最後の書込みイベントから1週間です。


	
ボリュームが次に移動する場所はストレージ・クローゼットです。

ストレージ・クローゼットは、「場所の追加」の手順に従って構成されているため、Oracle Secure Backupによって認識されます。


	
ボリュームは、期限切れから1日後にストレージ・クローゼットから移動できるようになります。

ストレージ・クローゼットに存在する期間は、期限切れイベントから1日です。


	
次にボリュームはメディアのごみ箱に移動します。










11.1.3 ボールティングのスキャンについて


アクティブな場所および保管場所を作成したら、Oracle Secure Backupがボールティングのスキャンを実行する日付と時間を指定できます。Oracle Secure Backupは、ボールティングをスキャンするとき、移動できるボリュームをカタログで検索します。ある場所で1つ以上のボリュームの候補が見つかると、その場所のすべてのボリュームの候補にメディア移動ジョブを作成します。ボールティングのスキャンでは、1つ以上の場所をスキャンできます。

ボールティングのスキャンの設定は、ボールティング環境の作成に必要です。ボールティングのスキャンが存在しない場合、Oracle Secure Backupはメディア移動ジョブを作成しません。つまり、ローテーション・ポリシーは実施されません。

メディア移動ジョブは、スキャン時のボリュームのイベントおよび存続期間に基づいて実行されるため、ボールティングのスキャンは、ジョブ用の時間の直前に終了するようにスケジュールします。ボールティングのスキャンからメディア移動ジョブまでの間隔が長すぎると、古いデータに基づいてメディアが移動されます。







11.1.4 メディア移動ジョブについて


メディア移動ジョブは、いずれかの場所で1つ以上のボリュームが移動に適格となったときに作成されます。移動に適格なボリュームを持つ場所ごとに、作成されるメディア移動ジョブは1つのみです。メディアの移動には、ボリュームの場所の変更またはボリュームのリコールが含まれます。メディア移動ジョブは、アクティブな場所および保管場所の内外へボリュームを移動できます。

ボールティングのスキャンから発生するメディア移動ジョブは、自動的に実行されません。ジョブは保留状態で作成され、実行するにはオペレータの操作が必要です。vaulting/autorunmmjobsポリシーでこの動作を上書きできます。


関連項目:

autorunmmjobsポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。









11.1.5 レポートについて


Oracle Secure Backupは、ある場所から別の場所へと移動するボリュームについていくつかのレポートを生成します。

この項の内容は次のとおりです。

	
場所レポート


	
スケジュール・レポート


	
選択レポート


	
配布レポート


	
例外レポート


	
欠落ボリューム・レポート








11.1.5.1 場所レポート


場所レポートには、特定の場所のボリュームがボリュームID順に表示されます。ボリュームごとに、次の移動先となる場所、および次の場所に移動できるようになる日付が表示されます。次の場所および移動適格日は、そのボリュームで有効なローテーション・ポリシーから取得されます。どのローテーション・ポリシーにも関連付けられていないボリュームについては、次の場所および移動日のフィールドにn/aと表示されます。欠落しているボリュームは、この場所レポートから除外されます。

期限切れイベント・ローテーション・ポリシーに関連付けられているコンテンツ管理のボリュームの場合、ボリュームの期限が切れるまで特定の移動日は指定されません。ボリュームの期限が切れるまで、場所レポートの「移動日」列にボリュームの期限は切れていません。移動できません。と表示されます。


関連項目:

「欠落ボリューム・レポート」



保管場所から移動できるボリュームを処理するメディア移動ジョブによって、ボリュームがin-transitとして扱われている場合、そのボリュームの移動日はin-transit since date-volume-was-marked-in-transitと表示されます。次の例に示すように、移動中のボリュームのみが場所レポートに表示されるように限定することができます。


ob> catrpt -t location -L vault -intransit 
                                  Location: vault
     ------------------------------------------------------------------------
Volume ID             Next Location            Move Date
mf1-000001            library_1                in-transit since 2008/02/01.9:00
mf3-000001            library_2                in-transit since 2008/02/01.9:00


この場所レポートでは、ボリュームmf1-000001とmf3-000001が場所vaultからそれぞれ場所library_1およびlibrary_2に移動中であると表示されています。


関連項目:

catrptコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。









11.1.5.2 スケジュール・レポート


スケジュール・レポートには場所レポートと同じ情報が表示されますが、移動適格日が指定した範囲内にあるボリュームのみが表示されます。







11.1.5.3 選択レポート


選択レポートは、メディア移動ジョブが作成およびスケジュールされると作成され、電子メールで通知されます(電子メールIDが構成されている場合)。選択レポートには、別の場所に送るすべてのボリュームの選択リストおよび次の場所に割り当てられたカスタマID(存在する場合)が表示されます。選択レポートは、テープ・ライブラリまたは保管場所からボリュームを収集し、梱包して次の場所に送るためのショッピング・リストだと考えることができます。







11.1.5.4 配布レポート


Oracle Secure Backupはメディア移動ジョブの最後に、配布レポートを作成します。選択レポートとは異なり、そのジョブ中に実際に取り出されたボリュームのみが表示されます。なんらかの理由でメディア移動ジョブ中にボリュームの取出しに失敗した場合、そのボリュームは、メディア移動ジョブの最初に作成された選択レポートには表示されていても配布レポートには表示されません。

配布レポートには、メディア移動ジョブの結果、特定の場所に送られるすべてのボリュームおよび次の場所に割り当てられたカスタマID(存在する場合)が表示されます。配布レポートは、特定の場所へのボリュームの発送に含める納品書だと考えることができます。







11.1.5.5 例外レポート


例外レポートには、現在の場所とあるべき場所が異なるすべてのボリュームについて、両方の場所が表示されます。たとえば、保管場所からボリュームをリコールしてテープ・ライブラリに戻した場合、そのボリュームは、該当するテープ・ライブラリの例外レポートに表示されます。







11.1.5.6 欠落ボリューム・レポート


obtoolのcatrptコマンドを使用して、オンデマンドで1つ以上の特定の場所に対する欠落ボリューム・レポートを生成できます。場所を指定しない場合、すべての場所に対する欠落ボリューム・レポートが生成されます。次に、2つのcatrptコマンドの出力例を示します。1番目ではvaultという場所が指定され、2番目ではすべての場所に適用されています。


ob> catrpt -t missing -L vault
 
Volume ID            Last location      Expected location     Missing since
mf1-000001           vault              library_1             2008/12/01.12:21 
mf3-000001           vault              library_2             2008/12/01.12:21

ob> catrpt -t missing
 
Volume ID            Last location      Expected location     Missing since
mf1-000001           vault              library_1             2008/12/01.12:21
mf3-000001           vault              library_2             2008/12/01.12:21
mf4-000001           ironmtn            library_1             2008/12/01.12:21



関連項目:

catrptコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。











11.1.6 ボールティング・プロセスについて


保管場所、ローテーション・ポリシーおよびボールティングのスキャン・スケジュールを設定したら、各ボリュームの移動は、そのライフ・サイクル全体にわたって、一定の手順に従って管理されます。Oracle Secure Backupは、ボールティングのスキャン・スケジュールで定義された間隔で次の操作を実行します。

	
カタログをスキャン


	
次の場所に移動できるボリュームを特定


	
移動に適格なボリュームを1つ以上持つ場所ごとに、メディア移動ジョブを作成


	
既存の場所から別の場所へボリュームの移動が円滑に行われるように、選択レポートと配布レポートを作成




オペレータは、手動で次のタスクを実行します。

	
メディア移動ジョブの実行


	
選択レポートを利用した現在のアクティブな場所または保管場所からのボリュームの抽出


	
ボリュームを配布レポートとともに圧縮


	
それぞれの場所へのボリュームの転送




バックアップ・データの安全性の強化、またはオンサイトのバックアップとオフサイトの保管にそれぞれ異なったメディア・ファミリを使用する場合は、Oracle Secure Backupのボールティング・プロセスとボリュームの自動複製を併用できます。







11.1.7 ボリュームの複製の概要


ボリュームの複製により、重要なデータを保護できます。たとえば、ボリュームの複数のコピーを異なる場所に保管することで、サイトでの災害によるデータ損失を防ぐことができます。1つのコピーを安全な格納施設に長期保管のために送り、もう1つのコピーをすぐに使用できるようにデータ・センターに置くことができます。リストア操作で、Oracle Secure Backupは、最も早く取得できるボリュームを自動的に選択できます。

オリジナルのボリュームと複製したボリュームの内容は同じです。オリジナル・ボリュームが圧縮されている場合、複製ボリュームも圧縮されます。各オリジナルまたは複製ボリュームは一意のオブジェクト識別子を持ち、lsvolの出力でVOIDとして表示されます。また、lsvolの出力にはOOIDというオリジナルのボリュームのオブジェクト識別子も表示されます。オリジナル・ボリュームのVOIDとOOIDは同じです。ボリュームのVOIDとOOIDが異なる場合、そのボリュームは、オブジェクト識別子がOOIDのボリュームから作成された複製ボリュームです。

複製ボリュームの書込みウィンドウは常に閉じています。このため複製ボリュームは読取り専用になります。複製ボリュームを再利用できるのは、期限切れになるか、ボリュームのラベルを強制的に解除するか、あるいはボリューム・ラベルをリライトした場合のみです。オリジナル・ボリュームの書込みウィンドウは、最初の複製が作成された後で閉じます。これにより、オリジナル・ボリュームへの書込みが停止され、複製ボリュームとの整合性が保持されます。

Oracle Secure Backupは、リストア操作では常にオリジナル・ボリュームを使用しようとします。オリジナル・ボリュームが壊れていたり、オフサイトの場所にあるために使用できず、複製ボリュームがアクティブな場所にある場合は、リストア操作で自動的に複製ボリュームが使用されます。


関連項目:

lsvolコマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。









11.1.8 ボリューム複製ポリシーについて


ボリューム複製ポリシーは、作成する複製ボリュームの数、複製に使用するメディア・ファミリ(オリジナル・ボリュームのメディア・ファミリと異なってもかまわない)、およびボリュームを複製の対象とするトリガーを指定します。複製ボリュームでオリジナル・ボリュームを置き換えるかも指定できます。これは、ボリュームの移行と呼ばれます。

ボリュームは、メディア・ファミリを通じて複製ポリシーに関連付けられます。メディア・ファミリは、複製ポリシーを1つのみ持つことができます。







11.1.9 ボリューム複製スケジュールについて


ボリューム複製スケジュールでは、スケジュールされたボリュームの複製が実行される日時と場所、ボリューム複製ジョブの優先度、および複製ジョブが実行されなかった場合にそのジョブが期限切れになるまでの経過時間を指定します。

ボリューム複製のスケジュールは、ボールティングのスキャンのスケジュールに類似しています。Oracle Secure Backupはカタログをスキャンして、各メディア・ファミリの複製ポリシーに基づいて複製できるボリュームがあるかどうかを調べます。複製対象のボリュームが見つかった場合、Oracle Secure Backupにより、そのボリュームの複製ジョブが作成されます。ボリューム複製ジョブは、ボリューム複製ウィンドウの中で自動的に実行されます。







11.1.10 ボリューム複製ジョブについて


複製ウィンドウ内で実行されるボリューム複製ジョブがスケジュールされると、Oracle Secure Backupスケジューラは必要なリソースを予約し、ジョブをメディア・サーバーにディスパッチします。

ボリューム複製ジョブのリソース制限が指定されている場合、スケジューラはジョブの実行用に指定されたリソースを選択します。制限が指定されていない場合、スケジューラは、複製で使用する最適なテープ・デバイス・セットの選択を試みます。スケジューラはまず、同じメディア・サーバーに接続されたテープ・デバイスを調べます。同じメディア・サーバー上のテープ・デバイスが使用可能な場合、ボリューム複製ジョブはそのメディア・サーバーで実行されます。

複製されるボリュームがNDMPコピー対応テープ・ライブラリ(VTL)にあり、Oracle Secure Backupライブラリ・オブジェクトを作成するときに、mkdev --class vtlオプションを指定した場合、VTLに接続されている1つまたは複数の物理ライブラリが優先されます。

複製されたボリュームは、オリジナル・ボリュームの各バックアップ・セクションの暗号化の状態を保持します。したがって、オリジナル・ボリューム上の暗号化されたセクションは、複製されたボリュームでも暗号化されます。複製されるボリュームがハードウェア暗号化されている場合、Oracle Secure Backupはハードウェア暗号化に対応したテープをマウントしようとします。そのようなボリュームがない場合、ジョブは保留状態になり、バックアップ・オペレータの入力が必要になります。


注意:

少なくともオリジナル・ボリュームと同じ容量のある別のボリュームにのみ、オリジナル・ボリュームを複製できます。



また、obtoolのdupvolコマンドを使用して、ボリューム複製ジョブをオンデマンドで実行することもできます。


関連項目:

	
「NDMPコピー対応仮想テープ・ライブラリについて」


	
obtoolのmkdevコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
dupvolの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。












11.1.11 ボリューム複製ウィンドウの概要


Oracle Secure Backupによりスケジュールされた複製ジョブは、ボリューム複製ウィンドウの期間中に実行されます。Oracle Secure Backupでは、10:00時に開始して20:00時に終了する日次ボリューム複製ウィンドウが自動的に生成されます。







11.1.12 NDMPコピー対応仮想テープ・ライブラリについて


NDMPコピー対応仮想テープ・ライブラリ(VTL)は、NDMPサーバーおよび複数のアクセス・パスが埋め込まれた仮想テープ・ライブラリです。埋込みNDMPサーバーでは、メディア・サーバー上で実行中のアプリケーションからVTLへのボリューム複製に関連付けられたI/Oの負荷を軽減できます。図11-1は、一般的な物理レイアウトを示しています。


図11-1 一般的なNDMPコピー対応VTL

[image: 図11-1の説明が続きます]



従来のSCSIまたはファイバ・チャネル(FC)インタフェースでは、メディア・サーバーから仮想ライブラリおよびそのドライブへのダイレクト・アクセス・パスが提供されます。埋込みNDMPサーバーでは、仮想ライブラリおよびそのドライブへのネットワーク・アクセスが提供されます。NDMPサーバーでは、VTL/NDMPホストに接続された物理ライブラリおよびドライブへのネットワーク・アクセスも提供されます。物理ライブラリは、ファイバ・チャネル・パスで仮想ライブラリに接続されます。

仮想ドライブへのSCSI/FCダイレクト・アクセス・パスは、ネットワーク接続よりも多くの帯域幅を提供できるため、通常、接続されたメディア・サーバー上のデータのバックアップに使用されます。

図の物理ドライブはVTLに直接接続されているため、NDMPアクセス・パスによってのみアクセスできます。もう1つの一般的なレイアウトは、共有ストレージ・エリア・ネットワークに接続された物理ライブラリです。


関連項目:

「NDMPボリューム複製」











11.2 ボールティング環境の設定



この項では、ボールティング環境の構成手順を詳しく説明します。

この項の内容は次のとおりです。





	
場所の追加


	
ローテーション・ポリシーの追加


	
ローテーション・ポリシーとメディア・ファミリの関連付け


	
ボールティングのスキャン・スケジュールの追加


	
オンデマンド・ボールティング・スキャンの実行


	
メディア移動ジョブの実行


	
場所レポートの表示


	
ボリュームのリコール


	
ボリュームのリリース


	
選択レポートおよび配布レポートの表示


	
ボリューム複製ポリシーの追加


	
ボリューム複製ポリシーとメディア・ファミリの関連付け


	
ボリューム複製ウィンドウの追加


	
ボリューム複製スケジュールの追加


	
ボリューム複製ジョブの実行


	
オンデマンド・ボリューム複製


	
別のドメインへの複製ボリュームのエクスポート


	
NDMPボリューム複製










11.2.1 場所の追加



メディアのライフ・サイクルにおいて、ボリュームは、テープ・ライブラリなどのアクティブな場所またはオンサイトの収納室などの保管場所に置かれます。Oracle Secure Backupでは、管理ドメインのアクティブな場所それぞれの情報が自動的に格納されます。

保管場所は、Oracle Secure Backupによって管理されているボリュームを保管する、テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブの外部にある任意の場所です。保管場所の情報はOracle Secure Backupによって自動的に収集されません。この情報は、Webツールまたはobtoolの場所に関するコマンドを使用して提供する必要があります。


関連項目:

obtoolの場所に関するコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。







保管場所を追加するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「場所」をクリックします。

「構成: 場所」ページが表示されます。

このページには、管理ドメイン内のテープ・ライブラリおよびテープ・ドライブに対応したアクティブな場所が表示されます。また、このページには、Oracle Secure Backupによって生成されるMedia_Recycle_Binという保管場所も表示されます。


	
「追加」をクリックします。

「構成: 場所 > 新規場所」ページが表示されます。


	
「場所」フィールドに保管場所の名前を入力します。

これはローテーション・ポリシーを作成するとき、この場所の名前として使用します。この名前は、ボールティング・プロセスで生成されるレポートにも表示されます。


関連項目:

	
「ローテーション・ポリシーの追加」


	
「場所レポートの表示」


	
「選択レポートおよび配布レポートの表示」






入力する名前は、英数字で始まる必要があります。名前は文字、数字、ダッシュ、アンダーライン、およびピリオドのみで構成されます。入力できる最大文字数は127文字です。


	
「カスタマID」フィールドにカスタマIDを入力します。

ボールティング・ベンダーに、ボールティング・プロセスのIDが必要な場合、そのIDをこのフィールドに設定します。カスタマIDは、この場所のメディア移動ジョブで作成されるすべての配布レポートに表示されるため、この場所で移動されるすべてのボリュームに添付されます。

この手順はオプションです。


	
メディアの移動をリクエストするとき、オフサイト保管ベンダーに送信される通知のタイプを選択します。選択肢は「なし」または「Iron Mountain FTP」です。

Iron Mountain社は電子通信の処理に必要なFTP書式を公開しました。「Iron Mountain FTP」を選択した場合は、Oracle Secure Backupがこの場所からのボリュームの返却をリクエストするとき、保管ベンダーにFTPで送信できるように、この書式の選択レポートおよび配布レポートが追加で作成されます。これらのレポートには、オフサイトの場所からリクエストされるすべてのボリュームのバーコードのリストがあります。選択レポートと配布レポートは、レポート名のPまたはDで区別され、すべてのプラットフォームのdb/reportディレクトリに保存されます。


注意:

これらのレポートは、Oracle Secure Backupによって保管ベンダーに自動的に送信されません。ユーザーがFTPで送信する必要があります。




関連項目:

選択レポートおよび配布レポートの詳細は、「選択レポートおよび配布レポートの表示」を参照してください




	
メール宛先フィールドに1つ以上の電子メール・アドレスを入力します。

ここに指定した電子メール・アドレスは、この場所のボリュームを含むメディア移動についての選択レポートまたは配布レポートを受け取ります。メディア移動ジョブの処理にユーザーの介入が必要な場合、場所オブジェクトで構成された電子メールが通知を受け取ります。

このオプションが機能するためには、電子メール・システムが管理サーバーで稼働している必要があります。複数入力するときはカンマで区切ります。


	
「リコール時間」フィールドにリコール時間を入力します。

このオプションでは、この保管場所から管理ドメインにボリュームをリコールするときにかかる時間を指定できます。この設定を使用して、RMANで開始されたリストア・リクエストが失敗するかどうかを判別できます(使用する必要があるテープ・ボリュームを指定のリソース待機時間内に提供できないと、リクエストが失敗します)。複製ボリュームが存在する場合は、この値によって、リコール時間が最も短い複製ボリュームを判断できます。このボリュームがリストア操作に使用されます。


	
保管サイトの説明やその他の情報を「コメント」フィールドに入力します。


	
「OK」をクリックします。

「構成: 場所」ページに正常終了のメッセージが表示され、追加の保管場所が場所のリストに表示されます。












11.2.2 ローテーション・ポリシーの追加



ボリュームに関連付けられたローテーション・ポリシーは、そのボリュームのライフ・サイクルの過程でのボリュームの物理的な管理を定義します。ローテーション・ポリシーにより、最初のアクティブな場所(ボリュームが書き込まれる場所)から、ボリュームが再利用されるまで、別の場所へとボリュームが移動される順序および時間が決まります。

ローテーション・ポリシーは、ローテーション・ルールの順序付けされたリストです。各ローテーション・ルールでは、場所、ボリュームがその場所に保持される時間および保存クロックの実行を開始するイベントが指定されます。ローテーション・ポリシーは1つのローテーション・ルールで構成されることがあります。この場合、そのルールで指定された保存期間が終わると、ボリュームは再利用の対象となります。

ローテーション・ポリシーには、次のタイプがあります。





	
制約ローテーション・ポリシー

このタイプのローテーション・ポリシーでは、ポリシーによって制御されるボリュームがライフサイクルを開始する、特定のテープ・ドライブまたはテープ・ライブラリが指定されます。バックアップはこのポリシーの制約に従います。バックアップは、この制約で定義されたリソースのみを使用します。他のアクティブな場所でライフサイクルを開始するボリュームには適用されません。


	
非制約ローテーション・ポリシー

このタイプのローテーション・ポリシーでは、最初の場所をワイルドカード(*)で指定します。任意のアクティブな場所でライフサイクルを開始するボリュームに適用されます。




一時保管場所は、ローテーション・ポリシーに指定できる保管場所です。一時保管場所には、次の重要なプロパティがあります。

	
一時保管場所はメディア・ライフ・サイクルの最終地点です。

一時保管場所を指定した場合、Oracle Secure Backupはボリュームが再利用される前にこの場所に移動します。一時保管場所を指定しない場合、Oracle Secure Backupはローテーション・ポリシーを使用して、ボリュームをオリジナルの場所に返却します。保管場所からデータ・センターに返されたボリュームは、受信時にテープ・ライブラリまたはスタンドアロン・テープ・ドライブに直接挿入するか、必要になるまで一時保管場所に格納できます。


	
一時保管場所には期間がありません。

ボリュームは、テープ・デバイスに挿入されてライフ・サイクルを開始するまで、一時保管場所に格納されたままになります。ボリュームのラベル付けを解除または上書きしたとき、一時保管場所から削除されます。


	
一時保管場所は使用しなくてもかまいません。

Oracle Secure Backupには、Media_Recycle_Binという一時保管場所が事前定義されています。追加の一時保管場所を定義することもできます。


	
ポリシーに対して一時保管場所を指定する場合は、ポリシーの最後のルールで指定する必要があります。




Oracle Secure Backup Webツールを使用してローテーション・ポリシーを追加するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ローテーション・ポリシー」をクリックします。

「構成: ローテーション・ポリシー」ページが表示されます。

このページには、現在構成されているすべてのローテーション・ポリシーのリストが表示されます。Oracle Secure Backupでは、ローテーション・ポリシーが自動的に生成されないため、ボールティング環境を初めて設定する場合、このリストは空です。


	
「追加」をクリックします。

「構成: ローテーション・ポリシー > 新規ローテーション・ポリシー」ページが表示されます。


	
「ローテーション・ポリシー」フィールドにローテーション・ポリシーの名前を入力し、「適用」をクリックします。

ローテーション・ポリシーにローテーション・ルールを追加するには、ローテーション・ポリシーの名前を入力した後、「適用」をクリックする必要があります。

入力する名前は、英数字で始まる必要があります。名前は文字、数字、ダッシュ、アンダーライン、およびピリオドのみで構成されます。入力できる最大文字数は127文字です。

「構成: ローテーション・ポリシー > policy_name」ページが表示され、追加のローテーション・ポリシーが正常に作成されたことがわかります。


	
追加のローテーション・ポリシーは存在しますが、ローテーション・ルールがないため、ボリュームを管理できません。最初のローテーション・ルールを追加するには、次のようにします。

	
「場所」リストから場所を選択します。

ローテーション・ポリシーの最初のローテーション・ルールは、アクティブな場所を指定する必要があります。


	
「イベント」リストでイベントを選択します。

指定したイベントによって、このボリュームの保存クロックが開始します。アクティブな場所では、次のイベントを選択できます。

	
firstwrite

ボリュームへの最初の書込みが発生する時間。


	
lastwrite

ボリュームへの最後の書込みが発生する時間。ボリュームへの追加の書込みが発生するたびに、ボリュームの最後の書込み時間がリセットされます。


	
nonwritable

ボリュームが一杯であるか、書込みウィンドウが閉じている、またはメディア・ファミリが追加不可として構成されています。


	
windowclosed

書込みウィンドウは閉じています。書込みウィンドウは、ボリューム・セットを更新するために(通常は、別のバックアップ・イメージが追加されます)開いたままにしている期間です。書込みウィンドウは、セット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間に開き、書込みウィンドウの期間が経過した後に閉じます。





注意:

arrivalイベントおよびexpirationイベントは、保管場所でのみ有効です。これらのイベントは、手順7で説明します。




	
期間フィールドに数値を入力し、隣接するリストから測定単位を選択します。

期間フィールドには、メディア移動ジョブでボリュームを移動できるようになるまでに経過する必要がある時間を入力します。クロックは、前の手順で指定したイベントの完了時に開始します。

期間値にDISABLEDを指定した場合、ボリュームは関連付けられた場所に永続的に残されます。ローテーション・ポリシーで、DISABLED値は最後の場所に対してのみ許可されます。


	
このローテーション・ルールのローテーション・ポリシーでの位置を選択します。

これは最初のローテーション・ルールであるため、このフィールドはデフォルト値の1のままにしておきます。ローテーション・ルールの順序によって、場所間でのボリュームの移動の順序が決まります。


	
「追加」をクリックします。

「構成: ローテーション・ポリシー > policy_name」ページがリフレッシュされ、ローテーション・ルール・フィールドに追加のローテーション・ルールが表示されます。





	
必要に応じて、追加のローテーション・ルールを指定して、ボリュームへの書込みが終了したとき、ボリュームを保管場所に送信できます。ローテーション・ルールを追加するには、次のようにします。

	
「場所」リストから場所を選択します。


	
「イベント」リストでイベントを選択します。

指定したイベントによって、この場所の保存クロックが開始します。このローテーション・ルールのアクティブな場所を指定した場合は、手順6に示されたイベントを選択できます。このローテーション・ルールの保管場所を指定した場合は、次のイベントを選択できます。

	
arrival

この場所でボリュームを受信する時間。受信時間は、ボリュームをこの場所に移動したメディア移動ジョブの完了時間であると想定されます。


	
expiration

ボリュームが期限切れになる時間。





	
期間フィールドに数値を入力し、隣接するリストから測定単位を選択します。


	
挿入位置リストから、このローテーション・ルールのローテーション・ポリシーでの位置を選択します。

「最後」を選択してローテーション・ポリシーの最後にローテーション・ルールを追加するか、1より大きい数値を選択して中間の位置にローテーション・ルールを追加します。ローテーション・ポリシーの最初のローテーション・ルールは、アクティブな場所を指定する必要があります。


	
「コメント」フィールドに、このローテーション・ルールの説明を追加します。

この手順はオプションです。


	
「追加」をクリックします。

「構成: ローテーション・ポリシー > policy_name」ページがリフレッシュされ、ローテーション・ルール・フィールドに追加のローテーション・ルールが表示されます。





	
必要に応じて、一時保管場所のローテーション・ルールを追加します。


	
ローテーション・ルールを追加したら、「OK」をクリックします。

「構成: ローテーション・ポリシー」ページの「ローテーション・ポリシー」リストに、追加のローテーション・ポリシーが表示されます。












11.2.3 ローテーション・ポリシーとメディア・ファミリの関連付け



ボリュームは、ローテーション・ポリシーに関連付けられています。ボリュームのローテーション・ポリシーは、そのボリュームのメディア・ファミリから継承されます。ボリュームのライフ・サイクルにおけるボリュームの移動は、オリジナルの場所から移動した時点でのメディア・ファミリに対する有効なローテーション・ポリシーによって管理されます。

各メディア・ファミリにはローテーション・ポリシーを1つだけ割り当てることができ、そのファミリのすべてのボリュームに適用されます。ローテーション・ポリシーのメディア・ファミリとの関連付けはオプションです。メディア・ファミリにローテーション・ポリシーが関連付けられていない場合、そのメディア・ファミリを使用して作成されたボリュームの移動は、Oracle Secure Backupによって管理されません。

メディア・ファミリのローテーション・ポリシーを変更すると、そのメディア・ファミリを使用して作成され、かつポリシーの変更時または変更後にアクティブな場所にあるすべてのボリュームのローテーション・ポリシーが変更されます。そのメディア・ファミリで作成されたボリュームが保管場所に置かれている場合、そのボリュームのローテーション・ポリシーは変更されません。そのメディア・ファミリを使用して作成されたボリュームのアクティブな場所が無効となるようなメディア・ファミリのローテーション・ポリシーの変更はできません。

メディア・ファミリに制約ローテーション・ポリシーが関連付けられている場合、そのファミリを使用するバックアップでは、ローテーション・ポリシーで最初の場所としてリストされたテープ・デバイスのみが使用されます。制約ローテーション・ポリシーは、実質的にバックアップを1つのライブラリに制限しますが、ライブラリ内のドライブの選択は制限されません。バックアップを特定のドライブに制限するには、スケジュールまたはバックアップのデバイス制限を構成する必要があります。Oracle Secure Backupでは、制約ローテーション・ポリシーと競合する可能性があるデバイス制限は構成できないことに注意してください。

たとえば、制約ローテーション・ポリシーを使用して、メディア・ファミリmymfをテープ・ライブラリqualstar1に限定した場合、メディア・ファミリmymfのボリュームは、qualstar1以外のテープ・デバイスをオリジナルの場所として持つことはできません。その後、メディア・ファミリmymfを指定してバックアップを行うとき、バックアップをテープ・ライブラリqualstar2に制限しようとすると、そのバックアップ・コマンドは制約ローテーション・ポリシーと競合するため、次のエラーが生成されて失敗します。


Error: specified device restriction conflicts with media family device restriction.





ローテーション・ポリシーをメディア・ファミリに関連付けるには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「基本」セクションの「メディア・ファミリ」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ」ページが表示されます。


	
ローテーション・ポリシーに関連付けるメディア・ファミリを選択して、「編集」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ > family_name」ページが表示されます。


	
「ローテーション・ポリシー」リストからローテーション・ポリシーを選択し、「OK」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ」ページに正常終了のメッセージが表示されます。












11.2.4 ボールティングのスキャン・スケジュールの追加



ボールティングをスキャンする際、Oracle Secure Backupは1つ以上の場所をスキャンして、それらの場所のボリュームに関連付けられたローテーション・ポリシーに基づいて移動できるボリュームを判別します。場所から移動できる1つ以上のボリュームが見つかった場合、Oracle Secure Backupは、その場所のすべての移動対象となるボリュームに対してメディア移動ジョブを1つ作成します。メディア移動ジョブは、オペレータが明示的に実行するまで、保留状態になります。

複製が保留中のボリュームについては、メディア移動は検討されません。複製ジョブを取り消すと、Oracle Secure Backupは、そのボリュームの複製を作成する意図がないと判断してメディア移動を許可します。

ローテーション・ポリシーを使用する場合は、管理ドメイン全体でボールティングのスキャン・スケジュールを1つ作成するか、ローテーション・ポリシーの場所ごとにボールティングのスキャン・スケジュールを個別に作成する必要があります。ボールティングのスキャンがないと、Oracle Secure Backupは移動できるボリュームを選択できません。


関連項目:

「ボリューム複製ジョブの実行」







ボールティングのスキャンをスケジュールするには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、ボールティングのスキャン・スケジュールをクリックします。

「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール」ページが表示されます。


	
「追加」をクリックします。

「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール > ボールティングのスキャンの新規スケジュール」ページが表示されます。


	
ボールティングのスキャン・スケジュール・フィールドにボールティングのスキャン・スケジュールの名前を入力します。

スケジュールの名前は大/小文字を区別し、英数字で始める必要があります。使用できる文字は英数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです。最大文字数は127文字です。


	
「優先度」フィールドに値を入力します。

この値が低ければ低いほど、スケジューラによってジョブに割り当てられる優先度は高くなります。デフォルトのスケジュール優先度は100です。優先度1は、ジョブに割り当てることができる最高の優先度です。


	
「制限」リストから場所を選択します。

[Ctrl]を押しながらクリックして複数の場所を選択したり、[Shift]を押しながらクリックして一連の場所を選択したりすることもできます。場所を選択しない場合、Oracle Secure Backupはすべての場所をスキャンします。


	
ボールティングのスキャン・スケジュールが作成される状態を選択します。

	
ボールティングのスキャン・スケジュールを即時に有効にする場合は「有効」を選択します。これはデフォルトの設定です。


	
ボールティングのスケジュールを即時に有効にしない場合は「無効」を選択します。

ボールティングのスキャン・スケジュールを無効状態で作成した場合は、「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール」ページに戻って、ボールティングのスキャン・スケジュールを編集することで、後から状態を変更できます。


関連項目:

「ボールティングのスキャン・スケジュールの管理」







	
メディア・ファミリの選択で、必要に応じて1つ以上のメディア・ファミリを選択します。

メディア・ファミリを選択した場合、Oracle Secure Backupは選択されたメディア・ファミリのみをスキャンします。メディア・ファミリを選択しなかった場合、Oracle Secure Backupはすべてのメディア・ファミリをスキャンします。


	
「適用」をクリックします。

「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール > schedule_name」ページが表示されます。


	
「トリガー」をクリックします。

図11-2に示すように、「管理: ボールティング・スキャン・スケジュール > schedule_name > トリガー」ページが表示されます。


図11-2 ボールティング・スキャンの「トリガー」ページ

[image: 図11-2の説明が続きます]



	
「時間」セクションで、トリガーの時刻を「時間」および「分」のリストから選択します。


	
「トリガー・タイプ」リストからトリガー・タイプを選択します。


	
トリガー・タイプとして「日」を選択した場合は、次の操作を実行します。

	
ボールティングのスキャンを実行する日を選択します。

	
毎日を選択

このオプションでは、毎日(1週間に7日間)、ボールティングのスキャンが行われます。


	
平日を選択

このオプションでは、平日(月曜日から金曜日)に毎日、ボールティングのスキャンが行われます。


	
週末を選択

このオプションでは、土曜日と日曜日のみボールティングのスキャンが行われます。


	
1つまたは複数の曜日を選択





	
月のどの週にボールティングのスキャンを実行するかを選択します。

デフォルトは毎週です。


	
平日の例外セクションで、ボールティングのスキャンを行わない曜日を指定できます。除外のリストから例外、「時間」リストから「次より前」または「次より後」、日の指定のリストから特定の平日を選択します。





	
トリガー・タイプとして「月」を選択した場合は、月単位の日のセクションでオプションを選択します。


	
「追加」をクリックします。


	
別のトリガーを追加する場合は、手順12に戻ります。

トリガーを追加したら、ページの一番上のトピック・リストでボールティングのスキャン・スケジュールをクリックします。

「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール」ページで、別のボールティングのスキャン・スケジュールがスケジュールのリストに表示されます。












11.2.5 オンデマンド・ボールティング・スキャンの実行



Webツールを使用して、スケジュール済のスキャンを作成せずに、1回かぎりのオンデマンド・ボールティング・スキャンを実行できます。





1回かぎりの、オンデマンド・ボールティング・スキャンを実行するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションのすぐにボールティングをクリックします。

「管理: すぐにボールティング」ページが表示されます。


	
「優先度」に、オンデマンド・ボールティング・スキャンの優先度を入力します。

ジョブの優先度は正の数値で示されます。値が低ければ低いほど、スケジューラによってジョブに割り当てられる重要性は高くなります。スケジューラは、重要性が低いジョブより重要性が高いジョブのディスパッチを優先します。

この手順はオプションです。デフォルトの優先度は100です。


	
「有効期限」に値を入力し、隣のリストから単位を選択します。

オンデマンド・ボールティング・スキャンを即時に実行できない場合、Oracle Secure Backupは指定された時間待機してからジョブを削除します。時間が指定されていない場合、Oracle Secure Backupはそのジョブで永続的に待機します。


	
「日付」および「時刻」に、必要に応じてスキャンに対する日付と時刻を入力します。

デフォルトでは、現在の日付と時刻が表示されており、即時にスキャンが実行されることを示します。


	
メディア・ファミリの選択で、必要に応じてメディア・ファミリを選択します。

[Shift]を押しながらクリックすると、複数のメディア・ファミリを選択できます。1つ以上のメディア・ファミリを選択した場合、Oracle Secure Backupは選択されたメディア・ファミリに属するボリュームのみをチェックします。メディア・ファミリを選択しなかった場合、オンデマンド・ボールティング・スキャンではすべてのボリュームがチェックされます。


	
「制限」リストから場所を選択します。

[Shift]を押しながらクリックすると、複数の場所を選択できます。1つ以上の場所を選択した場合、Oracle Secure Backupは選択された場所のみをチェックします。

この手順はオプションです。場所を選択しない場合、オンデマンド・ボールティング・スキャンではすべての場所がチェックされます。


	
「実行」をクリックします。

「管理: すぐにボールティング」ページがリフレッシュされ、次のようなメッセージが表示されます。


Info:  vaulting scan request 1 submitted; job id is admin/3


ボールティングのスキャンの進捗状況は、「管理」ページでチェックできます。












11.2.6 メディア移動ジョブの実行



一般的な大規模な組織のボールティングは、次のように編成できます。

	
Oracle Secure Backup管理者がバックアップ・オペレータに、Webツールの「管理: ジョブ」ページでメディア移動ジョブのスケジュールを確認する日時を伝えます。


	
リストのメディア移動ジョブのスケジュールごとに、バックアップ・オペレータは、移動するボリュームに添付する必要があるレポートを印刷します。

すべてのメディア移動ジョブの選択レポートと配布レポートを作成します。


注意:

autorunmmjobsポリシーを使用してメディア移動ジョブが自動的に開始するように設定できますが、様々な理由から、メディア移動ジョブを完了するには手動による介入が必要な場合があります。詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




	
バックアップ・オペレータはメディア移動ジョブを実行します。


	
オペレータは、取り出したボリュームを格納していたライブラリから削除します。

ライブラリの取出しタイプによって、ボリュームを取り出すためのオペレータの実際の操作が決まります。オペレータは、選択レポートを使用して取り出したボリュームを確認できます。


	
オペレータは、取り出したボリュームに配布レポートのコピーを添付して転送用に圧縮します。





関連項目:

「ボリュームのライブラリからの取出し」



保管場所からローカル・データ・センターに戻すようにスケジュールされたボリュームは、配布レポートにリストされます。このレポートは、データ・センターに返却するボリュームを特定するため、保管場所のオペレータ(オフサイト保管ベンダーである場合もあります)に提供されます。返却されたボリュームは、テープ・ライブラリに直接挿入するか、テープ・ライブラリに再セットする必要が生じるまで一時保管場所に格納しておきます。

ボリュームの返却用のメディア移動ジョブが作成されたら、そのジョブを実行します。返却が必要なボリュームは、次のいずれかの動作が発生するまで移動中のマークが付けられます。





	
ボリュームが保存先のライブラリに挿入され、ライブラリでinventoryが実行される。


	
chvol --notintransitコマンドによって、ボリュームが移動中でない、すなわち所定の場所に置かれていることがマーキングされる。




通常、小規模なサイトでは、Oracle Secure Backup管理者が前述のすべてのタスクを実行します。


関連項目:

	
配布レポートおよび選択レポートの詳細は、「選択レポートおよび配布レポートの表示」を参照してください。


	
chvolコマンドの--notintransitオプションの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。










Oracle Secure Backup Webツールを使用してメディア移動ジョブを実行するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
「管理」セクションの「ジョブ」をクリックします。

図11-3に示すとおり、「管理: ジョブ」ページが表示されます。


図11-3 「管理: ジョブ」ページ

[image: 図11-3の説明が続きます]



	
デフォルトでは、「管理: ジョブ」ページには、次のカテゴリのアクティブなジョブに関する情報が表示されます。

	
ファイルシステム・バックアップ


	
ファイルシステム・リストア


	
データセット


	
Oracleバックアップ


	
Oracleリストア


	
メディアの移動


	
重複




「管理: ジョブ」ページに表示されるジョブを制御するには、先に選択されているオプションの選択を解除するか、次の追加オプションを選択します。

	
完了


	
保留中


	
入力保留中


	
本日


	
スケジュール時間


	
開始日


	
終了日


	
スキャン制御




「ホスト」リストからホストを、「ユーザー」リストからユーザーを、「データセット」リストからデータセットを、またはこれらを任意に組み合せて選択することによって、表示されるジョブを制御することもできます。


	
「ジョブ・ステータス」で「保留中」を選択し、「適用」をクリックします。

「管理: ジョブ」ページがリフレッシュされ、保留中のジョブがジョブのリストに表示されます。


	
メディア移動ジョブを選択し、「実行」をクリックします。


	
「現在」および「メディアの移動」オプションを選択します。


	
「デバイス」リストは「なし」に設定しておきます。


	
「適用」をクリックします。

「管理: ジョブ」ページに正常終了のメッセージが表示され、メディア移動ジョブが発行されたことを示します。

ジョブ・リストの「状態」列は、ジョブが正常に終了したか、オペレータの操作が必要であることを示します。メディア移動ジョブを完了するためにオペレータの操作が必要な場合、電子メール・ジョブ・サマリーに構成されたOracle Secure Backupユーザーは、次のようなメッセージを受信します。


Dear reader:
 
Oracle Secure Backup job 3 is requesting assistance.
The job will resume when an operator responds.
 
If you'd like to view and optionally respond to this request, use --
  . the Web tool's Manage/Jobs interface and its Show Transcript function, or
  . obtool's transcript display command:  obtool catxcr --tail 25 3
 
Thank you,
Oracle Secure Backup


前述のメッセージが表示された場合、次のステップに進みます。それ以外の場合は、ここで停止します。


	
次の手順に従って、オペレータの操作を行います。

	
「管理: ジョブ」ページで、「トランスクリプトの表示」をクリックします。


	
トランスクリプトの最後にスクロールして、オペレータの操作が必要な理由を確認します。


	
「ユーザー入力が必要です」フィールドに適切なコマンドを入力します。


	
「適用」をクリックします。













11.2.6.1 移動中のフラグ


メディア移動ジョブがライブラリから保管場所にボリュームを移動すると、Oracle Secure Backupは、ボリュームがライブラリから取り出されたことを認識し、即時にカタログを更新して指定された場所のボリュームを示します。ボリュームが保管場所に置かれるまでに数日かかる場合もありますが、カタログを即時に更新しても問題はありません。

メディア移動ジョブが保管場所からライブラリにボリュームを移動しても、Oracle Secure Backupは、ボリュームが保管場所の外へ出されたかどうかを判別できません。Oracle Secure Backupがカタログを即時に更新してボリュームが変更された場所にあることを示す場合、このボリュームに依存する操作はボリュームが到着するまで保留状態になります。

たとえば、ボリュームがリストア操作のために保管場所からリコールされたとします。リコールに対するメディア移動ジョブが実行され、即時にボリュームがライブラリに戻されたというマークが付けられます。このボリュームを待っていたリストア・ジョブは即時に開始しますが、ライブラリ内にボリュームがないため進行できません。

この問題を回避するため、Oracle Secure Backupは、ボリュームを保管場所から別の保管場所またはライブラリに移動する際、即時にボリュームが変更された場所にあると示すことはありません。そのかわりに、ボリュームには移動中フラグでタグが付けられます。ボリュームが保管場所からライブラリに移動中である場合、ボリュームが変更された場所にロードされ、インベントリが完了すると、これらのフラグは自動的に削除されます。Oracle Secure Backupが移動中のボリュームを読み取る操作が発生すると、移動中フラグがクリアされ、現在の場所が更新されます。

ボリュームが1つの保管場所から別の保管場所に移動中である場合、移動中フラグは手動で削除する必要があります。Oracle Secure Backup Webツールの「管理: ボリューム」ページまたはobtoolのcvolコマンドを使用すると、1つ以上のボリュームの移動中フラグを1回の操作で削除できます。


関連項目:

	
「ボリュームのリコール」


	
Oracle Secure Backup Webツールを使用してジョブの移動中フラグを削除する方法は、「ボリューム・プロパティの変更」を参照してください


	
chvolコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。












11.2.6.2 最小書込み可能ボリューム


テープ・ライブラリの最小書込み可能ボリュームを指定することは、書込み不可ボリュームを移動することでライブラリ内の記憶域要素スロットを自動的に解放する方法です。これによって、解放されたスロットを書込み可能ボリュームで使用できます。Oracle Secure Backupが移動するボリュームについてライブラリをスキャンするとき、各テープ・ライブラリの最小書込み可能ボリュームのしきい値も確認します。最小書込み可能ボリュームのしきい値が0以外で、そのテープ・ライブラリの書込み可能ボリュームの数がこのしきい値より少なくなると、書込み不可ボリュームのメディア移動ジョブがOracle Secure Backupによって作成されます。ローテーション・ポリシーでまだ移動が必要とされていなくても、書込み不可ボリュームはメディア移動ジョブを取得します。これが行われた場合、次の例に示すように、Oracle Secure Backupは、ボリュームが早めに移動されたことをボールティング・スキャンのジョブ・トランスクリプトに記録します。


ob> catxcr -l0 1
2008/09/05.20:42:44 ______________________________________________________________
2008/09/05.20:42:44
2008/09/05.20:42:44 Transcript for job 1 running on stacr12
2008/09/05.20:42:44
2008/09/05.20:42:44 Processing location vlibminwrt
2008/09/05.20:42:44 Checking volume mf1-000001
2008/09/05.20:42:44 Volume mf1-000001 added to full volume list
2008/09/05.20:42:44 Checking volume mf1-000002
2008/09/05.20:42:44 Volume mf1-000002 added to full volume list
2008/09/05.20:42:44 Checking volume mf1-000003
2008/09/05.20:42:44 Volume mf1-000003 added to full volume list
2008/09/05.20:42:44 Checking volume mf1-000004
2008/09/05.20:42:44 Checking volume mf2-000001
2008/09/05.20:42:44 Full volume mf1-000001 added to volume movement list
2008/09/05.20:42:44 Full volume mf1-000002 added to volume movement list
2008/09/05.20:42:44 Full volume mf1-000003 added to volume movement list
2008/09/05.20:42:44 Created media movement request 1
2008/09/05.20:42:44 Done processing location vlibminwrt
2008/09/05.20:42:44 Media movement request 1 submitted; job id is 2


ボールティングのスキャン・ジョブによって、ボリュームmf1-000001、mf1-000002、mf1-00003は、最小書込み可能ボリュームしきい値を維持するために移動してよい書込み不可ボリュームとして特定されました。これらのボリュームのメディア移動ジョブが作成されました。

最小書込み可能ボリュームしきい値に到達したためにボリュームがテープ・ライブラリから早めに移動されても、そのボリュームの次の場所での期間は変更されません。たとえば、あるボリュームについて、書込みウィンドウが閉じてからテープ・ライブラリで4週間、Iron Mountain社に届けられてから6週間という期間が設定されていたとします。ウィンドウが閉じてから1週目にテープ・ライブラリからボリュームが移動されても、Iron Mountain社での期間は到着してから6週間となり、9週間になることはありません。


関連項目:

テープ・ライブラリの最小書込み可能ボリュームしきい値の設定の詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。











11.2.7 ボリュームのライブラリからの取出し



Oracle Secure Backupで使用するテープ・ライブラリの構成時に指定した一部の取出しタイプによっては、メディア移動ジョブでオペレータの操作が必要となることがあります。


関連項目:

Oracle Secure Backupで使用するテープ・ライブラリの構成の詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。



この項の内容は次のとおりです。





	
自動ライブラリ取出し


	
オンデマンド・ライブラリ取出し


	
手動ライブラリ取出し










11.2.7.1 自動ライブラリ取出し



この取出しタイプは、1つ以上のインポート/エクスポート要素またはカートリッジ・アクセス・ポート(CAP)があるライブラリでのみ必要です。ACSLSライブラリには、非ACSLSライブラリとは異なるエクスポート要件があります。ACSLSでは、CAPにボリュームがあるとエクスポートが失敗します。非ACSLSライブラリでは、空きエクスポート要素がない場合にのみエクスポートが失敗します。

自動取出しタイプ用に構成されたライブラリに対しては、Oracle Secure Backupは次の手順を実行します。

	
ライブラリ・インベントリを更新します。


	
ライブラリから取り出すことのできるボリューム数を決定します。

	
ACSLSライブラリの場合、移動できるボリューム数はCAPのサイズによって決まります。CAP名がボールティングのスキャン・スケジュールに指定されていなかった場合、Oracle Secure Backupは使用可能な最大のCAPを選択します。


	
非ACSLSライブラリの場合、移動できるボリューム数は空きエクスポート要素の数によって決まります。





	
移動するボリュームのリストにあるボリュームごとに、Oracle Secure Backupは、ボリュームがドライブ内にあればアンロードし、エクスポートするボリュームのリストにそのボリュームを追加します。

特定のボリュームをアンロードできなかった場合、Oracle Secure Backupはそのボリュームをスキップし、ジョブ内の他のボリュームの処理を続行します。スキップしたボリュームは、同じ場所の後続のメディア移動ジョブによって選択することができます。


	
Oracle Secure Backupは、メディア移動ジョブのすべてのボリュームがリストに追加されるか、またはリストされたボリューム数が移動可能なボリュームの最大数に等しくなると、ACSLSライブラリからボリュームをエクスポートします。

非ACSLSライブラリについては、Oracle Secure Backupはボリュームを一度に1つずつエクスポートします。


	
このエクスポート中に発生したエラーはメディア移動ジョブ・トランスクリプトに書き込まれ、Oracle Secure Backupオペレータによって解決されます。


	
CAP/IEEが一杯であるか、ACSCS /maxacsejectwaittime/に達したためにエクスポートが失敗した場合、Oracle Secure Backupは一定期間操作を再試行し、その期間の終了時に必要に応じてオペレータによる操作を要求します。












11.2.7.2 オンデマンド・ライブラリ取出し


この取出しタイプは、1つ以上のインポート/エクスポート要素またはカートリッジ・アクセス・ポート(CAP)があるライブラリでのみ必要です。自動取出しタイプと似ていますが、メディア移動ジョブごとにOracle Secure Backupが次のプロンプトを表示する点が異なります。


go - proceed with the volume movement
quit - give up and aborth this media movement job


Oracle Secure Backupオペレータは、rpyjobコマンドを使用して次のいずれかのオプションを入力する必要があります。


関連項目:

rpyjobコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。









11.2.7.3 手動ライブラリ取出し


テープ・ライブラリからボリュームを取り出すときに自動機能は使用されません。バックアップ・オペレータが取出し準備の整ったボリュームを含む記憶域要素を確認し、手動で削除します。このオプションが役立つのは、ライブラリにインポート/エクスポート・スロットがない場合です。


注意:

automaticまたはondemandが指定されたがieeスロットが検出されなかった場合、Oracle Secure Backupは自動的に手動取出しモードに切り替えます。



Oracle Secure Backupはメディア移動ジョブ中に最初のライブラリ・インベントリを実行し、次いでメディア移動ジョブのボリュームごとに次のプロンプトを表示します。


go - volume movement job completed, continue
goall - all volume movement completed for this job
quit - give up and aborth this media movement job


Oracle Secure Backupオペレータは、rpyjobコマンドを使用して次のいずれかのオプションを入力する必要があります。


関連項目:

rpyjobコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




quit





Oracle Secure Backupオペレータがquitオプションを選択すると、メディア移動ジョブは失敗します。カタログ・エントリが更新されたボリュームには、更新済のエントリが残されます。カタログ・エントリが更新されていないボリュームは、ライブラリの次のメディア移動ジョブまでそのままの状態となります。これらの未処理のボリュームは、ジョブ・トランスクリプトにリストされます。





go





Oracle Secure Backupオペレータがgoオプションを選択した場合、Oracle Secure Backupはライブラリのインベントリを実行し、指定されたボリュームがまだライブラリ内にあるかどうかを判別します。ボリュームがまだライブラリにある場合、Oracle Secure Backupは別のオプション・セットでオペレータに入力を求めます。


go - volume movement really completed, continue
goforce - volume movement completed, skip inventory check for this volume
skip - skip the movement of this volume


Oracle Secure Backupオペレータが再びgoオプションを選択した場合、Oracle Secure Backupはライブラリのインベントリをもう1度実行し、ボリュームが見つかると再び同じプロンプトを表示します。ただし、ボリュームがすでにライブラリにない場合、Oracle Secure Backupはボリューム・カタログを更新してボリュームの場所の変更を反映します。

オペレータが再びgoforceオプションを選択した場合、Oracle Secure Backupはライブラリ・インベントリの再確認は行わず、ボリュームが削除されたものとみなします。Oracle Secure Backupは、ボリュームの場所の変更を反映してボリューム・カタログを更新します。ただし、Oracle Secure Backupは、インベントリによれば物理ボリュームがまだライブラリ内にあるという警告もジョブ・トランスクリプトに生成します。

オペレータがskipオプションを選択した場合、Oracle Secure Backupはこのボリュームのボリューム・カタログを更新しません。このライブラリの次のメディア移動ジョブの一環として再度処理されます。ジョブのトランスクリプトに、オペレータがこのボリュームの移動をスキップするよう選択したことが示されます。

メディア移動ジョブに複数のボリュームが含まれていた場合、Oracle Secure Backupはすべてのボリュームの処理が完了するまでインベントリおよびプロンプト表示を繰り返します。





goall





Oracle Secure Backupオペレータがgoallオプションを選択すると、メディア移動ジョブの後続のすべてのボリュームに対してプロンプト表示が抑制されます。











11.2.8 場所レポートの表示



Oracle Secure Backupには、3つのタイプの場所レポートがあります。





	
場所レポート

場所レポートには、特定の場所のボリュームがボリュームID順に表示されます。ボリュームごとに、次の移動先となる場所、および次の場所に移動できるようになる日付が表示されます。次の場所および移動適格日は、そのボリュームで有効なローテーション・ポリシーから取得されます。


	
スケジュール・レポート

スケジュール・レポートには場所レポートと同じ情報が表示されますが、移動適格日が指定した範囲内にあるボリュームのみが表示されます。


	
例外レポート

例外レポートには、現在の場所とあるべき場所が異なるすべてのボリュームについて、両方の場所が表示されます。たとえば、保管場所からボリュームをリコールしてテープ・ライブラリに戻した場合、そのボリュームは、該当するテープ・ライブラリの例外レポートに表示されます。




場所レポートには、特定の場所のボリューム・リストが表示されます。ボリュームがローテーション・ポリシーに関連付けられている場合は、スケジュールされた次の場所と移動日も表示されます。





場所レポートを表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「場所レポート」をクリックします。

「構成: 場所レポート」ページが表示されます。


	
場所のリストから、場所を選択します。

「場所レポート」ページに、管理ドメイン内のすべての構成済の場所がリストされます。


	
「タイプ」リストから「場所」を選択します。


	
「レポートの表示」をクリックします。

別のページに、その場所から移動できるすべてのボリュームがリストされます。各リストにボリューム名、次の場所および移動日が含まれます。












11.2.9 ボリュームのリコール



Oracle Secure Backupオペレータが発行したrestoreコマンドで、アクティブな場所に存在しない1つ以上のボリュームが必要な場合、Oracle Secure Backupは必要な各ボリュームにリコールの対象として自動的にマーク付けします。その後必要な各ボリュームの現在の場所のボールティングのスキャンを実行すると、そのボリュームのリコール用のメディア移動ジョブが作成されます。

ボリュームが保管場所からアクティブな場所に移動中である場合、Oracle Secure Backupはボリュームに移動中のマークを付け、リコールされたボリュームの場所の変更によるボリューム・カタログの即時更新は行いません。移動中フラグが必要なのは、Oracle Secure Backupで、ボリュームがまだ保管場所にあるか、あるいはすでにこの場所から移動されたかを把握できないためです。


注意:

ボリュームがアクティブな場所から保管場所に移動中のときは、Oracle Secure Backupはメディア移動ジョブの最後にインベントリを実行し、ボリュームがライブラリにないことを確認します。このため、移動中フラグは必要ありません。



保管場所から移動したボリュームは、アクティブな場所に到着したら変更済の場所に保存する必要があります。ACSLS以外のライブラリでは、ボリュームをライブラリ・スロットまたはインポート/エクスポート・スロットに保存できます。ACSLSライブラリの場合は、カートリッジ・アクセス・ポートにボリュームを保存し、ACSLSコンソールからACSLSライブラリに挿入する必要があります。

Oracle Secure Backupボリューム・カタログを更新するには、「ライブラリ」ページで「インベントリ」を選択します。インベントリの更新が完了する前にバックアップが開始された場合は、自動的に更新されます。インベントリが更新されると、移動中とマークされているボリュームの現在の場所が、今存在するライブラリの場所を含むように更新され、移動中フラグがボリューム・レコードから削除されます。


関連項目:

	
移動中フラグの詳細は、「移動中のフラグ」を参照してください


	
Oracle Secure Backup Webツールを使用してジョブの移動中フラグを削除する方法は、「ボリューム・プロパティの変更」を参照してください


	
chvolコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
autorunmmjobsポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。














11.2.10 ボリュームのリリース



リコールされたボリュームを必要とするリストア操作が完了すると、Oracle Secure Backupはメディア移動ジョブを作成し、リコール済のボリュームをリコール元の場所に戻すことができます。このメディア移動ジョブはボリュームのリリースとも呼ばれ、Oracle Secure Backupによって自動的に生成することも、バックアップ・オペレータが手動で生成することもできます。リコールされたボリュームがリリースされない場合、ローテーション・ポリシーの範囲外となり、Oracle Secure Backupの管理対象外になります。


関連項目:

「ローテーション・ポリシーの外部にあるボリューム」



autovolumereleaseポリシーがyesに設定されている場合、ボリュームはOracle Secure Backupによって自動的にリコールされ、バックアップ操作が完了すると、自動的にリリースされます。このポリシーがnoに設定されている場合は、ボリュームを手動でリリースする必要があります。autovolumereleaseポリシーは、Oracle Secure Backup Webツールの「構成: デフォルトとポリシー > ボールティング」ページで構成できます。autovolumereleaseポリシーは、バックアップ・オペレータが手動でリコールしたボリュームには効果がありません。

バックアップ・オペレータは、Oracle Secure Backup Webツールの「管理: ボリューム」ページを使用して現在の保管場所からボリュームをオンデマンド・リコールできます。Oracle Secure Backupは、リコールされたボリュームのメディア移動ジョブを作成します。オペレータの指定によっては即座に実行されます。リコールされたボリュームは、任意のテープ・デバイスに挿入し、リストア操作を実行できます。


関連項目:

「メディア移動ジョブの実行」



バックアップ・オペレータによってリコールされたボリュームは、リストア操作が終了しても自動的にリリースされません。バックアップ・オペレータは、現在の場所からボリュームをリリースして、そのボリュームに適用されているローテーション・ポリシーで指定されているローテーション内の適切な場所に戻す必要があります。この目的を達成するため、バックアップ・オペレータは、Oracle Secure Backup Webツールの「管理: ボリューム」ページを使用できます。ボリュームは、リリースされるまでローテーション・ポリシーの現在の場所に留められます。

ボールティング環境でボリュームの複製が有効な場合、バックアップ・ボリュームのコピーが複数存在することがあります。Oracle Secure Backupは、まず複製ボリュームをボリューム・カタログで探し、それらの場所を割り出し、リコール時間の最も短いボリュームを特定します。特定されたボリュームがアクティブな場所にない場合は、そのボリュームのメディア移動リクエストをスケジュールします。


関連項目:

	
「ボリュームのリコールおよびリリース」


	
「デフォルトとポリシーの管理」


	
autovolumereleaseポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。














11.2.11 選択レポートおよび配布レポートの表示



メディア移動ジョブを実行すると、次の2つのレポートが自動的に生成されます。





	
選択レポート

別の場所に送るすべてのボリュームの選択リストです。つまり、テープ・ライブラリまたは保管場所からボリュームを収集し、梱包して次の場所に送るためのショッピング・リストです。


	
配布レポート

メディア移動ジョブによって特定の場所に送信されるすべてのボリュームのリストです。つまり、特定の場所へのボリュームの発送に含める納品書です。




いずれの場合も、レポート名にメディア移動ジョブの番号が含まれます。配布レポートおよび選択レポートのボリューム・リストは同じです。多くの場合、配布レポートには、次の場所に割り当てられたカスタマID(存在する場合)も含まれる点のみが異なります。ただし、メディア移動ジョブの処理中に例外が発生した場合、これらのレポートは異なる場合があります。たとえば、ジョブの処理中にボリュームの移動をスキップした場合、選択レポートにはジョブによって移動されるはずだったすべてのボリュームが含まれるのに対し、配布レポートには実際に移動されたすべてのボリュームが含まれます。

オフサイトの保管場所を構成するときにIron Mountain FTP通知を選択した場合、Oracle Secure Backupがその場所へ(またはその場所から)のボリュームの移動をリクエストするとき、Iron Mountain社での電子通信の処理に必要な書式で追加の選択レポートと配布レポートが作成されます。これらのレポートには、オフサイトの場所からリクエストされるすべてのボリュームのバーコードのリストがあります。

Iron Mountain FTP書式をサポートするすべての保管ベンダーにこれらのレポートをFTPで送信できます。選択レポートと配布レポートは、レポート名の「P」または「D」で区別されます。すべてのプラットフォームで、これらのレポートは、OSB_HOME/db/reportディレクトリに保存されます。


注意:

これらのレポートは、Oracle Secure Backupによって保管ベンダーに自動的に送信されません。ユーザーがFTPで送信する必要があります。




関連項目:

Iron Mountain FTP通知の詳細は、「場所の追加」を参照してください







配布リストおよび選択リストを表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、選択レポートと配布レポートをクリックします。

「管理: 選択レポートと配布レポート」ページが表示されます。


	
表示するレポートを選択し、「レポートの表示」をクリックします。












11.2.12 ボリューム複製ポリシーの追加



各メディア・ファミリに関連付けられる複製ポリシーは最大で1つです。メディア・ファミリのすべてのボリュームについて定義されます。





	
ライフ・サイクルのどの時点でボリュームが複製されるか。


	
元のボリュームが存在し続けるのか、複製ボリュームに置換されるのか。


	
複製が所属するメディア・ファミリはどれか(元のボリュームのメディア・ファミリとは異なる可能性がある)。


	
作成された複製の数。


	
複製に使用されるテープ・デバイスはどれか。




複製ボリュームを再複製することはできません。複製ポリシーで、それ自体がボリューム複製ポリシーを持つメディア・ファミリをボリュームの複製で使用するように指定した場合、Oracle Secure Backupはそのメディア・ファミリのボリュームの自動複製のリクエストを無視します。それ以外の場合は、ボリュームの永続的な複製を要求するポリシーを構成することも可能です。複製ボリュームを複製するには、オンデマンド複製を使用します。


関連項目:

「オンデマンド・ボリューム複製」







複製ポリシーを追加するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ボリューム重複ポリシー」をクリックします。

「構成: ボリューム重複ポリシー」ページが表示されます。


	
「追加」をクリックします。

「構成: ボリューム重複ポリシー > 新規ボリューム重複ポリシー」ページが表示されます。


	
「ボリューム重複ポリシー」フィールドにボリューム複製ポリシーの名前を入力します。

入力する名前は、英数字で始まる必要があります。名前は文字、数字、ダッシュ、アンダーライン、およびピリオドのみで構成されます。入力できる文字列の長さは、最大128文字までです。


	
「トリガー」セクションで、次の操作を実行します。

	
「時間」フィールドに数値を入力し、隣接するリストから測定単位を選択します。


	
「次より後」リストで、トリガー・イベントを選択します。

複製を実行するきっかけとなるイベントは次のいずれかです。

	
firstmove

最初のアクティブな場所からボリュームを移動できるようになったとき。これはそのボリュームのローテーション・ポリシーで定義されています。


	
firstwrite

ボリュームに対する最初の書込みが発生します。


	
lastwrite

ボリュームに対する最後の書込みが発生します。


	
nonwritable

ボリュームが一杯であるか、書込みウィンドウが閉じている、またはメディア・ファミリが追加不可として構成されています。


	
windowclosed

書込みウィンドウは閉じています。書込みウィンドウは、ボリューム・セットを更新するために(通常は、別のバックアップ・イメージ・インスタンスが追加されます)開いたままにしている期間です。書込みウィンドウは、セット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間に開き、書込みウィンドウの期間が経過した後に閉じます。







たとえば、1 dayおよびwindowclosedを選択した場合、ボリュームへの書込みができなくなってから1日後に複製が発生する可能性があります。複製ジョブがスケジュールされるのは、イベントがローテーション・ポリシーの最初のアクティブな場所で発生したときだけです。


	
「移行」セクションで「はい」または「いいえ」を選択します。

ボリュームの移行とは、複製を作成してオリジナル・ボリュームと置き換えることです。「はい」を選択した場合、正常に複製された後にオリジナル・ボリュームは削除されます。これを実行するのは、ボリュームが長い間保管されていた場合、またはボリュームで必要とされる保存期間が物理メディアの耐用年数を超える場合です。

また、現在仮想テープ・ライブラリにバックアップしている場合、ボリュームの移行をお薦めします。仮想テープ・ライブラリは記憶容量が制限されるため、長期間の保管には適していません。仮想テープ・ライブラリにバックアップしている場合は、高速バックアップの利点を活用し、後からOracle Secure Backupのボリューム移行機能を使用して、データをテープに移行することができます。移行では、仮想テープ・ライブラリから物理テープにボリュームをコピーし、仮想テープ・ライブラリでオリジナル・ボリュームのラベルを解除します。オリジナル・ボリュームのラベルを解除すると、仮想テープ・ライブラリでそのボリュームが使用していたメモリーが開放されます。


	
「メディア・ファミリ」リストで、この複製ポリシーで使用するメディア・ファミリを選択します。

この手順で選択したメディア・ファミリによって、複製ボリュームのローテーション・ポリシーと保存期間が決まります。このメディア・ファミリは、オリジナル・ボリュームのメディア・ファミリと異なる可能性があるため、複製ボリュームとオリジナル・ボリュームでは、ローテーション・ポリシーおよび保存期間が異なる可能性があります。ただし、オリジナル・ボリュームにコンテンツ管理の有効期限ポリシーがある場合は、複製ボリュームもコンテンツ管理にする必要があります。同様に、オリジナル・ボリュームに時間管理の有効期限ポリシーがある場合は、複製ボリュームも時間管理にする必要があります。


	
「重複の数」フィールドに、作成する複製の数を入力します。

デフォルトでは1つの複製が作成されます。


	
「制限」フィールドに制限を入力します。

この手順はオプションです。ボリュームの複製を特定のテープ・デバイスに制限できます。制限を選択しない場合、ポリシーによって定義されたボリューム複製は、Oracle Secure Backupのスケジュール・システムの判断で任意のメディア・サーバー上の使用可能なあらゆるテープ・デバイスを使用できます。


	
「コメント」フィールドに、この複製ポリシーの説明を入力します。

この手順はオプションです。


	
「OK」をクリックします。

「構成: ボリューム重複ポリシー」ページに正常終了のメッセージが表示され、別の複製ポリシーがリストに表示されます。












11.2.13 ボリューム複製ポリシーとメディア・ファミリの関連付け



ボリューム複製ポリシーがそのボリュームのメディア・ファミリに関連付けられている場合、Oracle Secure Backupによって、自動的にボリュームが複製されます。各メディア・ファミリは、最大で1つのボリューム複製ポリシーとの関連付けができます。ボリューム複製ポリシーのメディア・ファミリとの関連付けはオプションです。

複製ボリュームを再複製することはできません。複製をメディア・ファミリに追加するように複製ポリシーによって指定されている場合、Oracle Secure Backupはそのメディア・ファミリのボリュームの自動複製のリクエストを無視します。それ以外の場合は、ボリュームの永続的な複製を要求するポリシーを構成することも可能です。複製ボリュームを複製するには、オンデマンド複製を使用します。


関連項目:

「オンデマンド・ボリューム複製」







ボリューム複製ポリシーをメディア・ファミリに関連付けるには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「基本」セクションの「メディア・ファミリ」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ」ページが表示されます。


	
ボリューム複製ポリシーに関連付けるメディア・ファミリを選択して、「編集」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ > family_name」ページが表示されます。


	
「ボリューム重複ポリシー」リストからボリューム複製ポリシーを選択し、「OK」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ」ページに正常終了のメッセージが表示されます。









関連項目:

「構成: メディア・ファミリ」ページおよび「構成: メディア・ファミリ > family_name」ページのスクリーン・ショットは、「ローテーション・ポリシーとメディア・ファミリの関連付け」を参照してください











11.2.14 ボリューム複製ウィンドウの追加



Oracle Secure Backupによりスケジュールされた複製ジョブは、ボリューム複製ウィンドウの期間中に実行されます。Oracle Secure Backupでは、10:00時に開始して20:00時に終了する日次ボリューム複製ウィンドウが自動的に生成されます。この複製ウィンドウで問題ない場合、操作は不要です。

複製ジョブとバックアップ・ジョブが同じテープ・デバイスで競合しないように、複製ウィンドウとバックアップ・ウィンドウでの重複をなくすことをお薦めします。複製ウィンドウがバックアップ・ウィンドウと重なる場合、複製ジョブがバックアップ・ジョブよりも前に実行するようにスケジュールされることがあります。この状況が発生すると、一部のバックアップ・ジョブで実行のために十分なリソースが得られないことがあります。

複製ジョブが複製ウィンドウ内で開始されたが、ウィンドウの期間に終了しない場合は、複製が終了するまで実行することが許可されます。複製が失敗したためにこのジョブによって下位ジョブまたは再試行ジョブが発行されると、新たに作成されたジョブは次の複製ウィンドウにスケジュールされます。





複製ウィンドウを追加するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「拡張」セクションで、「ボリューム複製ウィンドウ」をクリックします。

「構成: ボリューム複製ウィンドウ」ページが表示されます。


	
このページには、Oracle Secure Backupで自動的に生成されるデフォルトのボリューム複製ウィンドウが表示されます。

別のボリューム複製ウィンドウが必要な場合は、デフォルトを選択して「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「構成: ボリューム複製ウィンドウ」ページに正常終了のメッセージが表示され、デフォルトのボリューム複製ウィンドウが複製ウィンドウのリストに表示されなくなります。


	
「追加」をクリックします。

ボリューム複製ウィンドウ・ページが表示されます。


	
「タイプ」リストから、ボリューム複製ウィンドウのタイプを選択します。


	
手順7で「日付」を選択した場合は、「月」、「日」および「年」リストから、月、日および年を選択します。


	
手順7で「日の範囲」を選択した場合は、次のオプションから日の範囲を選択します。

	
毎日を選択

これは週の7日間すべてを選択した場合と同じです。


	
平日を選択

月曜日から金曜日を選択した場合と同じです。


	
週末を選択

土曜日と日曜日を選択した場合と同じです。


	
任意の曜日の組合せ





	
「時間範囲」フィールドに時間範囲を入力します。

時間範囲は、空白を入れずにhh:mm-hh:mm(24時間)形式で入力する必要があります。


	
「OK」をクリックします。

「構成: ボリューム複製ウィンドウ」ページに正常終了のメッセージが表示され、ボリューム複製ウィンドウのリストに別のボリューム複製ウィンドウが表示されます。












11.2.15 ボリューム複製スケジュールの追加



ボリューム複製スケジュールでは、ボリューム複製ジョブのスケジュールの日時と場所、ボリューム複製ジョブの優先度、および複製ジョブが実行されなかった場合にそのジョブが期限切れになるまでの経過時間を指定します。

ボリューム複製のスケジュールは、ボールティングのスキャンのスケジュールに類似しています。Oracle Secure Backupはカタログをスキャンして、各メディア・ファミリの複製ポリシーに基づいて複製できるボリュームがあるかどうかを調べます。複製対象のボリュームが見つかった場合、Oracle Secure Backupにより、そのボリュームの複製ジョブが作成されます。ボリューム複製ジョブは、ボリューム複製ウィンドウの中で自動的に実行されます。


関連項目:

「ボリューム複製ウィンドウの追加」







複製スケジュールを追加するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ボリューム重複のスケジュール」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール」ページが表示されます。


	
「追加」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール > 新規ボリューム重複のスケジュール」ページが表示されます。


	
「ボリューム重複のスケジュール」フィールドにボリューム複製スケジュールの名前を入力します。


	
「優先度」フィールドに値を入力します。

値が小さいほど、スケジューラによってジョブに割り当てられる優先度が高くなります。デフォルトのスケジュール優先度は100です。優先度1は、ジョブに割り当てることができる最高の優先度です。


	
「場所」リストで、少なくとも1つの場所を選択します。

[Ctrl]を押しながらクリックして複数の場所を選択したり、[Shift]を押しながらクリックして一連の場所を選択したりすることもできます。ボリューム複製スケジュールに指定できるのはアクティブな場所のみです。


	
「適用」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール > schedule_name」ページが表示されます。


	
「トリガー」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール > schedule_name > トリガー」ページが表示されます。


	
「時間」セクションで、トリガーの時刻を「時間」および「分」のリストから選択します。


	
「トリガー・タイプ」リストからトリガー・タイプを選択します。


	
手順11でトリガー・タイプとして「日」を選択した場合は、次の操作を実行します。

	
ボリューム複製のスキャンを実行する日を選択します。

	
毎日を選択

このオプションでは、毎日(1週間に7日間)、ボリューム複製のスキャンが行われます。


	
平日を選択

このオプションでは、平日(月曜日から金曜日)に毎日、ボリューム複製のスキャンが行われます。


	
週末を選択

このオプションでは、土曜日と日曜日のみボリューム複製のスキャンが行われます。


	
1つまたは複数の曜日を選択





	
月のどの週にボリューム複製のスキャンを実行するかを選択します。

デフォルトは毎週です。


	
平日の例外セクションで、ボリューム複製のスキャンを行わない曜日を指定できます。除外のリストから例外、「時間」リストから「次より前」または「次より後」、日の指定のリストから特定の平日を選択します。





	
手順11でトリガー・タイプとして「月」を選択した場合は、月単位の日のセクションでオプションを選択します。


	
「追加」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール >schedule_name> トリガー」ページに正常終了のメッセージが表示され、トリガーがトリガーのリストに表示されます。


	
別のトリガーを追加する場合は、手順10に戻ります。

トリガーを追加したら、ページの一番上のトピック・リストで「ボリューム重複のスケジュール」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール」ページに、追加のボリューム複製スケジュールがスケジュールのリストに表示されます。












11.2.16 ボリューム複製ジョブの実行



複製ウィンドウ内で実行されるボリューム複製ジョブがスケジュールされると、Oracle Secure Backupスケジューラは必要なリソースを予約し、ジョブをメディア・サーバーにディスパッチします。Oracle Secure Backupのデフォルトでは、複製ジョブにはバックアップ・ジョブよりも低い優先度が割り当てられます。ただし、duplicationjobpriorityポリシーを使用して、ボリューム複製ジョブの他のジョブに対する優先度を指定できます。


関連項目:

duplicationjobpriorityポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。



ボリューム複製ジョブのリソース制限が指定されている場合、スケジューラはジョブの実行用に指定されたリソースを選択します。制限が指定されていない場合、スケジューラは、複製で使用する最適なテープ・デバイス・セットの選択を試みます。スケジューラは、まず同じメディア・サーバー内のテープ・デバイスを調べます。同じメディア・サーバーに使用可能なテープ・デバイスがある場合、ボリューム複製ジョブはそのメディア・サーバーで実行されます。


注意:

ボリュームを複製するには、Oracle Secure Backup管理ドメイン内に複数のテープ・ドライブがインストールおよび構成されている必要があります。



同じメディア・サーバーに使用できるテープ・デバイスがなく、duplicateovernetworkポリシーが有効になっている場合、スケジューラは他のメディア・サーバーのテープ・デバイスを使用してボリューム複製ジョブを実行しようとします。この場合、スケジューラは、オリジナル・ボリュームがあるメディア・サーバーでジョブを実行します。ボリューム複製ジョブを実行するメディア・サーバーのコンポーネントが、ネットワークを介してもう一方のメディア・サーバーにデータを送信します。

ネットワーク上での複製は、複製のパフォーマンスがかなり低下し、ネットワーク帯域幅を大量に使用する場合があります。ネットワーク接続されたテープ・デバイスの複製はお薦めしません。Oracle Secure Backupは、デフォルトではネットワーク上のテープ・デバイスを利用しません。


関連項目:

ネットワーク接続されたテープ・デバイスの複製の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。



duplicateovernetworkポリシーが有効化されていないが、複製ポリシーのテープ・デバイス制限によってオリジナル・サーバーと異なるメディア・サーバーのテープ・デバイスが指定されている場合は、制限が優先され、ネットワーク上のテープ・デバイスが複製手順で利用されます。

Oracle Secure Backupソフトウェアが実行されないメディア・サーバー(NetApp Filerなど)にオリジナル・ボリュームが存在する場合、ボリューム複製ジョブはOracle Secure Backup管理サーバーで実行されます。

ボリューム複製ジョブのトランスクリプトは、ソース・ボリュームからコピーされたアーカイブ・ファイル(バックアップ)の数をレポートします。この数には、データ終了(EOD)マーカーのカウントが含まれるため、実際にソース・ボリュームに存在するアーカイブ・ファイルの数から1つずれています。







11.2.16.1 ボリューム複製ジョブの失敗


ボリューム複製ジョブは自動的に実行され、通常では、バックアップ・オペレータの操作を必要としません。ただし、ボリューム複製ジョブが失敗した場合は、後で実行できるように、ジョブが再試行状態になります。バックアップ・オペレータは、Oracle Secure Backup Webツールの「管理: ジョブ」ページで保留中のジョブのリストを確認して、保留中のボリューム複製ジョブがあるかどうか、または失敗して対処が必要かどうかを確認する必要があります。


関連項目:

Oracle Secure Backup Webツールの「管理: ジョブ」ページからのジョブの実行の詳細は、「メディア移動ジョブの実行」を参照してください



複製先には、オリジナル・ボリュームと同じ容量のボリュームが最小限必要です。複製先ボリュームの容量がオリジナル・ボリュームより小さい場合、エラーが記録され、ボリューム複製ジョブが失敗します。別の適したボリュームを探すために追加のジョブがスケジュールされます。

ロボット・アームを備えたテープ・ライブラリでの複製の場合は、Oracle Secure Backupによって適格なボリュームの検索が試行されます。適したボリュームが見つかると、複製が行われます。適したボリュームが見つからない場合、ボリューム複製ジョブ操作は失敗します。

指定されたすべての複製が正常に作成されるまでは、オリジナル・ボリュームをオリジナルの場所から移動することはできません。バックアップ・オペレータがexportvolコマンドを使用してオリジナル・ボリュームをエクスポートする場合、Oracle Secure Backupは、これから複製されるボリュームかどうかを確認します。指定された複製がまだ作成されていない場合は、Oracle Secure Backupによって警告が生成されます。









11.2.17 オンデマンド・ボリューム複製


Oracle Secure Backupでは、ボリュームの自動複製に加えて、使用可能なテープ・デバイスでいつでもボリュームを手動で複製できます。

Oracle Secure Backupでは、ボリュームの複製要件が満たされているかどうかを判断する際に、手動で作成された複製ボリュームについては検討しません。これらの複製要件は、ボリュームに関連付けられた複製ポリシーによって指定されます。

Oracle Secure Backupでは、必要な数の複製を手動で作成した場合でも、ボールティング中はテープ・ライブラリからボリュームを取り出すことはできません。必要な数の複製が自動的に作成される前にボリュームを移動するには、先にボリュームの複製ポリシーを削除する必要があります。


関連項目:

	
「ボリュームの複製」


	
「ボリューム・プロパティの変更」












11.2.18 別のドメインへの複製ボリュームのエクスポート



バックアップ管理者は、obtarの-Gオプションを使用して、Oracle Secure Backup管理ドメインで作成したバックアップ・ボリュームの複製を、別のOracle Secure Backup管理ドメインにインポートできます。2番目の管理ドメインには、この複製ボリューム以外にリストアの情報ソースがないため、Oracle Secure Backupはこれをオリジナル・ボリュームとしてインポートします。

バックアップ管理者が複数の複製ボリュームを別のOracle Secure Backup管理ドメインにインポートしようとした場合に、すべての複製が1つのオリジナル・ボリュームから作成されていたときは、最初の複製ボリュームがオリジナル・ボリュームとしてインポートされ、その他のボリュームは複製としてインポートされます。

複製ボリュームを別のOracle Secure Backup管理ドメインにインポートした後でオリジナル・ボリュームをインポートする場合、そのオリジナル・ボリュームはその管理ドメインに複製としてインポートされます。









11.2.19 NDMPボリューム複製



Oracle Secure Backupは、複製元および複製先のボリュームがどちらも同じNDMPコピー対応VTLにあるときは、常にNDMPボリューム複製を使用します。


関連項目:

「NDMPコピー対応仮想テープ・ライブラリについて」













11.3 ボールティング環境でのボリュームの追跡



この項では、Oracle Secure Backupでのボリュームの移動の管理という観点から、簡単なボールティング環境について説明します。管理ドメインは、単一のテープ・ライブラリを持つ単一のホストで構成されています。Oracle Secure Backupカタログ・リカバリ・ボリュームのみを管理し、オンサイトの耐火クローゼットが唯一の保管場所です。11-1に、1日目の操作開始から、10日後の定常操作に至るまでのボールティング環境の進捗状況を示します。

「ボールティング環境の設定」の手順に従って、ボールティング環境を設定します。必要な手順の概要は次のとおりです。




	耐火クローゼットに対応した保管場所onsite_storageを追加します。
	ローテーション・ポリシーcatalog_recovery_rotationを追加します。次の場所、イベントおよび期間を指定します。


library : firstwrite : 4 hours
onsite_storage : arrival : 1 week
Media_Recycle_Bin : arrival : disabled




	ローテーション・ポリシーcatalog_recovery_rotationをデフォルトのメディア・ファミリOSB-CATALOG-MFに関連付けます。
	libraryおよびonsite_storageのボールティングのスキャンを毎日0600時に実行するようにスケジュールします。






表11-1 簡単なボールティング環境の開始

	日	時間	事象
	
1

	
0000

	
Oracle Secure Backupカタログ・リカバリ・バックアップの開始。テープ・ライブラリが書込み可能ボリュームを記憶域要素からテープ・ドライブに移動し、OSB-CATALOG-MF-000001というラベルを付ける。


	
1

	
0600

	
Oracle Secure Backupボールティングのスキャンの開始。OSB-CATALOG-MF-000001は、最初の書込みから6時間が経過し、移動することができる。最初の書込みが完了している場合、このボリューム用に保留中のメディア移動ジョブが作成されている。


	
1

	
0800

	
Oracle Secure BackupオペレータがWebツールの「管理: ジョブ」ページを確認し、OSB-CATALOG-MF-000001のメディア移動ジョブを見つける。オペレータがジョブを実行。


	
1

	
0815

	
オペレータがWebツールの「管理: 選択レポートと配布レポート」ページを開き、OSB-CATALOG-MF-000001の配布レポートを確認。


	
1

	
0830

	
オペレータがテープ・ライブラリのインポート/エクスポート要素からOSB-CATALOG-MF-000001を取り出し、配布レポートを添付して、耐火クローゼット(onsite_storage)に搬送。


	
2-7

	
N/A

	
2日目から7日目までのイベントは、書き込まれ、ライブラリからストレージに移動されるボリュームがOSB-CATALOG-MF-000002からOSB-CATALOG-MF-000007まで増分される点以外、1日目のイベントと同じである。保管場所のボリュームの数は、2日目の2個から7日目の7個に増える。


	
8

	
0000

	
Oracle Secure Backupカタログ・リカバリ・バックアップの開始。テープ・ライブラリがラベルのないボリュームを記憶域要素からテープ・ドライブに移動し、OSB-CATALOG-MF-000008というラベルを付ける。


	
8

	
0600

	
Oracle Secure Backupボールティングのスキャンの開始。OSB-CATALOG-MF-000008用に保留中のメディア移動ジョブが作成される。OSB-CATALOG-MF-000001は6日22時間保管されている。ローテーションの対象ではない。


	
8

	
0800

	
Oracle Secure BackupオペレータがWebツールの「管理: ジョブ」ページを確認し、OSB-CATALOG-MF-000008のメディア移動ジョブを見つける。オペレータがジョブを実行。


	
8

	
0815

	
オペレータがWebツールの「管理: 選択レポートと配布レポート」ページを開き、OSB-CATALOG-MF-000008の配布レポートを印刷。


	
8

	
0830

	
オペレータがテープ・ライブラリのインポート/エクスポート要素からOSB-CATALOG-MF-000008を取り出し、配布レポートを添付して、耐火クローゼット(onsite_storage)に搬送。保管場所には現在、8個のボリュームが収納されている。


	
9

	
0000

	
Oracle Secure Backupカタログ・リカバリ・バックアップの開始。テープ・ライブラリがラベルのないボリュームを記憶域要素からテープ・ドライブに移動し、OSB-CATALOG-MF-000009というラベルを付ける。


	
9

	
0600

	
Oracle Secure Backupボールティングのスキャンの開始。OSB-CATALOG-MF-000009用に保留中のメディア移動ジョブが作成される。OSB-CATALOG-MF-000001は、耐火クローゼット(onsite_storage)に収納されて7日間が経過したため、このボリューム用の2つ目のメディア移動ジョブが作成される。


	
9

	
0800

	
Oracle Secure BackupオペレータがWebツールの「管理: ジョブ」ページを確認し、OSB-CATALOG-MF-000009およびOSB-CATALOG-MF-000001のメディア移動ジョブを見つける。この2つのジョブをオペレータが実行する。


	
9

	
0815

	
オペレータがWebツールの「管理: 選択レポートと配布レポート」ページを開き、OSB-CATALOG-MF-000009の配布レポートを印刷。


	
9

	
0830

	
オペレータがテープ・ライブラリのインポート/エクスポート要素からOSB-CATALOG-MF-000009を取り出し、配布レポートを添付して、耐火クローゼット(onsite_storage)に搬送。オペレータがOSB-CATALOG-MF-000001を取り出し、テープ・ライブラリにインポートする。保管場所のボリューム数は8個のままである。


	
10+

	
N/A

	
10日目には、ボールティング環境が定常状態になる。毎日が9日目と同じ操作の繰返しになる。日々変化するのは、ボリューム名の数字が1ずつ増加していくことである。















11.4 既存のボールティング環境の管理



この項では、既存のOracle Secure Backupボールティング環境でオブジェクトを編集、名前の変更および削除する手順を詳しく説明します。

この項の内容は次のとおりです。





	
場所の管理


	
ローテーション・ポリシーの管理


	
ローテーション・ポリシーとメディア・ファミリの関連付けの管理


	
ボールティングのスキャン・スケジュールの管理


	
ボリューム複製ポリシーの管理


	
ボリューム複製ポリシーとメディア・ファミリの関連付けの管理


	
ボリューム複製ウィンドウの管理


	
ボリューム複製スケジュールの管理


	
グローバル・ボールティング・ポリシーの変更


	
グローバル・ボリューム複製ポリシーの変更





関連項目:

ボリュームをある場所から別の場所へ移動する方法、またはボリュームのローテーション・ポリシーの変更方法については、「ボリューム・プロパティの変更」を参照してください









11.4.1 場所の管理



この項では、既存の保管場所の編集、削除および名前の変更を行うための手順を示します。


関連項目:

アクティブな場所の編集の詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。



この項の内容は次のとおりです。





	
保管場所のプロパティの編集または表示


	
保管場所の削除


	
保管場所の名前の変更










11.4.1.1 保管場所のプロパティの編集または表示



保管場所を設定した後に、1つ以上の設定を変更する場合があります。たとえば、ある保管ベンダーがIron Mountain FTP通知のサポートを追加した場合、保管場所を編集して通知タイプを変更することができます。





保管場所のプロパティを編集または表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「場所」をクリックします。

「構成: 場所」ページが表示されます。


	
プロパティを編集または表示する保管場所を選択し、「編集」をクリックします。

「構成: 場所 > location_name」ページが表示されます。


	
必要に応じて変更します。


	
「OK」をクリックします。

「構成: 場所」ページに正常終了のメッセージが表示されます。












11.4.1.2 保管場所の削除



Webツールを使用して保管場所を削除できます。ローテーション・ポリシーで参照される場所は削除できません。そのような場所を削除するには、場所の参照をローテーション・ポリシーから前もって削除する必要があります。また、Oracle Secure Backupで管理されたボリュームが格納されている場所も削除できません。そのような場所を削除するには、該当するボリュームを前もって移動する必要があります。


関連項目:

ローテーション・ルールから保管場所を削除する手順は、「ローテーション・ポリシーの管理」を参照してください







保管場所を削除するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「場所」をクリックします。

「構成: 場所」ページが表示されます。


	
削除する保管場所を選択し、「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「構成: 場所」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択した保管場所が場所のリストに表示されなくなります。












11.4.1.3 保管場所の名前の変更



Webツールを使用して保管場所の名前を変更できます。Oracle Secure BackupによってUUIDが各場所オブジェクトに割り当てられているため、名前を変更すると影響が出ます。すべての内部参照では場所名ではなくUUIDが使用されるためです。場所の名前を変更すると、その名前を参照するすべてのローテーション・ポリシーが更新されます。





保管場所の名前を変更するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「場所」をクリックします。

「構成: 場所」ページが表示されます。


	
名前を変更する保管場所を選択し、「名前の変更」をクリックします。

別のページが表示されます。


	
location_nameの変更フィールドに別の名前を入力し、「はい」をクリックします。

「構成: 場所」ページに正常終了のメッセージが表示され、別の名前の保管場所が場所のリストに表示されます。














11.4.2 ローテーション・ポリシーの管理



この項では、既存のローテーション・ポリシーの編集、削除および名前の変更を行うための手順を示します。

この項の内容は次のとおりです。





	
ローテーション・ポリシーのプロパティの編集または表示


	
ローテーション・ポリシーの削除


	
ローテーション・ポリシーの名前の変更










11.4.2.1 ローテーション・ポリシーのプロパティの編集または表示



Webツールを使用して既存のローテーション・ポリシーのプロパティを編集または表示できます。ローテーション・ポリシーを変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





ローテーション・ポリシーのプロパティを編集または表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ローテーション・ポリシー」をクリックします。

「構成: ローテーション・ポリシー」ページが表示されます。


	
プロパティを表示または編集するローテーション・ポリシーを選択し、「編集」をクリックします。

「構成: ローテーション・ポリシー > policy_name」ページが表示されます。


	
選択したローテーション・ポリシーにローテーション・ルールを追加するには、次のようにします。

	
「場所」リストから場所を選択します。


	
「イベント」リストでイベントを選択します。


	
「期間」フィールドに数値を入力し、隣接するリストから測定単位を選択します。


	
挿入位置リストから、このローテーション・ルールのローテーション・ポリシーでの位置を選択します。

ローテーション・ポリシーの最初のローテーション・ルールは、アクティブな場所を指定する必要があります。


	
「追加」をクリックします。


関連項目:

ローテーション・ルールの詳細は、「ローテーション・ポリシーの追加」を参照してください







	
選択したローテーション・ポリシーからローテーション・ルールを削除するには、ローテーション・ルールのリストから選択して「削除」をクリックします。

場所は、ボリュームが存在していないときであれば、ローテーション・ポリシーから削除できます。


	
選択したローテーション・ポリシーのコメントを追加するには、「コメント」フィールドにテキストを入力し、「適用」をクリックします。












11.4.2.2 ローテーション・ポリシーの削除



Webツールを使用して既存のローテーション・ポリシーを削除できます。ローテーション・ポリシーを削除するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





ローテーション・ポリシーを削除するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ローテーション・ポリシー」をクリックします。

「構成: ローテーション・ポリシー」ページが表示されます。


	
削除するローテーション・ポリシーを選択し、「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「構成: ローテーション・ポリシー」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したローテーション・ポリシーは「ローテーション・ポリシー」リストに表示されません。












11.4.2.3 ローテーション・ポリシーの名前の変更



Webツールを使用して既存のローテーション・ポリシーの名前を変更できます。ローテーション・ポリシーの名前を変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権限を持っていることが必要です。





ローテーション・ポリシーの名前を変更するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ローテーション・ポリシー」をクリックします。

「構成: ローテーション・ポリシー」ページが表示されます。


	
名前を変更するローテーション・ポリシーを選択し、「名前の変更」をクリックします。

別のページが表示されます。


	
policy_nameの変更フィールドに別の名前を入力し、「はい」をクリックします。

「構成: ローテーション・ポリシー」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したローテーション・ポリシーとその別の名前が「ローテーション・ポリシー」リストに表示されます。














11.4.3 ローテーション・ポリシーとメディア・ファミリの関連付けの管理



メディア・ファミリに関連付けられたローテーション・ポリシーを削除したり、別のローテーション・ポリシーに置き換えたりできます。メディア・ファミリに関連付けられたボリュームのローテーション・ポリシーも変更されます。ローテーション・ポリシーが変更されるのは、オリジナルの場所に存在するボリュームのみです。オリジナルの場所から外部へ移動したボリュームのローテーション・ポリシーは、変更されません。





メディア・ファミリに関連付けられたローテーション・ポリシーを削除または変更するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「基本」セクションの「メディア・ファミリ」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ」ページが表示されます。


	
削除または変更するローテーション・ポリシーのメディア・ファミリを選択し、「編集」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ > family_name」ページが表示されます。


	
既存のローテーション・ポリシーを削除するには、「ローテーション・ポリシー」リストで「なし」を選択し、「OK」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ」ページに正常終了のメッセージが表示されます。


	
既存のローテーション・ポリシーを置換するには、「ローテーション・ポリシー」リストからローテーション・ポリシーを選択し、「OK」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ」ページに正常終了のメッセージが表示されます。












11.4.4 ボールティングのスキャン・スケジュールの管理



この項では、既存のボールティングのスキャン・スケジュールの編集、削除および名前の変更を行うための手順を示します。

この項の内容は次のとおりです。





	
ボールティングのスキャン・スケジュールのプロパティの編集または表示


	
ボールティングのスキャン・スケジュールの削除


	
ボールティングのスキャン・スケジュールの名前の変更










11.4.4.1 ボールティングのスキャン・スケジュールのプロパティの編集または表示



Webツールを使用して既存のボールティングのスキャン・スケジュールのプロパティを編集または表示できます。





ボールティングのスキャン・スケジュールのプロパティを編集または表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
ボールティングのスキャン・スケジュールをクリックします。

「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール」ページが表示されます。


	
編集または表示するボールティングのスキャン・スケジュールを選択し、「編集」をクリックします。

「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール > schedule_name」ページが表示されます。


	
ボールティングのスキャン・スケジュールを削除せずに無効にするには、「無効」を選択します。この方法は、長期間ホストをサービスから外すときなどに利用できます。

以前に無効にしたボールティングのスキャン・スケジュールを有効にするには、「有効」を選択します。


	
ボールティングのスキャン・スケジュールの優先度、場所、メディア・ファミリまたはコメントを必要に応じて変更します。

「トリガー」をクリックして、ボールティングのスキャン・スケジュールのトリガーを追加または削除します。


	
「OK」をクリックして、変更を受け入れます。

「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール」ページに正常終了のメッセージが表示され、編集したスケジュールがスケジュールのリストに表示されます。


	
変更を行わずに「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール」ページに戻るには、「取消」をクリックします。












11.4.4.2 ボールティングのスキャン・スケジュールの削除



Webツールを使用して既存のボールティングのスキャン・スケジュールを削除できます。





ボールティングのスキャン・スケジュールを削除するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
ボールティングのスキャン・スケジュールをクリックします。

「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール」ページが表示されます。


	
削除するボールティングのスキャン・スケジュールを選択し、「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール」ページに正常終了のメッセージが表示されます。選択されたスケジュールは、スケジュールのリストに表示されなくなります。












11.4.4.3 ボールティングのスキャン・スケジュールの名前の変更



Webツールを使用して既存のボールティングのスキャン・スケジュールの名前を変更できます。





ボールティングのスキャン・スケジュールの名前を変更するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
ボールティングのスキャン・スケジュールをクリックします。

「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール」ページが表示されます。


	
名前を変更するボールティングのスキャン・スケジュールを選択し、「名前の変更」をクリックします。

別のページが表示されます。


	
schedule_nameの変更フィールドにスケジュールの別の名前を入力し、「はい」をクリックします。

「管理: ボールティングのスキャン・スケジュール」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したスケジュールがスケジュールのリストに別の名前で表示されます。














11.4.5 ボリューム複製ポリシーの管理



この項では、既存の複製ポリシーの編集、削除および名前の変更を行うための手順を示します。

この項の内容は次のとおりです。





	
ボリューム複製ポリシーのプロパティの編集または表示


	
ボリューム複製ポリシーの削除


	
ボリューム複製ポリシーの名前の変更










11.4.5.1 ボリューム複製ポリシーのプロパティの編集または表示



複製ポリシーが変更された場合、複製ジョブに適用されるポリシー設定は、ジョブの実行時の設定で、ジョブの作成時の設定ではありません。ポリシーの変更は既存の複製には適用されません。





既存のボリューム複製ポリシーのプロパティを編集または表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ボリューム重複ポリシー」をクリックします。

「構成: ボリューム重複ポリシー」ページが表示されます。


	
編集または表示するボリューム複製ポリシーを選択し、「編集」をクリックします。

「構成: ボリューム重複ポリシー > policy_name」ページが表示されます。


	
必要に応じて複製ポリシーを変更し、「OK」をクリックします。

	
既存の複製ルールを削除するには、複製ルールを複製ルールのリストで選択し、「削除」をクリックします。


	
複製ルールを追加するには、「メディア・ファミリ」リストからメディア・ファミリを選択し、「重複の数」フィールドに値を入力し、「追加」をクリックします。




「構成: ボリューム重複ポリシー」ページに正常終了のメッセージが表示され、編集された複製ポリシーがリストに表示されます。












11.4.5.2 ボリューム複製ポリシーの削除



1つ以上のメディア・ファミリに関連付けられた複製ポリシーは削除できません。最初にメディア・ファミリを更新して、複製ポリシーへの参照を削除する必要があります。





既存のボリューム複製ポリシーを削除するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ボリューム重複ポリシー」をクリックします。

「構成: ボリューム重複ポリシー」ページが表示されます。


	
削除する複製ポリシーを選択し、「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「構成: ボリューム重複ポリシー」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択した複製ポリシーは複製ポリシーのリストに表示されなくなります。












11.4.5.3 ボリューム複製ポリシーの名前の変更



Webツールを使用して既存のボリューム複製ポリシーの名前を変更できます。





ボリューム複製ポリシーの名前を変更するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ボリューム重複ポリシー」をクリックします。

「構成: ボリューム重複ポリシー」ページが表示されます。


	
名前を変更する複製ポリシーを選択し、「名前の変更」をクリックします。

別のページが表示されます。


	
policy_nameの変更フィールドに別の名前を入力し、「はい」をクリックします。

「構成: ボリューム重複ポリシー」ページに正常終了のメッセージが表示されます。選択した複製ポリシーが、別の名前でポリシーのリストに表示されます。














11.4.6 ボリューム複製ポリシーとメディア・ファミリの関連付けの管理



Webツールを使用して、メディア・ファミリに関連付けられたローテーション・ポリシーを削除または変更できます。





複製およびメディア・ファミリの関連付けを管理するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「基本」セクションの「メディア・ファミリ」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ」ページが表示されます。


	
削除または変更するボリューム複製ポリシーのメディア・ファミリを選択し、「編集」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ > family_name」ページが表示されます。


	
既存のボリューム複製ポリシーを削除するには、「ボリューム重複ポリシー」リストで「なし」を選択し、「OK」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ」ページに正常終了のメッセージが表示されます。


	
既存のボリューム複製ポリシーを置換するには、「ローテーション・ポリシー」リストから別のボリューム複製ポリシーを選択し、「OK」をクリックします。

「構成: メディア・ファミリ」ページに正常終了のメッセージが表示されます。












11.4.7 ボリューム複製ウィンドウの管理



この項では、ボリューム複製ウィンドウを削除する手順を示します。既存のボリューム複製ウィンドウは、編集できません。より長いボリューム複製ウィンドウが必要な場合は、既存のウィンドウを削除して置換するか、より長い時間のウィンドウをもう1つ追加します。ただし、より短いボリューム複製ウィンドウが必要な場合は、既存の複製ウィンドウを削除して置換する必要があります。ボリューム複製ウィンドウの追加の手順は、「ボリューム複製ウィンドウの追加」を参照してください。


注意:

追加したボリューム複製ウィンドウが時間範囲を除いて既存のウィンドウと同じ場合、「構成: ボリューム複製ウィンドウ」ページには、既存のボリューム複製ウィンドウに追加された別の時間範囲だけが表示されます。







ボリューム複製ウィンドウを削除するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「拡張」セクションで、「ボリューム複製ウィンドウ」をクリックします。

「構成: ボリューム複製ウィンドウ」ページが表示されます。


	
削除するボリューム複製ウィンドウを選択し、「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「構成: ボリューム複製ウィンドウ」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したボリューム複製ウィンドウがウィンドウのリストに表示されなくなります。


注意:

時間範囲のみが異なる複数の複製ウィンドウがある場合、1つだけを削除することはできません。すべてを削除してから、必要な複製ウィンドウを再作成する必要があります。














11.4.8 ボリューム複製スケジュールの管理



この項では、既存のボリューム複製スケジュールの編集、削除および名前の変更を行うための手順を示します。

この項の内容は次のとおりです。





	
ボリューム複製スケジュールのプロパティの編集または表示


	
ボリューム複製スケジュールの削除


	
ボリューム複製スケジュールの名前の変更










11.4.8.1 ボリューム複製スケジュールのプロパティの編集または表示



Webツールを使用してボリューム複製スケジュールのプロパティを編集または表示できます。





プロパティを編集または表示するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ボリューム重複のスケジュール」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール」ページが表示されます。


	
編集または表示するボリューム複製スケジュールを選択し、「編集」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール > schedule_name」ページが表示されます。


	
必要に応じてボリューム複製ポリシーを変更し、「OK」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール」ページに正常終了のメッセージが表示されます。編集済のボリューム複製スケジュールがリストに表示されます。












11.4.8.2 ボリューム複製スケジュールの削除



Webツールを使用してボリューム複製スケジュールを削除できます。





ボリューム複製スケジュールを削除するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ボリューム重複のスケジュール」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール」ページが表示されます。


	
削除するボリューム複製スケジュールを選択し、「削除」をクリックします。

確認ページが表示されます。


	
「はい」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したボリューム複製スケジュールがスケジュールのリストに表示されなくなります。












11.4.8.3 ボリューム複製スケジュールの名前の変更



Webツールを使用してボリューム複製スケジュールの名前を変更できます。





ボリューム複製スケジュールの名前を変更するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「ボリューム重複のスケジュール」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール」ページが表示されます。


	
名前を変更するボリューム複製スケジュールを選択し、「名前の変更」をクリックします。

別のページが表示されます。


	
schedule_nameの変更フィールドにボリューム複製スケジュールの別の名前を入力し、「はい」をクリックします。

「管理: ボリューム重複のスケジュール」ページに正常終了のメッセージが表示され、選択したボリューム複製スケジュールが別の名前でスケジュールのリストに表示されます。














11.4.9 グローバル・ボールティング・ポリシーの変更



次のグローバル・ポリシーを使用して、Oracle Secure Backupのボールティングの実行方法を制御できます。





	
autovolumerelease

autovolumereleaseポリシーをyesに設定すると、リコールされたボリュームは、これらのボリュームを必要とするリストア・ジョブが完了したときに自動的にリリースされます。リリースされるボリュームは、Oracle Secure Backupによって自動的にリコールされたボリュームだけです。デフォルト値はnoです。


	
customeridstring

customeridstringポリシーを使用して、Oracle Secure Backupで生成されるレポートで使用するデフォルトのカスタマID文字列を定義します。個々の場所でこのポリシーを上書きできます。


	
invretrydelay

ボリュームが物理的にライブラリから削除されていることを確認するために、Oracle Secure Backupがエクスポート操作またはインベントリ操作を再試行するまでに待機する時間を指定するには、invretrydelayポリシーを使用します。このポリシーのデフォルト値は2分です。


	
maxinvretrytime

メディア移動ジョブがエクスポート操作またはインベントリ操作の再試行を続行する最大時間を定義するには、maxinvretrytimeポリシーを使用します。このポリシーのデフォルト値は15分です。この期間が経過すると、Oracle Secure Backupはジョブを「ユーザー入力が必要」状態にします。ジョブはユーザーの入力を待ちます。Oracle Secure Backupは、場所オブジェクトの電子メール受信者に警告の電子メールを送信します。

たとえば、invretrydelayポリシーおよびmaxinvretrytimeポリシーがいずれもデフォルト値に設定されているとします。Oracle Secure Backupメディア・マネージャは、自動取出しモードに従ってieeスロットにボリュームをエクスポートしようとしますが空きスロットが見つかりません。Oracle Secure Backupでは2分おきにエクスポートを再試行します。Oracle Secure Backupは15分間再試行を続け、その時点でジョブは、後続の処理を行うためにユーザー入力を要求します。


	
minwritablevolumes

minwritablevolumesポリシーを使用して、各テープ・ライブラリで必要な最小書込み可能ボリューム数を指定します。テープ・ライブラリの書込み可能ボリューム数がこの値未満になると、Oracle Secure Backupはそのテープ・ライブラリでボリュームのローテーションを早めに開始します。個々の場所でこのポリシーを上書きできます。


	
reportretaintime

reportretaintimeポリシーは、ボールティング・レポート(pick/distribution)の保存期間を定義する場合に使用します。デフォルト値は7daysです。








グローバル・ボールティング・ポリシーを変更するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「拡張」セクションの「デフォルトとポリシー」をクリックします。

「構成: デフォルトとポリシー」ページが表示されます。


	
「ポリシー」列で、「ボールティング」をクリックします。

図11-4に示すように、「構成: デフォルトとポリシー > ボールティング」ページが表示されます。


図11-4 ボールティング・ポリシー

[image: 図11-4の説明が続きます]



	
必要に応じてボールティング・ポリシーを変更し、「OK」をクリックします。


	
後でポリシーをデフォルト値にリセットする場合は、そのポリシーのデフォルト値にリセット列でオプションを選択します。












11.4.10 グローバル・ボリューム複製ポリシーの変更



次のグローバル・ポリシーを使用して、Oracle Secure Backupでのボリュームの複製の実行方法を制御できます。





	
duplicateovernetwork

duplicateovernetworkポリシーを使用して、複製されるオリジナル・ボリュームを含むメディア・サーバーとは異なるメディア・サーバーへのOracle Secure Backupによるボリュームの複製を許可するかどうかを制御します。ネットワーク帯域幅を大量に使用する必要があるため、Oracle Secure Backupはデフォルトでは、異なるメディア・サーバーに取り付けられたテープ・デバイス間での複製は行いません。


	
duplicationjobpriority

duplicationjobpriorityポリシーを使用して、ボリューム複製ジョブの他のジョブに対する優先度を指定します。デフォルト値は200です。








グローバル・ボリューム複製ポリシーを変更するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「拡張」セクションの「デフォルトとポリシー」をクリックします。

「構成: デフォルトとポリシー」ページが表示されます。


	
「ポリシー」列で、「重複」をクリックします。

「構成: デフォルトとポリシー > 重複」ページが表示されます。


	
必要に応じてボリューム複製ポリシーを変更し、「OK」をクリックします。


	
後でポリシーをデフォルト値にリセットする場合は、そのポリシーのデフォルト値にリセット列でオプションを選択します。














11.5 Recovery Managerおよびボールティング


Oracle Secure Backupのボールティングは、Oracle Database 10gリリース2(10.2)以降のRecovery Manager(RMAN)のrestore database previewおよびrestore database preview recallコマンドと密接に統合されています。Oracle Database 10gリリース2(10.2)以上では、必要なボリュームが保管場所にあることがわかると、RMANのリストアは即時に失敗します。restore database previewを使用すると、AVAILABLEであるがリモートに存在するボリュームを含め、リストアに必要なすべてのボリュームの状態を取得できます。次の例に示すように、restore database previewの情報を使用して、リストアに必要なボリュームが保管場所にある場合はRMANのリストアを回避することができます。


RMAN> startup force mount pfile=/jfersten_tstvw1/oracle/work/t_init1.ora ;
2> restore database preview;
3>

RMAN-06378: List of Backup Sets
RMAN-06379: ===================
RMAN-06389: BS Key  Type LV Size       Device Type Elapsed Time Completion Time
RMAN-06390: ------- ---- -- ---------- ----------- ------------ ---------------
RMAN-06391: 5       Full    340.95M    SBT_TAPE    00:01:48     10-AUG-07
RMAN-06392:         BP Key: 5   Status: AVAILABLE  Compressed: NO  Tag: TAG20080810T150035
RMAN-06355:         Handle: 05ip1s0j_1_1   Media: rmanvltfam-001,rmanvltfam-002,rmanvltfam-003,
RMAN-06335:   List of Datafiles in backup set 5
RMAN-06336:   File LV Type Ckp SCN    Ckp Time  Name
RMAN-06337:   ---- -- ---- ---------- --------- ----
RMAN-06338:   1       Full 308037     10-AUG-07 /jfersten_tstvw1/oracle/dbs/t_db1.f
RMAN-06338:   2       Full 308037     10-AUG-07 /jfersten_tstvw1/oracle/dbs/t_ax1.f

RMAN-08607: List of remote backup files
RMAN-06320: ============================
RMAN-06355:         Handle: 05ip1s0j_1_1   Media:
rmanvltfam-001,rmanvltfam-002,rmanvltfam-003,rmanvltfam-004RMAN-03091: Finished restore at 10-AUG-07

Recovery Manager complete.===================================================================== 


rmanvltfam-001、rmanvltfam-002、rmanvltfam-003およびrmanvltfam-004はリストアに必要なボリュームですが、ライブラリには存在しません。これらはリモートのボリュームであるため、リコールする必要があります。

restore database preview recallを使用して、保管場所に現在置かれている、リストアに必要なすべてのボリュームのリコールを開始できます。このRMANコマンドは、Oracle Secure Backupのメディア移動ジョブに変換されます。保管場所からボリュームがリコールされると、同じリストアに対するrestore database previewの出力によって、該当するボリュームがオンサイトで使用できるようになったことが示されます。この時点でリストアを正常に終了できます。


注意:

restore database preview recallによってリコールされたボリュームは、autovolumereleaseポリシーがyesに設定されていても、手動でリリースしてローテーション・スケジュールに戻す必要があります。




関連項目:

	
「ボリュームのリコール」


	
autovolumereleaseポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。






次の例に、restore database preview recallの出力と、obtoolコマンドによるメディア移動ジョブの結果を示します。


RMAN> startup force mount pfile=/jfersten_tstvw1/oracle/work/t_init1.ora ;
2> restore database preview recall ;
3>
RMAN-06196: Oracle instance started
RMAN-06199: database mounted
 
Total System Global Area     134217728 bytes
 
Fixed Size                     1259552 bytes
Variable Size                121636832 bytes
Database Buffers               8388608 bytes
Redo Buffers                   2932736 bytes
 
RMAN-03090: Starting restore at 10-AUG-07
RMAN-08030: allocated channel: ORA_SBT_TAPE_1
RMAN-08500: channel ORA_SBT_TAPE_1: sid=92 devtype=SBT_TAPE
RMAN-08526: channel ORA_SBT_TAPE_1: Oracle Secure Backup
RMAN-08030: allocated channel: ORA_DISK_1
RMAN-08500: channel ORA_DISK_1: sid=90 devtype=DISK
 
RMAN-06178: datafile 3 not processed because file is offline
RMAN-06378: List of Backup Sets
RMAN-06379: ===================
RMAN-06389: BS Key  Type LV Size       Device Type Elapsed Time Completion Time
RMAN-06390: ------- ---- -- ---------- ----------- ------------ ---------------
RMAN-06391: 5       Full    340.95M    SBT_TAPE    00:01:48     10-AUG-07
RMAN-06392:         BP Key: 5   Status: AVAILABLE  Compressed: NO  Tag: TAG20080
810T150035
RMAN-06355:         Handle: 05ip1s0j_1_1   Media: rmanvltfam-001,rmanvltfam-002,rmanvltfam-003,
RMAN-06335:   List of Datafiles in backup set 5
RMAN-06336:   File LV Type Ckp SCN    Ckp Time  Name
RMAN-06337:   ---- -- ---- ---------- --------- ----
RMAN-06338:   1       Full 308037     10-AUG-07 /jfersten_tstvw1/oracle/dbs/t_db1.f
RMAN-06338:   2       Full 308037     10-AUG-07 /jfersten_tstvw1/oracle/dbs/t_ax1.f
RMAN-12016: using channel ORA_SBT_TAPE_1
RMAN-12016: using channel ORA_DISK_1
 
RMAN-05035: archive logs generated after SCN 308037 not found in repository
RMAN-05033: Media recovery start SCN is 308037
RMAN-05034: Recovery must be done beyond SCN 308037 to clear data files fuzzines
s
RMAN-08608: Initiated recall for the following list of remote backup files
RMAN-07524: ==========================================================
RMAN-06355:         Handle: 05ip1s0j_1_1   Media: rmanvltfam-001,rmanvltfam-002,rmanvltfam-003,rmanvltfam-004
RMAN-03091: Finished restore at 10-AUG-07
==========================================================


RMANのrestore database preview recallコマンドが完了しました。RMANがリクエストしたリモート・ボリュームに対するメディア移動ジョブがOracle Secure Backupによって作成されます。autorunmmjobsポリシーがnoに設定されている場合、このジョブは保留状態にあり、Oracle Secure Backupオペレータが実行する必要があります。lsjobコマンドから、このメディア移動ジョブに関する次の情報が返されます。


関連項目:

autorunmmjobsポリシーの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




ob> lsjob --long --type mm
17:
    Type:                   media movement for TrustyVaultsInc
    Volumes:                rmanvltfam-001 rmanvltfam-002 rmanvltfam-003 rmanvltfam-004
    Scheduled time:         none
    State:                  pending enable by operator
    Priority:               100
    Run on host:            (administrative server)
    Attempts:               0


catrptコマンドを実行すると、このメディア移動ジョブの配布レポートが表示されます。


ob> catrpt --type dist 17
                 Oracle Secure Backup Distribution List Report
                       Location - TrustyVaultsInc
 
  Volume ID     Barcode                         Move Date    Next Loc
------------------------------------------------------------------------
rmanvltfam-001  b1ee571429f5102ad52000cf1ce8d3a 2008/8/10    vlibrman
rmanvltfam-002  b22b696a29f5102ad52000cf1ce8d3a 2008/8/10    vlibrman
rmanvltfam-003  b26873be29f5102ad52000cf1ce8d3a 2008/8/10    vlibrman
rmanvltfam-004  b39fbf9429f5102a9f0000cf1ce8d3a 2008/8/10    vlibrman


メディア移動ジョブは保留状態にあります。オペレータはrunjobコマンドを使用してメディア移動ジョブを実行できます。


ob> runjob --mediamovement --now 17


Oracle Database 10gリリース2(10.2)より前のリリースでは、RMANのリストア操作に必要なボリュームが保管場所に存在する場合、対応するOracle Secure Backupリストア・ジョブが発生します。また、Oracle Secure Backupのスケジューラがメディア移動ジョブを開始して保管場所からボリュームをリコールします。リストア・ジョブは、必要なすべてのボリュームが正常にリコールされるまでpending状態で待機します。

各保管場所をリコール時間に関連付けることができます。これは、その場所からボリュームをリコールするときにかかる時間です。このリコール時間が、そのリストア・ジョブに構成されたリソースの待機時間より長い場合、リコール操作は開始されず、リストア・ジョブは失敗します。

RMANのリストアで保管されたボリュームのリコールが必要な場合は、obtoolのrecallvolコマンドやOracle Secure Backup Webツールを使用できます。詳細は、「ボリュームのリコール」を参照してください。


関連項目:

	
保管場所のリコール時間の設定の詳細は、「場所の追加」を参照してください


	
recallvolの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。












11.6 ボールティングのトラブルシューティング



この項では、ボールティング環境で起こる可能性のある2つの問題について説明します。これらの問題が起きた場合の対処も示します。







11.6.1 間違った場所にあるボリューム


様々な理由から、現在のOracle Secure Backupカタログに記録された場所にボリュームが存在しないことがあります。

	
間違ったボリュームをテープ・ライブラリから取り出して保管場所に転送した。


	
保管場所から間違ったボリュームが返された。


	
2つ以上のメディア移動ジョブが同時に発生し、それらの配布リストが置き換えられ、間違った場所に転送された。


	
ボリュームを保管場所に移動する(または保管場所から戻す)とき、ボリュームを消失または破損した。




アクティブな場所または保管場所からボリュームを手動で取り出して間違った場所に移動した場合、Oracle Secure Backupでは誤配置を示すフラグが設定されません。Oracle Secure Backupカタログでは、元の場所にボリュームが存在するものとして表示されます。誤配置の状態は、次回メディア移動ジョブにボリュームを含めることができるようになるまで検出されません。この場合、ボリュームの場所は間違っていても、管理ドメインのどこかに存在します。このボリュームを探し出すには、完全なボリューム・インベントリまたは物理検索が必要です。

保管場所から間違ったボリュームが返された場合、2つのボリュームが同時に間違った場所に置かれています。たとえば、Oracle Secure Backupにより、vol000001を保管場所からMedia_Recycle_Binに移動するメディア移動ジョブが作成されたとします。しかし、このボリュームのかわりにvol000002が移動された場合、Oracle Secure Backupカタログでは、実際には保管場所にあるvol00001が、Media_Recycle_Binに存在するものとして表示されます。さらには、実際にMedia_Recycle_Binに存在するvol000002が、保管場所で表示されます。この場合、これらのボリュームは管理ドメイン内のどこかに存在しますが、いずれか一方(この場合はvol000002)は、間違って上書きされる可能性があります。この問題を防止するには、場所間を移動する際、すべてのボリュームに配布レポートを添付するように要求します。

保管場所への移動の途中でボリュームが間違った場所に置かれることはおそらく最悪の状況です。ボリュームはもう管理ドメインになく、Oracle Secure Backupがそのボリュームに対する次のメディア移動ジョブを生成するまで、間違った場所にあることが認識されません。次のメディア移動ジョブは、ボリュームが間違った場所に置かれてから何か月も後のこともあります。このような状況は、メディア移動ジョブごとに2つの配布レポートを生成することで防ぐことができます。2つの配布レポートのうち1つはボリュームに同梱して保管場所に送り、もう1つは単独で保管場所のオペレータに送ります。保管場所のオペレータが配布レポートは受け取ったが、対応するボリュームは受け取っていない場合、ボリュームが途中の誤った場所にあることがすぐにわかります。


関連項目:

「選択レポートおよび配布レポートの表示」









11.6.2 ローテーション・ポリシーの外部にあるボリューム


ボリュームはローテーション・ポリシーに関連付けられています。ボリュームは、メディア・ファミリからローテーション・ポリシーを継承します。メディア・ファミリに関連付けられたローテーション・ポリシーを変更すると、別のポリシーは、オリジナルの場所から移動していない、メディア・ファミリに属するすべてのボリュームに適用されます。メディア・ファミリに属するボリュームが、オリジナルの場所に存在しない場合、別のローテーション・ポリシーはそのボリュームに適用されません。


注意:

chvol --rotationpolicyコマンドを使用して、ボリュームを別のローテーション・ポリシーに割り当てることもできます。



古いポリシーに含まれていたすべての場所が別のローテーション・ポリシーに含まれる場合、オリジナルの場所から移動されたボリュームに関する問題はありません。しかし、別のローテーション・ポリシーで1つ以上の場所が削除されている場合、ポリシーの変更時に新たに削除された場所にあるボリュームはすべて移動できなくなります。Oracle Secure Backupは、削除された場所でボリュームを検索しないため、これらのボリュームにはメディア移動ジョブが作成されません。

取り残されたボリュームは、Oracle Secure Backup Webツールの「管理: ボリューム」ページを使用して、別のローテーション・ポリシーに指定された場所に移動する必要があります。このように誤って配置されたボリュームはボリューム例外レポートに記載されます。


関連項目:

「ローテーション・ポリシーとメディア・ファミリの関連付け」









11.6.3 例外レポートの表示



例外レポートには、消失したボリューム、正しいテープ・ライブラリに格納されていないボリューム、ローテーションに残されている期限切れのボリュームなど、ローテーション・ポリシーで指定されている正しい場所に存在しないメディアがリストされます。





例外レポートを生成するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backup Webツールのホームページで「管理」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。


	
「メディア・ライフ・サイクル」セクションで、「場所レポート」をクリックします。

図11-5に示すとおり、「構成: 場所レポート」ページが表示されます。


図11-5 「場所レポート」ページ

[image: 図11-5の説明が続きます]



	
「タイプ」リストで「例外」を選択し、「レポートの表示」をクリックします。








このレポートでは、Oracle Secure Backupのカタログに現在記録されている場所に存在しないボリュームが特定されます。これには、場所が不明のボリューム、誤ったテープ・ライブラリにあるボリューム、および期限切れになってもまだローテーションに存在するボリュームが含まれます。















12 バックアップ暗号化の管理


バックアップ暗号化はオプションの簡単に構成できるメカニズムで、Oracle Secure Backupによってバックアップ・コンテナに書き込まれるクライアント・データがすべて暗号化されることを保証します。バックアップ暗号化は、ファイルシステム・データとRecovery Manager (RMAN)で生成されたバックアップのどちらに対しても実行できます。


注意:

ボリュームの複製またはボリュームの移行時に、暗号化はサポートされません。ボリューム上の暗号化されていないバックアップ・セクションは、ボリュームの複製またはボリュームの移行操作時に暗号化されません。

ボリュームの複製およびボリュームの移行の詳細は、「ボールティング」を参照してください。



この章の内容は次のとおりです。

	
バックアップ暗号化の概要


	
ソフトウェアベースの暗号化の概要


	
ソフトウェアベースの暗号化の概要


	
例: ワンタイム非暗号化バックアップの実行


	
例: 日常的なバックアップ暗号化の実行


	
例: 一時バックアップ暗号化の実行


	
バックアップ暗号化の有効化








12.1 バックアップ暗号化の概要


データは組織にとってきわめて重要なので、本番サーバーでアクティブな状態のデータ、またはバックアップ・テープに保存された状態のデータを、悪意から守る必要があります。データ・センター・セキュリティ・ポリシーによって、アクティブ・データへの物理的なアクセスを制限できます。テープに保存されているバックアップ・データのセキュリティを確保するために、Oracle Secure Backupではバックアップ暗号化が提供されています。

適切な暗号化ポリシーを設定することによって、グローバル・レベル、クライアント・レベルおよびジョブ・レベルでデータを暗号化できます。必要なアルゴリズムと暗号化オプションを選択して、暗号化処理を完了できます。

この項には、バックアップ暗号化の詳細を説明する、次の項目が含まれます。

	
バックアップ暗号化のタイプ


	
バックアップ暗号化ポリシーについて


	
バックアップ暗号化の設定レベルについて


	
バックアップ暗号化のオプションについて


	
バックアップ暗号化のアルゴリズムについて


	
バックアップ暗号化のセキュリティ制御について


	
バックアップ暗号化キーの管理について


	
ファイルシステム・バックアップのバックアップ暗号化について


	
Oracle Databaseバックアップのバックアップ暗号化について








12.1.1 バックアップ暗号化のタイプ


Oracle Secure Backupでは、次の種類の暗号化を実行できます。

	
ソフトウェア暗号化

ソフトウェア暗号化は、Oracle Secure Backupソフトウェアがインストールされているホストでサポートされます。NDMPホストまたはNASファイラでは、サポートされません。バックアップされたデータは、ネットワーク経由でバックアップ・ストレージ・メディアに送信される前に暗号化されます。

バックアップでソフトウェア暗号化を使用する場合、このバックアップに関連付けられたすべてのバックアップ・イメージ・インスタンスが暗号化されます。バックアップが作成された時点でソフトウェア暗号化が有効でなくても、元の未暗号化バックアップを使用して作成されたバックアップ・イメージ・インスタンスがハードウェア暗号化をサポートするテープ・デバイスに格納されていれば、そのバックアップ・イメージ・インスタンスを暗号化できます。


関連項目:

バックアップ・イメージ・インスタンスをコピーする際のバックアップ暗号化に関する詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。




	
ハードウェア暗号化

ハードウェア暗号化は、LTO5テープ・ドライブなど暗号化をサポートするテープ・デバイスでのみサポートされます。テープ・デバイス・ハードウェアが、必要なデータ暗号化を実行します。

ハードウェア暗号化を使用するバックアップがディスク・プールにコピーされた場合、ディスク・プール上のバックアップ・イメージ・インスタンスは暗号化されていません。ただし、バックアップがソフトウェア暗号化を使用して作成された場合、このバックアップを使用して作成されるバックアップ・イメージ・インスタンスに対してハードウェア暗号化を使用することはできません。


関連項目:

「ハードウェアベースの暗号化の概要」












12.1.2 バックアップ暗号化ポリシーについて


バックアップ暗号化は、容易に実装できるように設計されています。簡単な方法で1つのグローバル・ポリシーを変更することで、各クライアントのすべてのデータを確実に暗号化できます。また、バックアップ暗号化では、柔軟性の高い構成が可能です。

グローバル・レベルまたは特定のクライアントに暗号化を設定するには、暗号化ポリシーを次のいずれかの値に設定します。

	
required

このバックアップ・ドメインまたはクライアントで発生するデータはすべて暗号化されます。


	
allowed

このバックアップ・ドメインまたはクライアントで発生するすべてのデータは場合によって暗号化されます。暗号化の決定は、次の下位の優先順位レベルに従います。これはデフォルトの設定です。










12.1.3 バックアップ暗号化の設定レベルについて


暗号化設定は優先順位の高いものから低いもののまで、次のレベルで指定できます。暗号化ポリシーは、「バックアップ暗号化ポリシーについて」で説明されています

	
グローバル

バックアップ暗号化がグローバル・レベルでrequiredに設定されている場合、管理ドメイン内のすべてのバックアップ操作が暗号化されます。このグローバル・ポリシーは、Oracle Secure Backupのデフォルトおよびポリシーを使用して定義されます。


	
クライアント

ホストの暗号化設定がrequiredの場合、暗号化がバックアップ・レベルで構成されているどうかに関係なく、ホストでのすべてのバックアップ操作が暗号化されます。ホストの暗号化設定がallowedの場合、バックアップ・ジョブ自体の一部として構成されていないかぎり、あるいはグローバル暗号化ポリシーがrequiredに設定されている場合、ホストでのバックアップは暗号化されません。


	
ジョブ

ホストおよびグローバルの暗号化ポリシーがallowedに設定されている場合、バックアップ暗号化は、バックアップ・レベルで構成されている場合のみ実行されます。




上位レベルで指定された暗号化設定は常に下位レベルでの設定より優先されます。たとえば、バックアップ暗号化をグローバル・レベルで有効にし、ファイルシステム・バックアップ・ジョブで暗号化を無効にした場合、上位レベル(グローバル・レベル)の設定が優先されるため、バックアップは暗号化されます。







12.1.4 バックアップ暗号化のオプションについて


バックアップ暗号化を有効化する場合、次のオプションの1つを選択できます。

	
はい

このオプションは、バックアップが暗号化されることを指定します。


	
いいえ

このオプションは、バックアップが暗号化されないことを指定します。これはデフォルトの設定です。


	
強制オフ

このオプションは、バックアップが暗号化されないことを指定し、ホストで必要な暗号化設定を上書きします。


	
一時

このオプションは、ユーザー指定の1回かぎりのパスフレーズを使用してOracle Secure Backupによってバックアップが暗号化されることを指定します。このオプションを選択した場合は、暗号化アルゴリズムのオプションを選択し、パスフレーズの指定フィールドにパスフレーズを入力することも必要です。

クライアントのrekeyfrequencyポリシーによって、異なるキーがいつ生成されるかが定義されます。たとえば、ポリシーによって、異なるキーのセットを30日ごとに生成するように求められることがあります。古いキーは、ウォレットで保護されたキー・ストアに保持されます。このようにしておくと、キーまたはウォレットおよび関連するバックアップ・テープが改ざんされても、古いデータだけは暗号化を解除できます。クライアントのデフォルトのrekeyfrequencyポリシーは、グローバルのrekeyfrequencyポリシーから継承されます。










12.1.5 バックアップ暗号化のアルゴリズムについて


暗号化アルゴリズムはグローバル・デフォルト・ポリシーから継承され、クライアント・レベルでオーバーライドできます。クライアントごとに異なる暗号化アルゴリズムを使用できます。たとえば、従業員名簿関連のコンピュータは試験研究所関連のコンピュータより高いレベルの暗号化を使用できます。サポートされている暗号化アルゴリズムは次のとおりです。

	
AES128


	
AES192


	
AES256





関連項目:

ハードウェア暗号化オプションの詳細は、「ハードウェア暗号化のアルゴリズムについて」を参照してください









12.1.6 バックアップ暗号化のセキュリティ制御について


Oracle Secure Backupは、ユーザー・レベルのアクセス、ホスト認証およびキー管理を主に制御する、混合的な暗号化セキュリティ・モデルを提供します。バックアップ暗号化を有効化すると、定義された暗号化アルゴリズムを使用してすべてのデータが暗号化されます。データはクライアントから移動される前に暗号化されます。暗号化キーは、Oracle Secure Backupウォレットで保護されるメカニズムに格納されます。

管理サーバーは安全なホストとみなされます。すべてのクライアントのすべてのキーとウォレットで保護されるキー・ストアは、この保護されたコンピュータに格納されます。バックアップまたはリストア・ジョブが開始すると、暗号化キーは、データの暗号化または復号化を行うクライアントにSSL接続を介して渡されます。暗号化キーがメモリーに存在するのは、暗号化または復号化を実行するのに必要な間のみです。

暗号化キー・ストアによってすべてのテープの暗号化と復号化が可能になるため、暗号化キー・ストアは非常に重要です。キー・ストアが失われると、データもすべて失われます。ベスト・プラクティスは、提供されるOSB-CATALOG-DSデータセットを使用して、Oracle Secure Backup管理サーバーのカタログ・バックアップを頻繁にスケジュールすることです。これにはキー・ストアのバックアップが含まれるためです。暗号化キー・ストアの形式はプラットフォームに依存しません。

Oracle Secure Backupの管理データのバックアップは、自動生成キーで暗号化しないでください。自動生成キーで管理データを暗号化した場合、管理サーバーで障害が発生すると、暗号化キーの暗号化に使用された復号化キーを取り戻すのは困難だからです。このため、管理サーバー・ツリーの一時バックアップを作成することをお薦めします。







12.1.7 バックアップ暗号化キーの管理について


 キーは、ランダムに(透過的なキー)、またはパスフレーズを使用して、生成できます。推奨操作モードおよびデフォルト値は自動生成です。新たに作成されるクライアントごとに、mkhostフェーズでキーが自動的に生成されます。この透過的なキーは、ウォレットで保護されたこのクライアント専用のキー・ストアに追加され、次の状況まで、暗号化で使用できます。

	
キーの更新イベントの発生


	
バックアップ管理者による自動生成キーの手動更新


	
バックアップ管理者によるキーからパスフレーズへの変更(異なるパスフレーズの提供時)

パスフレーズはどこにも格納されません。パスフレーズのハッシュとパスフレーズから生成されるキーは、暗号化されたストアに格納されます。Oracle Secure Backupではパスフレーズの最小長は強制されません。




新しいキーが作成されると、ウォレットで保護されたキー・ストアに追加され、アクティブな暗号化キーとしてマークが付けられます。古い暗号化キーはキー・ストアに残され、シームレスな自動データ復号化に使用されます。クライアントがバックアップ・ドメインから削除されても、そのキー・ストアは引き続き管理サーバーで保持されます。これにより、暗号化されたバックアップ・ボリューム・セットの古さにかかわらず、バックアップ管理者は常にデータをリストアできるようになります。


注意:

キーがキー・ストアに自動的に追加されない例外が1つあります。一時バックアップのキーは実質的に1回かぎりのキーであり、通常はキー・ストアに格納されません。コマンドライン・オプションを使用してこの動作を上書きできます。一時バックアップの詳細は、「一時バックアップ暗号化について」を参照してください。



キーが期限切れになると、別のキーが自動的に生成されます。ただし、パスフレーズ生成キーの場合、バックアップ管理者に多少のオーバーヘッドがあり、管理者はパスフレーズ生成キーを使用するクライアントごとにパスフレーズを入力する必要があります。パスフレーズ生成キーが期限切れになると、バックアップ管理者が表示されたクライアントのパスフレーズを更新する必要があることを示す警告メッセージがOracle Secure Backupから表示されます。このメッセージは、Oracle Secure Backupログ・ファイル、ディスプレイへの出力およびバックアップ管理者への電子メールに示されます。







12.1.8 ファイルシステム・バックアップのバックアップ暗号化について


ファイルシステム・バックアップでは、管理ドメイン全体、特定のクライアント、または特定のバックアップ・ジョブに対して暗号化を選択できます。特定のファイルシステム・バックアップ・ジョブに暗号化を定義するには、ファイルシステム・バックアップ・ジョブに関連付けられているバックアップ・スケジュールに暗号化ポリシーを指定します。ファイルシステム・データのオンデマンド・バックアップに暗号化を構成することもできます。


関連項目:

	
「バックアップ暗号化の有効化」


	
「オンデマンド・バックアップ・リクエストの追加」












12.1.9 Oracle Databaseバックアップのバックアップ暗号化について


Oracle Databaseバックアップでは、管理ドメイン全体、特定のクライアント、または特定のバックアップ・ジョブに対して暗号化を指定できます。特定のOracle Databaseバックアップ・ジョブに対する暗号化は、データベース・バックアップ記憶域セレクタまたはRecovery Manager (RMAN)メディア管理パラメータOB_ENCRYPTIONを使用して指定します。Oracle Secure Backupが使用する暗号化アルゴリズムは、Oracle Secure Backupに対して構成されたアルゴリズムに依存します。


関連項目:

バックアップ記憶域セレクタの詳細は、「データベース・バックアップ記憶域セレクタの追加」を参照してください



特定のOracle Databaseバックアップ・ジョブでは、OB_ENCRYPTIONパラメータを使用して行われた設定は、バックアップ・ジョブに関連付けられているデータベース記憶域セレクタを指定して行われた設定をオーバーライドします。

SBTからのRMANデータが暗号化されている場合、Oracle Secure Backupはそれ以上の暗号化は行いません。RMANの暗号化により、Oracle Secure Backup内のホストまたはグローバルのrequired暗号化設定が満たされます。たとえば、ホストの暗号化構成がrequiredで、バックアップがRMANによって暗号化された場合、ホストの暗号化構成のrequiredが満たされるため、Oracle Secure Backupはバックアップを再暗号化しません。RMAN暗号化バックアップでは、暗号化キーはデータベースによって管理され、Oracle Secure Backup内に構成されているホストの暗号化キー設定は適用されません。

ホストで暗号化がrequiredと構成されているが、RMANバックアップの暗号化が無効の場合、Oracle Secure Backupは、ホストの暗号化構成に基づいたOracle Secure Backup暗号化を使用してRMANバックアップを暗号化します。


RMANパラメータ OB_ENCRYPTIONの値





次の値をOB_ENCRYPTIONパラメータに設定できます。

	
ON

Oracle Secure Backupは、バックアップ・データがRMANによってまだ暗号化されていない場合、バックアップ・データを暗号化します。


	
OFF

ホストのポリシーまたはグローバル・ポリシーがrequiredに設定されていない場合、バックアップ・データは暗号化されません。OB_ENCRYPTIONをOFFに設定すると、値を指定しないのと同じことになります。


	
FORCEDOFF

Oracle Secure Backupはデータベース・バックアップを暗号化せず、requiredに設定されたホストまたはドメインの暗号化設定をオーバーライドします。FORCEDOFFの設定はRMANには影響しません。RMANはバックアップ・データを暗号化できます。


	
SWENCRYPTION

Oracle Secure Backupはハードウェア暗号化ではなくソフトウェア暗号化を使用します。このオプションは、状況によってハードウェア暗号化を使用しない場合に備えて提供されています。





関連項目:

詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。













12.2 ソフトウェアベースの暗号化の概要


Oracle Secure Backupは、テープがオンサイトにあるか、オフサイトにあるか、それとも失われているかに関係なく、テープ上のバックアップ・データを保全する、ポリシーベースのバックアップ暗号化を提供します。この項では、暗号化ポリシーによって監視される様々なタイプのバックアップにおけるバックアップ暗号化について説明します。





12.2.1 一時バックアップ暗号化について


場合によっては、バックアップ・ドメイン・サイトAの一連のデータをバックアップして、別のドメイン・サイトBにリストアする必要があります。バックアップ・セットは、いくつかのクライアントのバックアップ・ファイルを含む場合があります。クライアント・バックアップ・ファイルのそれぞれは、クライアント固有の暗号化キー(サイトAでの最近のバックアップで使用された可能性が高い)で暗号化されます。サイトBでこのデータを復号化するために、サイトAでデータの暗号化に使用されたすべてのキーを収集してサイトBに送る必要があります。

これらのキーは他の最近のバックアップに使用されたため、このシナリオはセキュリティに対する重大な脅威となりえます。Oracle Secure Backupでは、特定のバックアップ・ジョブのボリューム・セット・レベルでデータを暗号化することで、このセキュリティの脅威を排除してサイト間バックアップ暗号化を行えます。ボリューム・セット暗号化のキーはパスフレーズに基づきます。このバックアップ・ジョブに含まれるすべてのクライアントでこのパスフレーズ生成キーに対してデータが暗号化されます。サイトAのバックアップ管理者は、使用されるパスフレーズと暗号化アルゴリズムをサイトBに渡します。サイトBのリストア操作時にパスフレーズと暗号化アルゴリズムが提供され、データが復号化されます。

これ以外のすべての場合、バックアップ暗号化の暗号化キーは、ウォレットで保護された対応するキー・ストアに自動的に追加されます。ただし、一時キーは、主としてデータをリモートの場所に移すために使用される1回かぎりのキーです。したがって、デフォルトでは、一時暗号化キーは保護されたキー・ストアには格納されません。Oracle Secure Backupでは、バックアップ管理者が一時暗号化キーをキー・ストアに格納するためのオプションはありません。


関連項目:

obtoolのbackupコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。



Oracle Secure Backupでは、ファイルシステム・バックアップとして一時パスフレーズ暗号化のみをサポートします。Oracle Databaseでは、RMANを使用して一時パスフレーズ暗号化バックアップを作成およびリストアしてください。


関連項目:

	
一時バックアップを暗号化する手順の詳細は、「一時バックアップ暗号化の有効化」を参照してください


	
パスワード・ベース暗号化を使用したOracle Databaseの暗号化バックアップの作成に関する詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・リファレンス』を参照してください。


	
暗号化バックアップのリストアに関する詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・リファレンス』を参照してください。














12.3 ハードウェアベースの暗号化の概要


RMANまたはOracle Secure Backupを使用したバックアップ・データの暗号化には、パフォーマンスに影響を与えるという短所があります。この影響を判定するのは難しく、その重要性も状況によって異なります。パフォーマンスに影響を与えずに暗号化を実行する場合、Oracle Secure Backupでは選択したLTOおよびT10000テープ・ドライブ形式でのハードウェアベースの暗号化を使用できます。

ハードウェア暗号化に対するLTOおよびT10000インタフェースは、ハードウェア暗号化のためのSCSI仕様を通じて実現できます。他のベンダーからも同様のハードウェアが提供されており、それらの製品はOracleによってテストおよび承認済として、Oracle Secure Backupに対応していることが動作保証されています。Oracle Secure Backup対応の各テープ・デバイスの詳細は、次のURLで入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/database/database-technologies/secure-backup/learnmore/index.html

ハードウェアベースの暗号化による、既存のOracle Secure Backup暗号化モデルに対する変更はありません。ハードウェアベースの暗号化で必要なものは、選択したテープ・ドライブ・ハードウェアを除けば、Oracle Secure Backup内のポリシー・レベル、ホスト・レベルまたはバックアップ・ジョブ・レベルで暗号化を有効にすることだけです。ハードウェアベースの暗号化に関するすべての暗号化の決定、ポリシー、キー管理および設定は、ソフトウェアベースの暗号化に関するものと同じです。

ハードウェアベースの暗号化を選択するには、バックアップ用のテープ・ドライブを選択するか、Oracle Secure Backup管理ドメインに選択したテープ・ドライブを含めるだけです。Oracle Secure BackupはSCSIコマンドを使用してテープ・ドライブ内の暗号化機能を有効にし、暗号化キーをテープ・ドライブに送信します。暗号化は、Oracle Secure Backupによるソフトウェアではなく、ハードウェアのLTOおよびT10000ドライブ形式で実行されます。ハードウェア暗号化をサポートするドライブがない場合、または互換性のあるテープがドライブにない場合、既存のOracle Secure Backupソフトウェア暗号化モデルが使用されます。

ハードウェア暗号化をサポートするドライブに互換性のあるテープが含まれてはいるが、バックアップを完了するために追加の互換性のあるテープが必要な場合、Oracle Secure Backupは追加のLTOまたはT10000テープを探します。見つかった場合は、そのサポートするテープがマウントされ、バックアップが続行されます。追加の互換性のあるテープをマウントできなかった場合、ジョブの状態はRunningと表示され、バックアップ・オペレータによる入力が必要となります。


注意:

ハードウェアベースの暗号化を使用してバックアップし、ソフトウェアベースの暗号化を使用してリストアすることはできません。また、ソフトウェアベースの暗号化を使用してバックアップし、ハードウェアベースの暗号化を使用してリストアすることもできません。







12.3.1 ハードウェア暗号化による一時バックアップについて


backupコマンドの--disablehardwareencryptionオプションを使用すると、一時バックアップでのハードウェアベースの暗号化を無効にできます。このオプションは、Oracle Secure Backupに、強制的にソフトウェアベースの暗号化を使用してバックアップさせます。

enablehardwareencryptionバックアップ暗号化ポリシーを「いいえ」に設定することによって、ハードウェア暗号化を無効にすることもできます。


関連項目:

	
backupコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
「一時バックアップ暗号化について」


	
「デフォルトとポリシーについて」












12.3.2 ハードウェア暗号化のレポートおよびロギングについて


ハードウェアベースの暗号化では追加のレポートやログは生成されませんが、次の既存のレポートおよびログに影響を与えます。

	
ハードウェアベースの暗号化により、Oracle Secure Backupが暗号化設定on/off/forcedoff/rmanを示しているすべてのトランスクリプト、ログまたはレポートに、選択したテープ・ドライブによって暗号化されたデータのhardwareおよびtransient_hardware設定が追加されます。


	
ジョブ・トランスクリプトには暗号化のタイプとアルゴリズムが表示されます。


	
lssection -longコマンドの出力には暗号化タイプが含まれます。

lssectionコマンドの出力例を次に示します。


ob> lssection --long
Backup section OID: 114
    Containing volume: passphrase-mf-000001
    Containing volume OID: 119
    File: 2
    Section: 1
    Backup level: 0
    Client: storabck34
    Encryption: hardware
    Algorithm: aes256
    Created: 2014/02/25.15:30
    Size: 1.9 MB


	
lsvol --longコマンドの出力では、ボリュームを暗号化できるかどうかがテープの属性フィールドに表示されます。表示される可能性のある値は、unknown、hw encryptable、およびnot hw encryptableです。unknown値はテープがマウントされ、Oracle Secure Backupがハードウェアの暗号化をサポートするかどうかを判別できるまで保持されます。


	
lsdev --long --geometryコマンドは、ハードウェア暗号化を使用できるかどうかについてレポートします。










12.3.3 ハードウェア暗号化のアルゴリズムについて


Oracle Secure Backupでは、ソフトウェアベースの暗号化について暗号化アルゴリズムAES128、AES192およびAES256がサポートされます。ホストベースのソフトウェア暗号化に加えて、Oracle Secure Backupでは、Oracle Secure Backupテープ・ドライブ互換性デバイス・マトリックスにリストされている、互換性のあるテープ形式(LTOおよびT10000など)のテープ・ドライブ・ハードウェア暗号化もサポートされます。Oracle Secure Backupは、テープ・ドライブ暗号化を実行する際に、自動的にAES256アルゴリズムを選択します。Oracle Secure Backupの暗号化キー管理は、ホストベースのソフトウェア暗号化とテープ・ドライブ暗号化のどちらを実行するかにかかわらず、同一です。

ハードウェア暗号化バックアップ・ジョブが完了すると、ジョブ・トランスクリプトおよびその他のすべてのレポートにAES256暗号化アルゴリズムが表示されます。アーカイブ・セクション・データベースおよびテープ・ヘッダーにも、AES256アルゴリズムが暗号化に使用されたことが示されます。

この動作は、ハードウェア暗号化による一時バックアップを実行する場合にのみ問題となり、キーは格納されません。この場合は、リストアを実行するときにAES256アルゴリズムを提供する必要があります。ハードウェア暗号化一時バックアップでbackup --storeオプションを使用した場合、アルゴリズムは不要です。


関連項目:

	
backupコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
「一時バックアップ暗号化について」












12.3.4 ハードウェア暗号化のポリシーについて


Oracle Secure Backupでのハードウェアベースの暗号化は、次の2つの暗号化ポリシーによって制御されます。

	
enablehardwareencryption

デフォルトで、Oracle Secure Backupは、自動的にテープ・ドライブ暗号化を活用してホストベースの暗号化を行います。このポリシーの値がnoに変更されると、Oracle Secure Backupはハードウェアベースの暗号化ではなくソフトウェアベースの暗号化を実行します。


	
requireencryptablemedia

このポリシーがデフォルト値のnoに設定された場合、Oracle Secure Backupは最初にハードウェア暗号化に対応したテープをマウントしようとします。マウントできない場合、Oracle Secure Backupはソフトウェア暗号化に切り替えます。このポリシーの値がyesに変更されると、Oracle Secure Backupはハードウェア暗号化に対応したテープが使用可能になるまで、ジョブを保留状態にします。

テープ・ドライブがハードウェア暗号化に対応していない場合や、暗号化に対応しているテープを特定できない場合、このポリシーは無視されます。





関連項目:

ハードウェア暗号化を有効化する手順の詳細は、「ハードウェア暗号化の有効化」を参照してください。











12.4 例: ワンタイム非暗号化バックアップの実行


Oracle Secure Backupでは、バックアップ管理者がグローバルまたはクライアントの暗号化設定を変更せずに、1回かぎりの非暗号化バックアップを実行することができます。

バックアップ管理者が、あるホストのすべてのホーム・ディレクトリを別のホストに移動する予定であるが、これらの2つのホスト間で直接ファイルをコピーしないとします。かわりに、バックアップ管理者は、データセットに対応するデータをテープにバックアップし、別のホストにリストアします。転送後、ただちにテープまたはテープの中身を破棄します。バックアップ管理者は、処理のオーバーヘッドの点から、暗号化を使用しません。

このような特殊な場合に、バックアップ管理者はbackup --encryption forcedoffコマンドを使用できます。このコマンドは、グローバルおよびクライアントの暗号化設定を上書きし、暗号化されないバックアップを実行します。このジョブのトランスクリプトと他のすべてのレポートには、このバックアップ・セットで暗号化が強制的に無効化されたことが記述されます。RMANバックアップでもRMANのOB_ENCRYPTION変数を使用する同様の機能があります。


関連項目:

obtoolのbackupコマンドの詳しい構文とセマンティックは、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。









12.5 例: 日常的なバックアップ暗号化の実行


デフォルトでは、グローバルおよびクライアントの最初のバックアップ暗号化ポリシー設定はallowedです。暗号化キーは、デフォルトのAES192暗号化アルゴリズムで自動的に生成されます。デフォルト構成が企業にとって十分であるとバックアップ管理者が判断すれば、構成を行う必要はありません。この項では、それよりも複雑なケースの構成について説明します。

次に示す少し複雑な企業では、3つのクラスのホストがあり、それぞれが異なるタイプとレベルの暗号化を必要としています。

	
開発者用

これらのクライアントでは、sourcecodeと呼ばれるデータセットのソース・コード・バックアップ操作のみで暗号化が必要です。


	
給与計算用

このクライアントでは、毎週異なる暗号化キーを使用するAES256暗号化が必要です。


	
CEO用

このクライアントでは、パスフレーズ生成キーを使用してすべてのデータを暗号化する必要があります。




開発者用クライアントではオプションを変更する必要はありません。バックアップ管理者は、開発者用コンピュータのバックアップに使用されるバックアップ・ジョブをsourcecodeデータセットのために更新します。バックアップ・スケジュールがまだない場合、バックアップ管理者はmkschedコマンドを使用してバックアップ・スケジュールをバックアップします。


mksched --dataset sourcecode --type backup --encryption yes SourceCode


バックアップ・スケジュールが存在している場合は、同じオプションを指定してchschedコマンドを使用します。

給与計算用ホストでは、デフォルトのクライアント・ポリシーと、暗号化アルゴリズム、キー生成時間およびクライアント暗号化フラグの設定を変更する必要があります。バックアップ管理者は、次のようにchhostコマンドを使用してこのような変更を行うことができます。


chhost -algorithm aes256 -encryption required -rekeyfrequency 1week Payroll


これにより、給与計算用クライアントのすべてのデータが、毎週異なる暗号化キーを使用して常にAES256アルゴリズムで暗号化されるようになります。

CEO用クライアントはデフォルトの暗号化で十分ですが、バックアップ管理者は暗号化キーのタイプをパスフレーズ生成に変更する必要があります。これは、次のようにchhostコマンドをもう1回使用して設定します。


chhost --keytype passphrase TheBoss


パスフレーズの入力を要求されます。初期構成が一度実行された後は、バックアップ暗号化を管理するための追加作業はほとんどありません。

キーはOracle Secure Backup内部のキーストアで管理されるため、バックアップをリストアする際に、コマンドラインにパスフレーズを入力しないでください。restoreコマンドはこのパスフレーズを参照せず、キー管理は透過的です。

ホスト・ベースのパスフレーズと透過的な暗号化では、暗号化の処理方法は同じです。暗号化鍵が作成された方法のみが異なります。

暗号化の状態は、ファイルシステムとRMANのバックアップの両方で、バックアップ操作中にジョブのトランスクリプトにされます。







12.6 例: 一時バックアップ暗号化の実行


Oracle Secure Backupを使用すると、異なるドメインで暗号化されたバックアップをリストアできます。たとえば、ドメインAでバックアップを暗号化し、ドメインBでこのバックアップをリストアすることができます。


ob> backup --level full --at 2013/09/17.21:00 --priority 10 --privileged --encryption transient --algorithm aes128 --passphrase transient --dataset mydatasets1/test.ds --go
Info: backup request 1 (dataset mydatasets1/test.ds) submitted; job id is admin/3.







12.7 バックアップ暗号化の有効化



データはクライアント・レベルで暗号化されます。各クライアントには独自のキーのセットがあります。1つのキーが、バックアップの暗号化に使用されるアクティブ・キーです。古いキーは、それらを使用して作成された古いバックアップをシームレスにリストアするために使用されます。


注意:

Oracle Secure Backupでは、NASデバイスのバックアップは暗号化されません。Oracle Secure Backupの暗号化は、Oracle Secure Backupソフトウェアがインストールされたクライアント・ホストで実行されます。バックアップ・ソフトウェアをNASデバイスに直接インストールできないため、バックアップおよびリストア操作にはNDMPを使用します。




関連項目:

バックアップ・カタログ・データの暗号化の詳細は、「カタログ・インポート暗号化について」を参照してください









12.7.1 管理ドメインの暗号化の有効化



管理ドメイン全体に対して、グローバル・レベルでバックアップ暗号化を有効化するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	Oracle Secure Backupのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。




	「拡張」セクションの「デフォルトとポリシー」をクリックします。

「構成: デフォルトとポリシー」ページが表示されます。




	「ポリシー」列で、backupencryptionをクリックします。

「構成: デフォルトとポリシー: Backupencryption」ページが表示されます。




	Encryptionプロパティで、requiredを選択します。
	Algorithmプロパティで、次のオプションの1つを選択します: aes128、aes192またはaes256。


関連項目:

バックアップ暗号化アルゴリズムの詳細は、「バックアップ暗号化のアルゴリズムについて」を参照してください






	Key Typeプロパティでは、次のいずれかを選択します: 「透過」または「パスフレーズの使用」。


関連項目:

バックアップ暗号化のキー設定の詳細は、「バックアップ暗号化のキー管理について」を参照してください














12.7.2 クライアントの暗号化の有効化



ホスト・レベルでバックアップ暗号化を有効化するには、次のようにします。




	「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。
	Oracle Secure Backupのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。




	「基本」セクションで、「ホスト」をクリックします。

「構成: ホスト」ページが表示されます。




	バックアップ暗号化を構成するホストを選択して、「編集」をクリックします。
	Encryptionプロパティで、requiredを選択します。
	Algorithmプロパティで、次のオプションの1つを選択します: aes128、aes192またはaes256。


関連項目:

バックアップ暗号化アルゴリズムの詳細は、「バックアップ暗号化のアルゴリズムについて」を参照してください






	Key Typeプロパティでは、次のいずれかを選択します: 「透過」または「パスフレーズの使用」。


関連項目:

バックアップ暗号化のキー設定の詳細は、「バックアップ暗号化のキー管理について」を参照してください














12.7.3 バックアップのデータ暗号化



バックアップ・レベルで暗号化を有効化できます。バックアップ・レベルの暗号化設定は、グローバル暗号化ポリシー設定を上書きします。







12.7.3.1 スケジュール済バックアップでの暗号化の有効化


	「バックアップ・スケジュールの追加」のステップ1から5を実行します。
	「暗号化」では、「はい」を選択します。
	「バックアップ・スケジュールの追加」のステップ6から8を実行します。
	「適用」をクリックし、「OK」をクリックします。








12.7.3.2 オンデマンド・バックアップでの暗号化の有効化


	「オンデマンド・バックアップ・リクエストの追加」のステップ1から10を実行します。
	このバックアップに適切な暗号化オプションを選択します。


参照

バックアップ暗号化オプションの詳細は、「バックアップ暗号化のオプションについて」を参照してください






	「適用」をクリックし、「OK」をクリックします。










12.7.4 一時バックアップ暗号化の有効化



一時バックアップの暗号化を有効化するには、次のようにします。




	「オンデマンド・バックアップ・リクエストの追加」のステップ1から10を実行します。
	「暗号化」では、「一時」を選択します。
	セキュア暗号化のためのパスフレーズを「パスフレーズの指定」フィールドに入力します。「検証」フィールドにパスフレーズを再入力します。
	このバックアップ暗号化のアルゴリズムを選択します。
	「OK」をクリックします。


関連項目:

一時バックアップ暗号化の詳細は、「一時バックアップ暗号化について」を参照してください














12.7.5 ハードウェア暗号化の有効化



ハードウェア暗号化ポリシーの値を変更するには、次のようにします。

	
「Oracle Secure Backup Webツール・ホームページの表示」の手順に従います。


	
Oracle Secure Backupのホームページで「構成」をクリックします。

「構成」ページが表示されます。


	
「拡張」セクションの「デフォルトとポリシー」をクリックします。

「構成: デフォルトとポリシー」ページが表示されます。


	
「ポリシー」列で、backupencryptionをクリックします。

図12-1に示すように、「構成: デフォルトとポリシー > backupencryption」ページが表示されます。


図12-1 暗号化ポリシー

[image: 図12-1の説明が続きます]



	
暗号化対応テープが互換性のあるテープ・ドライブにロードされない場合にバックアップ・ジョブを保留状態にするには、「暗号化対応メディアが必要」リストで「はい」を選択します。


	
「OK」をクリックします。

「構成: デフォルトとポリシー」ページに正常終了のメッセージが表示されます。


















13 Oracle Secure Backupの管理データの障害回復


バックアップの作成に使用されるコンピュータでのデータの損失を防ぐために、Oracle Secure Backupは自らのカタログと設定データを保護します。このメタデータがなければ、Oracle Secure Backupが作成したバックアップはただのテープの山にすぎません。リアルタイムOracle Secure Backupカタログ・データが失われた場合、Oracle Secure Backupカタログ・バックアップのメタデータを使用して、Oracle Secure Backupを最後のカタログ・バックアップ時の状態にリストアできます。

Oracle Secure Backup管理ドメインを定義するデータは、管理ホスト上の、$OSB_HOME/adminディレクトリとusr/etc/obディレクトリに存在します。Oracle Secure Backupのインストール時に、これらの重要なディレクトリをバックアップするために、データセット記述ファイルOSB-CATALOG-DSが自動的に生成されます。理想的には、管理ホスト上のハードウェア障害の場合に管理ホストの最新の状態をリストア対象として取得できるように、他のバックアップがすべて完了した後に、これらのディレクトリのバックアップを毎日実行する必要があります。

Oracle Secure Backupカタログ・リカバリで保護されるのは、管理サーバー上のカタログと設定のみです。オペレーティング・システムやインストールされているその他のソフトウェアは、自動的にバックアップされません。

この章の内容は次のとおりです。

	
カタログ・リカバリの概要


	
カタログ・バックアップ・ジョブの概要


	
Oracle Secure Backup管理ドメインのリカバリ








13.1 カタログ・リカバリの概要


Oracle Secure Backupの初期インストール時に、次のカタログ・リカバリ・オブジェクトが作成されます。これらのオブジェクトは、障害回復の目的でOracle Secure Backupカタログ・バックアップのために予約されています。

	
カタログ・リカバリ・スケジュール・オブジェクトについて


	
カタログ・リカバリ・メディア・ファミリ・オブジェクトについて


	
カタログ・リカバリ・データセット・オブジェクトについて


	
カタログ・リカバリ・サマリー・オブジェクトについて




すべての予約カタログ・リカバリ・オブジェクトは、通常のOracle Secure Backupオブジェクトのインスタンスに制限が追加されたものです。この制限は、間違ってカタログ・バックアップを無効にしたり、適切に実行されない設定にバックアップ設定を変更したりすることを防ぐためのものです。

カタログ・リカバリ・オブジェクトは標準的なOracle Secure Backupオブジェクトと類似していますが、変更、無効化またはうっかり削除されるのを防ぐために、いくつかの制約があります。Oracle Secure Backup Web Tool、obtoolまたはOracle Enterprise Managerでchsched、chmf、chsumおよびeddsの各コマンドを使用して、これらのオブジェクトを、それぞれに対応する通常のものと同じ方法で変更できます。





13.1.1 カタログ・リカバリ・スケジュール・オブジェクトについて


このオブジェクトは、カタログ・リカバリ・データセット・オブジェクト(バックアップ対象のデータを指定)およびカタログ・リカバリ・メディア・ファミリ・オブジェクト(テープ・ボリュームの特性を指定)と関連付けられています。

カタログ・リカバリ・スケジュール・オブジェクトはOracle Secure Backupインストーラによって作成され、毎日午前0時に全体バックアップを実行します。優先度は、デフォルトの100ではなく、50に設定されます。適切な権限を持つOracle Secure Backupユーザーは次の操作を実行できます。

	
トリガーの追加または削除


	
優先度の変更


	
テープ・ドライブの制限の変更


	
コメントの追加または削除




デフォルトでは、Oracle Secure Backupをインストールした後、カタログ・バックアップは無効化されています。カタログのスケジュール済バックアップを有効にするトリガーの日付を明示的に設定する必要があります。

関連付けられているカタログ・オブジェクトのデータセットは変更できません。非暗号化全体バックアップのみ行えます。カタログ・データの増分バックアップは行えません。これは、カタログ・データなしで行われるため単純にしておく必要のあるリストア操作が複雑になるからです。


注意:

自動生成暗号化キーを使用したバックアップは、ディスク上にキー・ストアがないと役に立ちません。キー・ストアは、管理サーバーで障害が発生すると失われることがあります。









13.1.2 カタログ・リカバリ・メディア・ファミリ・オブジェクトについて


カタログ・リカバリ・メディア・ファミリ・オブジェクトは、カタログ・リカバリ・バックアップで生成されるテープ・ボリュームを定義しています。Oracle Secure Backupインストーラによって、書込みウィンドウが7日間、保存期間が14日間のカタログ・リカバリ・メディア・ファミリ・オブジェクトが作成されます。バックアップは、2つのボリューム・セット間でローテーションすることをお薦めします。

適切な権限を持つOracle Secure Backupユーザーは次の操作を実行できます。

	
書込みウィンドウの変更


	
保存期間の変更


	
ボリュームID生成パラメータの変更


	
ボリューム複製属性の変更


	
ローテーション・ポリシーのメディア・ファミリへの関連付け


	
コメントの追加または削除




カタログ・リカバリ・メディア・ファミリ・オブジェクトは、時間管理の有効期限ポリシーを持つ必要があります。Oracle Secure Backupでは、バックアップに、コンテンツ管理にできないファイルシステム・データが含まれているため、カタログ・リカバリ・メディア・ファミリ・オブジェクトをコンテンツ管理にすることはできません。







13.1.3 カタログ・リカバリ・データセット・オブジェクトについて


カタログ・リカバリ・データセット・オブジェクトは、バックアップするデータを指定します。include catalogデータセット・ディレクティブを組み込み、カタログ・データを指定します。このディレクティブは、Oracle Secure Backupによってカタログ・リカバリ・バックアップに含める必要のあるすべてのファイルとデータベースの定義に拡張されます。カタログ・データそのものは、いかなるローカル暗号化ポリシーとも無関係に、常に暗号化なしでバックアップされます。

その他のファイルやホストを、カタログ・リカバリ・データセット・オブジェクトに追加できます。管理サーバー上のファイルやパスをカタログ・バックアップに追加するには、データセットのinclude catalogディレクティブの下のブロック・デリミタ内にそれらを指定します。include catalogブロックには次のディレクティブを追加できます。

	
include path


	
exclude path


	
exclude name




これら以外のディレクティブは、include catalogブロックに指定できません。次の例のディレクティブでは、管理ホストの/usr/local/binのファイルがすべてのカタログ・バックアップに組み込まれます。


include catalog {
    include path "/usr/local/bin"
}



注意:

include catalogディレクティブは暗黙的に管理サーバーにのみ適用されるため、include hostブロック内に追加できません。この場合、データセット・パーサーがエラーを報告します。



他のデータセットにinclude catalogディレクティブを追加することもできます。これが含まれるデータセットによってこれ以外に何がバックアップされるかについての制限はありません。ただし、拡張されたカタログ・ディレクティブとその子は、スケジューラでは別のジョブとして処理されます。

適切な権限を持つOracle Secure Backupユーザーは、標準データセット言語を使用してカタログ・リカバリ・データセット・オブジェクトを変更できます。ただし、Oracle Secure Backupでは、カタログ・リカバリ・データセット・オブジェクトからinclude catalogディレクティブを削除することは許可されません。


関連項目:

Oracle Secure Backupのデータセット言語の詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。









13.1.4 カタログ・リカバリ・サマリー・オブジェクトについて


カタログ・リカバリ・サマリー・オブジェクトでは、過去24時間以内の各バックアップ操作に関するサマリー・レポートを生成するようOracle Secure Backupに指示します。このレポートは、カタログ・リカバリ・バックアップに関する詳細情報を含めるようOracle Secure Backupに指定する--catalogオプションを使用して生成されます。--catalogを使用してサマリー・レポートが生成される場合、Oracle Secure Backupではカタログ・バックアップ障害がないかチェックし、検出された場合は管理者への電子メールを生成します。


注意:

Oracle Secure Backupインストーラで、adminユーザーの電子メール・アドレスの指定が要求されます。Windowsの場合は、電子メール・サーバーの情報も要求されます。電子メール・アドレスを指定しない、またはWindowsの場合に電子メール・サーバーを指定しないと、電子メール通知が送信されません。



--catalogオプションを設定して生成されるレポートには、次の情報が含まれます。

	
カタログ・バックアップのボリュームIDとバーコード


	
カタログ・バックアップのファイル番号


	
検証ステップの結果




カタログ・バックアップは、各バックアップ・ジョブの情報を含むサマリー・レポートにも記載されますが、カタログ・バックアップとして特別に扱われるわけではなく、他のバックアップ・ジョブに混ざって表示されます。--catalogオプションは、バックアップ管理者が、カタログ・バックアップのステータスを他のバックアップ・ジョブとは別に調べやすくするためのものです。









13.2 カタログ・バックアップ・ジョブの概要


カタログ・リカバリ・バックアップ・ジョブには常にカタログ・バックアップが含まれます。他のファイルを含めることもできます。カタログ・バックアップ・ジョブではinclude catalogデータセット拡張が使用され、管理サーバーのすべてのカタログ・データがバックアップに含まれるよう指定されます。各カタログ・バックアップ・ジョブは全体バックアップです。定期的なカタログ・バックアップ・ジョブを実行するように、Oracle Secure Backupはインストール時に構成されています。

記憶域暗号化は、すべてのカタログ・バックアップ・ジョブで無効です。暗号化されたバックアップ・データは暗号化ウォレットなしでリカバリできません。しかし、障害時シナリオでは、暗号化ウォレットはカタログ・データの一部であるため失われています。このため、カタログ・バックアップ・データが暗号化されていると、これを復号化する方法がありません。一時パスフレーズ暗号化はウォレットを必要としないため、カタログ・バックアップでこれを使用できます。一時パスフレーズ暗号化は、カタログ・バックアップではデフォルトで有効になっていませんが、標準的な手順に従って追加できます。


関連項目:

一時パスフレーズ暗号化の詳細は、「一時バックアップ暗号化について」を参照してください









13.3 Oracle Secure Backup管理ドメインのリカバリ



Oracle Secure Backup管理サーバーに障害が発生したか、重要なディレクトリが不注意で削除されたか破損した場合、Oracle Secure Backupカタログのリストアを実行することによって管理ドメインを回復できます。このバックアップに使用されるデータセットは、Oracle Secure Backup管理ロールのデフォルト・インストールに含まれており、OSB-CATALOG-DSと呼ばれています。この項では、管理ドメインをリカバリするのに必要な情報を含むadminとob(*nix上。Windows上ではdb)ディレクトリをリストアする手順を説明します。OSB-CATALOG-DSデータセットの定期バックアップを実行し、さらにOracle Secure Backupデバイス(特に障害回復時に使用する予定のデバイス)のアタッチメントの記録を保全しておくことを、強くお薦めします。次の情報をすぐに利用できるようにしておくと、操作が簡単かつ高速になります。





	
obtoolのlsdevice --longの出力のコピー。


	
アタッチメントの情報。


	
最新のカタログ・バックアップのジョブ・サマリー・レポートの電子メール・コピー。カタログ・バックアップのジョブ・サマリーは、最新のカタログ・バックアップが保存されているボリュームおよびファイル番号を特定するのに必要な情報を提供します。




この項には次のトピックが含まれます:
	
テープ・ドメインでのOracle Secure Backupカタログのリストア


	
ディスク・プール・ドメインでのOracle Secure Backupカタログのリストア












13.3.1 テープ・ドメインでのOracle Secure Backupカタログのリストア



この項では、リモート・メディア・サーバーを使用していることを前提にしています。管理サーバー上のローカルに接続されたテープ・ドライブを使用している場合は、ローカルに接続されたドライブ用の手順をリモート・テープ・ドライブ用の手順と置き換えることができます。これらの手順は、必要に応じて示されます。

Oracle Secure Backupカタログをリストアするには、次のタスクを順に実行します。




	Oracle Secure Backupカタログのリストアの準備
	管理ドメインを機能させる








13.3.2 Oracle Secure Backupカタログのリストアの準備



カタログ・データをリストアする前に、Oracle Secure Backup管理サーバーの代替または交換機として選択したマシン上にOracle Secure Backupをクリーン・インストールします。最も簡単な手法は、テープ・ドライブを管理サーバーに接続することです。ただし、この方法がいつも使用できるとはかぎりません。管理サーバーに接続されたテープ・デバイスがない場合、リモート・メディア・サーバーを再構成するか、ドメインに追加する必要があります。この項では、新しくインストールされた管理ホストにリモート・メディア・サーバーを追加する手順をリストします。





Oracle Secure Backupカタログのリストアを準備するには、次のようにします。

	
次のいずれかのオプションを選択します。

	
テープ・ドライブが管理サーバーにローカルに接続されている場合は、手順3に進みます。


	
テープ・ドライブがリモート・メディア・サーバーに接続されていて、このリモート・ホストがOracle Secure Backupソフトウェアを実行していない場合は、手順3に進みます。


	
テープ・ドライブがリモート・メディア・サーバーに接続されていて、このリモート・ホストがOracle Secure Backupソフトウェアを実行している場合は、手順2に示されたタスクを実行します。





	
次の手順を実行します。

	
リモート・メディア・サーバーで、Oracle Secure Backupプロセスを停止します。

Oracle Secure Backupサービスの起動および停止のオペレーティング・システム固有のコマンド構文については、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
/usr/etc/obディレクトリをこれを保存するための別の場所に移動します。

UNIX/Linuxでは、次のコマンドを使用します。


# mv /usr/etc/ob /usr/etc/ob.save


Windowsでは、次のコマンドを使用します。


C:\> cd C:\Program Files\Oracle\Backup
C:\Program Files\Oracle\Backup > move /Y db db-save


	
リモート・メディア・サーバーでOracle Secure Backupプロセスを再起動します。





	
管理サーバー・ホストで、次の操作を実行します。

	
Oracle Secure Backupをインストールし、管理サーバー・ドメインを選択します。


	
Windowsにインストールしていて、テープ・デバイスがローカルに接続されている場合は、「プログラム機能を選択する」ダイアログ・ボックスで、「ローカルに接続されたメディア・デバイスの構成」を選択します。




obtoolコマンドの詳細は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
管理サーバーで、管理権限を持つユーザーとしてobtoolにログインし、ドメイン内のホストをリスト表示します。

次の例では、ホストbrhost1でOracle Secure Backupにログインします。


$ obtool
Oracle Secure Backup 12.1.0.1.0
login: admin
ob> lshost
brhost1          admin,client        (via OB)   in service


	
メディア・サーバーが管理サーバーと別であるかどうかによって、次のオプションのいずれかを選択します。

	
管理サーバーがメディア・サーバーとして動作している場合は、メディア・サーバーのロールを管理サーバーに追加します。

たとえば、次のコマンドを入力して、メディア・サーバーのロールを管理サーバーbrhost1に追加します。


ob> chhost --addrole mediaserver brhost1


	
リモート・メディア・サーバーにOracle Secure Backupがすでにインストールされている場合は、次の操作を実行します。

	
Oracle Secure Backupプロセスを停止します。


	
それを元の管理ドメインのメンバーと特定するデータを含むobディレクトリ(*nix上)またはdbディレクトリ(Windows上)を、代替の場所に保存します。


	
UNIX/Linuxでは、次のコマンドを使用します。

# mv /usr/etc/ob /usr/etc/ob.save


	
Windowsでは、次のコマンドを使用します。

C:\> cd C:\Program Files\Oracle\Backup

C:\Program Files\Oracle\Backup > move /Y db db-save


	
リモート・メディア・サーバーでOracle Secure Backupプロセスを再起動します。





	
リモート・メディア・サーバーが使用される場合、mkhostコマンドを使用してメディア・サーバー・ホストを作成します。

以下のいずれか1つを実行します。

	
リモート・ホストがNDMPメディア・サーバーでない場合は、Oracle Secure Backupパッケージをインストールし、それを、次の例に示す構文を使用して管理ドメインに追加します。


ob> mkhost --role mediaserver brhost2
Info: waiting for host to update certification status...


	
リモート・ホストがNDMPメディア・サーバーである場合は、Oracle Secure Backupパッケージをインストールせず、単にそれを、次の例に示す構文を使用して管理ドメインに追加します。


ob> mkhost -r mediaserver -u root --ndmppass passwd -a ndmp brhost2
ob> pinghost brhost2








	
自動的にテープ・デバイスを検出、構成するには、discoverdevコマンドを実行します。

次の例では、NDMPテープ・サーバーbrhost2のテープ・デバイスを検出します。


ob> discoverdev -ic -h brhost2
   Device-Type Device-Model Serial-Number Attachpoint
   Library SL3000 571020201053 brhost2:/dev/scsi/changer/c0t500104F000AFE4F7d0
create device object brhost2_lib_1? (a, n, q, y, ?) [y]: y
    Tape T10000C 576004000570 brhost2:/dev/rmt/0bn
create device object brhost2_tape_1? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Tape Ultrium 5-SCSI HU1113FT2L brhost2:/dev/rmt/10bn
create device object brhost2_tape_2? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Tape Ultrium 5-SCSI HU1113FT2P brhost2:/dev/rmt/11bn
create device object brhost2_tape_3? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Tape Ultrium 5-SCSI HU1113FT0L brhost2:/dev/rmt/12bn
create device object brhost2_tape_4? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Tape Ultrium 5-SCSI HU1113FT0T brhost2:/dev/rmt/13bn


次の例は、Linuxメディア・サーバー(storabck06)上のテープ・デバイスを検出します。


ob> discoverdev -ic -h storabck06
   Device-Type Device-Model Serial-Number Attachpoint
create device object storabck06_lib_3? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Library STK SL500 559000101874 storabck06:/dev/sg30
create device object storabck06_tape_1? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Tape HP Ultrium 5-SCSI HU19487T7J storabck06:/dev/sg11
create device object storabck06_tape_2? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Tape STK T10000C 576004000570 storabck06:/dev/sg12
create device object storabck06_tape_3? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Tape HP Ultrium 5-SCSI HU1113FT0K storabck06:/dev/sg13
create device object storabck06_tape_4? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Tape STK T10000C 576004000554 storabck06:/dev/sg14
create device object storabck06_tape_5? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Tape IBM ULTRIUM-TD2 1110349363 storabck06:/dev/sg15


次の例は、Windowsメディア・サーバー上の discoverdevを示します。


ob> discoverdev -ic -h STORABCK56
   Device-Type Device-Model Serial-Number Attachpoint
   Library STK SL150 464970G+1333SY1401 STORABCK56://./obl0
create device object STORABCK56_lib_1? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Tape HP Ultrium 5-SCSI HU1327WEYJ STORABCK56://./obt0
create device object STORABCK56_tape_1? (a, n, q, y, ?) [y]: y
   Tape HP Ultrium 5-SCSI HU1328WGF6 STORABCK56://./obt1
create device object STORABCK56_tape_2? (a, n, q, y, ?) [y]: y
 
Associating discovered drives to libraries...
*** th0__warning: number of storage elements default (42) differs from current (30)
*** th0__warning: number of import export elements default (5) differs from current (4)
no. of DTEs in library STORABCK56_lib_1 are: 2
drive serial number at dte: 1 for STORABCK56_lib_1 library is: HU1328WGF6
drive serial number at dte: 2 for STORABCK56_lib_1 library is: HU1327WEYJ


	
テープ・ライブラリのpingを実行して、アクセス可能であることを確認します。

たとえば、次のコマンドを入力して、ライブラリbrhost2_lib_1をpingします。


ob> pingdev brhost2_lib_1
Info: library brhost2_lib_1 accessible.
Info: drive 1 tape1 accessible.


	
ボリュームを含むライブラリを初めて使用する前に、最初にinventoryを実行してください。

たとえば、ライブラリbrhost2_lib_1で次のコマンドを実行します。


ob> inventory --force -L brhost2_lib_1


この手順は、どのボリュームにOSB_CATALOGバックアップが含まれているかがわかっている場合でも必要です。


	
テープ・ライブラリのボリュームをリスト表示します。

たとえば、次のコマンドを入力して、ライブラリbrhost2_lib_1のボリュームをリスト表示します。


ob> lsvol -L brhost2_lib_1
Inventory of library brhost2_lib_1:
    in    1:             occupied
    in    2:             occupied
    in    3:             occupied
    in    4:             unlabeled
    in    5:             unlabeled
    in    6:             unlabeled
    in    7:             unlabeled
    in    8:             unlabeled
    in    9:             unlabeled


	
カタログ・バックアップを含むボリュームを特定します。

次のいずれかのオプションを選択します。

	
カタログ・バックアップのジョブ・サマリーがある場合、カタログ・バックアップのボリュームID、バー・コードおよびファイル番号をサマリーから取得します。

カタログ・バックアップのジョブ・サマリーの例を次に示します。


III. Successful jobs.
         Sceduled or                   Content or      Backup
Job ID  *Introduced at Completed at  *Catalog Backup   Size    #(Barcodes)
-----  --------------- ------------- ---------------- ------ -------------
1    2014/06/25.01:05 2014/06/25.15:26    dataset OSB-CATALOG-DS  \
1.1  2014/06/25.01:05 2014/06/25.15:26 *catalog brhost1 17.9 MB 1 VOL000001                                                              (000268)
admin/5 *2014/06/25.17:41 2014/06/25.17:42 dataset OSB-CATALOG-DS  
admin/5.1*2014/06/25.17:41 2014/06/25.17:42     *catalog brhost1    18.5 MB                                                OSB-CATALOG-MF-000001(000016)


	
カタログ・バックアップを含むボリュームがテープ・ライブラリにあるが、どのボリュームにバックアップが含まれているか不明な場合は、identifyvolコマンドとlsvolコマンドを実行してボリュームを検出します。バーコード・リーダーを持っている場合、これは必要ではありません。カタログ・リストアに使用する必要があるバーコード・ラベル付きテープ上でidentifyvol -importを実行するだけで済みます。

カタログ・ボリュームを特定する方法の例を次に示します。


ob> identifyvol --import -D  brhost2_tape_1 1-2
 
Seq  Volume           Volume      Archive    Client    Backup   Archive Create
 #     ID              Tag       File Sect    Host      Level     Date & Time
1 VOL000001        000268         1    1     brhost1     0  2014/06/25 15:25:58
 
End of volume set.
 
Seq  Volume           Volume      Archive    Client    Backup   Archive Create
 #     ID              Tag       File Sect    Host      Level     Date & Time
1 OSB-CATALOG-MF-000001 000016    1    1     brhost1     0  2014/06/25 17:42:16
 
End of volume set.


	
カタログ・バックアップを含むボリュームがテープ・ライブラリになく、どのボリュームにバックアップが含まれているか不明な場合は、追加のタスクを実行する必要があります。正しいボリュームを特定できるまで、次の手順を実行してください。

	
ライブラリのボリュームをアンロードする。


	
新しいボリュームをロードする


	
手順8からinventoryコマンドを実行する


	
各ボリュームに対してidentifyvolコマンドを実行し、有望な候補を検出したら、ステップ11に移動できます。








	
直近のOSB-CATALOG-BACKUPを含むテープを特定したら、catalogコマンドを使用して、それに関する参照可能な索引を生成できます。こうするには、次のコマンドを実行します。


ob>  identifyvol -import -D <drive> <storage element number>  


(以前に実行済の場合、このステップをスキップしてください。この手順は、catalogコマンドで使用するボリュームIDを取得するために必要です)


ob> catalog -v OSB-CATALOG-MF-000001 -D brhost2_tape_1
Info: catalog import request 1 submitted; job id is.admin/1


	
代替のディレクトリにカタログ・データをリストアして、管理サーバーをリカバリするためにそれをステージングします。この例は*nixの場合のもので、デフォルトのOracle Secure Backupパスを使用しますが、Windows上でも同様の操作が可能です。


ob> set host brhost1
ob> cd /usr/local/oracle/backup
ob> restore admin --aspath /usr/local/oracle/backup/admin-restored -h brhost1 --go
Info: 1 catalog restore request item submitted; job id is admin/7.
ob>
 
ob> cd /usr/etc/
ob> ls
ob/
ob> pwd
/usr/etc on host brhost1 (browsing catalog data)
ob> restore ob --aspath /usr/etc/ob-restored --go
Info: 1 catalog restore request item submitted; job id is admin/8.
ob>


次の例は、デフォルトのOracle Secure Backupパスを使用してカタログ・データをリストアするWindowsの事例を示しています。


ob> set host brhost1
ob> cd  "C:\Program Files\Oracle\Backup"
ob> restore admin --aspath C:\admin-restored -h brhost1 --go
Info: 1 catalog restore request item submitted; job id is admin/1.
ob>
 
ob> cd "C:\Program Files\Oracle\Backup"
ob> restore db --aspath C:\db-restored --go
Info: 1 catalog restore request item submitted; job id is admin/2


	
管理サーバーで、すべてのOracle Secure Backupサービスを停止します。

Oracle Secure Backupサービスの起動および停止のオペレーティング・システム固有のコマンド構文については、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
メディア・サーバーで、すべてのOracle Secure Backupサービスを停止します。

Oracle Secure Backupサービスの起動および停止のオペレーティング・システム固有のコマンド構文については、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
リストア済のディレクトリの内容をリスト表示して、カタログ・ファイルが正常にリストアされたことを確認します。

次のLinuxおよびUNIXの例は、リストアされたobディレクトリとadminディレクトリの一覧を示します。


$ ls /usr/local/oracle/backup/admin-restored
config encryption history log security state
$ ls /usr/etc/ob-restored
osbdevs report wallet xcr


次のWindowsの例は、リストアされたdb ディレクトリとadminディレクトリの一覧を示します。


C:\>dir /w c:\admin-restored
Volume in drive C has no label.
Volume Serial Number is 240F-6921
Directory of c:\admin-restored
 [.] [..] [config] [encryption]
[history] [log] [security] [state]
0 File(s) 0 bytes
8 Dir(s) 254,307,901,952 bytes free
C:\>dir /w c:\db-restored
Volume in drive C has no label.
Volume Serial Number is 240F-6921
Directory of c:\db-restored
[.] [..] .hostid obconfig.txt
[report] [wallet] [xcr]
2 File(s) 488 bytes
5 Dir(s) 254,307,901,952 bytes free


	
管理サーバーで、Oracle Secure Backupホームから次のディレクトリを削除します。

	
obディレクトリ(LinuxおよびUNIXの場合)またはdbディレクトリ(Windowsの場合)


	
adminディレクトリ




次のLinuxおよびUNIXの例では、/usr/etc/obおよび/usr/local/oracle/backup/adminディレクトリを削除します。


$ rm -rf /usr/etc/ob
$ rm -rf /usr/local/oracle/backup/admin


次のWindowsの例では、C:\Programを削除します


Files\Oracle\Backup\admin and C:\Program
Files\Oracle\Backup\db directories.
C:\>cd C:\Program Files\Oracle\Backup
C:\Program Files\Oracle\Backup>del /S admin
C:\Program Files\Oracle\Backup>del /S db


	
リストアしたOracle Secure Backupディレクトリを管理ドメインの元の場所に移動します。

次のLinuxおよびUNIXの例では、リストアされたディレクトリの名前を変更します。


$ mv /usr/local/oracle/backup/admin-restored /usr/local/oracle/backup/admin
$ mv /usr/etc/ob-restored /usr/etc/ob


次のWindowsの例では、リストアされたディレクトリの名前を変更します。


C:\>cd C:\Program Files\Oracle\Backup
C:\Program Files\Oracle\Backup>move /Y C:\db-restored db
C:\Program Files\Oracle\Backup>move /Y C:\admin-restored admin












13.3.3 管理ドメインを機能させる



カタログ・ファイルのリストアが完了しても、管理ドメインはまだ正常に機能する準備ができていません。この項では、ドメインが正常に機能するように戻す方法について説明します。





管理ドメインを機能させるには、次のようにします。

	
次のいずれかのオプションを選択します。

	
テープ・ドライブが管理サーバーにローカルに接続されている場合は、手順3に進みます。


	
テープ・ドライブがリモート・メディア・サーバーに接続されていて、このリモート・ホストがOracle Secure Backupソフトウェアを実行していない場合は、手順3に進みます。


	
テープ・ドライブがリモート・メディア・サーバーに接続されていて、このリモート・ホストがOracle Secure Backupソフトウェアを実行している場合は、手順2のタスクを実行します。





	
次の手順を実行します。

	
リモート・メディア・サーバーで、Oracle Secure Backupサービスを停止します。

オペレーティング・システムに固有のコマンドの構文は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


	
/usr/etc/obディレクトリを元の場所に戻します。

UNIXでは、次のコマンドを使用します。

# mv /usr/etc/ob.sav /usr/etc/ob

Windowsでは、次のコマンドを使用します。

C:\>cd C:\Program Files\Oracle\Backup

C:\Program Files\Oracle\Backup>del /S db

C:\ Program Files\Oracle\Backup> move /Y db-save db


	
リモート・メディア・サーバーで、Oracle Secure Backupサービスを開始します。





	
管理サーバーで、不明瞭化された暗号化ウォレットを再作成します。

Oracle Secure Backupでは、パスワードで保護された暗号化ウォレットも管理サーバーにリストアされますが、セキュリティ上の理由から、不明瞭化ウォレットはバックアップされません。リストア操作後に、元の暗号化ウォレットの作成時に使用したパスワードを指定して、手動でウォレットを再作成する必要があります。


注意:

このタスクを実行するには、元の暗号化ウォレット・パスワードが必要です。



次の例では、obcmコマンドを使用してウォレットを再作成します。


obcm mkow --keywallet


プロンプトに対して、ウォレット・パスワードを入力します。

前述のコマンドの実行後、obtoolを実行しようとすると、次のエラーが表示される場合があります。

obtool: Error: can't connect to administrative observiced - Network is unreachable

このエラーは、Oracle Secure Backupサービスを停止して再起動すると、解決します。


	
管理サーバーで、Oracle Secure Backupサービスを停止して再起動します。

オペレーティング・システムに固有のコマンドの構文は、『Oracle Secure Backupリファレンス』を参照してください。


関連項目:

「デーモンの管理」




	
リモート・メディア・サーバーを使用してカタログ・リストアを行った場合、そのサーバーでOracle Secure Backupデーモンを再起動します。

デーモンを再起動していない場合、管理ドメインを機能させるには、まずデーモンを再起動する必要があることを示す次のエラー・メッセージが表示されます。

Error: can't connect to Oracle Secure Backup service daemon on brhost2 - observiced not running

brhost2: no services are available


	
管理サーバーで、ライブラリを初めて使用する前に、最初にinventoryを実行してください。

たとえば、ライブラリbrhost2_lib_1で次のコマンドを実行します。


ob> inventory -L brhost2_lib_1


	
リカバリされたOracle Secure Backup管理ドメインが問題ないことを確認します。

デバイス、データセット、ボリューム、ジョブ、メディア・ファミリおよびその他の関連するOracle Secure Backupオブジェクトを調べて、それらが存在しており、ドメインで正常に実行中であることを確認します。











13.3.4 ディスク・プール・ドメインでのOracle Secure Backupカタログのリストア



Oracle Secure Backupにテープ・デバイスが含まれていない場合、カタログのバックアップにディスク・グループ・デバイスは使用できません。カタログのバックアップ専用に個別のディスク・プール・デバイスを作成することをお薦めします。管理サーバーに関連して致命的な障害が発生しても、この目的のために個別のディスク・プール・スデバイスを確保してあれば、Oracle Secure Backupドメインへのリストアが容易になり加速されます。

次に例を示します。

ob> mkdev --type disk --attach <AdminHost>:<disk-pool-storage-location-path> CatalogDiskPool

ディスク・グループ用に選択するストレージの場所は、Oracle Secure Backup管理サーバーとは物理的に別であり、しかもNFSその他のマウント・プロトコルで容易にアクセスできるリモート・ディスクである必要があります。管理サーバーで障害が発生してもネットワーク上の代替サーバーによる<disk-pool-storage-location-path>へのアクセスが阻害されないようにディスクを選択してください。

プロセスを自動化するには、OSB-CATALOG-SCHEDを変更してカタログ・バックアップをディスク・プールに制限する必要があります。

次に例を示します。

ob> chsched --restrict <CatalogDiskPool> OSB-CATALOG-SCHED
次の手順では、Linux管理サーバー上のOracle Secure Backup管理ドメインにおける障害回復の例を説明しています。ディスク・プール・デバイスからOracle Secure Backupカタログのバックアップ・データにアクセスする手順は、全プラットフォームで同じですが、具体的な障害回復の手順は若干異なります。


関連項目:

テープ環境に関連するリストアの詳細は、「テープ・ドメインでのOracle Secure Backupカタログのリストア」を参照してください



Oracle Secure Backupカタログをリストアするには、次の手順を実行します。




	ディスク・プール・デバイスに関連付けられているアタッチメントの記録を保持します。例を示します。


[root@storabck102 backup]# obtool
ob> lsd -l cloud-diskpool
cloud-diskpool:   
Device type:           disk pool   
In service:            yes    
Debug mode:            no   
Capacity:              (not set)   
Consumption:           489.0 GB   
Free space goal:       (system default)   
Concurrent jobs:       1   
Blocking factor:       (default)   
Max blocking factor:   (default)  
UUID:                  9f8b6c26-54d3-1033-8188-0021288e4464   
Attachment 1:      
  Host:              storabck102       
 Directory:         /mount-cloud-bucket/diskpool
ob>




	管理サーバーでフレッシュ・インストールを実行します。この例では、名前とIPアドレスは前の管理サーバーと同じままであると想定しています。


関連項目:

インストール手順の詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください






	同じアタッチメントを使用してオリジナルのディスク・プール・デバイスを作成するには、次のコマンドを実行します。


ob> chhost --addrole mediaserver storabck102
ob> mkdev -t disk -a storabck102:/mount-cloud-bucket/diskpool --force diskpool



注意:

—forceオプションは必須です。なければ、新たにインストールした管理ドメインで既存のディスク・プール・アタッチメント・ディレクトリを使用できません。






	Oracle Secure Backup管理ドメインにインポートするために、ディスク・プールをカタログ化します。
ob> catalog -d diskpool


	インポートが成功したことを確認します。


ob> lsj --long --log admin/1
admin/1:   
 Type:                  catalog import for diskpool   
 Scheduled time:        none   
 State:                 completed successfully at 2015/10/27.10:53   
 Priority:              100   
 Run on host:           (administrative server)   
 Attempts:              1   
Log:       
 2015/10/27.10:53:45 Dispatching job to run on administrative server.       
 2015/10/27.10:53:56 Catalog import completed with no error.       
 2015/10/27.10:53:56 Job completed successfully.




	オリジナルの$OSB_HOME/adminおよび/usr/etc/obディレクトリを代替名にリストアするには、次のコマンドを実行します。


ob> restore /usr/local/oracle/backup/admin --aspath /usr/local/oracle/backup/admin-restored --go
ob> restore /usr/etc/ob --aspath /usr/etc/ob-restored --go




	lsコマンドを実行し、リストアが正常に完了したことを確認します。
	Oracle Secure Backupデーモンを停止し、リストアしたディレクトリを適切に配置します。


[root@storabck102 backup]# /etc/init.d/observiced stop
[root@storabck102 backup]# ps -ef | grep ob
[root@storabck102 backup]#
[root@storabck102 backup]# ls
admin-newinstall apache  device etc  install man     templates
admin-restored   bin    drv    help lib     samples tools
[root@storabck102 backup]# mv admin admin-newinstall
[root@storabck102 backup]# mv admin-restored admin
[root@storabck102 backup]# ls
admin            apache device etc  install man     templates
admin-newinstall bin    drv    help lib      samples tools
[root@storabck102 backup]#
[root@storabck102 etc]# ls
ob ob-restored
[root@storabck102 etc]# mv ob ob-newinstall
[root@storabck102 etc]# mv ob-restored ob
[root@storabck102 etc]#




	Oracle Secure Backupデーモンを再起動します。
	元のキーウォレット・パスワードを使用してリストアした後、obcmを使用してウォレットを更新します。


# obcm chpass --keywallet 
Old wallet password: 
New wallet password: 
New wallet password (again): 
Wallet password has been reset 




	lshを使用して、前の管理ドメインに問題がないことを確認します。
	pingを実行し、クライアントのカタログを参照し、テスト・リストアを実行して、クライアントおよびデバイスとの連続性を確認します。














A NDMPの特徴


Oracle Secure Backupユーザーは、サード・パーティのNDMP対応アプライアンスを使用する場合を除けば、NDMPに特別に注意を払う必要はありません。SCSIまたはファイバ・チャネルで2次ストレージが接続されているWindows、LinuxまたはUNIXのホストを使用する場合、NDMPは基本的に意識されません。しかし、場合によってはNDMPの次の特徴に注意する必要があります。





A.1 NDMPとIPv6


Oracle Secure Backupは、IPv6をサポートするすべてのプラットフォームでInternet Protocol v4(IPv4)、Internet Protocol v6(IPv6)およびIPv4とIPv6の混合環境をサポートします。しかし、Oracle Secure Backupソフトウェアを実行しないNDMPファイラおよびテープ・システムにはIPv4アドレスが割り当てられる必要があります。NDMPファイラまたはテープ・システムがバックアップまたはリストア操作時にアクセスされる場合、Oracle Secure Backup NDMP相手先にもIPv4アドレスが割り当てられる必要があります。







A.2 NDMPとエラー・レポートの制約


NDMPは、データ・サービスが多数の共通エラーをレポートするためのプログラム的な手段を指定しません。この制限は、NDMPデータ・サービスが通常internal errorとしてレポートする、一般的なpathname not found状態に適用されます。Oracle Secure Backupは、このようなエラーをすべてジョブのトランスクリプトに記録します。

ほとんどのNDMPの実装ではLOGインタフェースを使用し、バックアップ・アプリケーションにテキスト・メッセージをレポートするための手段をサーバーに提供します。Oracle Secure Backupは、受け取ったすべてのLOGメッセージをジョブのトランスクリプトに記録します。







A.3 Network Appliance Data ONTAPの使用制限


NDMPデータ・サービスであるData ONTAPは、ディレクトリとそのコンテンツのバックアップのみを提供します。つまり、明示的に個々のファイルをバックアップできません。個々のファイルおよびディレクトリ・ツリーは、いずれもリストアできます。

リストア操作中に、NDMPデータ・サービスData ONTAPは、バックアップ・イメージからリストアされるファイルおよびディレクトリの名前をレポートしません。そのため、リクエストしたファイルを検出されたかどうかをNDMPデータ・サービスで特定できなかったという警告がOracle Secure Backupから表示されます。











用語集



アクティブな場所


ディスク・プール、テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブ内の場所。







管理ドメイン


バックアップおよびリストア操作を実行するための共通単位として管理する、ネットワーク上のコンピュータのグループ。管理ドメインには、単一の管理サーバーを含める必要があります。次のものを含めることができます。

	
1つ以上のクライアント


	
1つ以上のメディア・サーバー




管理ドメインは、管理サーバー、メディア・サーバーおよびクライアントのロールを担う単一のホストで構成できます。







管理サーバー


管理ドメイン内のホストに対する構成情報およびカタログ・ファイルを格納するホスト。管理ドメインごとに単一の管理サーバーが必要です。1つの管理サーバーでネットワーク上のすべてのクライアントを処理できます。管理サーバーは、管理ドメイン内でバックアップを開始および監視するスケジューラを実行します。







Apache Webサーバー


Oracle Secure BackupのWebツールで使用されるパブリック・ドメインのWebサーバー。







接続


管理ドメイン内のホストに対する、テープ・デバイスまたはディスク・プールの物理的または論理的な接続(データが移動するパス)。







バックアップ・カタログ・データ


これは、バックアップ・イメージ・インスタンスに続いて、バックアップの一部として、テープとディスク・プールの/osbmetaディレクトリに格納されるメタデータです。バックアップ・カタログ・データは、カタログのインポート処理時に、Oracle Secure Backupカタログ・ファイル内でそのバックアップ・イメージ・インスタンスをリビルドする情報を提供します。







バックアップ・コンテナ


バックアップが格納される物理ストレージ・メディア。バックアップ・コンテナは、テープ・デバイスまたはディスク・プールです。







バックアップ・イメージ


バックアップ操作の作業結果。バックアップの操作に関連したメタデータを格納します。バックアップされた実際のデータは、バックアップ・イメージ・インスタンスに格納されます。







バックアップ・イメージ・ファイル


バックアップ・イメージの論理コンテナ。バックアップ・イメージは1つのファイルで構成されます。1つのバックアップ・イメージは複数のバックアップ・セクションで構成されます。







バックアップ・イメージ・インスタンス


バックアップ操作の作業結果。バックアップされた実際のデータを格納します。単一のバックアップ・イメージに対して、複数のバックアップ・イメージ・インスタンスが存在できます。

1つのバックアップ・イメージ・インスタンスが、ボリューム・セット内の複数のボリュームにまたがることがあります。1つのボリュームに収まるバックアップ・イメージの部分を、バックアップ・セクションと呼びます。







バックアップ・イメージ・ラベル


バックアップ・イメージのファイル番号、バックアップ・セクション番号および所有者を特定するテープ上のデータ。







バックアップ・ジョブ


Oracle Secure Backupのスケジューラによる実行の対象となるバックアップ。バックアップ・ジョブは、backup --goコマンドを使用してスケジューラに転送されていないオンデマンド・バックアップであるバックアップ・リクエストと対照をなします。







バックアップ・レベル


ファイルシステム・データの増分バックアップのレベル。Oracle Secure Backupでは、ファイルシステム・バックアップについて9つの異なる増分バックアップ・レベルをサポートしています。







バックアップ操作


データが1次メディアから2次メディアにコピーされるプロセス。Oracle Secure Backupを使用すると、ファイル・システム上のあらゆるファイルをバックアップできるファイルシステム・バックアップを行えます。また、Oracle Secure BackupのSBTライブラリをRecovery Manager(RMAN)とともに使用すると、データベースをテープまたはディスク・プールにバックアップできます。







バックアップ・ピース


Recovery Manager(RMAN)によって生成されるバックアップ・ファイル。バックアップ・ピースは、バックアップ・セットと呼ばれる論理コンテナに格納されます。







バックアップ・リクエスト


--goオプションを指定したbackupコマンドを実行するまで、obtoolでローカルに保持されるオンデマンド・バックアップ。この時点で、リクエストはスケジューラに転送され、バックアップ・リクエストはバックアップ・ジョブとなり、実行対象となります。







バックアップ・スケジュール


Oracle Secure Backupがデータセットによって指定されたファイルをバックアップする時期と頻度の記述。バックアップ・スケジュールは、使用する各データセット・ファイルの名前およびメディア・ファミリの名前で構成されます。トリガーと呼ばれるスケジュールの部分は、バックアップが発生する日時を定義します。obtoolでは、mkschedコマンドを使用してバックアップ・スケジュールを作成します。







バックアップ・セクション


1つのテープに存在するバックアップ・イメージ・ファイルの部分。1つのバックアップ・イメージは複数のバックアップ・セクションで構成されることがあります。各バックアップ・セクションは、バックアップIDによって一意に識別されます。







バックアップ・ウィンドウ


バックアップ操作を実行できる期間。







バーコード


識別の目的でボリュームに物理的に適用される、タグとも呼ばれるシンボル・コード。Oracle Secure Backupでは、バーコードの読取りが自動化されたテープ・ライブラリの使用がサポートされます。







CA


「認証局(CA)」を参照してください。







カタログ


Oracle Secure Backupの管理ドメイン内のバックアップを記録するリポジトリ。Oracle Secure Backup Webツールまたはobtoolを使用すると、カタログを参照して、すでにバックアップしたファイルを確認できます。カタログは、管理サーバー上に格納されます。







証明書


認証局(CA)が発行するデジタル署名付きの文書で、別のエンティティの公開鍵(および他の情報)に値があることを証明するもの。X.509規格は、証明書の形式および証明書に含まれる情報の種類、すなわち証明書のバージョン、シリアル番号、アルゴリズムID、発行者、有効期間、被発行者、被発行者の公開鍵情報および鍵の用途(署名、暗号化など)などの拡張情報を指定します。証明書のエンコード、識別および格納には、様々な方法が使用されます。







認証局(CA)


公開鍵のペアをアイデンティティにバインドするという機能を実行するネットワーク内の機関。CAは、アイデンティティとそれに対応する公開鍵の記述が含まれる証明書にデジタル署名することによって、バインディングを認証します。管理サーバーは、Oracle Secure Backupの管理ドメインに対するCAです。







クラス


Oracle Secure Backupユーザー用の名前付きの権限セット。1つのクラスは複数のユーザーを保有できますが、各ユーザーは1つのクラスにしか属することができません。







クライアント


Oracle Secure Backupがバックアップまたはリストアするファイルを含むコンピュータまたはサーバー。







共通インターネット・ファイル・システム(CIFS)


TCP/IP(Transmission Control Protocol/Internet Protocol)上で実行するインターネット・ファイルシステム・プロトコル。







コンテンツ管理の有効期限ポリシー


このタイプの有効期限ポリシーが指定されたボリュームは、ボリューム上のバックアップ・ピースのすべてに削除済のマークが付けられると期限切れになります。コンテンツ管理のボリュームには、Recovery Manager(RMAN)のバックアップは作成できますが、ファイルシステム・バックアップは作成できません。RMANを使用するとバックアップ・ピースを削除できます。







累積増分バックアップ


増分バックアップの一種で、より下位のバックアップ・レベルで変更があったデータのみをコピーします。たとえば、レベル3の増分バックアップは、レベル2以下の最新のバックアップ後に変更があったデータのみをコピーします。







デーモン


バックアップおよびリストア操作の実行中に、Oracle Secure Backupによってタスクが割り当てられたバックグラウンド・プロセス。デーモンには、常に稼働しているものと、必要に応じて開始および停止されるものがあります。







データ・ブロック


各書込み操作でボリュームに書き込まれるデータ量。







データ管理アプリケーション(DMA)


データ・サービスおよびテープ・サービスへの接続を通し、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)を介してバックアップまたはリストア操作を制御するアプリケーション。DMAはセッション・マスターであるのに対し、NDMPサービスはスレーブです。Oracle Secure Backupの管理ドメインでは、obtarがDMAの例です。







データ・サービス


クライアント上で稼働し、1次ストレージ・システム上のデータベースおよびファイルシステム・データへのネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)・アクセスを提供するアプリケーション。







データベース・バックアップ記憶域セレクタ


Recovery Manager(RMAN)のSBTバックアップの特性を指定するOracle Secure Backupの構成オブジェクト。記憶域セレクタは、データベースにアクセスするRMANと、バックアップ・メディアを管理するOracle Secure Backupソフトウェアの間のレイヤーとして機能します。







データセット


ファイルシステム・バックアップのコンテンツ。データセットを記述するデータセット・ファイルです。たとえば、データセット・ファイルmy_data.dsを作成し、ホストbrhost2上の/homeディレクトリを含むデータセットを記述することができます。







データセット・ディレクトリ


1つ以上のデータセット・ファイルを格納するディレクトリ。ディレクトリは、共通参照用にデータセット・ファイルを1セットとしてグループ化します。







データセット・ファイル


データセットを記述するテキスト・ファイル。Oracle Secure Backupのデータセット言語により、バックアップするファイルシステム・データを定義するためのテキストベースの手段が提供されます。







DBID


データベースを識別する内部的な一意に生成された番号。この番号は、データベースの作成時に自動作成されます。







デフォルトおよびポリシー


管理ドメイン内でのOracle Secure Backupの実行方法を指定する一連の構成データ。







デバイス特殊ファイル


ハードウェア・テープ・デバイスを表す、UNIXまたはLinux上の/devファイル・システムにあるファイル名。デバイス特殊ファイルは、ディスク上のデータを指定するのではなく、ハードウェア装置とそれを処理するデバイス・ドライバを特定します。ファイルのinodeには、デバイス番号、権限データおよび所有権データが含まれます。アタッチメントは、ホスト名とOracle Secure Backupによるテープ・デバイスへのアクセスに使用されるデバイス特殊ファイル名で構成されます。







差分増分バックアップ


増分バックアップの一種で、同位またはより下位のバックアップ・レベルで変更があったデータのみをコピーします。このバックアップは、レベル10のバックアップとも呼ばれます。Oracle Secure Backupでは、Network Appliance ファイラなどのNASデバイスを含む、一部のプラットフォームにおけるレベル10のバックアップはサポートしていません。







ディスク・プール


バックアップを格納するファイルシステム・ディレクトリ。ディスク・プールには、複数のバックアップまたはリストア・ジョブが同時アクセスできます。







DMA


「データ管理アプリケーション(DMA)」を参照してください。







ドメイン


共通のルールおよび手順により1つの単位として管理される、ネットワーク上のコンピュータおよびテープ・デバイスのグループ。インターネット内では、ドメインはIPアドレスによって定義されます。IPアドレスの共通部分を共有するすべてのホストまたはデバイスを、同じドメイン内にあるといいます。







有効期限ポリシー


メディア・ファミリ内のボリュームがどのように期限切れになるか、すなわち上書き対象となるかをOracle Secure Backupが決定する方法。メディア・ファミリには、コンテンツ管理の有効期限ポリシーまたは時間管理の有効期限ポリシーのいずれかを指定できます。







ファイバ・チャネル


ストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)内のテープ・デバイス間で主に使用されるプロトコル。







ファイルシステム・バックアップ


Oracle Secure Backupによって開始されるファイル・システム上のファイルのバックアップ。ファイルシステム・バックアップは、Oracle Secure BackupのSBTインタフェースを介して実行されるRecovery Manager(RMAN)バックアップとは異なります。







ファイラ


データ・ストレージに使用されるネットワーク接続アプライアンス。







ファイアウォール


プライベート・ネットワークとの間で行われる不正なアクセスを防止するように設計されたシステム。







全体バックアップ


クライアントで選択されたファイルをすべてバックアップする操作。増分バックアップとは異なり、前回のバックアップ後に変更されたかどうかに関係なくファイルをバックアップします。







ホスト


特定のセットのロールを割り当てられた、ネットワーク内のアドレスで参照できるコンピュータ。







ホスト認証


管理ドメイン内の2つのホスト間での接続の初期化フェーズ。アイデンティティ証明書を使用してホストが相互に認証されると、ホスト間の通信はSSLによって暗号化されます。ほぼすべての接続が双方向で認証されます。ホストへの最初のドメイン参加案内やNDMPアクセス・モードを使用するホストとの対話などは例外です。







アイデンティティ証明書


Oracle Secure Backupの管理ドメイン内のホストを一意に識別する、認証局(CA)が署名したX.509証明書。







import catalog


Oracle Secure BackupユーザーがテープからOracle Secure Backupドメインにボリューム・セットをインポートし、カタログを作成するプロセス。この機能はテープからバックアップ・カタログ・データを読み込んで、Oracle Secure Backupカタログ・ファイルに必要な情報を挿入します。







増分バックアップ


前回のバックアップ後に変更されたクライアント上のファイルのみをバックアップする操作。Oracle Secure Backupでは、ファイルシステム・バックアップについて9つの異なる増分バックアップ・レベルをサポートしています。累積増分バックアップは、より下位のレベルで、最新のバックアップ後に変更があったデータのみをコピーします。差分増分バックアップは、レベル10のバックアップに相当し、同位またはより下位のレベルで、増分バックアップ後に変更があったデータをコピーします。

増分バックアップは、最後に変更された時期に関係なくすべてのファイルを常にバックアップする全体バックアップと対照をなします。全体バックアップは、レベル0の増分バックアップに相当します。







ジョブ・リスト


Oracle Secure Backupによって作成および管理されるカタログで、過去、現在および保留中の各バックアップ・ジョブが記述されています。







ジョブ・サマリー


Oracle Secure Backupによって生成されるテキスト・ファイルのレポートで、選択されたバックアップおよびリストア・ジョブのステータスが記述されています。このレポートは、ユーザー指定のジョブ・サマリー・スケジュールに従って生成されます。







ジョブ・サマリー・スケジュール


ジョブ・サマリーを生成するためのユーザー定義のスケジュール。ジョブ・サマリー・スケジュールは、obtoolでmksumコマンドを使用して作成します。







場所


場所は、ボリュームが物理的に存在する場所で、テープ・ライブラリ、ディスク・プール、データ・センターまたはオフサイトの保管施設などの名前になります。







メディア・ファミリ


同じボリューム順序ファイル、有効期限ポリシーおよび書込みウィンドウを共有する、バックアップ・ボリュームの名前付き分類。







メディア・サーバー


1つ以上のテープ・デバイスまたはディスク・プールが接続されたコンピュータまたはサーバー。メディア・サーバーは、接続されているデバイスとの間でデータを送信します。







マウント・モード


このモードは、テープ・ドライブに物理的にロードされたボリュームをOracle Secure Backupで使用する方法を指します。有効値は、読取り専用、書込み/追加、上書きおよびマウントなしです。







NAS


「ネットワーク接続ストレージ(NAS)」を参照してください。







NDMP


「ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)」を参照してください。







NDMPアクセス・モード


ファイラ、または管理ドメイン内の通信にネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)を使用する他のホストに対するアクセス・モード。NDMPアクセス・モードは、Oracle Secure Backupのネットワーク・プロトコルを使用するプライマリ・アクセス・モードと対照をなします。Oracle Secure Backupは、ホストへのアクセスに使用されるのがプライマリ・アクセス・モードかNDMPアクセス・モードかに関係なく、ホスト間のデータ転送にNDMPを使用します。







ネットワーク接続ストレージ(NAS)


NASサーバーは、ファイル・システムを管理するネットワーク上のコンピュータです。このサーバーは、1つ以上の標準プロトコル(通常NFSおよびCIFS)を使用してファイル・システムをクライアントに公開します。







ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)


ネットワーク上の異種ファイル・サーバーのバックアップに対する共通アーキテクチャを定義するオープン・スタンダード・プロトコル。このプロトコルにより、中央のバックアップ・アプリケーションで使用される共通エージェント(データ管理アプリケーション(DMA)と呼びます)を作成し、異なるオペレーティング・システムが稼働しているサーバーをバックアップできます。NDMPを使用すると、データ・パスと制御パスが分離されるため、ネットワークの混雑状態が最小限に抑えられます。バックアップはローカルに(ファイル・サーバーから直接テープ・ドライブに)行うことができる一方、管理は中央で行うことができます。







ネットワーク・ファイル・システム(NFS)


異種のコンピュータ上に格納されている共有ファイルにすべてのネットワーク・ユーザーがアクセスできるようにするクライアント/サーバー・アプリケーション。NFSは、TCP/IP(Transmission Control Protocol/Internet Protocol)の最上位で稼働する仮想ファイル・システム(VFS)と呼ばれるインタフェースを介して共有ファイルにアクセスできるようにします。ユーザーは、ローカル・ディスク上に格納されているかのように共有ファイルを操作できます。NFSを使用すると、ネットワークに接続されているコンピュータは、リモート・ファイルにアクセスしている間はクライアントとして動作し、リモート・ユーザーがローカル共有ファイルへのアクセスを提供している間はサーバーとして動作します。NFS規格は、公開されており、幅広く使用されています。







不明瞭化ウォレット


スクランブル・アルゴリズムが不明の場合に読取りがきわめて難しい形式にデータがスクランブル化されているウォレット。このウォレットは読取り専用ですが、パスワードによって保護されてはいません。不明瞭化ウォレットでは、シングル・サインオン(SSO)がサポートされています。







オブジェクト


クラス、Oracle Secure Backupユーザー、ホスト、テープ・デバイス、テープ・ライブラリ、バックアップ・スケジュールなど、Oracle Secure Backupによって管理されるインスタンス構成データ。オブジェクトは、Oracle Secure Backupホームのadmin/configのサブディレクトリにファイルとして格納されます。







obtar


テープまたはディスクとの間でデータを移動する、Oracle Secure Backupの基礎をなすエンジン。obtarは、元のBerkeley UNIX tar(2)コマンドの系統です。

通常、obtarに直接アクセスすることはありませんが、コマンドラインで指定されるファイルまたはディレクトリをバックアップ、リストアするために使用できます。obtarでは、obtoolまたはOracle Secure Backup Webツールを介して公開されていない機能を使用できます。







obtool


Oracle Secure Backupに対する主要なコマンドライン・インタフェース。このツールを使用すると、Oracle Secure Backupの構成、バックアップとリストア、メンテナンスおよび操作の監視のすべてを実行できます。obtoolユーティリティは、Oracle Secure Backup Webツールにかわるものです。







オフサイト・バックアップ


全体または増分バックアップ・スケジュールに影響しないという点以外、全体バックアップと同等のバックアップ。オフサイト・バックアップは、増分バックアップのスケジュールに影響を与えずにオフサイト保管用のバックアップ・イメージを作成するときに使用すると便利です。







オンデマンド・バックアップ


obtoolのbackupコマンドまたはWebツールを使用して開始されるファイルシステム・バックアップ。このバックアップは1回かぎりで、即時実行されるか、指定された未来の時間に実行されます。オンデマンド・バックアップは、Oracle Secure Backupのスケジューラによって開始されるスケジュール済バックアップと対照をなします。







オペレータ


バックアップ操作、バックアップ・スケジュールの管理、テープの交換およびエラーのチェックなどを担当する人物。







Oracle Secure Backupカタログ・ファイル


これはindices.curファイルです。このファイルには、すべてのバックアップ・ファイルについての、名前、パスおよび統計情報など、完全な情報が含まれます。ホストごとに1つのカタログ・ファイルがあります。







Oracle Secure Backupホーム


Oracle Secure Backupソフトウェアがインストールされるディレクトリ。Oracle Secure Backupホームは、通常、UNIXおよびLinuxでは/usr/local/oracle/backup、WindowsではC:\Program Files\Oracle\Backupです。このディレクトリには、バイナリおよび構成ファイルがあります。ディレクトリのコンテンツは、管理ドメイン内のホストに割り当てられるロールによって異なります。







Oracle Secure Backup論理ユニット番号


デバイスの構成時に一意のデバイス特殊ファイル名(/dev/obt0、/dev/obt1など)を生成するために使用される0から31の数値。必須ではありませんが、ユニット番号は通常0から始まり、特定のタイプのテープ・デバイス(テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブ)が追加されるたびに増加します。

Oracle Secure Backup論理ユニット番号とSCSI LUNを混同しないでください。SCSI LUNはテープ・デバイスのハードウェア・アドレスの一部であるのに対し、Oracle Secure Backup論理ユニット番号はデバイス特殊ファイル名の一部です。







Oracle Secure Backupユーザー


Oracle Secure Backupの管理ドメイン内の定義済アカウント。Oracle Secure Backupユーザーは、オペレーティング・システム・ユーザーとは異なるネームスペースに存在します。







Oracle Secure Backupワイルドカード・パターン・マッチング


UNIXベースおよびLinuxベースのオペレーティング・システム上で、Oracle Secure Backup obtoolを介してバックアップ・カタログを参照する際に、1組のワイルドカード文字パターンを使用して出力をフィルタするために使用される手法です。







オリジナル・ボリューム


複製の作成元ボリューム。







オリジナルの場所


ボリュームが最初に書き込まれた場所。







上書き


同じファイル名を持つファイルをリストアすることによって、システム上のファイルを置換するプロセス。







パスワード猶予期間


Oracle Secure Backupユーザー・パスワードが期限切れになった後、ユーザーがパスワードを変更することなくログインできる期間の長さ。







パスワード存続期間


Oracle Secure Backupユーザー・パスワードが有効である期間で、単位は日数。







パスワード再使用期間


以前に使用したOracle Secure Backupユーザー・パスワードを再使用する前に、経過する必要がある時間。







事前認可


Oracle Secure Backupユーザーのオプションの属性。事前認可により、指定されたOracle Secure Backupのリソースへのアクセス権限がオペレーティング・システム・ユーザーに付与されます。







プライマリ・アクセス・モード


Oracle Secure Backupのネットワーク・プロトコルを管理ドメイン内の通信に使用するホストに対するアクセス・モード。Oracle Secure Backupは、プライマリ・アクセス・モードを使用するホストにインストールする必要があります。対照的に、NDMPアクセス・モードを使用するホストには、Oracle Secure Backupをインストールする必要がありません。Oracle Secure Backupは、ホストへのアクセスに使用されるのがプライマリ・アクセス・モードかNDMPアクセス・モードかに関係なく、ホスト間のデータ転送にNDMPを使用します。







秘密鍵


特定の公開鍵に対応し、所有者のみが知っている数値。すべての公開鍵暗号システムで、秘密鍵と公開鍵はペアで存在します。RSAなどの典型的な公開鍵暗号システムでは、秘密鍵に対応する公開鍵は1つのみです。秘密鍵は、署名を計算してデータを復号化するのに使用できます。







特権バックアップ


backupコマンドの--privilegedオプションによって開始されるファイルシステムのバックアップ操作。UNIXおよびLinuxシステムでは、特権バックアップはrootユーザーのアイデンティティのもとで実行されます。Windowsシステムでは、Windowsクライアント上のOracle Secure Backupのサービスと同じアカウント(通常Local System)のもとで実行されます。







公開鍵


特定エンティティと信頼できるやり取りを行う必要があるすべてのユーザーが知っている、そのエンティティに関連付けられた数値。公開鍵は、対応する秘密鍵とともに使用され、通信の暗号化および署名の検証を行うことができます。







保存期間


ボリューム・セットのデータが上書き対象とならない期間。保存期間は、時間管理メディア・ファミリの属性です。保存期間は、書込みウィンドウのクローズ時間から始まります。たとえば、メディア・ファミリの書込みウィンドウが7日で、保存期間が14日の場合、ボリューム・セットの最初のボリュームへの最初の書込みから21日後に、データは上書き対象となります。







Recovery Manager (RMAN)


データベースのバックアップ、リストアおよびリカバリに使用されるOracle Databaseのユーティリティ。RMANはOracle Secure Backupとは別個のアプリケーションです。RMANとは異なり、Oracle Secure Backupは、データベース・ファイルだけでなく、ファイルシステム上のファイルのバックアップにも使用できます。Oracle Secure Backupには、データベース・ファイルをテープまたはディスク・プールに直接バックアップするためにRMANで使用されるSBTインタフェースが含まれています。







権限


クラスに割り当てられる管理ドメイン内の権限。たとえば、自分によるバックアップ実行権限(perform backup as self)は、デフォルトでoperatorクラスに割り当てられます。クラスに属するすべてのOracle Secure Backupユーザーには、そのクラスに関連付けられた権限が付与されます。







RMANクライアント


Oracle Databaseソフトウェアとともに自動的にインストールされ、データベース・バックアップとリカバリを始動するRecovery Manager (RMAN)クライアント・プログラム。RMANクライアントは、互換性要件を満たすかぎり、ローカルまたはOracle Netを介してアクセス可能な任意のOracle Databaseファイルをバックアップおよびリカバリできます。







RMANリカバリ・カタログ


リカバリ・カタログは、オプションのデータベース・スキーマで、Recovery Manager(RMAN)メタデータの2次リポジトリとして機能します。集中管理されたリカバリ・カタログをデータベースに作成して、複数のターゲット・データベースのメタデータを格納できます。リカバリ・カタログは、RMANで管理され、Oracle Secure Backupのカタログとは無関係です。







RMANターゲット・データベース


ターゲットとは、Recovery Manager(RMAN)がバックアップまたはリストアするデータベース。RMANリポジトリは、RMANがバックアップおよびリカバリの管理に使用するメタデータで、ターゲット・データベースの制御ファイルに格納されます。







ロール


ネットワーク内のホストがバックアップおよびリストア操作中に持つことができる機能。Oracle Secure Backupのロールには、管理サーバー、メディア・サーバー、クライアントの3つがあります。ネットワーク内のホストは、これらのロールのいずれかまたはこれらを組み合せて機能します。たとえば、管理サーバーは、クライアントおよびメディア・サーバーになることもできます。







ローテーション・ポリシー


ローテーション・ポリシーは、メディアのライフサイクルを通したバックアップ・メディアの物理的な管理を定義します。最初のアクティブな場所(ボリュームが書き込まれる場所)から、ボリュームが再利用されるまで、別の場所へとボリュームが移動される順序および時間が決まります。







SAN


「ストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)」を参照してください。







SBTインタフェース


Recovery Manager(RMAN)が3次ストレージへのバックアップに使用できるメディア管理ソフトウェア・ライブラリ。SBTインタフェースは、公開されたAPIに準拠し、メディア管理ベンダーによって提供されます。Oracle Secure Backupには、RMANで使用するためのSBTインタフェースが含まれています。







スケジュール


スケジュール済バックアップ操作を実行するためのユーザー定義の期間。ファイルシステム・バックアップはスケジュールによってトリガーされます。スケジュールはobtoolのmkschedコマンドを使用して作成できます。これに対して、オンデマンド・バックアップは、backupコマンドを使用して作成される1回かぎりのバックアップです。







スケジュール済バックアップ


obtoolのmkschedコマンドまたはOracle Secure Backup Webツールを使用してスケジュールされる(またはrunjobコマンドによって変更される)ファイルシステム・バックアップ。バックアップ・スケジュールは、バックアップの対象となるファイルを記述します。スケジュールに定義されるトリガーは、バックアップ・ジョブの実行時期を指定します。







スケジューラ


管理サーバー上で稼働し、すべてのバックアップ・スケジュール・アクティビティを管理するデーモン(obscheduled)。スケジューラには、実行をスケジュールされたバックアップ・ジョブのジョブ・リストが保持されます。







サービス・デーモン


プライマリ・アクセス・モードにより通信する管理ドメイン内の各ホスト上で稼働するデーモン(observiced)。サービス・デーモンは、証明書の操作を含め、様々なサービスを提供します。







SCSI


「Small Computer System Interface(SCSI)」を参照してください。







SCSI LUN


Small Computer System Interface(SCSI)テープ・デバイスの論理ユニット番号。論理ユニット番号により、複数のテープ・デバイスが1つのSCSI IDを使用できます。Oracle Secure Backup論理ユニット番号と混同しないでください。







Secure Sockets Layer (SSL)


セキュアなネットワーク通信を提供する暗号プロトコル。SSLは、証明書によってエンドポイント・ホスト認証を提供します。SSLで送信されるデータは、盗聴、改ざんやメッセージの偽造、リプレイ攻撃から保護されます。







Small Computer System Interface (SCSI)


各種周辺機器とホスト・コンピュータとの接続を可能にするパラレルI/Oバスおよびプロトコル。SCSIバスには、ホスト・アダプタおよび周辺機器コントローラを使用して接続できます。







SSL


「Secure Sockets Layer(SSL)」を参照してください。







ストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)


高速ストレージ・デバイス・サブネットワーク。SANは、データのバックアップおよびリストア機能を2次ネットワークに割り当てるように設計されているため、これらの機能によってサーバーの機能は妨害されません。







記憶域要素


ロボット・アームによるボリュームの格納および取出しが可能な、テープ・ライブラリ内の物理位置。







保管場所


ボリュームを格納できる、テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブ以外の場所。







スーパーディレクトリ


ファイルシステム・バックアップの参照時に表示される架空のディレクトリ。ファイルシステムの最上位レベルから保存されたファイルとディレクトリがすべて含まれます。







テープ・デバイス


ユーザー定義デバイス名で識別されるテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブ。







テープ・ドライブ


テープに格納されているデータの読取りおよび書込みを行うテープ・デバイス。テープ・ドライブは順次アクセスで、特定のデータを読み取るには、その前にあるデータをすべて読み取る必要があります。テープ・ドライブには、Small Computer System Interface (SCSI)、ファイバ・チャネルなどの様々なプロトコルを介してアクセスできます。テープ・ドライブは、スタンドアロンでもテープ・ライブラリにも存在できます。







テープ・ライブラリ


Small Computer System Interface(SCSI)コマンドを受け入れて、記憶域要素とテープ・ドライブの間でボリュームを移動させるメディア・チェンジャ。







テープ・サービス


2次ストレージとデータをやり取りし、データ管理アプリケーション(DMA)で2次ストレージの操作およびアクセスができるようにするネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)サービス。







TCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol)


ネットワークでデータを送信するために、ホストとの接続に使用されるプロトコルのスイート。







時間管理の有効期限ポリシー


ボリューム・セット内のすべてのボリュームがそれぞれのボリューム有効期限に達すると上書きできる、メディア・ファミリの有効期限ポリシー。ボリューム有効期限は、セット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間に、書込みウィンドウ期間および保存期間を合算して算出されます。

たとえば、メディア・ファミリの書込みウィンドウを7日間、保存期間を14日間に設定します。Oracle Secure Backupが、まず1月1日の正午にセット内の最初のボリュームに書き込み、その後セット内の次の20ボリュームにデータを書き込んだとします。この場合、セット内の21ボリュームはすべて1月22日の正午に期限切れとなります。

時間管理の有効期限ポリシーを使用するボリュームには、Recovery Manager(RMAN)のバックアップまたはファイルシステム・バックアップを作成できます。







トリガー


バックアップが発生する日時を指定するバックアップ・スケジュールの一部。







信頼できる証明書


妥当性テストをしなくても有効とみなされる証明書。信頼できる証明書により、信頼システムの基盤が構築されます。通常、これらは信頼できる認証局(CA)が発行する証明書です。







非特権バックアップ


backupコマンドの--unprivilegedオプションを使用して作成されるファイルシステム・バックアップ。Oracle Secure Backupユーザーを作成または変更する際に、オペレーティング・システム・アカウントとそのユーザーを関連付けます。ホストの非特権バックアップは、そのバックアップを開始したOracle Secure Backupユーザーに関連付けられたオペレーティング・システム・アカウントのもとで実行されます。







UUID


Universal Unique Identifier。Oracle Secure Backupの管理ドメイン全体でオブジェクトを特定するために使用される識別子です。







仮想テープ・ライブラリ


複数の仮想テープ・ボリュームにパーティション化された1つ以上の大容量ディスク・ドライブ。Oracle Secure Backupでは、仮想テープ・ライブラリは、テープ・ボリュームと少なくとも1つのテープ・ドライブを含む物理ライブラリとみなされます。仮想テープ・ライブラリのボリュームとドライブは、通常の物理テープおよび物理ドライブと同様に構成できます。







ボリューム


ボリュームは、LTO5テープ・ドライブなど、1単位のメディアを表します。1つのボリュームに複数のバックアップ・イメージを含めることができます。







ボリューム作成時間


Oracle Secure Backupがバックアップ・イメージ・ファイルの番号1をボリュームに書き込んだ時間。







ボリューム有効期限


ボリューム・セット内のボリュームが期限切れになる日時。この時間は、書込みウィンドウの期間(該当する場合)をセット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間に加算した後、保存期間を加算して算出されます。

たとえば、保存期間が14日で書込みウィンドウが7日のメディア・ファミリにボリューム・セットが属するとします。また、セット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間が1月1日の正午で、その後にデータがセット内の次の20ボリュームに書き込まれたとします。この場合、セット内の21ボリュームすべてに対するボリューム有効期限は1月22日の正午です。







ボリュームID


ボリュームにラベルを付ける際に、Oracle Secure Backupによって割り当てられる一意の英数字の識別子。通常、ボリュームIDは、ボリュームのメディア・ファミリ名、ダッシュ記号および一意のボリューム順序番号で構成されます。たとえば、RMAN-DEFAULTメディア・ファミリ内のボリュームIDであればRMAN-DEFAULT-000002となります。







ボリューム・ラベル


ボリューム上の最初のバックアップ・イメージの最初のブロック。ボリュームID、所有者の名前、ボリューム作成時間やその他の情報が含まれます。







ボリューム順序ファイル


ボリュームにラベルを付ける際に割り当てる一意のボリュームIDが含まれるファイル。







ボリューム順序番号


ボリューム・ラベルに記録される、ボリューム・セット内のボリュームの順序を示す番号。セット内の最初のボリュームの順序番号は1です。通常、ボリュームのボリュームIDは、そのボリュームのメディア・ファミリ名、ダッシュ記号および一意のボリューム順序番号で構成されます。たとえば、RMAN-DEFAULTメディア・ファミリ内のボリュームのボリュームIDであればRMAN-DEFAULT-000002となります。







ボリューム・セット


バックアップ・イメージがまたがっているボリュームのグループ。1つのボリュームに収まるバックアップ・イメージの部分が、バックアップ・セクションです。







ボリューム・タグ


ボリュームに対するバーコード識別子(ボリューム・タグともいいます)を保持するために一般的に使用されるフィールド。ボリューム・タグは、ボリューム・ラベル内にあります。







ウォレット


パスワードで保護された、暗号化されたファイル。Oracleウォレットは、主にX.509証明書とこれに関連する公開鍵と秘密鍵のペアを格納するよう設計されています。ウォレットの中身は、ウォレットのパスワードが指定された後でのみ使用できます。不明瞭化ウォレットにはパスワードは不要です。







Webツール


管理ドメインの構成、バックアップおよびリストア操作の管理、バックアップ・カタログの参照を可能にするブラウザベースのGUI。







書込みウィンドウ


更新(通常、バックアップ・イメージを最後に追加)のためにボリューム・セットがオープンのままである期間。書込みウィンドウは、セット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間に開き、書込みウィンドウの期間が経過した後に閉じます。書込みウィンドウのクローズ時間後は、ボリューム・セットは、(有効期限ポリシーによる定義に従って)期限切れになるまで、あるいは再度ラベルを付けられる、再利用される、ラベル付けを解除されるまたは強制的に上書きされるまで更新できません。

書込みウィンドウはメディア・ファミリに関連付けられます。メディア・ファミリのメンバーであるボリューム・セットはすべて同じ期間、更新のためにオープンのままです。







書込みウィンドウのクローズ時間


更新に対してボリューム・セットが閉じる日時。この時間は、バックアップ・イメージ・ファイルの番号1がセット内の最初のボリュームに書き込まれるときに計算されます。ボリューム・セットに書込みウィンドウのクローズ時間が設定されている場合、その情報はボリューム・ラベルのボリューム・セクションにあります。







書込みウィンドウ期間


ボリューム・セットへの書込みが可能な期間。










索引

A  B  C  D  E  F  H  I  J  K  L  M  N  O  P  R  S  T  U  V  W  





A

	追加
	バックアップ・スケジュール 1
	バックアップ・ウィンドウ 1
	クラス 1
	データセット・ファイル 1
	OSBカタログ・リカバリのデータセット・ファイル 1
	複製ポリシーのページ 1
	複製ウィンドウ 1
	メディア・ファミリ 1
	ワンタイム・バックアップ・リクエスト 1
	ローテーション・ポリシー 1
	保管場所 1
	ユーザー 1
	ボールティング・スキャン・スケジュール 1
	ボリューム複製スケジュール 1



	adminクラス 1
	管理データ
	OSBバックアップ暗号化 1



	管理ドメイン
	概要 1
	複数ホスト 1
	Oracle RAC環境 1
	単一ホスト 1



	アルゴリズム
	ハードウェアベース 1
	OSB暗号化 1



	Apache Webサーバー・デーモン
	概要 1



	autovolumereleaseポリシー 1







B

	バックアップ
	統計 1



	バックアップ・カタログ
	参照 1
	表示 1
	リカバリ 1



	バックアップ・コンテナ
	概要 1
	デフォルト 1
	ディスク・プール 1
	タイプ 1



	バックアップ・データセット・ファイル
	概要 1
	場所 1



	バックアップの暗号化
	概要 1
	管理データ 1
	アルゴリズム 1
	クライアント・レベル 1
	例 1
	ハードウェアベース 1
	キー 1
	レベル 1
	ワンタイム非暗号化バックアップ 1
	オプション 1
	OSBカタログ・リカバリ 1
	ポリシーの値 1
	キー変更の頻度 1
	セキュリティ 1



	バックアップ暗号化とRMAN 1
	バックアップ暗号化のレベル
	優先順位 1



	バックアップ・イメージ・インスタンス
	カタログ・データ 1
	削除 1
	期限切れの削除 1
	表示 1
	編集 1



	バックアップ・イメージ
	セクション 1
	表示 1
	ファイル番号 1
	ラベル 1
	管理 1
	名前の変更 1



	バックアップ・ジョブ
	取消し 1
	ジョブのトランスクリプトの表示 1
	ファイルシステム 1
	管理 1
	OSBカタログ・リカバリ 1
	削除 1
	再開 1
	実行 1
	一時停止 1
	プロパティの表示 1



	バックアップ・リクエスト
	概要 1
	ワンタイム・リクエストの追加 1
	表示 1
	削除 1 , 2
	スケジューラに送信 1



	バックアップ
	クリティカル・データ 1
	メタデータの表示 1
	全体と増分の比較 1
	リスト表示 1
	オフサイト 1
	オンデマンド 1
	特権 1
	RMANとファイルシステムの比較 1
	計画済 1
	一時暗号化キー 1
	非特権 1



	バックアップ・スケジュール
	概要 1 , 2
	追加 1
	構成 1
	表示 1
	編集 1
	削除 1 , 2 , 3
	名前の変更 1



	バックアップ・セクション
	概要 1



	バックアップ統計
	backup_time 1
	dev_iorate 1
	dev_iosecs 1
	dev_kbytes 1
	devices 1
	ディレクトリ 1
	暗号化 1
	end_time 1
	entries_excluded 1
	entries_scanned 1
	entries_skipped 1
	error_rate 1
	ファイル 1
	file_kbytes 1
	ファイル 1
	filesys_errors 1
	hardlinks 1
	ホスト 1
	kbytes_scanned 1
	mount_points_skipped 1
	パス 1
	physical_blks_read 1
	physical_blks_written 1
	read_errors 1
	sparse_files 1
	start_time 1
	ステータス 1
	symlinks 1
	unknown_type 1
	voltags 1
	ボリューム 1
	write_errors 1
	wrt_iorate 1
	wrt_iosecs 1



	バックアップ計画
	概要 1
	リストアの頻度 1
	標準 1



	バックアップ・トリガー
	構成 1
	日次バックアップ・トリガーの作成 1
	月次トリガーの作成 1
	四半期トリガーの作成 1
	年次トリガーの作成 1
	トリガー・スケジュールの表示 1
	「トリガー」ページの表示 1
	編集 1
	削除 1



	バックアップ・ウィンドウ
	追加 1
	構成 1
	表示 1
	削除 1



	バーコード
	ボリュームの抽出 1
	ボリュームの挿入 1
	ボリュームのラベル付け 1
	ボリュームのロード 1
	ボリュームの移動 1



	バーコード・リーダー
	概要 1



	ブロッキング・ファクタ
	概要 1
	リストア操作 1



	ブロック・サイズ
	概要 1
	リストア操作 1



	テープ・ドライブの流用 1
	参照
	バックアップ・カタログ 1
	OSBカタログ 1
	OSBカタログおよびデータ・セレクタ 1
	ボリューム 1










C

	取消し
	ジョブ 1



	カタログ
	概要 1
	参照 1
	場所 1 , 2
	Oracle Secure Backup 1
	ベースとしたリストア操作 1
	スーパーディレクトリ 1



	カタログ・データ
	概要 1
	バックアップ・イメージ・インスタンス 1



	カタログ・インポート
	バックアップ・カタログ・データのカタログ化 1
	カタログ・インポートの管理 1



	カタログ・リカバリ
	概要 1
	ファイルの追加 1
	バックアップ・ジョブ 1
	データセット 1
	バックアップの無効化 1
	暗号化 1
	メディア・ファミリ 1
	変更 1
	オブジェクト 1
	サマリー 1



	チェック
	データセット・ファイル 1



	チェックポイント
	概要 1
	定義済 1
	表示 1
	削除 1



	クラス
	概要 1
	追加 1
	admin 1
	構成 1
	定義 1
	表示 1
	プロパティの編集 1
	演算子, 1
	oracle 1
	リーダー 1
	削除 1
	名前の変更 1
	ユーザー 1



	テープ・ドライブのクリーニング 1
	テープ・ライブラリ・ドアのクローズ 1
	圧縮
	ボリューム複製 1



	構成ファイル
	概要 1
	アクセス 1



	構成
	バックアップ・スケジュール 1
	バックアップ・トリガー 1
	バックアップ・ウィンドウ 1
	クラス 1
	データベース・バックアップ記憶域セレクタ 1
	ジョブ・サマリー 1
	メディア・ファミリ 1
	RMANのメディア・ファミリ 1
	RMAN 1
	SBTライブラリへのRMANのアクセス 1



	制約ローテーション・ポリシー 1
	コンテンツ管理の有効期限ポリシー
	概要 1



	作成
	バックアップ・イメージ・インスタンス 1
	カタログベースのリストア・リクエスト 1
	日次バックアップ・トリガー 1
	月次バックアップ・トリガー 1
	四半期バックアップ・トリガー 1
	RAWリストア・リクエスト 1
	年次バックアップ・トリガー 1



	クリティカル・データ
	バックアップ 1



	CROSSCHECKコマンド 1 , 2
	customeridstringポリシー 1







D

	デーモン
	概要 1
	表示 1
	対話 1
	管理 1
	obhttpd 1
	obixd 1
	obndmpd 1
	obpoolmgr 1
	obproxyd 1
	obrobotd 1
	obscheduled 1
	observiced 1
	タイプ 1
	プロパティの表示 1



	日次バックアップ
	トリガーの作成 1



	データベース・バックアップ記憶域セレクタ
	構成 1
	Oracle Cloud Controlで作成 1
	パラメータ 1
	削除 1



	データベース・リカバリ
	RMANおよびOSB 1



	データベース
	RMANおよびOSBによるバックアップ 1
	RMANおよびOSBによるリカバリ 1



	Data ONTAPオペレーティング・システム 1
	データ・セレクタ
	参照 1



	データセット・ファイル
	概要 1
	追加 1
	確認 1
	表示 1
	編集 1
	例 1
	場所 1
	OSBカタログ・リカバリ 1
	削除 1
	名前の変更 1



	デフォルトおよびポリシー
	概要 1 , 2
	autovolumerelease 1
	クラス 1
	customeridstring 1
	duplicateovernetwork 1
	duplicationjobpriority 1
	minwritablevolumes 1
	reportretaintime 1
	ボールティング・ポリシー 1 , 2
	表示 1



	DELETEコマンド 1
	削除
	バックアップ・イメージ・インスタンス 1
	期限切れになったバックアップ・イメージ・インスタンス 1



	無効化
	NUMA対応 1
	ボールティング・スキャン・スケジュール 1



	ディスク・プール
	概要 1
	プロパティの表示 1
	管理 1
	領域の使用量の監視 1



	表示
	バックアップ・カタログ 1
	バックアップ・イメージ・インスタンス 1
	バックアップ・イメージ 1
	バックアップ・リクエスト 1
	バックアップ・スケジュール 1
	バックアップ・ウィンドウ 1
	チェックポイント・ページ 1
	デーモン・ページ 1
	データセット・ファイル 1
	ディスク・プール 1
	ジョブ・サマリー 1
	ジョブのトランスクリプト 1
	ライブラリ・ページ 1
	メディア・ファミリ 1
	RAWメディア 1
	トリガー・スケジュール 1
	「トリガー」ページ 1



	配布レポート
	定義済 1 , 2



	Oracle RAC環境での二重化バックアップ 1
	duplicateovernetworkポリシー 1
	複製
	ポリシーの追加 1
	ウィンドウの追加 1
	およびNDMPコピー対応VTL 1
	duplicateovernetworkポリシー 1
	duplicationjobpriorityポリシー 1
	ポリシーの編集 1
	複製ボリュームのエクスポート 1
	障害 1
	ジョブ 1
	オリジナル・ボリュームと複製ボリューム 1
	ネットワーク上 1
	優先順位 1
	ポリシーの削除 1
	ウィンドウの削除 1
	ポリシーの名前の変更 1
	複製ボリュームを使用するリストア 1
	スケジュール 1
	NDMPコピー対応VTLの使用 1
	ボリュームの移行 1
	ボリューム 1
	オンデマンドのボリューム 1
	ネットワーク上のボリューム 1
	ウィンドウ 1 , 2



	duplicationjobpriorityポリシー 1
	複製ポリシー
	duplicateovernetwork 1
	duplicationjobpriority 1










E

	編集
	バックアップ・イメージ・インスタンス 1
	バックアップ・スケジュール 1
	バックアップ・トリガー 1
	クラス・プロパティ 1
	データセット・ファイル 1
	ジョブ・サマリー・スケジュール 1
	メディア・ファミリ・プロパティ 1
	ローテーション・ポリシー 1
	保管場所 1
	ユーザー・プロパティ 1



	暗号化
	OSBバックアップ暗号化 1
	クライアント・レベル 1
	例 1
	ファイルシステム・バックアップ 1
	ハードウェアベース 1
	ワンタイム非暗号化バックアップ 1
	Oracle Databaseバックアップ 1
	OSB管理データ 1
	OSBカタログ・リカバリ 1
	OSB暗号化アルゴリズム 1
	OSB暗号化キー 1
	OSB暗号化オプション 1
	OSB暗号化キーの変更頻度 1
	OSB暗号化のセキュリティ 1
	RMANとOSBの比較 1



	EODラベル 1
	EOVラベル 1
	エラー・ログ
	テープ・ライブラリ 1



	イベント
	ローテーション・ポリシー 1



	例
	ボールティング環境 1



	例外レポート
	定義済 1 , 2



	有効期限
	拡張 1



	有効期限ポリシー
	RMAN 1
	コンテンツ管理 1
	時間管理 1



	エクスポート
	複製ボリューム 1
	ボリューム 1



	ボリュームの抽出 1







F

	失敗
	複製ジョブ 1



	ファイルシステム・バックアップ・カタログ
	参照 1
	表示 1



	ファイルシステム・バックアップ・ジョブ
	概要 1



	ファイルシステム・バックアップ・リクエスト
	ワンタイム・リクエストの追加 1
	削除 1 , 2



	ファイルシステム・バックアップ
	スケジュール済バックアップ 1
	ワンタイム・スケジュールの作成 1
	クリティカル・データ 1
	リクエストの表示 1
	暗号化 1
	全体と増分の比較 1
	リスト表示 1
	オフサイト 1
	オンデマンド 1
	再開可能 1



	ファイルシステム・リストア・ジョブ
	概要 1



	ファイルシステムのリストア操作
	概要 1
	カタログベース 1
	カタログベースのリクエストの作成 1
	RAWリストア・リクエストの作成 1
	RAWメディアの表示 1
	raw 1
	RAWリストア・リクエストの削除 1
	スケジューラへのRAWリストア・リクエストの送信 1
	obtarの使用 1



	ファイルシステム・リストア・リクエスト
	カタログベースのリクエストの削除 1
	スケジューラへのカタログベースのリクエストの送信 1



	全体バックアップ
	増分バックアップとの比較 1










H

	ハードウェアベースの暗号化
	ロギング 1
	レポート 1










I

	ボリュームの識別 1
	増分バックアップ
	全体バックアップとの比較 1



	索引デーモン
	概要 1



	挿入
	ボリューム 1



	インターネット・プロトコルv6
	NDMP 1










J

	ジョブ
	概要 1
	取消し 1
	データセット 1
	ジョブのトランスクリプトの表示 1
	複製ジョブの失敗 1
	識別子 1
	ログ 1
	管理 1
	メディアの移動 1
	優先順位 1
	削除 1
	リストア 1
	再開 1
	実行 1
	subordinate 1
	一時停止 1
	トランスクリプト 1
	プロパティの表示 1
	ボリューム複製 1



	ジョブ・サマリー
	概要 1
	構成 1
	表示 1



	ジョブ・サマリー・スケジュール
	概要 1
	編集 1
	削除 1



	ジョブのトランスクリプト
	バックアップ統計 1



	ジョブのトランスクリプト
	概要 1










K

	キー
	OSBバックアップ暗号化 1










L

	ラベル付け, ボリューム 1
	ラベル
	EOD 1
	EOV 1



	レベル
	バックアップの暗号化 1



	ライブラリ・コマンド
	説明 1
	実行 1



	「ライブラリ」ページ
	表示 1



	リスト表示
	テープ・ライブラリ・ボリューム 1



	ロード
	ボリューム 1



	ローカル・バックアップ
	ネットワーク・バックアップとの比較 1



	場所レポート
	定義済 1



	場所
	概要 1
	追加 1
	編集 1
	削除 1
	名前の変更 1



	LTO4テープ・ドライブ 1







M

	管理対象ボリューム 1
	管理
	バックアップ・ジョブとリストア・ジョブ 1
	バックアップ・イメージ 1
	デーモン 1
	ディスク・プール 1



	最大ブロッキング・ファクタ
	概要 1



	メディア・ファミリ
	概要 1
	追加 1
	ローテーション・ポリシーとの関連付け 1
	ボリューム複製ポリシーとの関連付け 1
	構成 1
	RMAN用の構成 1
	デフォルト・ボリューム順序ファイル 1
	Webツールによる表示 1
	プロパティの編集 1
	OSBカタログ・リカバリ 1
	削除 1
	RMAN-DEFAULT 1
	ローテーション・ポリシー 1
	ユーザー指定のボリュームID 1
	ユーザー指定のボリューム順序ファイル 1
	ボリューム有効期限ポリシー 1
	ボリュームの識別順序 1



	メディア・ライフ・サイクル
	autovolumereleaseポリシー 1
	customeridstringポリシー 1
	duplicateovernetworkポリシー 1
	duplicationjobpriorityポリシー 1
	minwritablevolumesポリシー 1
	reportretaintime 1



	メディア・ライフ・サイクル管理
	概要 1



	メディア管理
	複製ポリシーの追加 1
	複製ウィンドウの追加 1
	ローテーション・ポリシーの追加 1
	保管場所の追加 1
	ボールティングのスキャン・スケジュールの追加 1
	ボリューム複製スケジュールの追加 1
	RMAN 1
	ローテーション・ポリシーとメディア・ファミリの関連付け 1
	ボリューム複製ポリシーとメディア・ファミリの関連付け 1
	制約ローテーション・ポリシー 1
	ボールティングのスキャン・スケジュールの無効化 1
	配布レポート 1 , 2
	複製ジョブの失敗 1
	複製ポリシーの編集 1
	ローテーション・ポリシーの編集 1
	保管場所の編集 1
	例外レポート 1 , 2
	複製ボリュームのエクスポート 1
	場所レポート 1
	場所 1
	管理対象メディア・ボリュームと管理対象外メディア・ボリューム 1
	メディア移動ジョブ 1
	最小書込み可能ボリューム 1
	欠落ボリューム・レポート 1
	ネットワーク・ボリューム複製 1
	オンデマンド複製 1
	オリジナル・ボリュームと複製ボリューム 1
	選択レポートと配布レポート 1
	選択レポート 1 , 2
	複製ポリシーの削除 1
	複製ウィンドウの削除 1
	ローテーション・ポリシーの削除 1
	保管場所の削除 1
	ボリューム複製スケジュールの削除 1
	複製ポリシーの名前の変更 1
	ローテーション・ポリシーの名前の変更 1
	保管場所の名前の変更 1
	レポート 1
	複製ボリュームを使用するリストア 1
	ローテーション・ポリシー 1
	ローテーション・ポリシー・イベント 1
	メディア移動ジョブの実行 1
	スケジュール・レポート 1
	保管場所 1
	テープ・ボリューム・リコール 1
	非制約ローテーション・ポリシー 1
	ボールティング環境の例 1
	ボールティングのスキャン 1
	ボールティング・スキャン・スケジュール 1
	ボリューム複製 1
	ボリューム複製ジョブ 1
	ボリューム複製ポリシー 1
	ボリューム複製の優先度 1
	ボリューム複製スケジュール 1 , 2
	ボリューム複製ウィンドウ 1 , 2
	ボリュームの移行 1



	メディア管理パラメータ
	SBT_LIBRARY 1
	RMANでの設定 1



	メディア移動
	選択レポートと配布レポート 1



	メディア移動ジョブ
	概要 1
	実行 1



	メタデータ
	表示 1



	移行
	ボリューム 1



	最小書込み可能ボリューム 1
	minimumwriteablevolumesポリシー 1
	欠落ボリューム・レポート
	定義済 1



	変更
	OSBカタログ・リカバリ 1



	ボリュームのマウント 1
	移動
	ボリューム 1










N

	名前付け
	ユーザー 1



	NDMP
	インターネット・プロトコルv6 1
	デーモン 1
	ホスト 1
	増分リストア操作 1



	NDMPコピー対応VTL
	概要 1



	NDMPボリューム複製
	使用 1



	ネットワーク
	ボリューム複製 1



	ネットワーク・バックアップ
	ローカル・バックアップとの比較 1



	NUMA
	使用禁止 1



	NUMAのサポート 1







O

	OB_ENCRYPTIONパラメータ設定 1
	observiced
	概要 1



	obtar
	ファイルのリストア 1



	オフサイト・バックアップ 1
	オンデマンド
	バックアップ 1
	複製 1



	オープン
	テープ・ライブラリ・ドア 1



	operatorクラス
	概要 1



	oracleクラス
	概要 1



	Oracle Databaseバックアップ
	暗号化 1



	Oracle RAC
	二重化バックアップ 1
	Oracle RAC環境でのOSBのインストール 1
	ネットワーク・バックアップとローカル・バックアップの比較 1
	Oracle Secure Backupの使用 1



	Oracle Secure Backup
	機能 1



	Oracle Secure Backupカタログ
	概要 1
	アクセス 1



	Oracle Secure Backupのデーモン
	概要 1
	対話 1
	obhttpd 1
	obixd 1
	obndmpd 1
	obpoolmgr 1
	obproxyd 1
	obrobotd 1
	obscheduled 1
	observiced 1
	タイプ 1



	OSBバックアップ暗号化
	概要 1
	管理データ 1
	アルゴリズム 1
	クライアント・レベル 1
	例 1
	ハードウェアベース 1
	キー 1
	ワンタイム非暗号化バックアップ 1
	オプション 1
	キー変更の頻度 1
	セキュリティ 1



	OSBカタログ
	概要 1
	RMANカタログとの比較 1
	参照 1
	データ・セレクタを使用して参照 1
	場所 1 , 2
	スーパーディレクトリ 1
	表示モード 1



	OSBカタログ・リカバリ
	概要 1
	ファイルの追加 1
	バックアップ・ジョブ 1
	データセット 1
	バックアップの無効化 1
	暗号化 1
	メディア・ファミリ 1
	変更 1
	オブジェクト 1
	サマリー 1



	OSBデータセット・ファイル
	概要 1
	追加 1
	確認 1
	編集 1
	場所 1
	削除 1
	名前の変更 1



	OSB暗号化
	RMAN暗号化との比較 1
	カタログ・リカバリ 1
	ハードウェアベース 1



	OSBユーザー
	概要 1
	追加 1
	オペレーティング・システムのアカウント 1
	事前認可済アクセスの割当て 1
	Windowsアカウント情報の割当て 1
	パスワードの変更 1
	構成 1
	RMANでの事前認可済ユーザーの構成 1
	RMANでの事前認可済ユーザーの作成 1
	定義 1
	Webツールでの表示 1
	プロパティの編集 1
	RMANでの事前認可の図 1
	命名 1
	パスワード 1
	事前認可 1
	削除 1
	事前認可済アクセスの削除 1
	Windowsアカウント情報の削除 1
	名前の変更 1
	権限 1










P

	パスワード
	変更 1
	パスワード変更の強制 1
	セキュリティ・ポリシー 1
	設定 1
	猶予期間の設定 1 , 2
	ライフタイムの設定 1 , 2
	再使用期間の設定 1 , 2



	選択レポート
	定義済 1 , 2



	ポリシー
	概要 1
	複製ポリシーの追加 1
	バックアップの暗号化 1
	複製ポリシーの編集 1
	ハードウェアベースの暗号化 1
	複製ポリシーの削除 1
	複製ポリシーの名前の変更 1
	デフォルトへのリセット 1
	設定 1
	表示 1
	ボリューム複製 1



	プール・マネージャ・デーモン
	概要 1



	事前認可済アクセス
	ユーザーへの割当て 1
	削除 1



	事前認可済ユーザー
	RMAN用の構成 1
	RMANでの作成 1
	RMANの図 1



	優先度
	ボリューム複製 1



	特権バックアップ 1
	プロパティ
	デーモン 1
	ジョブ 1



	プロキシ・デーモン
	概要 1










R

	RAWリストア操作
	リクエストの作成 1
	リクエストの削除 1



	readerクラス 1
	ボリュームのリコール 1
	データベースのリカバリ
	RMANおよびOSB 1



	キー変更の頻度
	OSBバックアップ暗号化 1



	削除
	バックアップ・リクエスト 1 , 2
	バックアップ・スケジュール 1 , 2 , 3
	バックアップ・ウィンドウ 1
	カタログベースのリストア・リクエスト 1
	チェックポイント 1
	クラス 1
	データベース・バックアップ記憶域セレクタ 1
	データセット・ファイル 1
	複製ウィンドウ 1
	ジョブ 1
	ジョブ・サマリー・スケジュール 1
	メディア・ファミリ 1
	RAWリストア・リクエスト 1
	ローテーション・ポリシー 1
	保管場所 1
	トリガー 1
	ユーザー 1
	ボリューム複製スケジュール 1



	名前の変更
	バックアップ・イメージ 1
	バックアップ・スケジュール 1
	クラス 1
	データセット・ファイル 1
	ローテーション・ポリシー 1
	保管場所 1
	ユーザー 1



	レポート
	customeridstringポリシー 1
	ハードウェアベースの暗号化 1
	メディア管理 1
	reportretaintimeポリシー 1



	予約
	テープ・ライブラリの予約の管理 1
	テープ・ライブラリ 1



	再開可能なバックアップ
	概要 1
	チェックポイント 1



	リストア
	複製ボリュームの使用 1



	リストアの頻度
	バックアップ計画 1



	リストア・ジョブ
	概要 1
	取消し 1
	ジョブのトランスクリプトの表示 1
	ファイルシステム 1
	管理 1
	複数 1
	削除 1
	再開 1
	実行 1
	一時停止 1
	プロパティの表示 1



	リストア操作
	概要 1
	カタログベース 1
	RAWリストア・リクエストの作成 1
	RAWメディアの表示 1
	raw 1
	RAWリストア・リクエストの削除 1
	スケジューラへのRAWリストア・リクエストの送信 1
	obtarの使用 1
	ワイルドカード・パターン・マッチングを使用 1



	リストア・リクエスト
	カタログベースのリクエストの作成 1
	カタログベースのリクエストの削除 1



	リストア・リクエスト
	概要 1
	スケジューラへのカタログベースのリクエストの送信 1



	再開
	バックアップ・ジョブとリストア・ジョブ 1



	テープ・ドライブの返却 1
	ボリュームの再利用 1
	権限
	概要 1



	Recovery Manager
	メディア管理 1
	Oracle Secure Backup 1
	ボールティング 1
	Oracle Secure Backupとの通信 1
	SBTライブラリへのアクセスの構成 1
	メディア・ファミリの構成 1
	バックアップ・ピース情報の表示 1
	有効期限ポリシー 1
	OSBによるバックアップの実行 1
	OSBによるデータベースのリカバリ 1
	メディア管理パラメータの設定 1
	Oracle Secure Backupでの使用 1



	RMANとバックアップ暗号化 1
	RMANバックアップ
	クロスチェック 1
	情報の表示 1



	RMANバックアップ・セット
	OSBバックアップ・イメージとの比較 1



	RMANカタログ
	OSBカタログとの比較 1



	RMANコマンド
	CROSSCHECK 1 , 2
	DELETE 1



	RMAN-DEFAULTメディア・ファミリ
	概要 1



	RMAN暗号化
	OSB暗号化との比較 1



	ロボット・デーモン
	概要 1



	ローテーション・ポリシー
	概要 1
	追加 1
	メディア・ファミリとの関連付け 1
	制約と非制約の比較 1
	編集 1
	イベント 1
	最小書込み可能ボリューム 1
	削除 1
	名前の変更 1



	ローテーション・ポリシー
	メディア・ファミリ 1



	ジョブの実行 1







S

	SBT_LIBRARYパラメータ 1
	SBTエラー, 表示 1
	SBTインタフェース
	概要 1



	SBTライブラリ
	RMANアクセスの構成 1



	スケジュール・デーモン
	概要 1



	スケジュール済バックアップ
	概要 1



	スケジューラ
	カタログベースのリストア・リクエスト 1
	job priority 1
	RAWリストア・リクエスト 1



	スケジュール・レポート
	定義済 1



	スケジュール
	バックアップ・スケジュールの追加 1
	ボールティングのスキャン・スケジュールの追加 1
	ボリューム複製スケジュールの追加 1
	バックアップ 1
	ワンタイム・バックアップ・スケジュールの作成 1
	ボールティングのスキャン・スケジュールの無効化 1
	バックアップ・スケジュールの表示 1
	バックアップ・スケジュールの編集 1
	ジョブ・サマリー 1
	バックアップ・スケジュールの削除 1 , 2 , 3
	ボリューム複製スケジュールの削除 1
	バックアップ・スケジュールの名前の変更 1
	ボールティング・スキャン 1
	ボリューム複製 1 , 2



	セクション番号
	概要 1



	Secure Sockets Layer
	「SSL」を参照



	セキュリティ
	OSBバックアップ暗号化 1



	送信
	カタログベースのリストア・リクエストをスケジューラへ 1
	RAWリストア・リクエストをスケジューラへ 1



	順序番号
	概要 1



	サービス・デーモン 1
	設定
	ポリシー 1



	領域使用量
	ディスク・プール
	監視 1






	SSL 1
	統計
	バックアップ 1



	保管場所
	概要 1
	追加 1
	編集 1
	削除 1
	名前の変更 1



	計画
	バックアップ 1



	サマリー
	ジョブ 1



	サマリー
	OSBカタログ・リカバリ 1



	スーパーディレクトリ
	OSBカタログ 1



	一時停止
	バックアップ・ジョブとリストア・ジョブ 1










T

	テープ・ドライブ
	流用 1
	クリーニング 1
	暗号化対応 1
	管理 1
	戻す 1
	プロパティの表示 1



	テープ・ライブラリ
	minwritablevolumesポリシー 1



	テープ・ライブラリ
	自動テープ・アンロード 1
	テープ・ドライブの流用 1
	テープ・ドライブのクリーニング 1
	ドアのクローズ 1
	エラー・ログ 1
	ボリュームの識別 1
	ボリュームのラベル付け 1
	ボリュームのロード 1
	管理 1
	予約の管理 1
	ドアのオープン 1
	予約 1
	テープ・ドライブの返却 1
	ボリュームの再利用 1
	ボリュームのラベル付けの解除 1
	ボリュームのアンロード 1
	プロパティの表示 1
	ボリューム・リスト 1



	テープ・ボリューム・リコール 1
	時間管理の有効期限ポリシー 1
	トランスクリプト
	バックアップ統計 1



	トランスクリプト
	ジョブのトランスクリプトの表示 1
	ジョブ 1



	一時暗号化 1
	トリガー
	構成 1
	日次バックアップ・トリガーの作成 1
	月次バックアップの作成 1
	ワンタイム・バックアップの作成 1
	四半期バックアップ・トリガーの作成 1
	年次バックアップ・トリガーの作成 1
	トリガー・スケジュールの表示 1
	「トリガー」ページの表示 1
	編集 1
	削除 1










U

	非制約ローテーション・ポリシー 1
	ボリュームのラベル付けの解除 1
	アンロード
	自動 1
	ボリューム 1



	管理対象外ボリューム 1
	ボリュームのアンマウント 1
	非特権バックアップ 1
	更新
	ライブラリ・インベントリ 1



	userクラス 1
	ユーザー
	概要 1
	追加 1
	オペレーティング・システムのアカウント 1
	事前認可済アクセスの割当て 1
	Windowsアカウント情報の割当て 1
	パスワードの変更 1
	構成 1
	RMANでの事前認可済ユーザーの構成 1
	RMANでの事前認可済ユーザーの作成 1
	Webツールでの表示 1
	プロパティの編集 1
	RMANでの事前認可の図 1
	命名 1
	パスワード 1
	事前認可 1
	削除 1
	事前認可済アクセスの削除 1
	Windowsアカウント情報の削除 1
	名前の変更 1
	権限 1










V

	ボールティング
	ローテーション・ポリシーの追加 1
	保管場所の追加 1
	ボールティングのスキャン・スケジュールの追加 1
	ボリューム複製ポリシーの追加 1
	ボリューム複製スケジュールの追加 1
	ボリューム複製ウィンドウの追加 1
	RMAN 1
	ローテーション・ポリシーとメディア・ファミリの関連付け 1
	ボリューム複製ポリシーとメディア・ファミリの関連付け 1
	autovolumereleaseポリシー 1
	制約および非制約ローテーション・ポリシー 1
	customeridstringポリシー 1
	ボールティングのスキャン・スケジュールの無効化 1
	配布レポート 1 , 2
	duplicateovernetworkポリシー 1
	duplicationjobpriorityポリシー 1
	ネットワークでの複製 1
	ローテーション・ポリシーの編集 1
	保管場所の編集 1
	ボリューム複製ポリシーの編集 1
	ボリューム複製スケジュールの編集 1
	例 1
	例外レポート 1 , 2
	複製ボリュームのエクスポート 1
	場所レポート 1
	場所 1
	管理対象メディア・ボリュームと管理対象外メディア・ボリューム 1
	メディア移動ジョブ 1
	最小書込み可能ボリューム 1
	minwritablevolumesポリシー 1
	欠落ボリューム・レポート 1
	オンデマンド・ボリューム複製 1
	オリジナル・ボリュームと複製ボリューム 1
	概要 1
	選択レポートと配布レポート 1
	選択レポート 1 , 2
	ボリュームのリコール 1
	ローテーション・ポリシーの削除 1
	保管場所の削除 1
	ボリューム複製ポリシーの削除 1
	ボリューム複製スケジュールの削除 1
	ボリューム複製ウィンドウの削除 1
	ローテーション・ポリシーの名前の変更 1
	保管場所の名前の変更 1
	ボリューム複製ポリシーの名前の変更 1
	ボリューム複製スケジュールの名前の変更 1
	reportretaintimeポリシー 1
	レポート 1
	複製ボリュームを使用するリストア 1
	ローテーション・ポリシー 1
	ローテーション・ポリシー・イベント 1
	メディア移動ジョブの実行 1
	スケジュール・レポート 1
	ボールティングのスキャン 1
	ボールティング・スキャン・スケジュール 1
	ボリューム複製 1
	ボリューム複製の失敗 1
	ボリューム複製ジョブ 1
	ボリューム複製ポリシー 1
	ボリューム複製の優先度 1
	ボリューム複製スケジュール 1 , 2
	ボリューム複製ウィンドウ 1
	ボリュームの移行 1



	ボールティング・ポリシー
	概要 1 , 2
	autovolumerelease 1
	customeridstring 1
	minimumwriteablevolumes 1



	ボールティングのスキャン
	概要 1
	スケジュールの追加 1
	バックアップの無効化 1



	ボールティング・スキャン・スケジュール 1
	表示
	テープ・ドライブ・プロパティ 1
	テープ・ライブラリ・プロパティ 1



	表示モード
	完全 1
	包含 1
	OSBカタログ 1
	特定 1



	ボリューム複製
	スケジュールの追加 1
	およびNDMPコピー対応VTL 1
	スケジュールの削除 1
	NDMPコピー対応VTLの使用 1



	ボリューム複製ポリシー
	概要 1
	メディア・ファミリとの関連付け 1



	ボリューム複製スケジュール
	概要 1



	ボリューム有効期限ポリシー
	メディア・ファミリ 1



	ボリュームID
	ユーザー指定 1



	ボリュームの識別順序
	メディア・ファミリ 1



	ボリューム
	概要 1
	複製ポリシーの追加 1
	複製ウィンドウの追加 1
	自動アンロード 1
	autovolumereleaseポリシー 1
	参照 1
	ドアのクローズ 1
	複製 1
	複製ジョブの失敗 1
	複製ジョブ 1
	複製の優先度 1
	複製スケジュール 1
	複製ウィンドウ 1 , 2
	複製ポリシーの編集 1
	エクスポート 1
	複製のエクスポート 1
	有効期限の延長 1
	抽出 1
	特定 1
	挿入 1
	インベントリ更新 1
	ラベル付け 1
	ライブラリのリスト表示 1
	ロード 1
	管理対象と管理対象外の比較 1
	移行 1
	最小書込み可能 1
	minwritablevolumesポリシー 1
	マウント 1
	移動 1
	ネットワーク複製 1
	オンデマンド複製 1
	ドアのオープン 1
	オリジナル・ボリュームと複製ボリューム 1
	リコール 1
	複製ポリシーの削除 1
	複製ウィンドウの削除 1
	複製ポリシーの名前の変更 1
	複製を使用するリストア 1
	再利用 1
	保管場所 1
	タグ 1
	ボールティング環境での追跡 1
	ラベル付けの解除 1
	アンロード 1
	アンマウント 1



	ボリューム順序ファイル
	デフォルト 1
	ユーザー指定 1



	ボリューム・セット
	概要 1










W

	ウィンドウ
	複製ウィンドウの追加 1
	複製ウィンドウの削除 1
	ボリューム複製 1 , 2



	Windowsアカウント情報
	ユーザーへの割当て 1
	削除 1













Oracleの法律上の注意点

コピーライト

Copyright © 1994-2017, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクルまでご連絡ください。

制限付権利について

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.
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Backup started on Fri Mar 20 2009 at 1.
Volune label:

Volume tag: 113dcd66£7e61025030001632389519
Volune UUID: 22aS8eea-£7e6-102b-9a3E-001632389519
Volume ID: VOLODODOL

Volune sequence: 1

Volune set owner: root

53

: Volume set created: Fri Mar 20 11:32:53 2009

Original UUID: 2Zas8eea-f7e6-102b-9a3£-00163e389519

: hrchive label:

File mmber: 1

1

File section:
omer: root
Client host: brhost2
o

Backup level:
5/ compressio
Archive create

Fri Mar 20 11:32:53 2009

: Encryption: off

Backup complete on Fri Mar 20 2009 at 11:33:02

Backup statistic:
status 0

devices vel
devices 1

+ volumes VOLODDOOL

voltags 113dcd66£76102b030001632389519

: Dumping all files in /ade/lashdown_osblx/oracle/uork/data/backup
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